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ⓒ えすのサカエ・角川書店／12人の日記所有者たち






Prologue　或る探偵の記録







　見よ。神の幕屋が人と共にある。


　神は彼らと共に住み、彼らはその民たみとなる。


　また、神御ご自じ身しんが彼らと共におられて、彼らの目の涙なみだを全すべて拭ぬぐい取って下さる。


　もはや死もなく、悲しみ、叫さけび、苦しみもない。


　なぜなら、以前のものが、もはや過ぎ去ったからである。





　　　　※





「観測者？」


　ムルムルの言葉に、ワタシは聞き返した。


「いかにも。それが秋あき瀬せ或あるの正体じゃな」


　ワタシの名は、デウス・エクス・マキナ。全ての時間と空間を操あやつる『神』だ。使い魔まのムルムルと共に、今はこの何もない虚こ空くうの中で無む為いに時間を過ごしていた。


　ムルムルの話によれば、ワタシはかつて人間だったのだという。


　十二人の未来日記所有者によるサバイバルゲームを生き残り、先代のデウス・エクス・マキナから『神』の座を受け継ついだ人間……それがワタシだ。何百年、何千年と時を経へるうちに、ワタシはワタシが何者であるのかを忘れてしまったらしい。


「観測者とは、この世の因果の記録係の事じゃ。普ふ通つう、全ての事象はデウス・エクス・マキナが記録しておるのじゃが、件くだんのサバイバルゲームのように頻ひん繁ぱんに未来が書き換かわる場合は別よ。それ専用の『観測者』を特別に設置する事になる。つまり秋瀬或は、先代のデウスによって意図的に『作られた』存在というわけじゃ」


　いまワタシとムルムルがいるのは、アカシックレコードの中。確定した事象の記録を収納する天のレコーダーだ。ここに収められた、ありとあらゆる『記き憶おく』を閲えつ覧らんする事で、ワタシはかつてのワタシが何者であったのか、思い出そうとしていた。


「秋瀬は自分の意思で、日記所有者を追っていたつもりだったんじゃろうが……実際はデウスの意思の下もとで記録を集めていただけなんじゃよ。ほれ、秋瀬が黒いノートに日記をつけておったじゃろう？　あれが日記所有者を観測する日記、『探たん偵てい日記』じゃ」


　既すでにサバイバルゲームの前半は閲覧を終しゆう了りようした。１ｓｔフアーストと２ｎｄセカンドの邂かい逅こう。３ｒｄサードの脱だつ落らく。４ｔｈフオースと９ｔｈナインスの登場。12ｔｈトウエルフスの自じ爆ばくと６ｔｈシツクススの敗北。そして５ｔｈフイフス、10ｔｈテンスの死だ。


「まず秋瀬が10ｔｈの起こした通り魔事件を調査した件じゃが……これは身を潜ひそめる10ｔｈの動向をチェックする目的があった。その後１ｓｔと接せつ触しよくした事も、それが所有者同士の戦いを観測する上で最も有効な手段だったからじゃ」


　４ｔｈも退場し、ゲームの参加者は既に半数となっていた。生き残っているのは１ｓｔと２ｎｄ、９ｔｈに８ｔｈエイス。そして正体不明の７ｔｈセブンスと11ｔｈイレブンスだけだ。


「今にして思えば、２ｎｄの調査を執しつ拗ように行っていたのも、ゲームのキーパーソンに対する情報収集じゃったんじゃな」


「それならば……」


「うん？」


　ワタシの問いに、ムルムルが小首を傾かしげる。


「それならば、秋瀬或はただの人形だったのか？　自分の意思を持たない、先代デウスの操り人形だったと？」


　ワタシは少しずつだが過去の自分を思い出しつつあった。どうやら、この秋瀬或という人間は、過去のワタシにとって重要な人物であったらしい。友人として……あるいは敵として。どのような形かは不明だが、ワタシの心の中で大きな存在だった事は間ま違ちがいない。そんな彼が操り人形だったと聞かされては、ワタシもいい気持ちはしなかった。


「安心せい、デウスよ。秋瀬にも秋瀬の意思はあった。それは先代のデウスも認めた事」


　アカシックレコードの中には、無数の四角い『映像』が整然と浮うかんでいた。この『映像』一つ一つが、確定した人間の記憶そのものなのだ。ムルムルがその内の一つを手た繰ぐり寄せ、ワタシの方へ放ほうり投げてくる。


「……ま、今はとりあえずサバイバルゲームの続きを閲覧する事じゃ。話には順番というものがあるからのう。秋瀬の話はまた次の機会という事にして、前回からの続きを見てみるがよい」


　前回、ワタシは２ｎｄによる１ｓｔ監かん禁きん事件を閲覧していた。２ｎｄが１ｓｔを愛する余り、その感情が暴走し、彼を廃はいホテルに拉ら致ち監禁してしまった事件だ。秋瀬或たち１ｓｔの友人が救出に挑いどみ、どうにか２ｎｄを退けて、事件は一応の解決を見た。


　しかしこれによって１ｓｔと２ｎｄとの間には大きな溝みぞが生まれる事になった。果たして、サバイバルゲームの今後の展開に、二人の関係の亀き裂れつはどんな影えい響きようを与あたえるのか。そして動き出した８ｔｈとその部下たちはどう仕し掛かけてくるのか。予断を許さない状じよう況きようだ。


「同時に、ワタシが何者であるのかも……。ムルムルよ、本当にサバイバルゲームを追い続ければ、その答えが見えてくるのか？」


「さぁて、のう？」


「お前が言い出した事ではないか」


「儂わしはただ、暇ひま潰つぶしにお主を誘さそったまでじゃ。確かに記憶が戻もどってくれた方が儂も面おも白しろいとは思うが、答えを見つけられるかどうかはお主次し第だい。結果は誰だれにも分からん。それこそまさに……神のみぞ知る、じゃよ」


　ワタシは手の中の携けい帯たい……いや、携帯だった物体を握にぎり締しめた。


　まぁいい。この携帯に記された日記を駆く使しして戦い続けた日々を振ふり返るだけでも、己おのれが何者であるか思い出すきっかけにはなるだろう。仮に記憶が戻らなかったとしても構う事はない。あれから何千年と経たった今いま頃ごろになって思い出したところで……何になるというのだ。


　ムルムルから受け取った映像に目をやる。次はこの記憶を閲覧するのか。２ｎｄと別れた１ｓｔを狙ねらう、８ｔｈの部下たちとの戦いの記憶だ。


　そこには、不敵に微笑ほほえむ秋瀬或の姿が映っていた。





　　　　※





「気をつけるんだよ雪ゆき輝てる君。君の行動は我が妻さいさんに筒つつ抜ぬけだ」


　僕はそう忠告した。





　事態は現在、非常に深刻と言える。


　そもそも雪輝君──天あま野の雪輝は、我妻由ゆ乃のとの連れん携けいによって自分たちの未来日記を『完全日記』とし、他ほかの所有者たちを打ち破ってきたんだ。その二人の関係に決定的な亀裂が入った今、敵との戦いが困難になる事は容易に想像がついた。雪輝君が我妻さんに頼たよらず、一人だけでサバイバルゲームを勝ち進めていく事は、正直なところかなり難しいと言わざるを得ない。


　もちろん、僕たちは友人として、雪輝君を精せい一いつ杯ぱいサポートするつもりだ。しかしそれは単に敵を迎むかえ撃うつだけでは不十分だった。僕たちは日記所有者を撃げき退たいするだけでなく、予想外の行動をとる我妻さんにも気を配らなくてはならない。むしろこっちの方が厄やつ介かいな仕事かもしれなかった。


　先日、雪輝君を監禁場所から救出した際、彼女は本気で僕たちを殺そうとした。我妻さん相手には交こう渉しようも嘆たん願がんも通用しない。彼女にとって雪輝君との仲を引き裂さく者は全て敵。抹まつ殺さつの対象だ。場合によっては僕たちも覚かく悟ごを決める必要があるだろう。


　やむを得ないね。困っている人たちを救うのが『探偵』なのだから。そのためならば、僕は自分が泥どろを被かぶる事を厭いとわない。いやむしろ進んで泥に塗まみれるとしよう。僕は雪輝君を守るために全力を尽つくす。


　僕の名前は秋瀬或。


　雪輝君の友人。


　未来日記所有者を観測し、記録する者。


　そして──、探偵だ。





　　　　※





　そもそも全ての事の発ほつ端たんは、時と空間を操る神『デウス・エクス・マキナ』によって与えられた、『未来日記』にある。


　デウスは自らの後こう継けい者しやを選ぶべく、十二人の人間に未来日記を与え、その力でサバイバルゲームを強制した。互たがいに殺し合い、生き残った最後の一人が神の座を得るのだ。現在、ゲームは半数の参加者が脱落し、折り返し地点を迎えていた。


　生き残っているのは六人。


　一番目の所有者１ｓｔ、天野雪輝。そして２ｎｄ、我妻由乃。


　国際的テロリストである９ｔｈ、雨う流りゆうみねね。


　現在のところ正体不明の、７ｔｈ、８ｔｈ、11ｔｈ。


　この六人だ。


　雪輝君の話によれば、７ｔｈはリーゼントの若者、８ｔｈはふくよかな中年女性、11ｔｈは瘦そう身しんの中年男性と思われるらしい。因果律大聖堂で一堂に会した時、シルエットや声からある程度の見当がついたそうだ。


　それと所有者の正体こそ不明だが、８ｔｈの日記の特性はほぼ判明していた。僕たちの友人である、高こう坂さか王おう子じ君が利用していたレンタルＢＬＯＧの日記が、投とう稿こう数によるランク上じよう昇しようで未来日記に変化したんだ。


　未来日記とは、所有者が未来において書き記すはずの記述を、九十日先まで閲覧できる未来予知日記である。記述によって未来を知った所有者が、未来を改変する事によって、その記述も刻々と変化していく。


　ただし日記を傷つけると、その所有者は自分の未来を傷つけた事になり、消しよう滅めつしてしまう。だからこのサバイバルゲームでは、相手の正体を突つき止め、所有者本人を抹殺するか、その日記を破は壊かいするかしなければならなかった。


　本来の日記所有者でないにもかかわらず、高坂君は未来日記を手に入れる事ができた。それが８ｔｈの日記……増ぞう殖しよく日記の力だ。高坂君の未来日記のお陰かげで、僕たちは我妻さんの罠わなから脱だつ出しゆつし、結果として雪輝君も助け出す事ができた。





　高坂君の日記を未来日記に変化させた８ｔｈの日記。


　その正体は『サーバー』だ。


　８ｔｈは見かけ上、日記所有者を増やしているように見えるが、実際に存在している未来日記は『サーバー』一つ。他の所有者──孫日記所有者が持つ携帯はただの『端たん末まつ』だった。


　だから『端末』の携帯を破壊しても所有者に危害は及およばないし、サバイバルゲームを勝ち進んだところで神の座を得る権利もない。それどころか、手元に残しておけば『日記に記述される情報』の全すべてを８ｔｈに垂れ流す事になる。実際、高坂君の日記の情報から、８ｔｈの手下と思われる孫日記所有者たち三人が、雪輝君を狙って監禁場所にやってきていた。その時はタッチの差で事なきを得たんだが……。


　高坂君には悪いけど、彼の日記は破壊させてもらった。


　もちろんそれで敵が諦あきらめるはずもない。


　トレースできなくなったため、三日後に直接、自宅を襲しゆう撃げきしてくる──。高坂君の日記を壊こわすや否いなや、雪輝君の日記にはそんな内容の記述が表示されていった。日記の記述が三日後だからといって安心はできない。相手も未来予知が可能な日記所有者なんだ。その未来を改変し、一日後、二日後に襲おそってくる可能性も否定できなかった。


　そこでまず僕たちは、知り合いの刑けい事じである西にし島じま真ま澄すみさんを頼り、雪輝君に三日間の警護をお願いした。何かあった時のための連れん絡らく用として、彼には無線機も渡わたしてある。そうやって防ぼう御ぎよを固めておいて、その上で敵を迎え撃つ作戦を立てるんだ。


　８ｔｈの日記は、ほぼ無制限に手下を増やせる厄介な未来日記だったが、それにも弱点はある。事態は深刻だが、まだ勝ち目は十分あった。





　　　　※





「では作戦を説明しよう」


　高坂君の日記を破壊してから三日後の、七月五日。


　日記によって予知された襲撃当日。


　僕たちは西島さんの運転する車で、ある場所に向かっていた。高坂君の家だ。車内には僕と西島さん、雪輝君と高坂君の他に、さらに二人の友人も同乗している。どちらも僕たちと縁えんの深い女の子だった。


「今から行く高坂君の家に、雪輝君をかくまう。そしてその周囲を警察に警護してもらうんだ」


「でも……いくら警察でも、予知能力者相手じゃ負けますわ」


　不安げに漏もらすのは、野の々の坂さかまお。ベレー帽ぼうにロングスカートがお似合いの、淑しとやかな女の子だ。今この車に乗っている人間は全て、それぞれ訳あってサバイバルゲームに巻き込まれる形となり、望むと望まないとにかかわらず、未来日記やその所有者たちの事情に精通している。彼女が心配するのも無理からぬ事だった。


「当然負けるね」


　けど警察が日記所有者に太刀たち打うちできない事は、こちらも予想済み。この作戦の本質はそこじゃない。


「ん……。えらい長い壁かべやなー。城でもあるんやろか」


　僕たちの会話をよそに、ショートカットの少女が関かん西さい訛なまりで呟つぶやく。まおちゃんとは対照的に、ホットパンツのボーイッシュなスタイル。名前は日ひ野の日向ひなただ。


　僕と、まおちゃんと、日向。それに高坂君。


　この四人が、サバイバルゲームにおいて雪輝君に力を貸すと誓ちかった、彼の友達だった。


「もうすぐ着くぜ」


　助手席の高坂君がぶっきらぼうに呟く。車窓から見えてきたのは──。


「はぁっ？」


　立派な瓦かわら屋根がついた、高さ数十メートルはあろうかという棟むな門もんだった。まるでこれ自体が城じよう砦さいのような、木製観音開きの門だ。僕たちが住む桜さくら見み市には、かつて『御お目め方かた教』という新興宗教団体の総本山があったんだけど、そこに勝まさるとも劣おとらない絢けん爛らんさだろう。


「こ……これが高坂君の家？」


「ぼぼぼ、坊ぼつちゃんかお前！」


「う、うるせーな、家が古いってだけだっ」


　まおちゃんと日向の驚きよう嘆たんに、高坂君が照れ隠かくしの素そっ気ない態度で答える。彼は学校でも自分の家いえ柄がらの事をおくびにも出していなかったから、あまり特別扱あつかいされたくないみたいだ。雪輝君とは互いに馬が合わないようだが、なかなかどうして、意外にナイーブな一面も持っているらしかった。


「説明の続きをしよう」


　豪ごう奢しやな門をくぐり、西島さんの車が高坂邸ていの敷しき地ちを進んでいく。門と塀へいの内側は、なだらかな丘おかや林の続く広大な庭であり、その中心部に巨きよ大だいな邸てい宅たくが悠ゆう然ぜんとそびえ立っていた。


「とにかくこの作戦には敷地の広さが必要になる。敷地の内部まであえて敵を侵しん入にゆうさせるんだ」


「何や、入れるんか？」


　立派な門と塀が盾たてになってくれると思ったのか、日向が不思議そうに問い返す。もちろん侵入されなければそれに越こした事はないけどね。日記所有者を相手にそこまで完かん璧ぺきな防備を期待するのは、無い物ねだりというものさ。


「そして十分引きつけた所で……あれだ」


　僕は林の向こうに見える、一ひと際きわ大きな建築物を指差した。


「……携帯のアンテナ塔とう？」


「あれを止めるとどうなると思う？」


「そうか……！　８ｔｈからの予知情報を受信できなくなる！」


　合が点てんがいった様子で雪輝君が頷うなずく。


「そう、予知は封ふうじられるわけだ」


　これこそが８ｔｈの日記の弱点だった。携けい帯たいの端末を使ってサーバーにアクセスし、予知情報を得るというインターネットに依い存そんしたシステムである以上……ネットワークを寸断してしまえば意外に脆もろい。


　こちらの懐ふところに飛び込ませておいて、頼たのみの綱つなの孫日記を無効化すれば、敵は必ず動どう揺ようするだろう。そうなれば撃退するのは容易たやすいし、捕とらえて８ｔｈの情報を聞き出す事もできるかもしれない。


「これは８ｔｈと孫所有者の関係だからこそ有効な作戦だ。既すでにアンテナ塔はスイッチ一つで停止できるようになっている」


　全ては高坂君や西島さんの協力の賜たま物ものだった。彼らには、庭を見み渡わたせるバルコニーにケーブルを回し、切り替かえ装置を備え付けるという大おお掛がかりな配線工事を手伝ってもらったんだ。後はタイミングを合わせ、指先でスイッチを切り替えるだけである。


「押すのは雪輝君、君だよ」


　これで８ｔｈとその配下に対する備えは万ばん全ぜん。よほどの事がない限り迎げい撃げきに問題はないはずだった。


　……あえて問題があるとすれば、それは敵ではなく我妻さんの方だ。


　彼女が持つ未来日記は、『雪輝日記』。雪輝君の行動を十分刻みで記録したストーカーまがいの日記である。


　対して雪輝君の日記は、自分の身の回りで起きた事を無差別に記録する『無差別日記』だった。無差別日記には、傍ぼう観かん者しやである雪輝君自身の事は一いつ切さい書かれていない。だから『無差別日記』と『雪輝日記』とを組み合わせる事により、初めて完全なる未来日記が──雪輝君を中心とした『完全日記』が完成するというわけだ。


　この日記の性質上、二人の関係には大きなギャップがあった。我妻さんには雪輝君の事が筒つつ抜ぬけだが、雪輝君から我妻さんの事は全く分からないのだ。我妻さんとの関係が決けつ裂れつした今、これはかなり致ち命めい的てきなギャップと言えた。


　彼女が予想外の行動に出る危険は常に付きまとう。最終的に、敵対する事もあるかもしれなかった。雪輝君を救出した時には実際に、本気で僕たちを殺そうとしたのだから。我妻さん相手には交こう渉しようも嘆たん願がんも通用しない。彼女にとって雪輝君との仲を引き裂さく者は全て敵。抹まつ殺さつの対象だ。


　──場合によっては僕たちも覚かく悟ごを決める必要があるだろう。
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【７月５日　16：52】高こう坂さか王おう子じ宅／８ｔｈ配下と思われる日記所有者三人が屋や敷しき内部に侵入してくる。





　午後四時四十九分。僕の無差別日記の記述が書き換かわった。


　敵が動き出したんだ。


「三分後に侵入……秋あき瀬せ君！」


　こっちは既に高坂邸のバルコニーで待ち構えている。秋瀬君や日向ひなた、まおちゃん、高坂も一いつ緒しよだ。秋瀬君の持つ無線機から刑事さんの声が響ひびいた。


『こちらＡ班より本部へ。目標三人組の侵入を確かく認にん』


「来たっ！」


「よし雪ゆき輝てる君、十分敵を引きつけるんだっ！」


　秋瀬君がオペラグラスで敵の姿を確認する。どうやらこの前ニアミスした三人組と同一人物らしかった。８ｔｈの日記の力があれば、もっとたくさんの手下を量産できるはずだけど……あの三人が特に強い日記を持つ孫所有者なのかもしれない。


　傾かたむきかけた陽光の中、三つの人ひと影かげがこっちに向かって一直線に駆かけ寄ってくる。一応、警護の刑事さんも何人か配置されてるけど、時間稼かせぎにはならないだろう。


「まだだ……まだ……。せめてあと三十秒引きつけて……」


　今すぐにでもアンテナ塔のスイッチを切りたくなる衝しよう動どうを必死に抑おさえ、僕は秋瀬君の指示に耳をそばだてた。日向たちも固かた唾ずを呑のんで見守っている。


　奴やつらが塀の近くにいる段階で孫日記を無効化してもダメージは薄うすい。敵はすぐにきびすを返して逃にげるだけだ。そうじゃなくて、刑けい事じさんたちの真っ只ただ中なかに飛び込ませた上で、初めてネットワークを切断する。ギリギリまで引きつけて袋ふくろのネズミにするんだ。そうすれば確実に敵を追い詰つめられる。


　だからここはじっと耐たえるしかない。


　あと二十秒……。


　あと十秒……。


　あと五秒……。


　よし！　ここまで侵入させれば十分だ！　後はスイッチでアンテナ塔の電源を落とせば──ッ！


「何やっ？」


　けど僕がスイッチに指をかけようとした瞬しゆん間かん。


　日向が困こん惑わくの声を上げた。突とつ然ぜん部屋の照明が一いつ斉せいに全すべて消えてしまったんだ。


「停電だ！」


　同時に秋瀬君も叫さけぶ。


　僕は慌あわててスイッチを切ったけど、当然切り替え装置は無反応だった。電源が入っていないんだから当たり前だ。８ｔｈの日記のネットワークは未いまだ健在。三人組も迷う事なく走り込んできている。


　ここで停電……？　一体なぜ？





【７月５日　16：54】高坂王子宅／突然停電が発生し、アンテナ塔のスイッチ操作が不可能になってしまう。





　無差別日記の記述に停電の事が書き加わっていた。誰だれかが未来を変えた……という事は、この停電は日記所有者の仕し業わざって事になる。まさかこっちの作戦を読んで、８ｔｈの別の手下が電源ケーブルを切断した？


　いやそんなわけがない。この作戦を知るのは僕たちだけのはずだ。


　他ほかには誰も……。


　誰も……。


　知っているはずが、ない……？


　そこで僕はハッと気付いた。


　──『君の行動は我が妻さいさんに筒抜けだ』


　秋瀬君の忠告が脳のう裏りに蘇よみがえる。


　そうだ……。


　一人、いた……。


　僕の行動の予知を通してこの作戦の内容を知り得る人物。


　ケーブルを切断して未来を書き換える事のできる人間。


　そして僕のストーカー日記である『雪輝日記』の所有者。


「な……なぜだ由ゆ乃のっ！」


　それはもちろん、我妻由乃だ。


　バルコニーから階下を見下ろすと、そこには屋外の配電室からドアを開けて出てくる由乃の姿があった。手には大型のサバイバルナイフを握にぎっている。あれで配電室のケーブルを切断したのか。


　僕の声を耳に留とめるなり、由乃はこっちを見上げてあどけない笑え顔がおを振ふりまいた。


「ユッキーが見てくれた！　ユッキーが見てくれた！」


　パタパタと両手を羽根のように上下させる。


　由乃……何でここに？


　まさかまた僕をさらいに来たのか……？


「我妻さんも上にあがってきなよ。雪輝君が呼んでるよ」


「え？」


　何を思ったのか、秋瀬君が由乃に呼びかけた。しかもこっちに来るようにわざわざ誘さそっている。彼にしてみれば、由乃は以前自分たちを殺そうとしたとんでもない悪女のはずなんだけど……よく声をかけられるなぁ。


「秋瀬君っ？」


「僕は高坂君と手動でアンテナ塔とうを止めに行ってくるよ。でもこのままじゃそれも彼女に邪じや魔まされかねない。悪いけど君には彼女の監かん視しをお願いしたいんだ」


　なるほど、そういう事か……。この作戦を成功させるためなら、秋瀬君は手段を選ばない覚悟らしい。そこまでして僕に力を貸してくれるなんて頼もしい限りだ。僕も精せい一いつ杯ぱい期待に応こたえなきゃ。


「ここから僕と雪輝君たちは別行動だ。君たちには何とか時間稼ぎをしていて欲ほしい」


　そう言い残し、秋瀬君と高坂はバルコニーからジャンプして、一路アンテナ塔へと駆け出していった。入れ違ちがいに由乃がここまでやってくる。僕は手近なロープを見つけて、それで由乃の両手首をきつく縛しばる事にした。当然、サバイバルナイフは取り上げる。


「あれ？　ねぇ何で縛るのユッキー？　ねぇねぇ？」


　何でもへったくれもないだろ……。
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　ついこの間、自分が何をしたのかもう忘れたのか。僕に薬を呑ませて意識を朦もう朧ろうとさせた挙句、一週間以上も監かん禁きんして鎖くさりで繫つないでいたくせに。日向とまおちゃんも困惑顔だった。二人とも由乃には酷ひどい目に遭あわされてるからな。


　これぐらいしないと恐こわくて置いとけないよ。


　ともかく、下に逃げるのはまずい。時間を稼げばいいんだから、逃げ道を失う危険はあっても、できるだけ敵から距きよ離りを置いた方が良かった。上の階に移動しよう。


　僕たちは一度邸てい宅たく内に入り、階段を目指してエントランスホールの方に向かった。ここは最上階まで吹ふき抜ぬけになっている。廊ろう下かを渡わたって屋敷の反対側に回れば、最上階のそのまた上の、屋根裏部屋に続く梯はし子ごがあるって高坂が言っていたから……。そこまで逃げれば安全だろう。いくら敵が日記所有者でも、警察の防ぼう衛えい網もうをそう簡単に突とつ破ぱできるはずが──。


　ドン！　という凄すさまじい激げき突とつ音が、突とつ然ぜん響ひびき渡る。


　僕たちは思わず足を止めて、何事かと眼下の玄げん関かんを見下ろした。木製の重じゆう厚こうなドアが左右に叩たたき開けられた音だ。


「グァッ……」


　外から転がり込んできたのは、西にし島じまさんを含ふくむ警備の警察官たち。


「西島さん！」


　続いて二人の若い男女が玄関に侵しん入にゆうしてくる。敵だ！　もうここまで来たのか？　三人組のはずなのに一人足りないのが気になるけど……。


「いたいた。マル、彼が雪輝君よ」


「何だ愛あい。ひ弱そうな奴じゃねぇか」


　黒くろ髪かみの女性が僕を見上げて指差す。ロン毛の男は不敵に拳こぶしを鳴らした。どちらもサングラスをかけているが、間ま違ちがいなく以前ニアミスした８ｔｈの部下だ。ここから見る限り、武器は持っていないらしい。でも特別な訓練を受けている刑事さんたちを呆あつ気けなく倒たおしてここまで乗り込んできたんだから、丸まる腰ごしだとしても決して油断はならなかった。


「待てよ……」


　西島さんがフラリと立ち上がる。


「警察にケンカ売ってただで済むと思ってんのか……よっ！」


　叫びながら左拳を振り上げた。かなりダメージは受けているみたいだけど、それでもパンチの威い力りよくは相当なスピードに見える。さすが本職の刑事さんだ。


　でもそんな西島さんの渾こん身しんの一いち撃げきを、ロン毛は「フッ」と鼻で笑う。


「クロスッ！　カウンターッ！」


　勝負は一いつ瞬しゆんだった。


　西島さんのパンチが外れたかと思った瞬間、逆にロン毛の右ストレートが鮮あざやかに決まっていた。もう一度吹っ飛ばされ、西島さんは今度こそ完全にノックダウンしてしまう。


　い、今の技わざは確か……。


　頰ほおを掠かすめるくらいのギリギリでパンチをかわし、ピンチを回かい避ひすると同時に、攻こう撃げき中の相手の無防備な顔面にストレートを打ち込む──クロスカウンターという技だ。ボクシングか何かの漫まん画がで見た事がある。


「クゥーッ！　やっぱクロスカウンターって気ン持ちいいーっ！　このピンチとチャンスの紙かみ一ひと重え感がたまんねーのよ」


「全く、酷いカウンター馬ば鹿か……」


　女性が呆あきれるのも構わず、ロン毛は心底ケンカを楽しんでいるようだった。さすが武器も使わずにここまでやって来ただけの事はある。あの拳、あの肉体こそが最強の武器なんだ。


「へへ……ブルッたかよ１ｓｔ。ハンデに教えてやらぁ。俺の日記はケンカの次の手を予知し、俺に必勝のクロスカウンターを知らせる能力。『常勝無敗ケンカ日記』！　こいつが俺の日記だ」


　長い前まえ髪がみとサングラスの隙すき間まから鋭するどい眼光を飛ばし、拳を突つき上げて僕たちを威い嚇かくしてくる。だ、駄だ目めだ……まともにぶつかり合ったら確実に負ける！　秋瀬君が電源を落とすまで、何としても逃げ切らなくちゃ！


「と、とにかく皆みんな、上だ！」


　幸い、エントランスホールを抜けてしまえば、玄関からこっちは死角になる。向こうは屋根裏部屋の存在なんて知らないだろうし、広い屋や敷しきの中で僕たちを見つけ出すのはかなり時間がかかるはずだった。大だい丈じよう夫ぶ、何とか逃げ切れる。


　──そう、思っていた。


　ところが。


「もう来た……っ？」


　屋根裏部屋への梯子まで辿たどり着いたところで、なぜか二人組もあっさり僕たちのところに追いついてきたんだ。もしかして日記か？　女性が持ってる方の孫日記で、上手うまく僕たちの居場所を予知する事ができたのかもしれない。


「クッ、雪輝！　お前らは先に行け！　ここはウチが食い止める！」


　僕を梯子に上らせ、日向が二人組に対たい峙じする。仕方ない……ここは日向に任せて先に行こう。屋根裏部屋への出入り口は、最上階の天てん井じように設けられた小さな扉とびらしかない。内側から鍵かぎもかけられるそうだから、ここに立て籠こもってしまえばかなり時間稼ぎになるはずだ。先に僕たちが屋根裏部屋に避ひ難なんして、日向を引っ張りあげてギリギリ扉を閉めれば……。


「あら積極的ね」


　自ら走り込んでいく日向の果か敢かんさに笑みを浮うかべつつ、女性が上着のベストを左右にはだける。その下には専用のホルスターに収められたナイフが光っていた。無数に並んだナイフが左右に二列ずつ、合計四列。全部合わせるとその総数は……えっと、とにかく数え切れないくらいたくさんある。やっぱり武器も携けい帯たいしていたのか。


「でも私……、女に興味は無いのッ！」


　鮮やかな手つきで女性がナイフを投げる。左右の手に三本ずつ握り、一気に投とう擲てきしてきた。六本のナイフが宙を切って、日向の身体からだに五本、見事に命中する。


　さすがに残り一本は外れた……と思いきや、それは日向の背後、梯子に手をかけていたまおちゃんの背中に突き刺ささった。最初から六本目はまおちゃんを狙ねらっていたのか。恐おそろしいまでのコントロールだった。二人は崩くずれ落ちるようにその場に倒れ込んだ。


「日向っ！　まおちゃんっ！」


「ユッキー、早く上へ！」


　僕の後に続いて梯子を上っていた由乃が、縛られた手で急せかすように僕を押し上げる。そ、そうだ。とにかくまずは屋根裏部屋まで行かないと、梯子につかまっている最中じゃ攻撃も防ぼう御ぎよもできない。


「よっしゃぁ！　追いついたぜ！」


　ロン毛が梯子に手をかける。続いて女性の方も僕を狙ってナイフを一本、確実に狙いをつけて投げ込んできた。


　まずい、たとえ一本しかなくても、スポーツ万ばん能のうの日向でさえかわせなかったナイフを僕がかわせるはずがない。しかも向こうは六本同時であれ程ほどのコントロールを見せるナイフ使いだ。ナイフは僕の背中めがけて、寸分の狂くるいも無く一直線に向かってきた。


　駄目だ、やられる……っ！


　けど由乃は落ち着いたものだった。両足を梯子に絡からめて上手くバランスをとると、身体を捻ひねって背後を向く。そして縛られた両手で冷静に、確実に、飛んでくるナイフを横一線になぎ払はらった。


「叩き落とした……っ？」


　ナイフ使いの女性もさすがに動どう揺ようを隠かくせない。由乃はそのまま僕を屋根裏部屋まで押し上げ、自身も出入り口から滑すべり込み、すかさずその扉を内側から足で蹴けり閉じた。バタンと音を立てて、下階と完全に遮しや断だんされる屋根裏部屋。その上、由乃は何の迷いも無く鍵までかけてしまった。


「ちょ、何やってんだよ由乃！　まだ下には日向とまおちゃんが……！」


「関係ないよ」


　由乃は僕の言葉を平然と遮さえぎる。


「ユッキーと私さえ無事ならそれでいい。それより早くこの紐を切らないと」


　……そうか。そうだよな。こいつはこういう奴やつだった。


　僕たちを先に行かせるために犠ぎ牲せいになってくれた日向やまおちゃんを、平気で見殺しにできる奴なんだ。以前も、監禁場所まで僕を助けに来てくれた二人を躊ちゆう躇ちよ無く殺そうとしたんだから。


　由乃は僕に向けて手首を差し出してきた。縛ってある紐を切ってくれと言ってるんだろう。僕が握にぎっているサバイバルナイフを使えば、確かに簡単に紐は切れる。だけど……。


「ユッキー、私を見て？」


　僕の抱いだいている迷いに気付いて、由乃が困ったように言い寄ってきた。僕はさっきから由乃の方を見ていない。見れるはずがないじゃないか。


　こいつは僕に薬を盛って監禁した女だ。助けに来た僕の友達を皆みな殺ごろしにしようとした女だ。こんな奴と一いつ緒しよにいれば、いずれ僕は必ず破は滅めつする。いくら僕の事が好きだといっても、こんな女と目を合わせられるはずがなかった。


「嫌いやだ」


　吐はき捨てるように答える。


「……どうして？　このままだとユッキー殺されちゃうよ？　それでもいいの？　早く私を解放して？」


　由乃は心底不思議そうな顔をしていた。なぜ僕が紐を切るのをためらっているのか、全く気付いていない。そう演技しているのか、それとも記き憶おくの改かい竄ざんで本当に忘れているのか……この際、それはどっちでも関係なかった。


　彼女が僕を好きだという気持ちは本当なんだろう。それは今までの戦いを通してもよく分かっている。だからこそ僕は今まで生き延びてこられたんだ。でも由乃の『好き』は……。


「また僕を監禁するためにか？」


　こいつの、この女の『好き』って気持ちは──。


「由乃の『好き』は僕を拘こう束そくするって事だ……。そんな奴を解放できるわけないだろ！」


　単に、僕を支配下に置きたいってだけなんだ。僕に依い存そんして利用しようとしているだけなんだ。これ以上、好き勝手に由乃のおもちゃにされてたまるか！


「……ち、違ちがう」


　痛い所を突かれたのか、ようやく由乃は動揺を見せ始めた。自分の犯おかした間違いにやっと気付いたのかもしれない。


「わっ、私はただ……」


　ドカッ！　と耳をつんざく激音が轟とどろく。


　見ると、屋根裏部屋の扉が下から殴なぐり飛ばされ、宙を舞まっていた。ガシャンと床ゆかに落ちてひしゃげる。バラバラと蝶ちよう番つがいやネジが足元まで転がってきた。


「──っと」


　階下から顔を覗のぞかせたのは、ロン毛の男。


「よーし、そこまでだ。動くなよ？」


　ヤバイ……もう来た！　何て奴だよ、蝶番をパンチで壊こわして突とつ破ぱしてくるなんて！


「ユッキー、紐をっ！」


　もう逃にげ道は無い。屋根裏部屋は完全な袋ふくろ小こう路じ。出入り口は、いまロン毛と女性が入り込んでいる、あの一いつ箇か所しよだけ。完全に詰つみの状態だった。


「紐を切って！　お願い！」


　かといって立ち向かっても勝てるとは思えなかった。屋根裏部屋の床に立った二人組が、拳を鳴らしながら僕たちに迫せまってくる。いくら無差別日記を使っても、肉にく弾だん戦じゃ勝ち目が無いだろう。


　手も足も出ない。殺される。このままどうする事もできずに僕は殺されるんだ……。


　観念して、僕が目を閉じた、その時。


　かすかなノイズ音が──僕の鼓こ膜まくをくすぐった。


『待たせたね、雪輝君』


　この声……秋瀬君？　ポケットに入れていた無線機から聞き慣れた声が響ひびいてくる。あ、秋瀬君が間に合ったんだ！


『今アンテナ塔とうを落とす！』


　瞬しゆん間かん、ロン毛と女性の二人に動揺が走った。


「何っ？」


「接続が切れやがった！」


　慌あわててそれぞれの携帯を操作する。無む駄ださ、アンテナ自体の電源を落としたんだ。どうあがいたってこの敷しき地ち内にいる限り、接続エラー。圏けん外がいになるはずだった。僕は自分の無差別日記の記述を確かく認にんする。こっちの日記はメモ帳に打ち込んだ文章だから、接続エラーだろうと圏外だろうと関係なかった。





【７月５日　17：35】高坂王子宅母おも屋や最上階／敵の所有者二人組が動揺して逃げ出した。





　よし！　作戦成功だ！


　こっちには日記もある。武器もある。追い払うなら今しかない！　あるいは捕つかまえて８ｔｈの情報を──。


「あーあ、しらけちまったぜ。ったくよー」


　でも不思議な事に、二人組は意外と落ち着いていた。接続の回復が不可能と悟さとると、さっさと操作を諦あきらめ、ポケットから煙草たばこを取り出す。互たがいに一本ずつ取り出して火を点つけた。


「走り回ってストレートパーマが解けてきちまったぜ」


　ロン毛の男が紫し煙えんを吐はきながら、髪かみを撫なでさする。確かに髪がところどころ跳はねてきていた。元々癖くせの強い髪かみ質しつらしい。


「私もメイクが落ちてきちゃったわ」


　ナイフ使いの女性も一息入れながら、コンパクトの鏡でファンデの落ち具合を確認していた。


　おかしい……。


　何でこんな超ちよう余よ裕ゆうなの？


　いくら腕うでっ節に自信があっても、日記を封ふうじられたらかなり焦あせるはずだ。たとえ僕たちを倒たおす事ができても、警察の包ほう囲い網もうを突破してこの敷地から脱だつ出しゆつするのは不可能に近い。日記の予知通り、慌てて逃げ出すのが当然の反応のはずなのに……。


「ま、使えねーならしゃーねぇわな」


「ええ」


　二人組が同時に煙草を投げ捨てた。


「この『日記』は捨てよう」


　さらに手にしていた携けい帯たい電でん話わまで放ほうり投げる。


「そして別の『日記』を使おう」


　そして別の携帯電話を……って、え？


　日記？


　別の『日記』って、どういう……？


「クックックックックッ」


　辛しん抱ぼうたまらないといった様子で、二人組が笑い始めた。ロン毛男は大声で、女性の方もクスクスと笑えみを漏もらす。


「ウッヒャハハハッ！　ひーっかかりやがったぜコイツらーっ！」


　一いつ旦たん携帯をポケットにしまい、ロン毛男が櫛くしを取り出して髪をセットし始めた。ストレートパーマが解けた髪は、元の癖毛でかなり逆立ってしまっている。いや、逆立っていると言うよりは、この髪型は丁度……。


「お前らは俺たちの日記を無効化する作戦だったんだろうが──、んな事ぁ先刻承知よ。おかげで８ｔｈの計画通り、俺たちはまんまと懐ふところに入り込めた」


「ユッキー！」


　由乃がかなり切せつ迫ぱくした声で叫さけんだ。


「もう一度お願い。この紐を切って！」


　僕の無差別日記が、記述変へん更こうのノイズ音を奏かなで始める。


　そうだ、思い出した。


　あの髪型。


　逆立っていると言うより、頭の天てつ辺ぺんから前に飛び出すような、独特のヘアスタイル。僕は以前この髪型を見た事がある。リーゼントの髪型の若い男──。因果律大聖堂で対面した、日記所有者の一人のシルエットとピタリ一いつ致ちしていた。


「さぁ、いっちょヨロシク紹しよう介かいさせてもらうぜ！」


　髪を整えたロン毛男……いや、リーゼント男が携帯を片手に不敵に笑う。


「俺が７ｔｈ、戦いくさ場ばマルコ！」


　ナイフ使いの女性も後に続いた。


「同じく７ｔｈ、美み神かみ愛！」


　ふ、二人組の日記所有者……？


　こいつらが７ｔｈ？


　反則じゃないか！　卑ひ怯きようだよ、二人で一つの日記を持つ所有者なんて！


「そしてこれが本当の」


「俺たちの」


「私たちの」


「日記……」


　マルコと愛が互いの携帯をかざす。


「『交こう換かん日記』！」
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　そうか、交換日記は互いに交換する事で初めて成立する日記。二人いなければ存在し得ない日記なんだ。だからそれぞれが七番目の所有者……二人で一人の所有者になれるのか。


　感心している場合じゃない。


　交換日記の能力は不明だ。その上、マルコの拳こぶしに愛のナイフが加われば……僕一人じゃ戦いようも無かった。太刀たち打ちできるとすれば、やっぱり由乃の力に頼たよるしかない……か。


「もうユッキーを閉じ込めたりしない！」


　僕以上にそれが分かっているのは、他ほかならぬ由乃自身だった。いくら由乃でも手首を縛しばられたままじゃ７ｔｈとは戦えない。だから紐ひもを切ってもらおうと僕に必死に呼びかけている。


「私は本当にユッキーの事が好きなの！　それだけは信じて！」


　いいのか？　由乃を解放して後こう悔かいしないのか……？


　由乃を自由にさせれば、とりあえずこの場は凌しのげるだろう。二対一でも由乃なら十分７ｔｈと渡わたり合えると思う。


　それに日向とまおちゃんも心配だ。あのナイフの傷。すぐに手当てしないと命に関かかわるかもしれない。何とかこの場を切り抜ぬけて脱出しないと……。


　僕はサバイバルナイフを握り締しめた。


　由乃が僕を好きだという気持ちは本当なんだろう。でも由乃の『好き』は……。単に、僕を支配下に置きたいってだけなんだ。僕に依存して利用しようとしているだけなんだ。


　依存して……利用……？


　依存して利用……。


　それって……。


「──ありがとう」


　気がつくと、ほとんど無意識のうちに、僕は由乃の紐をナイフで切っていた。さらにそのサバイバルナイフ自体も由乃に握にぎらせてやる。この武器と由乃の運動神経があれば、勝機はあるはずだ。


　僕は殺されずに済むし、大切な友達である日向やまおちゃんを救う事もできる。


「だから好き！」


　由乃は嬉き々きとして手首のロープ片へんを振ふり払はらい、７ｔｈの二人に対たい峙じした。マルコと愛もサングラスを投げ捨て、いよいよ本気モードでこっちに向かってくる。僕はただ、それを由乃の背後から傍ぼう観かんしているだけだ。


　依存して利用……。


「さぁて手合わせ願おうか。我妻由乃！」


　本当に『依存して利用』しているのは、僕と由乃、一体どっちなんだろう？





　　　　※





　７ｔｈの二人は、私たちの目の前で唐とう突とつにキスを始めた。抱だき合って、舌まで入れるようなディープキスを何度も交かわしている。これから私たちと殺し合いを始めるというのに……何をやっているのかしら。


「なぁ１ｓｔ。お前は『愛の力』ってのを信じるかい？」


　おもむろに７ｔｈが切り出す。


「俺の日記は愛を守るため、常に愛を観察し続けたラブ日記よ」


「私の日記はマルコを守るため、常にマルコを観察し続けたラブ日記ね」


　二人の携帯には、十分刻みでびっしりと互いの事が書き記されていた。私の『雪輝日記』と同じだわ。


「つまり『交換日記』とは」


「二つを合わせたラブラブ日記！」


　なるほどね。ユッキーの『無差別日記』と私の『雪輝日記』とを組み合わせる事で完全な未来日記が完成するように、あの二人も互いの予知を組み合わせる事で『完全日記』を成立させているんだわ。厄やつ介かいな相手……。


　ただ一つ異なるのは、私たちの完全日記があくまでユッキーを中心とした予知であるのに対し、７ｔｈはお互いが対等なパートナーとして予知し合っている事。二対二で戦うなら、向こうの方が有利かもしれない。


「──だから何？」


　ユッキーの問いに、７ｔｈの男が不敵に答える。


「分からねぇかな。こいつは俺らとお前ら、二組のペア同士の戦い！　いずれの『ラブ力』が勝まさるかっつー勝負よ！」


　その問答の隙すきを突ついて、７ｔｈの女が懐のナイフを一本、取り出した。すかさずユッキーめがけて投とう擲てきする。顔面を狙ねらい澄すました正確なコントロール。


　でも、狙いが正確という事は、逆に軌き道どうも読みやすい。さっきもそうだったけど、タイミングさえ間ま違ちがえなければ弾はじくのは簡単だった。サバイバルナイフで造作も無く打ち据すえる。キン、という金属音と共に、７ｔｈのナイフが壁かべに突き刺ささった。


「ユッキーは殺させないよ」


　二度もナイフを弾かれ、７ｔｈの二人の表情にも焦りの色が浮うかぶ。ユッキーがポツリと呟つぶやいた。


「す……凄すごい由乃！」


「え？」


　ユッキー、今……凄いって？


　凄いって言ってくれた？


　ほめてくれた？


　あはは、ユッキーが私の事、凄いってほめてくれた！


「ハッ、ただの偶ぐう然ぜんだぜ！　二本同時なら流石さすがに……！」


　７ｔｈがナイフを二本、同時に投げ込んでくる。関係ないわ。二本同時だろうと三本同時だろうと、そっちのコントロールが正確なら正確なほど、こっちははじきやすくなるんだから。


「ユッキーがほめてくれた！」


　二本のナイフを立て続けに叩たたき落とす。


「お、おい！　投げまくれ愛っ！」


　７ｔｈはありったけのナイフを次から次へと、どんどん放り投げ始めた。何度か観察すれば、視線や肩かたの筋肉の動き、指先の曲がり具合でもナイフの軌道が読めるようになってくる。無む駄だだよ、ユッキーは絶対に傷つけさせない。


「ユッキーがほめてくれた！」


「ほめてくれた！」


「ほめてくれた！」


「ほめてくれた！」


「ほめてくれた！」


「ほめてくれた！」


　私は全すべてのナイフを片っ端ぱしからはじき返していった。


「な……」


「凄いぞ由乃！　頑がん張ばれ！」


　７ｔｈの表情が青あお褪ざめていくのと対照的に、ユッキーの顔には生き生きとした精気が戻もどっていく。頑張れって……あはは、ユッキーが私の事、頑張れって！


「偶然じゃねぇぇっ！」


「マ……マル！」


「何だよ！」


「ナイフ……無くなっちゃった」


　ベストの下のホルスターが空になっている。かなりの数のナイフを隠かくし持っていたようだけど、全て投げ尽つくしちゃったみたいね。これで敵は丸まる腰ごし。こいつら二人を殺せば、ユッキーはもっともっと私の事をほめてくれる！


　さぁ死ね７ｔｈ！


　ユッキーのために死ねっ！


　私はナイフを振りかざして７ｔｈに切りかかった。


「ユッキーがほめてくれたぁぁっ！」


「おおおおおおっ？」


　さっきまでの自信はどこへやら、７ｔｈは慌あわててきびすを返し、出入り口の穴へと取って返す。


「こうなりゃ、奥の手！」


「退っ！　却っ！」


　二人は揃そろって出入り口から階下へと飛び降りていった。あれだけ大口を叩いていたのに、もう逃とう走そう？　いや……。ただ逃にげただけとは思えないわ。きっと何か策があるはず。階下を覗のぞき込んでみると、梯はし子ごの下に転がっているはずの、ユッキーの友達二人の姿が消えていた。


「日向とまおちゃんがいない？」


　ユッキーが怪け訝げんな顔で呟く。あの二人の身体からだに刺さっている武器を回収すれば、六本のナイフを手に入れる事ができるわ。それが狙いなんだろうけど、どうして別の場所に移動させる必要があったのかしら……？


　ともかく、私とユッキーは７ｔｈの後を追う事にした。殺すにしろ捕とらえるにしろ追い払うにしろ、見失ったままじゃ話にならないわ。ユッキーが無差別日記をスクロールして記述を確かく認にんしていく。


「由乃、気をつけろ！　屋や敷しきに火が放たれてる！　五分とかからずに火の手が回ってくるぞ！　三人組の最後の一人の仕し業わざだ！」


　そうか、７ｔｈは二人組だったけど、屋敷に侵しん入にゆうしてきたのは三人。最後の一人は、バックアップを兼かねた８ｔｈとの連れん絡らく係か。


「それに連中、日向とまおちゃんを治ち療りようする代わりにナイフも回収してる！」


　治療？　じゃあ別の場所に移動させたのは、火事に巻き込まれないようにするため？　７ｔｈの二人は意外と甘い連中ね。他人が死のうが生きようが知った事じゃないのに。まして敵であるユッキーの友達を守ってあげるなんて。


　でも、あの二人の女が怪け我がしたお陰かげで、ユッキーは私を頼ってくれた。一刻も早く７ｔｈを倒たおして友達の治療をするために、私を利用しようと決心してくれた。背中を押してくれたって意味では、結果として私にとっても利用価値があったわね、あの二人は。


「いいよユッキー」


　前を向いたまま、私は背後のユッキーに声をかける。たぶんユッキーはまだ迷っているはず。本当に私に頼っていいのかどうかを。でもユッキーを守る事は、私にとって無上の喜びなのよ。


　今だって、私が前を走ってユッキーが後から付いてきている。これは、万が一に備えて私がユッキーの盾たてになるため。それが私の願い。ユッキーを守る事だけが、私がこの世界に存在する唯ゆい一いつの理由なんだから。


「また私を利用していいよ」


　振り返ると、ユッキーは戸と惑まどったような目で私を見ていた。


「ユッキーは私にこう言えばいいの。『二人を助ける事を手伝え。代わりにまた恋こい人びとのフリをしてやる』。簡単でしょ？」


　偽にせの恋人関係でいいの。私はただユッキーの傍そばにいて守ってあげられたらそれでいいんだから。後はユッキーが自分の心の中で整理をつけて、今は由乃に頼たよるしかないって自分に言い聞かせてくれれば、全て上手うまくいくわ。敵を倒すため。友達を助けるため。そのために、今だけ私を利用すればいい。


「……分かった」


　逡しゆん巡じゆんしながらも、ユッキーは搾しぼり出すようにそう返事をしてくれた。


　程ほどなくして私たち二人はエントランスホールに出る。この屋敷で最初に７ｔｈと遭そう遇ぐうした場所ね。敵はその時と違ちがって、眼下の玄げん関かんではなく廊ろう下かの向こうから姿を見せた。


「来た！」


　まるで炎ほのおを纏まとうかのように、屋敷内を駆かけ抜ぬける火の手と共にこっちに向かってくる。火を放ったのは、作戦失敗に備えた保険のはず。普ふ通つうならそのまま逃走すればいいのに……わざわざ立ち向かってきたという事は、私たちを倒す自信があるって事だわ。油断せずに一人ずつ、確実に殺さなきゃ。


「試ためしてやるぜっ！　お前らのラブ力をよォッ！」


　７ｔｈの女がナイフを二本、投げ込んでくる。まずは軽い牽けん制せいだ。こっちも簡単に叩き落としてやった。


　私たちの『無差別日記』と『雪輝日記』が生み出す完全日記が、あくまでユッキーを中心とした予知であるのに対し……。７ｔｈの『交こう換かん日記』はお互たがいを対等なパートナーとして予知し合っている。二対二で戦うなら、やっぱり向こうの方が有利だわ。


　でもそんなの関係ない。私は二対一で戦うんだから。一人で７ｔｈの二人を殺してみせる。ユッキーを危険な目に遭あわせたりはしない。それが私たちの戦い方！


「お前らを殺せばユッキーがまた振ふり向いてくれるっ！」


　私は炎の中を一直線に突っ走った。


「この化け物がッ！」


　７ｔｈの女もこっちに向かってくる。瞬しゆん間かん、炎の勢いが増し、タイミングよく私とユッキーとの間に割って入ってきた。７ｔｈの二人も炎で分断される。丁度、炎のカーテンの中で私と７ｔｈの女が一いつ騎き打うちしている格好だ。


　チャンスよ、炎が収まるまでは７ｔｈの男もここには入ってこられない。一対一なら確実に殺せる！


　その上、７ｔｈの女はカーペットに足を躓つまずかせ、僅わずかに姿勢を前のめりに乱してしまった。フフ、間ま抜ぬけな女だわ！


「やばっ……！」


　いける！　今なら喉のどを搔かっ切って間違いなく仕留められる！　私はサバイバルナイフを振りかざした。


　死ね！


　死ね死ね死ねぇッ！


　私とユッキーが結ばれるために、今すぐここで死ねッ！


　──でも、そんな私の視界に。


　７ｔｈの女の背後から伸のびる、太くて大きい腕うでが映り込んだ。


「愛ぃぃッ！」


　男の方の７ｔｈだ。男が、炎の中を突っ切ってパートナーを助けに来たんだ。そのまま背後から女を抱だきすくめる。確実に喉のど笛ぶえを斬きり裂さくはずだった私のナイフは、男の肩に突き刺さり、そのまま深々と筋肉を斬り裂いていった。


　でも、そこまで。こんなナイフ程度じゃ、腕を切り落とすのはもちろん、骨にすら刃はが届かなかった。血は勢いよく噴ふき出すけれど、７ｔｈにとっては大したダメージにはならない。


「おおおおっ！」


　男が掌しよう底ていでサバイバルナイフを弾はじき飛ばす。同時に女が自分のナイフを私に投げ込んできた。


「あ……」


　し、まった……。


　不意を突つかれた。


　丸腰になった上、とっさの事で防ぼう御ぎよ反応も間に合わなかったとあれば、いくら私でもかわしきれない。７ｔｈのナイフが深々とお腹なかに突き刺ささる。さすがコントロール抜ばつ群ぐんのナイフ使いね……。こんな状じよう況きよう下でも、正確にこっちの急所を狙ねらってきていた。


　炎に反応して、廊下に設置されていたスプリンクラーが作動する。降りしきる雨の中、私はゆっくりとその場に倒れ伏ふした。


　全身を走る凄すさまじい激痛。みるみる身体から力が抜けていく。こ、こんな程度の傷で倒れてちゃ……駄だ目め、なのに……。


「由乃ォォ……っ！」


　ユッキーを……ユッキーを守らなきゃ……。私が盾になってでも……。


「由乃！　由乃っ！」


　ああ……。ユッキーの声が聞こえる。身体が揺ゆさぶられているのが分かる。炎が収まったから、心配して来てくれたんだね。でもまずいわ、７ｔｈがすぐそこにいるんだから……。


　早く……逃げ……て、ユッキー……。


　私を置いて自分だけ……でも……。早……く……。


「なんでてめぇの女を助けねぇ……」


　７ｔｈの男の声が頭上から響ひびく。私は必死に瞼まぶたを持ち上げた。７ｔｈはユッキーの胸むな倉ぐらを摑つかみ上げ、右手首に結ゆわえてあった無差別日記をもぎ取っている。いけない、日記を取られたら……ユッキーは……。


「女のピンチに火中だって飛び込むのが男ってもんだろ！　ラブ以前じゃねぇか！」


「ゆ、由乃が言ったんだよ……また自分を頼ればいいって……」


　守らなきゃ……。


　ユッキーを……。


　守らなきゃ守らなきゃ守らなきゃ守らなきゃ守らなきゃ……ッ！


「ユッ……キ……」


　何で……動かないの、私の……身体はッ！


「どこまで腐くさってるんだテメェはっ！」


「仕方ないだろぉっ！」


　身体を……動かすどころか……。駄目、意識が朦もう朧ろうとしてきた……。７ｔｈとユッキーの声も、もう遠くでしか……聞こえない。


「僕だって駄目なのは分かってる。分かってるよ……。でも……」


　スプリンクラーの雨の音と、ユッキーの嗚お咽えつの音。意識が闇やみに閉とざされていく。


「僕……弱いんだもん……」


　最後に私の目に映った光景は──。


　怒いかりに肩かたを震ふるわせる７ｔｈが、摑みあげたユッキーを……バルコニーから放ほうり投げる姿だった。


「……死んどけ」


　ユッキー……。


　ユゥッキィィィーッッ！


　あああぁぁあッ？


　ユゥゥゥッキィィィィィーッッ！


　ああああぁぁぁあああッ？





　そこで、私の視界は暗転した。





「──さっさと日記を壊こわして始末した方がいいわ。特にその２ｎｄ。マトモじゃないわよ、そいつ」


「まぁ待てよ。日記さえ奪うばっちまえばいつでも始末はできる。それよりしばらく泳がせてみるってのも手だ。この二人は９ｔｈと知り合いらしいし、上手くいけば11ｔｈも動くかもしれねぇ」


「そんな事言って……またいつもの悪い癖くせが出たんじゃないの？　ヘタレな奴やつを見るとマルはいっつも……」


「とにかく、１ｓｔの日記に加えて２ｎｄの日記も奪った。早いとこ退散して、たー君と合流だ。いくぜ愛！」


「あ、待ってよマル！　っとに、もうっ！　知らないわよどうなっても！」





　人間の五感の中で、聴ちよう覚かくは最も鋭えい敏びんで耐たい性せいも強いらしい。薄うすれゆく意識の中で、７ｔｈたちの会話がかすかに聞こえる。でもそんな事はもうどうでもいい。


　ユッキーを……。


　ユッキーを守らなきゃ。


　ユッキー……。


　ユッキー……。


　懸けん命めいにユッキーの名前を呼び続けたけれど、それは私の心の中に虚むなしく響くだけだった。身体からだが鉛なまりのように重たい。指先一つ、唇くちびる一つ、動かない。


　ユッキー……。


　ユッキー……。


　叫さけびが声になって喉から出る事は、最後まで、無かった。


　ユッキー……。


　ユッキー……。
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　西にし島じまの奴から連れん絡らくがあった時は何事かと思ったね。





　４ｔｈがサバイバルゲームを脱だつ落らくした後、未来日記の秘密を知った西島は、私と密ひそかに連絡を取るようになっていた。奴としては、亡なき４ｔｈの遺志を継ついで、サバイバルゲームを最小限の犠ぎ牲せいで終わらせたいらしい。死んだ男のために動こうなんざ、馬ば鹿かな奴だよ。まぁ私も死に際ぎわの４ｔｈと同盟を結んだクチだから、偉えらそうな事は言えないんだがね。


　実際、西島からの情報で８ｔｈと７ｔｈの正体が判明したのはラッキーだった。サーバーを使って未来日記を増ぞう殖しよくする８ｔｈ。その８ｔｈと手を結んでいる、二人組の所有者７ｔｈ。なかなか面めん倒どうな連中だ。


　１ｓｔと２ｎｄも色々策を立てたみたいだが、結局二人とも８ｔｈと７ｔｈの連れん携けいに敗北し、自分たちの『日記』を奪われてしまっている。お友達ともども、この警察病院で仲良く入院中だ。


「いーち、にーい……」


　１ｓｔには左目を潰つぶされた借りがある。２ｎｄにも色々と世話になったな。是ぜ非ひともこの二人は、私の手でゲームから脱落させてやりたいと思ってたところだ。


「さーん、しーい……」


　それを７ｔｈなんてポッと出の馬の骨に獲え物ものを横取りされちゃ、みねね様の復ふく讐しゆう計画の立つ瀬せが無いってもんさ。だから今回西島から協力を依い頼らいされた時も、渋しぶ々しぶながら受け入れてやる事にしたわけだ。


「ごーお、ろーく……おらおら、ペースを上げなっ」


　私は腕うでを組んだまま、尻しりの下の１ｓｔに発破をかけた。


「な、何で……こんな事にぃ？」


　寝ね巻まき姿のまま、病室で四つんばいになった１ｓｔは、私に背中を椅い子す代わりにされてプルプル震えている。重じゆう症しようの２ｎｄやお友達連中と違ちがって、お前は軽けい症しようなんだから文句言うんじゃねぇよ。号令に合わせて姿勢を上下させているが……そろそろ限界か。ベシャンと押し潰されて、床ゆかの上に這はい蹲つくばった。


「では雨う流りゆう……後は頼たのめるな？」


「心配しなくても契けい約やくは守る」


　その様子を微笑ほほえましく？　見守っていた西島は、秋あき瀬せってガキと一いつ緒しよに病室を出て行った。警察の情報を横流ししてもらう代わりに、４ｔｈに協力する。それが奴と結んだ同盟の内容だからな。西島が４ｔｈの遺志を継ぐって言うんなら、まぁあいつに協力するのもやぶさかじゃないさ。


　今日もこうしてわざわざ１ｓｔのために、この病室を訪おとずれて、リハビリがてらの特訓に付き合っているってわけだ。


「な……何がどうなってんの？」


　私の尻の下で１ｓｔが苦しそうに呻うめいた。


「おっとお前にも説明は必要か。んー、そうだな……。簡単に言うと、私はお前のコーチになったのさ。対７ｔｈ戦の『秘策』に向けての」


「──『秘策』？」


「ヒヒッ、凄すごそうだろ？　これはその特訓ってわけだな」


　まぁその『秘策』を考えたのは、さっきの秋瀬って奴なんだが。中学生のガキにしちゃ、かなり頭の回る奴らしい。


　種を明かせば、『秘策』なんてもんは最初から存在しない。そんなのがあれば出し惜おしみせずに使ってるっつーの。だが『秘策』がある……という情報を１ｓｔに教える事、それ自体に重要な意味があった。


　９ｔｈである私が７ｔｈを倒たおす『秘策』を持っている──。この情報を１ｓｔが知れば、当然１ｓｔの日記を通じて７ｔｈ側にも情報が流れるわけだ。薄うす々うす偽にせ情報だと気付いていても、７ｔｈは状じよう況きようを確かく認にんするため、１ｓｔと２ｎｄの日記の破は壊かいを思いとどまるだろう。その間にこっち側は貴重な時間を稼かせぐ事ができる。８ｔｈの正体を突つき止めるための貴重な時間を。


「あのー……」


　不意に、病室の入り口から声をかけられた。顔を覗のぞかせたのは、まだ若々しい外見の中年男性。夏の暑い季節だが、背広にネクタイを締しめている。


「この辺りに『天あま野の雪ゆき輝てる』の病室は……」


「……あれ？　父さん？」


　１ｓｔが意外そうな声を上げた。


　父さん……だと？　こいつ、１ｓｔの親父おやじか？


　以前１ｓｔの身元を洗った時に調べた事がある。奴の父親の名前は『天野九く郎ろう』。母親の『天野礼れ亜あ』とは既すでに離り婚こんし、１ｓｔは母親が引き取っている。母親の仕事はゲーム会社のプログラマーだったはずだが、はて？　父親の職業は何だっけかな……？


「お……おおおおっ？」


　親父は病室を覗き込むなり、いきなり歓かん声せいを上げて飛び込んできた。


「ずるいぞ雪君！　ナースさんとこんなプレイ！」


「え？」


「ナースさん！　僕のお馬さんにも乗って下さい！」


　そのまま床の上に四つんばいになる。


　あー……。


　そうそう、言い忘れていたが、私は今、この警察病院の看護師の制服に身を包んでいる。こちとら国際指名手配中の札付きテロリストなもんでね。せめて目立たないように看護師のフリをしてるってわけだ。まぁ左目を眼帯で覆おおった看護師ってのもかなり目立つような気がするが……。


　だからこの馬鹿親父、息むす子こが看護師と怪あやしいプレイを楽しんでいるとでも勘かん違ちがいしやがったのか。


「何だこいつは……」


「さぁ、ナースさん！　早く早く！」


　あんまり催さい促そくするもんだから、とりあえず上に乗ってやる。


「いーち……」


　瞬しゆん間かん、ベシャンと押し潰されて床の上に這い蹲った。


「一回もできないじゃないか！」


「ああっ」


　足あし蹴げにしてやっても恍こう惚こつと嬌きよう声せいを上げる始末だ。こいつ、本当に１ｓｔの父親かぁ？　ウジウジした息子とは大違いのキャラじゃねーか。


「と、父さん……」


　さすがに１ｓｔも呆あきれ果て、事の次し第だいを父親に丁てい寧ねいに説明していった。サバイバルゲームが始まって以降、１ｓｔの周辺ではやたらと大事件が続いているからな。桜見中学校爆ばく破はテロ事件、御目方教集団自殺事件、天野家幼児失しつ踪そう事件、狂きよう犬けん通り魔ま事件……果ては１ｓｔと２ｎｄによる警察署襲しゆう撃げき逃とう亡ぼう事件。
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　挙句の果てには拉ら致ち監かん禁きん事件や高こう坂さか邸てい放火襲撃事件まで起きたんだ。離婚した父親もさすがに心配になってきたんだろう。


「なーんだ、ただのリハビリかぁ。父さん勘違いしちゃったよ」


　誤解が解け、親父が照れ隠かくしの笑えみを浮うかべる。もちろん１ｓｔも私の正体までは言っていないが、少なくともこれで妙みようなプレイを期待する事はなくなるはずだ。


「う……うん。お見み舞まいありがとう父さん」


「いやいや……。こんなリハビリなら僕も参加したいくらいですよーっ」


　言いながら私に飛びついてくる。こいつ、全然分かってねぇッ？　唇くちびるを尖とがらせてキスまで迫せまってきやがった。ここはキャバクラじゃねぇんだぞッ！　アイアンクローで顔面を押さえつけても全く動じず、執しつ拗ように私にアプローチしてくる。


　噓うそだ、絶対噓だ……。こいつが１ｓｔの父親ぁ？　絶対噓だろ！　息子の前でこんな馬鹿やる親父がどこにいるってんだ。１ｓｔも呆れ顔を全く隠しちゃいねぇ。


「よーし、分かった分かった。んじゃぁお望みどおりリハビリに参加させて、存分に息子と勝負させてやる！」


　さすがに根負けして、私はそう妥だ協きようさせられた。まぁどうせ『秘策』に向けた特訓なんて噓っぱちなんだ。この馬鹿親父に付き合ってみるのも一興だろう。どうにか引き離はなし、私はシッシと手で追い払はらった。


「その代わり、負けたら罰ばつゲームだぞ！」


「いいですよ。では僕が雪君に負けたら……」


　私から離れつつ、親父が提案する。


「彼の願いを何でも叶かなえるってのでどうですか？」


「え？」


　戸と惑まどったのは１ｓｔだ。突とつ然ぜんの話に面めん食くらっている。まったく……私に付きまとったと思ったら今度は息子の機き嫌げん取りか？　わけの分からん親父だよ。


「参考までに、雪君の願い事は何だい？」


　１ｓｔも困こん惑わくしていた。突然こんな事を聞かれて困らない奴やつはいない。もっとも、提案自体に困っていると言うよりは、自分の『願い事』を言っていいものかどうか、判断に迷って困っているみたいだったが。何だ？　どんな『願い事』を言うつもりなんだ？


「と……」


　遠えん慮りよがちに呟つぶやく。


「父さんと母さんに、再さい婚こんして欲ほしい……」


　──おいおい。


　いきなりヘヴィな願い事をぶつけてきやがったね。


　ちょっとは空気読めよ１ｓｔ……。


「ほら……三人で星を見に行く約束流れちゃってたよね……？　だから……」


　再婚なんざガキがわがまま言ったところで叶うわけねぇだろ。だいたい、１ｓｔの両親が離婚した原因は、私の調査が正しければ確か……。


「分かったよ。それが雪君の願いなら」


　けど意外にも、親父はあっさりと息子の願い事を聞き入れた。何だ？　気休めのつもりか？


「ただし、それは雪君が勝てた時だぞ？」


「う、うん……」


　１ｓｔも半信半疑ながら頷うなずく。


　やれやれ……。こちとら１ｓｔの家庭の事情に首を突っ込むつもりはサラサラ無いけどね。それにしたって面倒な家族だよ。リハビリ勝負に勝てたら再婚……か。まぁ久しぶりに親父と楽しい時間を過ごす手伝いをしてやるってのも、悪くはないな。


　早さつ速そく二人は体操着に着き替がえ、病室の外で様々な体力勝負に挑いどむ事となった。


　まずは鉄棒の懸けん垂すい勝負。


　それから握あく力りよく測定勝負。


　背筋勝負に、立位体前ぜん屈くつ勝負に、踏ふみ台昇しよう降こう運動勝負。


　いずれの勝負も馬ば鹿か親父のイカサマ勝ちだ。


　懸垂勝負はぶら下がってるだけのくせに「速過ぎて懸垂が見えなかっただろう！」なんて言い張るし、握力測定じゃなぜかアナログの測定器を引っ張り出してきて、針を指で動かして数値をごまかしてやがった。


　ハハッ、そもそもこっちだって真ま面じ目めに審しん判ぱんするつもりはねぇしな。１ｓｔは真しん剣けん勝負ができなくてご立腹の様子だったが、そうカリカリしなさんな。親父と楽しい時間が過ごせるってだけでも十分幸せなんだぜ？


　世の中にはガキの時分に両親を失って、それ以来一人っきりで生きてきた人間だってごまんといるんだ。私は八つの時に両親を殺されたが……それでもまだ幸運な方さね。八年間も親と一緒にいられたんだから。


　親が離婚したくらいで何だってのさ。どっちの親も生きてるってだけで、申し分ないくらいありがたいと思いな。


　いいかい１ｓｔ……。


　お前は今、最高に幸せな時間を過ごしてるんだよ……。


「──では最終種目。高台までの競走だ」


　夕暮れの坂道で、１ｓｔと馬鹿親父は最後の勝負に入ろうとしていた。


　ちなみにここまでの成績は、１ｓｔの全戦全敗だ。さすがにこれじゃ可か哀わい想そうだから、親父の提案もあって、最後に一つサービスしてやる事にした。


「なおこれ一つで百種目分の価値がある」


「え？」


　つまりこの勝負に勝ちさえすれば、今までの負けは全部チャラ。おつりが来るってわけだ。まだ両親が再婚するチャンスは残ってるのさ。


　面食らう１ｓｔの隣となりに、親父が並んだ。


「……雪君。僕と母さんが別れる事になったのは、僕が悪いんだよ。僕がお金にだらしなくてね。今も三百万近い借金があるんだ」


「え……借金？」


　スターターピストルを構え、私は頭上に向けて引き金を引いた。パン、とスタートの号ごう砲ほうが鳴り響ひびく。


　ふん、借金か。


　私が１ｓｔの身辺調査をした時の情報そのままだったな。この馬鹿親父、コロコロ仕事を変えて定職に就つかないような生活だったらしい。その上浪ろう費ひ癖へきもあったもんだから、そりゃ女によう房ぼうも愛あい想そう尽つかすはずだ。三百万という借金の額も大きいが、それ以上に、子持ちのくせに父親の自覚も無いような生活態度が離婚の原因だった。


　ヘルメットを被かぶり、スクーターで後ろから二人を追いかける。既に１ｓｔと馬鹿親父の距きよ離りはかなり離れてしまっていた。もちろん遅おくれているのは１ｓｔの方だ。借金の事は知らなかったらしく、かなりショックを受けている様子だった。


　さすがにガキでも分かる事だな。そんな深刻な離婚の原因があるなら、自分のわがままで両親が再婚するなんてあり得ない。こんなリハビリ勝負で勝ったって、二人のヨリが戻もどる事は絶対にない……。だから走ったって無む駄だだと悟さとっちまったわけだ。


「雪輝」


　後方からスクーターで追いついて、私は１ｓｔと併へい走そうしながら声をかけた。


「コーチとしてお前の悪い所を一つ教えてやる」


「え？」


「自分の弱さにすぐ諦あきらめちまうところだ」


　１ｓｔが意外そうな表情で私を見つめ返す。いいだろ、たまには殊しゆ勝しような台詞せりふを言ったって。私だって時々柄がらにもない事をやってみたくなるんだよ。


「抗あらがい続ける事で届く奇き跡せきというのもある。テロリストの教訓だ。覚えときな」


　似合わねぇ事は私自身が一番分かってるさ。ったく、１ｓｔの事を名前で呼んじまうなんてな。ホント、柄にもない話だ。


　私はスクーターのアクセルを吹ふかし、側道から坂道を降りていった。１ｓｔとのおままごとはこれで終わりだ。一人だけが生き残れるサバイバルゲームに参加している以上、私と１ｓｔは敵同士。最後は必ず殺し合う仲だからな。いつまでも友達ごっこはしてられない。


「ちっぽけでも抗ってみるがいいさ……」


　西島の奴、この貸しはキッチリ回収させてもらうからね！


「──その想おもいが、親父おやじさんに届くように」





　　　　※





　私は双そう眼がん鏡きようを覗のぞきながら、安あん堵どの息を漏もらした。


「ユッキー楽しそう……」


　また恐こわい人が来たんじゃないかって思っちゃった。ユッキーのお父さんだったんだね。念のために手元に用意していた包丁は、どうやら使う必要は無かったみたいだ。


　病室のベッドで目覚めると、私はすぐに起き上がってユッキーの姿を捜した。傷口がズキズキするけど、気にしていられない。いま私の手元には『雪輝日記』が無いから……。ユッキーを守るためには、直接私がユッキーの傍そばにいなくちゃいけないもの。


　９ｔｈがユッキーと話をしていたのには驚おどろいたけど、これは秋瀬や刑けい事じが手配したものらしい。今の私のコンディションじゃ９ｔｈには勝てないし、ユッキーに危害を加えるつもりが無いなら、とりあえず黙もく認にんするしかないわね。


　もう一人ユッキーと話をしていたのが、中年の男性だった。


　あれがユッキーのお父さん、か。


　お母さんの方には前にも会った事があるわ。私はユッキーのお嫁よめさんになるんだもん。後でお父さんにもちゃんとご挨あい拶さつしておかないと。


　ユッキーはお父さんと坂道をかけっこしていた。９ｔｈは途と中ちゆうでいなくなるし、お父さんも高台のベンチに置き手紙を残して駐ちゆう車しや場の方へ移動している。ユッキーが置き手紙を見てちょっと嬉うれしそうにしていたから、手紙の内容は悪い話じゃないみたい。ベンチに腰こし掛かけ、お父さんが置いていったドーナツと牛乳をおいしそうに頰ほお張ばっていた。


　これはチャンスかもしれないわ。


　９ｔｈがいなくなったならユッキーも安全だし、今のうちにお父さんにご挨拶しておこう！


　私は双眼鏡を動かして、ユッキーのお父さんの後を追った。車を運転して警察病院の方に戻っている。


　変ね……。


　そもそも車があるなら最初から警察病院の駐車場に停とめておけばいいのに。どうして少し離れたコインパーキングなんかに停めたのかしら？　コソコソ身を隠かくすみたいに……。


　嫌いやな予感がした私は、すぐに病びよう棟とうへと戻る事にした。ユッキーのお父さんが警察病院に用があるとすれば、ユッキーに関する用事のはず。それなのにユッキーがいない時を見計らうかのような行動……。何だか不ふ穏おんな様子だ。


　急いでユッキーの病室に向かう。


　できれば杞き憂ゆうであって欲しい。


　そう思ったけれど──。


　ユッキーのお父さんは、やっぱり、そこにいた。


「どこだっ！　どこだっ！　どこだっ！　あいつどこに隠した……ッ！」


　鬼おにのような形相で、お父さんはユッキーの病室をひっくり返している。ベッドのシーツをめくり上げ、棚たなの本を払い落とし、鞄かばんの中身を床ゆかにぶちまけた。何かを探しているみたいだけど……？


「クソッ！　『あれ』があれば……またしばらく遊んで暮らせるってのに！」


　そこにタイミングよく、携けい帯たいの着信音が鳴り響く。ユッキーの携帯は７ｔｈに奪うばわれているから、お父さんの携帯に電話がかかってきたんだわ。たちまちその表情を曇くもらせるお父さん。明らかに怯おびえた表情。背広の内ポケットから自分の携帯を取り出して、恐おそる恐る電話に出た。


「はい、天野です。ああ、いやそんな……。はい……はい。大だい丈じよう夫ぶ、必ず見つけますよ。雪輝の奴やつ、どこかに隠し込んじまったみたいで……」


　隠した？


　もしかして……。


　お父さんが探しているユッキーの持ち物って、まさか……。


「それより例の約束は本当なんですよね？　雪輝の『携帯』を壊こわせば、三百万の借金を帳消しにしてもらえるって話は」


　お父さん……。


　いま、何て……？


　ユッキーの携帯を壊せば……借金を帳消しに？


　突とつ然ぜんの言葉に狼ろう狽ばいした私は、思わずドアを揺ゆらして物音を立ててしまった。いつもならこんなドジは踏まないけれど、さすがに腹を刺さされた傷の痛みで身体からだが思うように動いてくれなかったの。


　驚いたお父さんがドアを開けて廊ろう下かに顔を出してきた。私は間かん一いつ髪ぱつ、廊下の角に隠れて身を潜ひそめる。どうやら見つからずに済んだみたいね。危ない、危ない……。


　でもどうしてお父さんはユッキーの携帯なんか狙ねらっているのかしら。


　正確には、携帯を狙っているのはお父さんじゃなくて、そう命令している電話の相手の方なんだけど。


　まさか他ほかの日記所有者？


　今の状じよう況きようで９ｔｈや８ｔｈ、７ｔｈがこんな手を回してくるとは考えにくい。可能性があるとすれば……。


　私の頭に一つの結論が導き出される。


　──11ｔｈ。


　最後の日記所有者が、いよいよ動き出してきたんだわ。





　　　　※





　その日、私は両親に捨てられた。


　すぐ戻るからって、お母さんはそう言ったのに。


　いつまで待っても、誰だれも迎むかえに来てくれなかった。いつまで待っても……いつまで待っても……いつまで待っても……。私は一人、この桜見タワーの展望台で、来るはずのない人をいつまでも待ち続けていた。


「よぉ」


　そんな時、声をかけてきたのが彼だった。


「お前捨てられたんだろ。顔見りゃ分かるぜ」


　ジャンパーにジーンズ、目ま深ぶかに被かぶった野球帽ぼう。私と同い年……いや、一つ上くらいか。知らない顔だ。


「ここは子連れも多いけどよ。中にはガキを捨てに来るクソ親もいるのさ」


　子供を……捨てに来る……。


　薄うす々うす分かってはいたけれど、彼のその一言で、私は直視せざるを得ない現実を突つきつけられた。


　私は捨てられたのだ、両親に。


　たまらず嗚お咽えつを漏らす。


「最悪、だわ……」


　その言葉に、彼はなぜか小さな笑えみを浮うかべた。被っていた野球帽をゆっくりと脱ぬいでいく。肩かたまで伸のびた癖くせ毛げが露あらわになって……人ひと懐なつっこそうな、でも力強い意思を秘ひめた瞳ひとみが姿を見せた。


「良かったじゃねぇか」


「え？」


「明日は今日よりいい日にしかならねぇってわけだ」


　彼は背を向け、私に促うながした。


「ついて来な。最悪を最高に変えてやるよ」


　彼の向かう先には、大おお柄がらな中年女性の姿があった。多くの子供たちに囲まれ、腕うでに『院長』という腕わん章しようをつけている、優やさしそうな女性だ。あんな人がお母さんだったら良かったのに……。


　後で知った事だけど、その女性の名前は『上うえ下したかまど』。児童養護施し設せつ・母の里の院長であり、私の第二の……いいえ、本当のお母さんになってくれた人だ。


　そして私と院長を会わせてくれた、癖毛の彼の名前は、『戦いくさ場ばマルコ』という。私、美み神かみ愛あいと同じ捨て子だった。


　私にとってこの桜見タワーは、十四年前からずっとずっと、大切な思い出の地なんだ……。





　　　　※





　七月七日。


　ユッキーのお父さんがお見み舞まいに来てくれた、次の日。


　お父さんは性しよう懲こりも無く今日も病室を訪おとずれていた。何が何でもユッキーの携帯を見つけ出すつもりらしい。


　もちろん私はユッキーにお父さんの事を報告したわ。病室はあの後、一応元通りにされていたけど、物を動かした痕こん跡せきは僅わずかに残っていた。そのためか、ユッキーも頭ごなしに私の言葉を否定はしなかった。けどお父さんの事はどうしても信じたいみたい。


　昨日の高台のかけっこで、置き手紙に『再さい婚こんの件は考えておくよ』って書いてあったんだって。まぁ『借金は心配ない。返済の目め処どは立ってるんだ』とも書いてあったのが、皮肉にもお父さんの犯行を裏付ける状じよう況きよう証しよう拠こになってるんだけど。


　病室のテレビでは、ニュースの生なま中ちゆう継けいで児童養護施設の家宅捜そう索さくの模様が放送されていた。『母の里』というこの施設が、８ｔｈの本ほん拠きよ地ちであるらしい。高坂邸ていを襲しゆう撃げきした三人組の一人が、携けい帯たい電でん話わで８ｔｈと通話した記録が残っていたそうだ。


『警察は通信履り歴れきなどから、高坂氏の邸てい宅たくを襲撃した犯人が、ここ母の里に潜せん伏ぷくしている可能性が高いと見ており……』


　テレビから流れるアナウンサーの声に、ベッドに腰掛けているユッキーとお父さんも笑みを浮かべていた。


「凄すごいや西島さん。いつの間にか居場所を突き止めていたなんて！」


「雪君たちを襲おそった襲撃犯か……良かったじゃないか」


「うん！」


　でも携帯の通信履歴から居場所を暴あばかれるのは８ｔｈだって予想していたはず。だとすればこれは陽動……？　警察に家宅捜索をされても、『日記』を奪われない自信が８ｔｈにはあるんだわ。直接の証拠が無ければ身み柄がらを拘こう束そくされる危険もないし……。


「ん？　雪君、再婚の事気にしてるのかい？　悪いようにはしないさ」


　チラチラとユッキーが視線を送るのに気付いて、お父さんは優しく微笑ほほえんだ。そうじゃなくて、ユッキーは「お父さんが自分を騙だまそうとしている」って私の話を気にしているだけなんだけど……。駄だ目めだわ、ユッキーったら、完全にお父さんを信用しきっている。あれじゃたとえ７ｔｈから日記を奪い返しても、すぐにお父さんに取り上げられて壊されてしまうわ。


　──うん、やっぱり殺そう。


　ユッキーのお父さんだからちょっと迷ったけど、やっぱり邪じや魔ま者ものは殺すのが一番だよね。ユッキーを傷つける者は誰であろうと容よう赦しやしない。たとえ血の繫つながった父親であろうとも。殺しちゃうのが一番簡単だわ。


　私は流しに置いてあった包丁を手にとって、お父さんの背後に立った。頚けい動どう脈みやくを斬きり裂さくには、えーっと、この角度で振ふり下ろすのが一番確実かなぁ。


「な、ななな何やってんだよ由ゆ乃の！」


　私の動きに気付いたユッキーがベッドから立ち上がる。慌あわてて私とお父さんの間に割って入って、包丁を握にぎる私の右手首を摑つかんだ。


「リンゴはあっちで剝むこうな？」


　流しの方に追いやりながら、お父さんに聞こえないように小声で口を尖とがらせる。


「お前、父さんを刺し殺す気かっ？　許さないぞそんなのっ！」


　うーん、刃は物ものは駄目かぁ。そうだね、血が飛び散るとユッキーの荷物が汚よごれちゃうかもしれないし。相手は日記所有者じゃなくて、そのうえ無む抵てい抗こうなんだから、もっと確実に綺き麗れいに殺せる方法がいいかも。


　こんな事もあろうかと、ポケットに忍しのばせていた劇薬の包みを私は取り出した。湯飲みの一つにこれをサラサラと注ぎ込む。後はお茶を入れて飲ませれば……。


「毒殺も駄目なんだよっ！」


　ユッキーがまたしても小声で叫さけぶ。どうしてもお父さんを死なせたくないらしい。


「ねぇユッキーは……」


「え？」


「私とお父さん、どっちを信じるの？」


　戸と惑まどった表情を浮かべるユッキー。もちろん私だって分かってる。ユッキーはちゃんと私の事を信じてくれているし、同時にお父さんの事も信じたいと思っているんだって。でも両方を同時に選ぶ事はできないんだよ。


　私の言葉を信じるか、お父さんの言葉を信じるか。ユッキーはどちらかを選ばなくちゃいけないの。


「私はユッキーを死なせたくない……。だから」


　言いかけたところで、病室の壁かべに備え付けられた電話がコール音を奏かなで始めた。内線？　いえ、このコール音は外線のはず。病院の外から誰かが直接この病室に電話をかけてきたんだわ。


　私は「はい」と受話器を上げた。


『７ｔｈだ。その親父おやじに手を出すな２ｎｄ！』


　スピーカーから聞こえてきたのは聞き覚えのある声だった。７ｔｈ……仕し掛かけてきたわね。


『忘れたか？　こっちはお前らのやってる事は全部お見通しなんだ』


　声に混じって聞こえてくる騒そう音おんは、どうやら列車の走行音らしかった。電車で移動している最中？　テレビによればまだ警察の『母の里』捜索は続いているから……やはり向こうは囮おとりだったのね。７ｔｈは既すでに施設を脱だつ出しゆつ済み、か。


『日記を奪うばって泳がせていたのは正解だったな。『９ｔｈ』と『11ｔｈの手がかり』か……。秘策うんぬんはハッタリだとしても、その親父は面おも白しろい。今から桜見タワーにそいつを連れてこい。拒きよ否ひすればお前たちの日記は壊す！』


　桜見タワー？　確か、桜見市を一望するために繁はん華か街がいに建てられた、古びた観光スポットだ。現在は老ろう朽きゆう化かのために休業中で、二ヶ月後に廃はい業ぎよう予定となっていた。箱物行政が好きだった前市長はこれを改築するつもりだったらしいけど、現市長が当選したために計画は白紙撤てつ回かい。観光施設としても入場者数は落ち目だった。


　近年では親が子供を置き去りにして捨てる、隠かくれスポットとして有名になるなど、あまり評判のいい施設ではなかった。私も利用したのは一回だけ……それも、小学校の時の学校行事で使っただけだ。


「……由乃？」


　ユッキーの声に、私は受話器を置いて振り返る。


「例の襲撃犯からの電話です。ユッキーのお父様を桜見タワーまで連れて来いと……」


「えっ？」


「僕を……？　何でまた？」


　お父さんは未来日記の事やサバイバルゲームの事は何も知らないらしい。単にユッキーの携けい帯たいを壊こわせば借金を帳消しにしてもらえるとしか聞かされていない。だから７ｔｈの目的も理解できないのね。


　でもこれはいいチャンスだわ。


「それは分かりませんが……困ったわ。このままじゃユッキーの『携帯』も返ってこないし……」


「け、携帯って……？」


　お父さんの目が鋭するどく光る。目の前に餌えさをぶら下げれば、食いついてくるのは当然の反応ね。


「あら言ってませんでしたっけ？　ユッキーの携帯は奴やつらに取られてるんです。つまりタワーに行かない事には携帯は戻もどってこない」


　ユッキーとお父さんが顔を見合わせた。息むす子こを狙ねらう襲撃犯からの要求とあれば、父親としてこれを拒こばむ理由は無い。ユッキーとしても、７ｔｈに日記を奪われている以上、この要求を拒む事はできない。警察は８ｔｈの陽動に引っかかっているし、邪じや魔まが入らない中で７ｔｈと対たい峙じできるわね。


　フフ、これなら日記の奪だつ還かんと同時にこいつの正体を暴く事もできる。どっちを信じるべきなのか、ハッキリ分からせてあげるわ……ユッキーに！





　　　　※





　さすがに仕事中という事もあってか、西島さんの携帯には連れん絡らくがつかない。僕たちは仕方なく、病室に『桜見タワーに行く』と書き置きを残して、三人で目的の場所へと向かう事にした。


　父さんの車でタワーの近くまで行き、中に入ってエレベーターに乗り込む。桜見タワーは今でこそ老朽化しているけど、建設当時は市で一番の観光スポットだった。内部には第一と第二の二つの展望台だけでなく、売店やレストラン、催さい事じ場じようなども整備されている。確か小学校の時、僕も学校行事の演奏会で第二展望台を利用したっけ。７ｔｈが父さんを連れて来るように指定してきたのは、下の階の展望台……第一展望台の催事場だった。


「由乃！　やっぱり駄目だ、父さんを巻き込むなんて……」


　上じよう昇しようするエレベーターの中で、僕は小声で耳打ちした。いくら日記を奪われているからって、父さんを危険にさらす事はできないよ。


「７ｔｈの要求は無視できないわ」


　けれど由乃は取り付く島も無い。……こいつ、父さんを利用する気だな。由乃の目的は僕を守る事だから、そのためならどんな犠ぎ牲せいだって払はらうだろう。平気で父さんだって見捨てかねない。父さんは僕が守らないと！


　エレベーターが第一展望台に着く。ケージを出てすぐ正面の扉とびらだ。中に入ると……そこには、白いタキシードに身を包んだ『戦場マルコ』と、同じく純白のウェディングドレスで着き飾かざった『美神愛』の姿があった。ご丁てい寧ねいにブーケまで手に持っている。


　な、何だ……？


　結けつ婚こん式……の真ま似ね事ごとでもしていたのか？


「よく来たな１ｓｔ！」


　催事場の中は、簡素ながら教会風の飾りつけもなされていた。バージンロードの左右に参列者用の長なが椅い子す。その奥に宣せん誓せいを行うステージ。昔は桜見タワーの中で挙式するカップルも多かったから、チャペルのセットが用意されていたんだ。老朽化した今ではもう利用する人もほとんど居なかったけれど。


　そして７ｔｈの二人のすぐそば、丸テーブルの上に二つの携帯電話が並べられていた。あれは……僕と由乃の『日記』だ！


「君たちか、僕に用事があるっていうのは……」


「ああ、これはこれは」


　不用意に歩み寄った父さんに対し、いきなり７ｔｈがみぞおちにパンチを打ち込む。


「御ご足そく労ろうですっ！」


「と、父さん！」


　さすがに７ｔｈのパンチだ。気絶には至らなかったものの、父さんは一発でＫＯされ、連中の足元に倒たおれ込んでしまった。くそ、父さんになんて事を！　７ｔｈは悪びれもせず、挑ちよう発はつ的てきな視線を僕に向けてくる。


「親父は手に入ったし、もう十分だ。これでお前を生かしておく理由も無くなったわけだが……」


　そしてタキシードの懐ふところから自分の携帯を取り出した。傍かたわらのパートナーに手て渡わたす。


「愛、俺の日記も預かっててくれ」


　何だ？　僕と由乃の携帯はテーブルの上に置いてあるのに、それには目もくれず、７ｔｈは上着を勢いよく脱ぬぎ捨てた。


「かかって来い！　拳こぶしで勝負だ！」


「な……っ？」


「見せてみろ、お前に日記と親父を取り戻す気き概がいがあるかどうか！」


　そ、そんな……。


　いくらお互たがい日記なしとはいえ、７ｔｈと僕とじゃ実力に差があり過ぎる。まともにぶつかり合って勝てるわけ無いじゃないか。どうあがいたところで、弱い僕じゃ日記も父さんも取り戻す事なんて、できっこない……。負けるに決まってる……。


　でも。


　そんな僕の脳のう裏りに、ふと昨日の９ｔｈの言葉が蘇よみがえってきた。


『お前の悪い所を一つ教えてやる。自分の弱さにすぐ諦あきらめちまうところだ』


　そうだ、父さんは……。


『抗あらがい続ける事で届く奇き跡せきというのもある。ちっぽけでも抗ってみるがいいさ』


　父さんは、僕が……。


『──その想おもいが、親父さんに届くように』


　父さんは……僕が守るんだ！


「父さんをっ！　返せぇぇぇっ！」


　無む我が夢む中ちゆうで、僕は７ｔｈに向かって突とつ進しんしていった。拳を無む茶ちや苦く茶ちやに振ふり回してぶつかっていく。


「アッハーッ！」


　なぜか７ｔｈはとても嬉うれしそうに、そんな僕の頭を片手で押さえ込んだ。向こうの方が遥はるかに体格がいいから、それだけで完全に動きを止められてしまう。僕が振り回すパンチは７ｔｈにかすりもしなかった。


「何だやればできるじゃねぇか！　いいぜぇ実に見苦しい！」


「僕は父さんと一いつ緒しよに星を見に行くんだぁぁっ！」


「ほぉ」


「再さい婚こんしてくれるかもしれないんだぁぁっ！」


「そうか！」


「僕と父さんの……夢を壊さないでぇぇっ！」


「だが断るっ！」


　強きよう烈れつな一いち撃げきで吹ふき飛ばされ、僕は長椅子に背中を叩たたきつけられた。く、くそ！　負けるもんか……。父さんを守るために、父さんを取り戻すために……僕は７ｔｈに勝たなくちゃいけないんだ！


　父さん……。


　父……さん？


　立ち上がろうとした僕の視界に、父さんの姿が映る。立ちはだかる７ｔｈの向こう。みんなが僕と７ｔｈの戦いに気をとられている隙すきに、父さんは『日記』の置いてあるテーブルにそっと近づいていた。


　二つ並んでいる僕と由乃の携帯のうち、僕の『日記』を手に取った。


　そうか、父さん。僕が７ｔｈを引きつけている間に、『日記』を取り戻してくれたんだ……？


　最初はそう思った。


　でも父さんは、僕の携帯を手に取るや否いなや、力ちから一いつ杯ぱいこれを折り曲げ始めたんだ。本来折り畳たたむ方向とは逆向きに。


　あれ……父さん、何やってんの……？


　そんな事したら……壊れ……る……。


　え？


　そういえば、由乃は言っていた。


『あいつがユッキーに近づいているのは、全部借金のためなの』って。


　う……噓うそだ……。


　だって父さんは……父さんはっ！


　再婚を考えてくれるって……母さんとやり直してくれるって……そう言ったじゃないかっ！


　噓だ……。


「噓だぁぁっ！」


　父さんは、何の迷いも無く僕の携帯をへし折った。


　ひび割れ、破損し、真っ二つに千切れる僕の『日記』。


　もう……終わりだ。


　僕は自分の未来を傷つけてしまったんだ。これでサバイバルゲームも脱だつ落らく……。


「──あれ？」


　でもなぜか、僕の身体からだは一向に変化しなかった。おかしいな……。未来日記を失った所有者は、時空のひずみに吸い込まれるように消しよう滅めつするはずなのに？


「愛っ！　２ｎｄが！」


　そこに７ｔｈの声が響ひびく。


　２ｎｄ……由乃か？　そう言えば由乃はさっきからずっと傍ぼう観かんに徹てつしていた。僕が７ｔｈと一いつ騎き打うちするなんて危険な行動に出ていたのに……。変だぞ？　普ふ段だんの由乃なら、真っ先に割って入って自分が相手しようと立ちはだかったはずだ。


　由乃は隠かくし持っていた折り畳みナイフを振りかざし、７ｔｈの女性の手を切りつけた。宙を舞まうブーケをすかさずキャッチする。僕を守る事よりブーケの奪だつ取しゆを優先させた……？　どういう事だ？


「それは偽にせ物ものだよユッキー」


「え……？」


「７ｔｈは勝負に備え、私たちの携けい帯たいと同機種の別物を用意していたの」


　由乃がブーケの中をまさぐる。すると彼女が睨にらんだ通り、花束の中から僕と由乃の携帯がそれぞれ引っ張り出されてきた。


「角の擦すれ具合、ガラス面の傷……遠目にも私にはすぐ偽物と分かったけれど」


　なるほど、由乃は異常な観察力ですぐに見破ったんだ。テーブルの上の携帯が偽物だって事を。それで７ｔｈのすぐそばにある、物を隠せそうな場所を探し出し、ブーケの中に本物の携帯があるって目星を付けた。だから僕を助けるよりもブーケを奪うばう事を優先したのか。結果的にそれが一番確実な……僕を守る方法だから。


　反対に父さんはまんまと７ｔｈの用意した偽物に騙だまされてしまった……。


「どうやら、それに引っかかった愚おろか者もいたようね」


「……グッ、偽物！」


　父さんの手にある、真っ二つに折られた僕の携帯……の偽物。この動かぬ証しよう拠こがある以上、父さんはもう言い逃のがれできなかった。やっぱり父さんは僕を騙していたんだ。勝ち誇ほこったように、由乃が僕の携帯を投げてよこす。


「ね、ユッキー。正しいのは私でしょう？」


　由乃……。


　君は……。


「雪君、それを渡わたすんだ！」


　追い詰つめられた父さんが、なりふり構わず僕に呼びかけてきた。


「だ、黙だまって壊こわそうとした事は謝るよ。向こうがそう指示してきたもんだから……。で、でも借金が消えたら、携帯なんていくらでも買ってやるから！　どうだ、新機種欲ほしいだろ？　そんな旧式なんかさっさと捨てて……」


　父さん……。そうか、父さんは未来日記の事を何も知らないんだ。この携帯が僕の未来そのもの……これを壊されたら僕が消滅してしまうって事を。


「駄だ目めなんだ父さん、これは──」


「なっ、何だぁっ！」


　でも僕が言い終わる前に、７ｔｈが困こん惑わくの声をあげた。


　刹せつ那な、壁かべや天てん井じように突とつ然ぜん亀き裂れつが走り、桜見タワーが激しく震しん動どうを始める。これは一体……？　地じ震しん？　それとも？


『約束の時間だよマル……。このタワーは破は壊かいさせてもらう』


　天井近くの音おん響きようスピーカーから、低い男性の声が響いた。


「チッ、たー君か！」


　たー君？　高坂邸てい襲しゆう撃げきの際に７ｔｈと一緒に行動していた、８ｔｈとの連れん絡らく係の男だろうか？　高坂邸の放火は彼の仕し業わざらしいし、爆ばく弾だんか何かでタワーが倒とう壊かいするように仕向けたのかもしれない。７ｔｈと８ｔｈは共きよう闘とう関係とはいえ、生き残って神になれるのはどちらか一方だ。純然たる８ｔｈの部下である『たー君』は、必要とあれば７ｔｈの二人を見捨てる覚かく悟ごも、持ち合わせているようだった。


「あっ……」


　僕の足元に一ひと際きわ大きな亀裂が走り、コンクリートの床ゆかが大きく崩くずれ始めた。瓦が礫れきの崩ほう落らくと共に僕の身体が沈しずみこんでいく。


　まずい……このままじゃ……。


　お、落ちる！


「こっちだ雪君っ！」


「つかまってユッキーっ！」


　父さんと由乃が、二人同時に手を伸のばした。僕も必死につかまろうと右手を掲かかげる。懸けん命めいに僕を助けようとする手が、頭上に二つ並んでいた。


　大きくて力強い、懐なつかしい父さんの手。


　か細いけど内側に強さを秘ひめて、今まで一緒に戦ってきた由乃の手。


　僕が握にぎり締しめたのは……。


　選んで握り締めた手は……。





　ねぇユッキーは……


　どっちを信じるの？





　──由乃の、手だった。


「ユッキー！」


　僕を引きずり上げた由乃が、嬉しそうに微笑ほほえんだ。


　僕は選んだんだ。


　父さんよりも……由乃の方を。


「ユッキー、あいつら上に行く気よ」


　どうにか姿勢を整え、周囲の状じよう況きようを確かく認にんする。７ｔｈの二人は父さんに当て身を食くらわせて気絶させ、その身体を抱かかえてエレベーターの方へ向かっていた。タワーの倒壊は第一展望台から順番に、時間差で行っているらしい。エレベーターはまだ無傷だって事を、７ｔｈは知っていたんだ。扉とびらが閉まり、ケージが第二展望台へと上じよう昇しようしていく。


　どうして上に行くんだ？　タワーから避ひ難なんするには下に逃にげるべきなんじゃ……。


「追いましょう。何か脱だつ出しゆつする方法があるのかも！」


　老ろう朽きゆう化かしている桜見タワーのエレベーターは旧型で速度が遅おそい。あまりに上昇がゆっくりだから、ダッシュすれば階段の方がずっと早く第二展望台に着く……というのは有名な話だった。僕は由乃の後を追って階段を駆かけ上がりながら、取り返した無差別日記の記述を確認していく。





【７月７日　13：02】桜見タワー第一展望台／７ｔｈたちは父さんを担かついで第二展望台へ行った。


【７月７日　13：12】桜見タワー第二展望台／７ｔｈたちはパラシュートを使って脱出した。





「パ、パラシュート？　そんなものまで用意していたのか！」


　父さんの身体は戦場マルコが担ぐだろうから、たぶん用意されているパラシュートは二人分のはずだ。


「丁度いいわ。奴やつらを倒たおしてパラシュートを奪いましょう」


「で、でも……」


　由乃の言葉に、僕は不安げに答えた。


「倒すって言ったって……この前だって負けたじゃん！　今度は由乃、怪け我がだってしてるし……」


　いま負けたら、７ｔｈは今度こそ僕たちを殺そうとするに違ちがいない。それ以前にタワーの倒壊に巻き込まれて、確実に死んでしまう。本当にパラシュートを奪って脱出する事ができるんだろうか？


「前に私たちが負けた理由はハッキリしてるわ。ユッキーのせい」


　由乃が驚おどろくほど冷れい淡たんな声で言い放った。そ、それは確かにその通りだけど……何もそこまでハッキリ言わなくてもいいじゃないか。自分が力不足だって事くらい、自分でもよく分かってるよ。


「『二対一』だから負けた──」


「ご……ごめん、戦力にならなくて……」


　僕がもっと強ければ、二対二になって７ｔｈにも対たい抗こうできたはずなんだ。僕がもっと強ければ……。


　けど俯うつむく僕に対し、なぜか由乃は笑えみをたたえて振ふり返ってきた。


「ううん逆よ。それでいきましょう」


「……え？」


「私たちは私たちらしくいけばいいわ」





　　　　※





　ゆっくりと上昇していく古びたエレベーターの中で、私たちはタキシードとウェディングドレスを脱ぬいで、いつもの服装に着き替がえていった。１ｓｔの父親は気絶したままだ。こんな事もあろうかと用意しておいたパラシュートをそれぞれ背負い、日記の内容を確認する。


「マル、奴らが追ってくるわよ」


「ああ」


「だから１ｓｔなんて構ってないで、さっさと日記を壊せば良かったのに……」


「悪わりィ、ヘタレな奴見てるとつい構いたくなっちまってな」


　マルコのいつもの悪い癖くせだ。高坂邸で二人の日記を奪った時から嫌いやな予感はしていたけど……。１ｓｔは施し設せつのおチビさん連中とは違うんだから、敵と馴なれ合ってどうするのよって感じ。まぁ私は嫌きらいじゃないけどね、マルコのそういう所。


　エレベーターの外には、見み渡わたす限かぎりに広がる桜見市の街があった。私たちの生まれ育った街だ。最高の思い出も、最悪の思い出も、数え切れないほどあったけど……いつも、私のそばにはマルコが居てくれた。


　今までも。


　そしてこれからも。


「このタワーで挙式ができて良かった」


　私は小さく呟つぶやいた。二人の左手の薬指には、結けつ婚こん指輪が輝かがやいている。この日のためにマルコが用意してくれたものだ。できれば院長先生やお鈴りんちゃんや、施設のみんなも招待してもっと盛大に式を挙げたかったけど……戦いの最中じゃそうもいかなかった。


「俺たちは永遠に一いつ緒しよだ」


　傍かたわらのマルコも指輪を掲げて微笑んでくれる。そうね、戦いが終わって、私たちが『神』になったら……その時、改めて式を挙げればいい。今日の式は、あくまで万が一に備えて、後こう悔かいしないように用意したものだから。


「勝てるかしら……」


「大だい丈じよう夫ぶさ。俺たちのラブが奴らの紛まがい物のラブに負ける事はねぇ」


「……うん」


「流石さすがの１ｓｔも反省して、死に物もの狂ぐるいでくるだろうがなぁ」


　日記にノイズが走る。相手が誰だれであろうと、決して油断はしない。それが私たちの流りゆう儀ぎ。だから負ける事も覚悟して、今日二人の永遠の愛を誓ちかい合ったんだ。


　でも負けはしないわ。


　１ｓｔと２ｎｄを倒して、他ほかの所有者も脱だつ落らくさせて、必ずサバイバルゲームを生き残ってみせる。マルコと二人で、永遠に生き続けるのよ。


　チン、とエレベーターが第二展望台に到とう着ちやくする。気絶している１ｓｔの父親をマルコが担ぎ上げた。いよいよ決戦だ。


「さぁ行くぜ愛！」


「ええマル！」


　私たちは慎しん重ちように、かつ大だい胆たんに、ケージから飛び出していった。


　第二展望台は、第一展望台より狭せまいものの、タワー最上部に位置する展望施設だ。床ゆか面めんからさらに階段を上がった展望回かい廊ろうもあり、どちらもコイン式の双そう眼がん鏡きようがいくつも並べられていた。もちろん今は休業中のため、客は一人もいない。段ボール箱や衝つい立たてが乱雑に放置されたままだ。


　ここには第一展望台のようにレストランや催さい事じ場じようなどは設けられていない。ただし音響設備が整っているため、天上のコンサートホールとしてよく演奏会の会場に利用されていた。


　その広いホールの真ん中に、少女が一人ぽつんと立っている。右手に携けい帯たい電でん話わを結ゆわえ、左手に折り畳たたみナイフを持った少女……２ｎｄだ。


「……２ｎｄが一人？」


「１ｓｔはどうしたっ？」


　私たちの問いに、彼女が不敵に微笑む。次いで、壁かべ際ぎわのスピーカーからクリックノイズが走った。


『僕は弱いから……隠かくれる事にしたんだ！』


「……１ｓｔ？」


　スピーカーから流れる声は、間ま違ちがいなく１ｓｔのもの。たー君と同じように、どこからかマイクを繫つないで自分の声を流しているんだわ。


『前に僕が負けた理由は一つ。僕が危険な所に出ちゃったからだよ』


　１ｓｔの言い草に、私たちは顔を見合わせる。危険な所に出ちゃったからって……そりゃ、ある意味そうかもしれないけど。だから隠れるなんて、どうやったらそんな発想が出てくるわけ？


「……ひょっとしてこいつ何にも反省してねぇ？」


　呆あきれるマルコをよそに、１ｓｔの意い気き揚よう々ようとした声が木霊こだました。


『さぁ行くぞ７ｔｈ！』


「行くぞって……お前隠れてんじゃん」


　参ったわね……。まさか自分の恋こい人びとを一人で戦わせて、自分だけは安全地帯に身を潜ひそめようなんて。まぁ私としては敵を倒す事ができればそれでいいんだけど、ヘタレの１ｓｔを気にかけていたマルコの落らく胆たんと怒いかりは凄すさまじいものがあった。


「……ふっ、ざっけんなよてめぇぇっ！」


　青筋を立てて２ｎｄに突とつ進しんしていく。これなら高坂邸ていでの戦いと同じ……楽勝だわ。私は交こう換かん日記の記述を確認してマルコに警告を発した。


「マル！　右から顔面に向けてナイフ！」


「おうっ！」


　同時に１ｓｔも２ｎｄに危険を伝える。


『由乃！　右からキックだ！』


「分かったわユッキー！」


　マズ……２ｎｄのナイフの方が速い！　このままじゃ……。マルコッ！


「ダボがぁぁっっ！」


　けどそこはさすがマルコだった。ケンカの場数が違う。斬きりつける２ｎｄのナイフを上下の歯で受け止め、切れた唇くちびるから血が滲にじむのも構わず、２ｎｄのみぞおちに痛つう烈れつなキックをお見み舞まいする。見事ね。高坂邸の戦いで私がつけたナイフの傷……そこを正確に蹴けり込んでいた。あれなら傷口が開いて、さすがの２ｎｄも立ち上がれないはず。


　くずおれる２ｎｄを私が取り押さえ、マルコは彼女の右手から『日記』を奪うばい取った。


「つまらねぇ真ま似ねしやがって！」


　表示されている記述を確認する。２ｎｄの日記は『雪輝日記』だから……内容を見れば１ｓｔの位置もすぐに分かるわ。





【７月７日　13：10】ユッキーが放送室から応おう援えんしてるよ！　頑がん張ばっていいとこ見せなきゃ！


【７月７日　13：20】ユッキーが放送室にいるよ。そこに隠れててね。


【７月７日　13：30】ユッキーが７ｔｈに捕つかまっちゃった！　どうしよう助けなきゃ！





「放送室か……あの野や郎ろう、ふん捕まえてやるっ！」


「マルっ？」


　私を残してマルコが一直線に階段へ走っていく。……ホント、頭に血が上ると見境なくなるんだから。まず確実に２ｎｄを始末して、それからゆっくり１ｓｔを殺せばいいのにね。


　とはいえ、放送室はこの第二展望台の回廊部分にあった。階段を上がって半周回った先だ。もう逃にげ場は無いから、日記の記述通りマルコは確実に１ｓｔを捕とらえるはず。とりあえず私は２ｎｄが逃げないように、しっかり押さえつけておけばいい……か。


「全く……学習しない奴らね。『二対一』で勝てるわけないでしょう？」


　２ｎｄの左ひだり腕うでをねじり上げ、ナイフを振り回せないように関節を固める。この女……もうちょっと戦い慣れしてるかと思ってたけど、所しよ詮せんは中学生のガキね。高坂邸で対たい峙じした時の化け物っぷりはどこへやら。こっちは式まで挙げて身構えてたっていうのに、随ずい分ぶん失望させてくれるわ……。


　と、私が思った時。


「そうね。『二対一』で勝てるわけないわ」


　２ｎｄが不敵に呟いた。


　次いでホールに轟とどろく物音。


　振り返ると、壁際にあった衝立の一部が倒れ、その向こうに立つ人ひと影かげが一つ、露あらわになっていた。


　あれは……。


　あの人影はっ？


「なっ……！　１ｓｔっ？」


　そこには、放送室に居るはずの少年……１ｓｔが立っていたのだ。


　そんな？　どうして？


　２ｎｄの『雪輝日記』には確かに、１ｓｔは放送室にいると表示されていたのに？


　まさか途と中ちゆうで未来を変えた？　ううん、それならすぐにマルコが気付くはず。マルコの手には、２ｎｄの携けい帯たいが……１ｓｔの様子を逐ちく一いち表示する『雪輝日記』があるんだから。


　あの携帯がある限り、１ｓｔが私たちの裏をかけるはずが……。


「由乃の作戦通り……これで『二対一』だ！」


　あの携帯が……ある限り？


　まさかあの携帯！


　私が気付いたのと、放送室から飛び出してきたマルコが叫さけんだのは同時だった。


「愛っ！　ダーツを避よけろぉぉぉっっ！」


　マルコが２ｎｄから奪った携帯……あれは私たちが用意した偽にせ物ものの携帯だったんだわ！　１ｓｔたちを騙だますために用意した同機種の別物。片方は１ｓｔの父親がへし折ったけれど……まさかもう一方を２ｎｄが回収していたなんて！　表示されていた日記は後から打ち込んだものね！


「クッ……！」


　マルコの言葉を耳にして、私はほとんど条件反射的に身を捻ひねっていた。彼も放送室がもぬけの殻からだったのを目まの当たりにして、敵のトリックに気付いたらしい。全速力でこっちに戻もどってきている。連中、きっと以前このタワーで放送室を使った事があるんだわ。だからこんな短時間で罠わなを仕し掛かける事ができた……。


　投げられた三本のダーツは、かろうじて私の身体からだを掠かすめていった。よし、傷は負っていない。交換日記も守った。マルコが駆かけつけてくるまで耐たえれば、私の勝ちだわ！


「かわされたっ？」


　１ｓｔの焦あせりの声。


　マルコがダーツに警告を発したのは、交換日記の記述を見たから。それをかわしきったという事は……勝った！　私は１ｓｔの攻こう撃げきを凌しのぎきった！　１ｓｔに勝った！


「いや……」


　瞬しゆん間かん、風を切る音が耳に飛び込む。これは……ナイフが空を切る音？


「お前は勝てない！　『二対一』だからッ！」


　そ……んなっ？　２ｎｄが……。


　１ｓｔのダーツに気をとられて拘こう束そくを緩ゆるめた隙すきに、２ｎｄが身を起こして、右手に持ち替かえたナイフを全力で振ふるっていた。その切っ先は正確に私の喉のどを狙ねらっている。１ｓｔの攻撃がかわされるのを見み越こして、さらに次の一手を打っていたなんて。この女……やっぱりまともじゃなかった。化け物だ。


　マルコ……。


　私……。





「は……？　このタワーで式を挙げたい？」


　私の脳のう裏りに走そう馬ま灯とうが走る。それは中学生くらいの時、二人でこの桜見タワーを訪おとずれた時の思い出だった。まだタワーが観光名所として賑にぎわっていた頃ころ。眼下に広がる桜見市の街並みを二人で眺ながめながら、ポツリと私が漏もらしたんだ。


「うん、将来」


　その言葉にマルコが苦く笑しようする。


「何もこんなへんぴな所でやらなくったってよー。でかい男になってバーンと稼かせいで、もっといい所で……！」


「マルの言う通りだったわ」


　私は微笑ほほえむ。初めて会った時、彼は私に言ってくれた。『最悪を最高に変えてやるよ』って。そして彼はその言葉通り──。


「マルは、最悪を最高に変えてくれた」


　どんな最悪の思い出も、マルが一いつ緒しよにいてくれれば、最高の思い出になった。辛つらい時も、悲しい時も、マルの横にいればへっちゃらだった。


　私はマルコと結ばれたい。


　ここで。


　この桜見タワーで。


　マルコと初めて出会った、思い出の場所で。


「──ここがいいの」





　２ｎｄの折り畳みナイフが、正確に私の喉のど笛ぶえを搔かっ切った。気管と頚けい動どう脈みやくが斬り裂さかれ、大量の鮮せん血けつが噴ふき出して床ゆか面めんに血ち溜だまりを作っていく。２ｎｄは顔色一つ変えずに冷静にナイフを振り抜ぬいた。大した女よ。


　私は……普ふ段だんからナイフを武器に使っているから分かるわ。


　これは致ち命めい傷しよう。


　もう、私は助からない。


　最後に愛いとしい人の名前を叫ぼうとしたけれど、斬り裂かれた喉では満足な声を上げる事もできなかった。


　マル……コ……。


「あ……愛ィィィッッ！」


　遠くで、彼の声が響ひびいていた。





　　　　※





　まずい、天てん井じようが崩れ始めている……！


　僕は慌あわてて由乃のそばに駆け寄った。


「何やってんだよ、お前はっ」


　由乃はニコニコしながら７ｔｈの身体を転がし、その背中からパラシュートを剝はぎ取っていた。自分の手で人殺しをした事なんか全く気にしてない様子だ。パラシュートを奪いさえすれば、僕に褒ほめてもらえるとでも思ったのか？


「日記を取り上げれば十分だったろ！　こんな酷ひどい事して！」


「え、でも……こいつはユッキーを殺そうとして……」


「やり方が極きよく端たん過ぎるんだよ！」


　由乃はいつもそうだ。僕を守ろうとするあまり、見境なく周囲の人たちを傷つける。学校で９ｔｈと戦った時も、御目方教で12ｔｈと戦った時も……そして僕を監かん禁きんした時も。だから由乃のやる事にはついていけないんだ！


　そうやって僕たちが口論している隙に。


　急に飛び出した腕うでが、由乃の剝ぎ取ったパラシュートを横から掠め取っていった。


「な……」


　腕の持ち主を見上げる。


　嬉き々きとしてパラシュートを背負い、崩れ落ちる瓦が礫れきの中走り去っていくのは……。


「こ……これでここから脱だつ出しゆつできるぞ！」


　僕の、父さんだった。


「父さんっ？」


　僕の叫びなんか気にも留とめず、父さんは展望台から飛び降り、眼下の繁はん華か街がいへと脱出していく。空中で大きく広がるパラシュート。一応、本体に使い方がイラストつきで解説されているから、初心者でもどうにか使いこなせるようだ。命の危険が迫せまっている状じよう況きようじゃ、飛び降りるのをためらう余よ裕ゆうもないだろう。


　それにしても……。


　僕を残して自分一人だけ脱出するなんて。


　あれが父さんの本ほん性しようだったのかっ？


　でも、僕たちに憤いきどおっている暇ひまはない。


　第二展望台の屋根……つまり桜見タワーの最上部は完全に崩落し、その巨きよ大だいな瓦礫が次々と降り注いでくる。かろうじてタワー下部はまだ持ちこたえているけど……。僕も由乃も頭を覆おおって必死に身体を丸めた。とにかく落らく盤ばんが収まるのを待つしかない。もし瓦礫に押し潰つぶされたら、その時点でアウトだ。


　──数十秒の後、屋根が完全に崩くずれ去る。


　辺りに静せい寂じやくが戻った。


　幸いにも、僕も由乃も瓦礫の下した敷じきになる事はなく、大した怪け我がも負っていなかった。どうにかやり過ごしたか……。


　ただその代わり、巨大な天井の瓦礫が頭上を塞ふさいでいた。このままじゃ外に出る事はできない。すぐにでもタワー下部の倒とう壊かいが始まりそうだっていうのに……！


「グ……。駄だ目めだ、全然持ち上がらない」


　試ためしに両手で押し上げてみるけど、巨大な鉄筋コンクリートの塊かたまりはビクともしなかった。


「ユッキー……」


　そばに倒たおれていた由乃も身を起こす。二人で力を合わせても……無む駄だだな。とてもじゃないけど下から押し上げるだけでどうにかなる大きさじゃなかった。完全に閉じ込められた格好だ。


「フフフ……残念、ね……」


　うめき声が狭せまい密閉空間に響いた。７ｔｈの女性……美神愛だ。彼女もここに閉じ込められていたのか。血溜まりの中で顔を起こし、勝ち誇ほこったように自分の携帯を掲かかげた。


「マルコは落盤から逃のがれた……。ここの状況は……日記を通して外のマルコに、伝わっている……」


　そうか、交こう換かん日記か。向こうは美神愛の様子を十分刻みで確かく認にんできるから……彼女がもうすぐ死ぬ事も、僕たちがここでタワーと心中するしかない事も、全すべて把は握あくしている。残り一つのパラシュートを所持しているのも、戦場マルコの方。とすれば彼は迷う事なくタワーから脱出するはずだった。


「じきに……マルコはここを脱出するわ。これで、マルコの勝ちは、確定、よ……！」


　血ち塗まみれの口元に笑えみを浮うかべ、瀕ひん死しの７ｔｈが勝利を確信する。


「まだ終わってないわ！」


　突つっかかったのは由乃だ。７ｔｈの襟えり首くびを摑つかみ上げ、無理やり身体を起こして折り畳たたみナイフを突きつけた。


「お前を切り刻んで外の男をおびき出す。奴やつにここを開けさせるわ！」


「無駄よ……そんな事をしても……マルコは、来ない……！」


「無駄かどうかはこっちが決める！」


　由乃は何の迷いもなく７ｔｈの頰ほおにナイフを食い込ませていく。


「やめろ由乃！」


　このままじゃ……由乃は本当に７ｔｈを切り刻むぞ？　頰を斬きり裂き、鼻をそぎ落とし、目玉をえぐり出す……。由乃なら躊ちゆう躇ちよなく実行に移すだろう。


　僕はナイフを握にぎった由乃の左手を押さえつけようとした。けど彼女は乱暴にこれを振り払はらう。


「邪じや魔ましないでユッキー。もうこの方法しかないの！」


　その目。


　いつもの、スイッチが入った由乃の目だった。何の感情もない、無機質な双そう眸ぼう。僕を守るという目的のためなら、他ほかの全てを平然と犠ぎ牲せいにする狂きよう気きの瞳ひとみだ。


「こんな事してもろくな事にならないぞ……。狂くるったのかよ、お前は！」


「私はただユッキーを……」


　言いかけたところで由乃が口をつぐんだ。視線を上に向け、耳を澄すます。僕もつられて頭上を見上げた。


　ザクッ……ザクッ……と、何かを掘ほり起こすような音が響いている。パラパラと舞まい落ちる埃ほこりとコンクリート片へん。


「何の音だ……？」


　誰だれかが上から……瓦礫を掘り起こしている？


「……待ってろ愛！　今、助け出す！」


　頭上の瓦礫の隙すき間まを縫ぬって、力強い声が届いた。気力を振り絞しぼるように懸けん命めいに呼びかけてくる。今このタワーにいるのは、僕たちと７ｔｈだけ。誰かが掘り起こしているというのなら、その誰かとは即すなわち……戦場マルコ以外には考えられなかった。


「な……。マル……コ？」


　僕や由乃も驚おどろいたが、一番戸と惑まどっていたのは美神愛だ。ここに僕たちがいる事は知っているはず。瓦礫を掘り起こせば、パートナーだけでなく敵をも助ける事になってしまう。それなのに、なぜ彼は瀕死の美神愛を救おうとしているのか……。


「やめて……マルコ……。どうせ私は死ぬ……」


「いや、いいわ。そのまま続けなさい」


　美神愛を拘こう束そくしたまま、由乃が不敵に笑った。７ｔｈ……まさか日記を見て慌てて出てきたのか？　瓦礫を取り除いたところで、由乃は彼女を人ひと質じちにしてパラシュートを渡わたすよう脅おどすに決まってるぞ？　ちょっとでも抵てい抗こうすれば、ためらう事なく美神愛を切り刻んで……。


　駄目だ、そんな酷い事できない！


「よせ由乃！」


　いくらサバイバルゲームで戦う宿命にあるからって、やっていい事と悪い事があるはずだ！


　そんな僕の言葉を咎とがめたのは、意外にも由乃本人ではなく……。必死に瓦礫を押し退のけている、７ｔｈの方だった。


「よせじゃねーだろ１ｓｔ」


「……え？」


「２ｎｄに守ってもらっているくせに……酷い事はするなと言う……。お前の言っている事は滅め茶ちや苦く茶ちやだ」


　滅茶……苦茶？　なんで、敵である７ｔｈにそんな事言われなきゃいけないんだ？


「クッ、持ち上がらねぇ……。何やってる１ｓｔ！　そっちからも押せ！」


「だ、だって……それじゃ由乃の思う壺つぼに……」


　僕は嫌いやだ。


　僕のためにこれ以上、由乃が無差別に他人を傷つけるのを見るのは……もう御ご免めんだ。僕はそこまでしてサバイバルゲームを生き残りたいなんて思っていない。そりゃ、由乃が暴走してくれるお陰かげで僕は今まで生き残ってこれたけど……。でもそれは由乃が勝手にやった事で、僕の責任じゃ……。


　死にたくはない。


　でも自分一人の力ではゲームに勝ち残れない。


　だから由乃に依い存そんして利用する。


　一方で、残ざん虐ぎやくな事をしでかす由乃は許せない。


　僕のために人が死ぬのは嫌だ。


　そんな僕の矛む盾じゆんした気持ちを、瓦礫の上の７ｔｈは正確に見み抜ぬいていた。荒あらい吐と息いきを織り交ぜながら、叱しつ咤たするように叫さけぶ。


「お前を散々守ってきたのは誰だ？　敵を殺してきたのはよ？　てめぇは単に、汚よごれ役を２ｎｄに被かぶせてるだけだろが！」


　僕は……。


　僕は一体どうしたら……。


　フラフラと命じられるまま、僕は頭上の瓦礫に手を添そえた。とにかく今は７ｔｈの言う通り、この瓦礫を取り除こう。上と下とで力を合わせればあるいは……。


　でも巨大な鉄筋コンクリートの塊は、二人がどうあがいてもビクともしなかった。だいたい僕は７ｔｈみたいに強くない。非力な僕がいくら下から押し上げたところで、大した力になるはずがなかった。


　やっぱり由乃の力が必要だ。


「……駄目だな。おい２ｎｄ。お前も手伝え！」


　それを見み越こしたのか、７ｔｈは由乃にも声をかける。


「命令するのはこっちだ！」


「フン、お前もお前だな。助けると言いつつ１ｓｔの意思を平気で捻じ曲げる。そういうのはな、『協力』って言わねぇんだよ。『身勝手』っつーんだ！」


　確かに、僕と由乃の関係は歪いびつだった。今まで一いつ緒しよに戦ってはきたけれど、それは力を合わせて協力してきた結果とは言いがたい。それぞれがお互たがいに、身勝手に依存して利用し合ってきただけだ。


　僕が由乃を利用してきたように……由乃もまた、僕を都合のいいように利用していた。


　痛い所を突かれて反論できない由乃は、苛いら立だちを隠かくそうともせず声を荒らげる。


「いい加減に……」


「いい加減にするのはそっちだッ！　このガキがッッ！」


　しかしそれも７ｔｈに一いつ喝かつされた。


「俺が脅されてこんな事してると思ったか……？　舐なめる……なよ？　俺はハナから……逃にげる気なんざ……ねぇ！」


　あれ……？　変だな。７ｔｈの様子がおかしい。


　さっきからどんどん息が荒くなっていた。言葉の節々に歯を食いしばっている様子が見て取れる。


「もうすぐ……死ぬ？　関係あるか！　そんなもの……クソ喰くらえだ！」


　いくら懸命に瓦礫を掘り起こしているからって、こんなにも苦しそうな声を出すだろうか？　あの屈くつ強きような７ｔｈが？


「俺たちのラブと……お前たちのラブを……一緒にするんじゃねぇ！」


　密閉空間に日の光が差し込んでくる。鉄パイプを差し込んだ７ｔｈが、テコの原理でとうとう瓦が礫れきを押し上げたんだ。あともうちょっと頑がん張ばって、完全に横に動かしてしまえば、僕たち三人は脱だつ出しゆつできるはずだった。


　けど……。


「マルコ……あなた……」


　７ｔｈの腹には、鋭するどい鉄筋が深々と突き刺ささっていた。背中まで貫かん通つうし、傷口から鮮せん血けつがポタポタと漏もれ出している。


「ハハハ……すまねぇ。ドジを踏ふんじまった」


　あ、あんな傷を負って……。致ち命めい傷しようを受けていて、それでも一人で瓦礫を押し上げてきたのか！　あれじゃ動くのだってままならないはずなのに。美神愛がもうすぐ死ぬって分かっていても、そりゃ懸命に助け出そうとするはずだ。


　傷を負って……。僕なんかよりずっと力を出せない状態で……。それでも７ｔｈは瓦礫を押し上げた。凄すごい意志の力。そして、パートナーを思いやる心の力だった。


　──僕の悪い所は、自分の弱さにすぐ諦あきらめてしまう事。


　抗あらがい続ける事で届く奇き跡せきというのもある、か……。


　僕は肩かた越ごしに背後を振ふり返り、美神愛を拘束している由乃に声をかけた。


「由乃、手伝ってくれ！　三人で一気に開ける！」


「だ……だって……」


「由乃っ！」


　ありったけの声で叫ぶ。


　確かに僕たちの関係は、互いに依存して利用し合っている、歪なものかもしれない。でも諦めなければ……抗い続ければ、きっといつか分かり合えると思う。


「由乃は本当に僕が好きなのか……？　それとも狂ってるだけなのか？」


　僕は手を差し伸のべた。


「確信が持てないんだ。信じさせてくれ由乃」


　いつかきっと、純じゆん粋すいに手を取り合える日が来る。最高のパートナーになれる日が来る。僕はそう信じている。


　僕は、由乃と──。


「私は……」


　チャリン、と響ひびく金属音。由乃が折り畳みナイフを足元に捨てた音だ。由乃もまた、僕に手を差し出してくれた。


　重なり合う二つの手と手。


「私は、ユッキーが好き」


　そう、いつか僕たちは分かり合える。


　最高のパートナーとして。


　僕は由乃と二人並んで、同時に瓦礫を押し上げ始めた。頭上の７ｔｈとも息を合わせ、いちにのさん、でタイミングよく瓦礫を動かしていく。


　そうしてようやく、僕たちを圧あつ迫ぱくしていた頭上のコンクリートが、完全に取り除かれていった。


　でも……美神愛は……。


「間に合わなかった……」


　マルコが駆かけつけた時にはもう、彼女は息を引き取っていた。その手に握られた交こう換かん日記にも、『７ｔｈ・美神愛は失血死する』という《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》が表示されている。


　彼女だけじゃない。腹の傷からして、マルコの命ももう長くない事は明らかだった。咳せき込むだけで口から血が迸ほとばしる。彼は背負っていたパラシュートを手に取り、僕に向けて無造作に放ほうり投げてきた。


「戦いに勝ったのはお前らだ。持っていきやがれ」


「７ｔｈ……」


　助けて……くれるの？　ここで僕たちを逃がしたら、８ｔｈとも戦う事になるかもしれないのに……？　勝った方が勝者としての当然の権利を得る。あるいはそれが……マルコたちの流りゆう儀ぎなんだろう。


「敵に馴なれ合うような目を送んじゃねぇ。行け」


　一いつ瞬しゆん迷ったけど、グズグズしていたら本当にタワー倒とう壊かいに巻き込まれてしまう。そうだ、僕はもう由乃一人に汚れ役を押し付けたりはしない。僕自身が、僕の意思で、マルコたちを見捨てて脱出するんだ。それが勝った方の……生き残った方の、果たさなければいけない義務でもある。


「神になって……二人で永遠に生きるって計画は……失敗しちまったな」


　マルコは美神愛の身体からだを抱だき上げ、そっと優やさしく囁ささやいた。もう決して答えてくれる事のない呼びかけ。


　その囁きを耳に留とめながら、僕はパラシュートを背負った。由乃と抱だき合うような格好で展望台から飛び降りていく。


「けどよ……。これも永遠、だよな……」


　彼の最後の声は、完全に崩くずれ落ちるタワーの轟ごう音おんにかき消されていった。紐ひもを引っ張るとすぐにパラシュートが開き、眼下の繁はん華か街がいめがけてゆっくりと二人の身体が降下していく。これなら何とか無事に降りられそうだ。


　７ｔｈ……。


　戦場マルコと、美神愛。


　何だか不思議な敵だったな。手ごわい強敵かと思ったら、妙みように僕の事を気にかけるそぶりも見せたりして……。


　マルコが最後に見ていた美神愛の交換日記には、《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》表示の直前に、こんな記述が書き加えられていた。


『マルコが助けに来てくれた。やっぱりマルコは最高だわ』


　僕たちも……あんな最高のパートナー同士になれるんだろうか？


　いや、きっとなるんだ。


　いつの日か、必ず。


「──父さんと母さんと僕とで、ちゃんと話し合おう」


　僕はパラシュートで降下しながら、抱きしめた由乃にそう呟つぶやいた。


「ユッキー……」


「由乃は父さんを嫌きらうかもしれないし……色々問題もあるけど、でも僕は父さんと母さんにまた仲良くなって欲ほしい。由乃にはその手伝いをして欲しいんだ」


　最高の、パートナーとして。


「……うん」


　由乃も素す直なおにそう返事してくれた。


　きっといつか、家族三人仲良く暮らせるようになって……。


　そしてそこに新しい家族が……由乃が、居てくれるようになる。


　最高の日が来てくれる。


　僕は、そう信じていた。





　──この時までは。





「雪輝君っ！」


　どうにか道路の上に着地すると、すぐに西島さんが駆け寄ってきた。


　あれ？　確か８ｔｈのサーバーを押おう収しゆうするために児童養護施し設せつを捜そう索さくしていたはずじゃ……？　そういえば、桜見タワーが倒壊を始めたから、警察が周囲を交通規制しているみたいだった。病室の書き置きを見て、わざわざ来てくれたのかな。


「西島さん、ご迷めい惑わくを……」


　言いかける僕の言葉を、憔しよう悴すいしきった様子で遮さえぎる。


「大変だ！」


「え？」


　西島さんが何かを叫んでいた。


　その肩越しに見えるのは、救急車。


　でも僕の耳には西島さんの声が届かない。


　だってあれは……。


　そんなはずは……。


　救急車に運ばれるストレッチャーには、白いシーツで覆おおわれた人間の身体が乗せられていた。大人が一人。体型から見て女性。


　シーツからは長い髪かみがはみ出していて、その傍かたわらには、見慣れたデザインの眼鏡が置かれている。


「お母さんが……ッ！」


　はは、そんな……まさか。


　僕は無差別日記の記述を確かく認にんした。


　ありえない。


　ありえないはず……なのに。


　だけど無差別日記にはやっぱり……ありえないはずの文章が書かれている。





【７月７日　14：34】桜見市市街地／母さんが死んだ。





　やって来たのは、最高の日じゃなくて……。


　最悪の、日だった。
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「──１ｓｔの母親はなぜ死んだ？」


　ワタシは『記き憶おく』の映像から目を離はなし、憮ぶ然ぜんとそう問うた。ムルムルが呑のん気きに餅もちを食くらいながら、くるくるとワタシの周囲を浮うかんでいる。


「まぁその『記憶』だけを閲えつ覧らんしたのでは、いかにも唐とう突とつに思えるかもしれんのう。元々１ｓｔの母親は、例の監かん禁きん事件を受けてしばらく仕事を休んでおったのじゃよ。いくら多た忙ぼうとはいえ、息むす子こが一週間以上も行ゆく方え不明になったとあれば、家族として放ってはおけまい？」


　そして刑けい事じの一人が、１ｓｔの残した書き置きを発見し、西にし島じまに伝えたらしい。同時に桜見タワーで爆ばく発はつが起き、倒壊の危険があるとの知らせも入ってきた。


「そこで西島は１ｓｔの母親に連れん絡らくをとったのじゃ。万が一に備えてな。誰だれも悪意を持って行動したわけではない。ただ不幸な偶ぐう然ぜんが重なり、そして最悪の事態が発生した。全すべては偶然じゃったのじゃよ」


「ワタシは、１ｓｔの母親はなぜ死んだと聞いている」


「落ち着くのじゃデウス・エクス・マキナよ。今から順を追ってそれを説明する。……つまり、桜見タワーの近くに警察のパトカーで案内された１ｓｔの母親は、そこでパラシュートを使って降りてくる天あま野の九く郎ろうを見つけたんじゃ。１ｓｔの父親。そして、自分の元夫である男をな」


　反射的に１ｓｔの母親は彼の着地点へと走った。この時、付き添そいの刑事が制止し切れなかったのも不幸と言えよう。人ひと気けのない路地で、絡からまったパラシュートの紐をナイフで切り離していた天野九郎は、駆かけつけた１ｓｔの母親と鉢はち合あわせになり……さらにはもみ合いになってしまった。


　そこまでムルムルの話を聞いて、ワタシは手にした携けい帯たい電でん話わをきつく握にぎり締しめた。


「１ｓｔの父親が殺したのか！　母親をっ！」


「じゃから、不幸な事故じゃと言っておろう。もみ合いになった拍ひよう子しにナイフが刺ささってしまっただけよ。刺し傷は一いつ箇か所しよのみ。それが不幸にもピンポイントで急所を貫つらぬいてしまったんじゃな」


「事故であろうと……殺した事には違ちがいない！」


　言いながら、ワタシは自分で自分の言葉に驚おどろいていた。なぜワタシはここまで感情的になっているのだろう。今までずっと、無む為いに虚こ空くうの中で時間を過ごしていたこのワタシが……。


　大きく息を吐はき、ワタシは心を落ち着ける。


　何を狼狽しているのだ。この『記憶』は遥はるか数千年前に起こった事。遠い昔の話に過ぎない。いまワタシがここでどう感じようと、確定した事象は決して覆くつがえる事はないのだ。


　次いでムルムルに尋たずねた。


「不幸な事故というのであれば……サバイバルゲームに不必要な悪あく影えい響きようを与あたえるのは好ましくあるまい。１ｓｔの母親は蘇よみがえらせるべきだったのではないか？　神である先代デウス・エクス・マキナの力をもってすれば簡単な事であろう」


　その問いに、ムルムルは咀そ嚼しやくしていた餅を呑のみ込み、歯を見せて愉ゆ快かいそうに笑った。


「何がおかしい？」


「いや、気にするなデウスよ。お主があまりにも……あの時の１ｓｔと全く同じ事を言うものでのう」


　ワタシの眼前に躍おどり出て、別の『記憶』を手て渡わたしてくる。


「残念じゃがあの時の先代デウスにはもう、確定した因果を捻じ曲げる力は残っておらなんだ。寿じゆ命みようが尽つきかけておったんじゃよ。そして神であるデウスが死ぬという事は……神が創つくりし『世界』もまた、因果律のコントロールを失って滅ほろびる事を意味する」


　つまり、死ぬのは１ｓｔの母親に限った事ではなかったのだ。『世界』に生きる者は皆みな死ぬ。１ｓｔも、２ｎｄも。彼の友人も、知人も、敵も味方も、見知らぬ者も無関係な者も。一人残らず死に絶え、滅び去る。


　だが一つだけ助かる方法もあった。


　全てを救い、１ｓｔの願いを叶かなえる方法が。


「……言っておくが、それを１ｓｔに教えたのは儂わしではないぞ？　いや、正確に言えば儂なのじゃが、もっと正確に言えば、やっぱり儂ではない事になる。ええい、ややこしいのう！」


「何を言っているのかさっぱり分からん」


　とにかく！　と、ムルムルはワタシに手渡した『記憶』を指差した。


「さっさと次を閲覧する事じゃ。儂があれこれ解説するより、アカシックレコードにアクセスした方が遥かに手っ取り早い」


　それは確かにその通りだ。母親を失った１ｓｔがどんな行動に出るのか。その時の２ｎｄの反応は。


　全ての答えがこの『記憶』の中にあるはずだ。
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　暗い家の中で、僕は一人シーツに包くるまっていた。


　母さんの遺骨はリビングの仮かり祭さい壇だんに、遺い影えいと共に安置してある。本当は通つ夜やや告別式もやらなくちゃいけないんだろうけど、父さんも母さんも親しん戚せき付き合いの薄うすい人で、僕にはこういう時に頼たよれる大人がいなかった。西にし島じまさんの手配でどうにか火か葬そうだけ済ませた格好だ。


　食事に関しては、由ゆ乃のが毎日家にやってきて、何かしら作っていってくれる。でも食しよく欲よくは無い。彼女と顔を合わせない事もしばしばあるくらいだ。


　今日もサンドイッチが作ってあったけど、全然手はつけていなかった。添えられたメモには『ユッキーへ　これを食べて元気になってね！　明日は用事で来れません』とある。珍めずらしいな、由乃が僕より用事を優先するなんて……。


　僕はカチカチと無差別日記の記述をスクロールしていった。今から三日後に、気になる文章が打ち込まれている。





【７月12日　09：13】自宅／西島さんからの連絡。母さんを殺した容疑で父さんに逮たい捕ほ状じようが出る。





　父さん……。やっぱり母さんを殺したのは、父さんだったのか！　僕の携けい帯たいを壊こわす事に失敗して以降、完全に行方をくらませていたから怪あやしいとは思っていたけど……。


　父さんが僕の日記を壊そうとしたのは、借金を帳消しにしてもらうため。そして裏から糸を引いていたのは、どうも日記所有者の11ｔｈらしかった。でも今はそんな事どうでもいい。


　サバイバルゲームも未来日記も関係ない。今はとにかく、母さんを殺した殺人犯を追い詰つめて、罪を償つぐなわせる事だ。母さんの仇かたきを討うつ事だ。それが僕にとって一番大事な事。一番優先すべき事だった。


　すると突とつ然ぜん、日記にノイズが走った。


　未来の改変……？　慌あわてて記述を確かく認にんしていく。





【７月９日　22：05】自宅／父さんが左手に怪け我がをして転がり込んでくる。借金関係の人に襲おそわれたらしい。





「父さんが……ここに来るっ？」


　同時に、玄げん関かんの方で物音が響ひびいた。僕はシーツを脱ぬぎ捨て、ドアの覗のぞき窓から外の様子を窺うかがう。日記の記述によれば、物音の正体は父さんのはず……。


　果たして、ドアの前には左手を押さえてうずくまる、僕の父さんの姿があった。


　こいつ……。


　よくもノコノコと……っ！


　僕はとりあえず玄関の鍵かぎを開け、父さんを家の中に入れてやる事にした。救急箱で簡単な手当ても施ほどこす。


「痛……っ！」


　消毒液が染しみて、父さんは眉まゆを歪ゆがませた。


「用事で近くに寄ったんだけど、暗がりから急に切りつけられてね……。たぶん借金関係だと思う」


　やっぱり日記通りか。この襲しゆう撃げきには11ｔｈが一枚嚙かんでいるんだろう。だから日記の記述も書き換かわったんだ。本来ならここに来るはずがなかった……あるいは、来る事を迷っていた父さんの行動を変え、未来も変へん更こうさせた。


　でも11ｔｈにとっては、自分の手がかりを知っている父さんと僕とを接せつ触しよくさせるのは避さけたいはず。それなのにこの奇き妙みような未来改変……。


　何を考えているんだ？


「──父さん」


　まぁいい。11ｔｈの意図はどうあれ、今はこの殺人犯を追い詰める方が先だ。


「母さんを刺さしたの、父さんでしょ。自首してよ！」


　僕は単刀直入に言い放った。あまりの直球ぶりに、父さんも困こん惑わくしている。警察が逮捕状を取るのは三日後。確かに唐とう突とつ過ぎる物言いかもしれない。


「──は、はは。いやまさか……」


「とぼけないでよっ！」


　でも状じよう況きよう証しよう拠こは十分だ。母さんが倒たおれていたのは、父さんが使ったパラシュートのすぐそばだったし、現場から走り去るスーツ姿の男性を見たって目もく撃げき者も多数いる。息むす子こをタワーに置き去りにして、見殺しにしようとした直後に母さんと鉢はち合あわせになったんだ。動機だって十分だろう。


　ただし揃そろっているのは状況証拠だけ。直接証拠……例えば、母さんを刺した凶きよう器きのナイフなんかは、まだ見つかってなかった。


「何か証拠があるのかい雪君？　僕が母さんを刺したって証拠が？　無ければただの言いがかりだよね？」


　父さんはそれが分かっているのか、飄ひよう々ひようとすっとぼけて見せた。


　こ、こいつ……っ！


　ふざけやがって……母さんを刺し殺したくせに、後こう悔かいも反省もしてないのか！


　考えてみれば当然だ。こいつは僕の携帯を壊そうとしたんだから。携帯を壊せば僕が死ぬって事は知らなかったみたいだけど、たとえ知っていたとしても、やっぱり借金のために平気で僕を殺そうとしただろう。こいつはそういう奴やつなんだ。


　ふと視線を下ろすと、父さんが脱いだ背広のポケットから、何か小さな紙し片へんがはみ出しているのが見えた。真ま下した質しち店てん……預かり証？　預かり期限は七月十日……。


　僕の視線に気付いた父さんが、慌てて背広を抱だき寄せ、紙片を隠かくした。


「……質屋に何を預けてるの？」


「関係ないだろ」


　僕と目を合わせようとしない。どうやら僕に知られたら都合の悪いものらしい。とするとやっぱり犯行の直接証拠……。もしかして、母さんを刺したナイフか！


　父さんは白々しくも、仮祭壇の前に座って母さんの遺影に線せん香こうを上げ始めた。鈴りん棒ぼうで静かに鈴を鳴らす。こんな奴に焼しよう香こうを上げてもらっても、母さんだって嬉うれしくないだろう。


　質札の預かり期限は七月十日だ。


　何かの証拠なら明日父さんはそれを回収に行くはず。そっちがあくまで白を切るっていうんなら……こっちにだって考えがある。父さんをつけて荷物を奪うばおう。証拠を突つきつけて、父さんに罪を認めさせてやるんだ！





　　　　※





　ところが次の日。


　あろう事か、僕はうっかり寝ね過すごしてしまった。後をつけるどころか、とっくに父さんは家を出た後だ。玄関を飛び出し、大おお慌あわてで日記の内容を確認する。





【７月10日　10：21】桜見商店街真下質店／父さんが真下質店から出てくる。





　真下質店……あれだな。本来ならここで父さんを見失うはずだったけど、さっき近道を通った事で未来を変えた。今なら追いつけるはず！


　駆かけつけると、丁度父さんが店から出てくるところだった。肩かたにかけたスポーツバッグに何か入れている。あれが証拠……っ！


　父さんは僕の顔を見るなり、急いで駆け出し、近くにいたタクシーに強ごう引いんに乗り込んでいった。


　まずい！　今取り逃にがせば証拠を失う！　物もの陰かげから様子を窺えば良かったのに……焦あせってそのまま走り込んでしまったから、父さんに見つかってしまったんだ！　無差別日記には僕自身の事は書いてないからな……。


「行き先は……？」





【７月10日　10：59】桜見商店街／問い合わせに対するタクシー会社の返答。父さんを桜見神社で降ろしたらしい。





「神社……？」


　何でそんな所に……。


　でもいい。ここからなら山道を駆け上がって、車で移動するのと同じくらいの時間に境けい内だいへ出られるはずだ。必ず追いつける。僕は全力でダッシュし続けた。


　そして境内への階段に、茂しげみの横から躍おどり出る。


　見上げると、父さんはゆっくりと石いし畳だたみの階段を上がっていた。まさか行き先がバレているなんて夢にも思っていないんだろう。随ずい分ぶん重そうな足取りだ。もう無差別日記の記述に頼るまでもない。今度は気付かれないよう、慎しん重ちように後をつけ、境内に出たところでついに父さんの背中を捉とらえた。


「……追いついたよ父さん」


　その一言に、父さんは心底驚おどろいた様子で振ふり返る。


「雪君？　どうしてここが──っ？」


「これが！　父さんが母さんを刺した証拠っ！」


　僕は有う無むを言わさずスポーツバッグを奪い取り、ファスナーを開けて中を検あらためた。


　そこに入っていたものは──。


「望遠……鏡……？」


　真新しい、大きな天体望遠鏡だった。


「これのどこが証拠なの……？」


「証拠だなんて言ってない。これは三人で星を見るために買って……僕が預かってたものだよ」


　三人で……星を見るために……。


　ああ、そうだ。思い出した。


　何でこんな大切な事、忘れていたんだろう。


　ここは……この神社は……。


『下見！　下見！　父さん、星を見るならこの上の神社がいいよ！』


　僕が……。


　家族みんなで、星を見に行くために選んだ場所だったんだ。


　質店の前で僕を見て、慌てて逃げ出したのは、大切な天体望遠鏡を質に入れてしまった後ろめたさからの行動だったのか……。


「ハハ……。僕だって分かっているよ。じきに僕は警察に捕つかまるだろう」


　父さんが力なくうなだれ、へたり込む。


「だから身み支じ度たくをする時間が欲ほしかったんだ。母さんにご焼香を上げて……質に入れてしまった望遠鏡をこっそり取り戻もどしたかった。後はせめて、雪君と二人で、ここで星を見れたら……。ハハ、それは父親の勝手な願いか」


　じゃあ……最初から……父さんは……。


「──もう思い残す事はない」


「最初から、自首するつもりだったの？」


　僕に詰きつ問もんされて白を切ったのは、罪を逃のがれるつもりだったからじゃない。自首するまでのほんの数日……せめて父親らしい顔をしていたかったからだ。僕との最後の思い出を、父親として残しておきたかったからだ。病院で９ｔｈと一いつ緒しよにリハビリ勝負をしたみたいな、あんな楽しい父おや子この思い出を……。


　父さんが嗚お咽えつを漏もらす。


「ごめんよ、雪君……。ごめんよ……、母さん……」


　その小さな声は、誰だれも居ない境内に、静かに響き渡わたった。僕の目からもポロポロと涙なみだがこぼれていく。


　僕は……僕は父さんの事を何も分かっていなかった。


　父さんはずっと僕や母さんの事を大切に思ってくれていたんだ。だらしない所もあったけど、僕にとっては大切な父さんだった。それなのに僕は父さんの気持ちを理解する事もせずに、証拠を探そうなんて後をつけたりして……。父さんの本当の気持ちを、知ろうともしなかった。


　何て馬ば鹿かだったんだ。


「……行こうか、雪君」


　どれくらい時間が経たっただろう。


　しばらくして涙を拭ぬぐうと、父さんはそう言ってゆっくり立ち上がった。警察に行く……つもりなのかな。


　境内の石畳を、二人並んで歩き始める。


　周囲に人ひと影かげは無い。


　時刻は十二時前……お昼ご飯の時間だ。


　どうせなら警察に行く前に……。久しぶりに家で、父さんと一緒に食事を取ろう。僕はそう思った。


　そうだ、何も慌あわてて自首する必要は無いじゃないか。警察の逮たい捕ほ状じようが出るのは二日後なんだから。せめて今日一日くらい父さんと一緒にいたい。もし今夜晴れたら、父さんと二人で、この桜見神社で星を見よう。


　不幸な偶ぐう然ぜんが重なってこんな事になってしまったけど、でも、父さんと二人でも、また一からやり直せると思う。もう一度、家族としての絆きずなを取り戻せると思う。まだ取り返しはつくんだ！


「ここ、祭りの時期になるといっぱい出店が出るんだよ」


　父さんが寂さびしそうに笑う。


「今度二人でここへ来よう。刑けい期きが終わったら……」


「うん」


　西島さんの話によれば、母さんの身体からだに残っていた刺し傷は一いつ箇か所しよだけだった。しかも司法解かい剖ぼうの結果、想定されるナイフの角度は、かなり不自然なものだったらしい。つまり殺意を持って刺したというより、偶ぐう発はつ的てきに刺さってしまったと推すい認にんできる。


　人の命を奪った父さんの罪は重いけど、いつかきっと刑けい務む所しよを出てこられると思う。僕はずっと……ずっと、その日を待ち続けるよ。


　そもそもあんな事になったのは、元はといえば、父さんが僕の日記を壊こわそうとしたからだ。携けい帯たいを壊しただけで借金を帳消しにする。そんな甘かん言げんで父さんをたぶらかした奴が元げん凶きようだろう。


　父さんをおかしくした一番の元凶……。


　それは11ｔｈだ。


　父さんは何か11ｔｈに繫つながる情報を知っているのかもしれない。


「ねぇ父さ……」


　ふと、その事を訊きこうと僕が口を開いた時。


　唐とう突とつに無差別日記がノイズを発生させた。未来が変わった？　このタイミングで？


　僕は携帯を開いて記述を確認し始める。


　同時に、前から歩いてきた作業服の男性が、すれ違ちがいざまに父さんにぶつかっていった。


　あれ……。


　何だ、この既き視し感かん。


　日記にはこう書いてあった。





【７月10日　12：01】桜見神社境内／父さんが死んだ。





「……父さん？」


　僕は隣となりを見る。


　父さんの胸には……。


　ダガーナイフが、深々と突き刺ささっていた。


「父さんっ！」


　糸が切れた人形のように、バタリと倒たおれていく父さん。急所を正確に一いち撃げき。プロの仕し業わざだった。


「父さんっ！　父さんっ！」


　傷口から噴ふき出した血は全く止まらない。


　そして僕たちを取り囲むように、数人の作業服の男たちが茂みから姿を見せた。さっきまで全く人影がなかったのに……まさかこいつらが人ひと払ばらいをしていた？　ずっと僕たちを付け狙ねらっていたのか？


「第一目標は排はい除じよした。これより第二目標に移る」


　何者かと携帯で連れん絡らくを取りながら、男たちは手に手にナイフや拳けん銃じゆうを構え、僕ににじり寄ってくる。その数、全部で五人。


　な……何で……。


　父さんは謝ってくれた。罪を認めて僕とやり直してくれるって言ったのに……。


　なのにっ！


「──これで先方の情報は漏れませんよ。後はこのガキだけでしょう？」


　なのにっ！


「何なんだっ！　お前らはぁぁっっ！」


　僕が叫さけんでも、連中は全く無反応だった。あくまで事務的に淡たん々たんと仕事をこなす。間ま違ちがいない。プロだ。


「時間はかけられん。片付けろ」


「次はお前の番だ……ぜッ！」


　仲間の指示で、男の一人が背後から僕に襲おそいかかった。ダガーナイフで一ひと突つきにするつもりだ。鋭するどいナイフの切っ先が、僕の背中めがけて振り下ろされてきた。





　……してやる。





　僕の脳のう裏りに、ふと記き憶おくが蘇よみがえる。


　因果律大聖堂で、デウスに詰つめ寄った時の事だ。母さんを生き返らせろと迫せまる僕に対し、デウス・エクス・マキナはにべも無くこれを断った。寿じゆ命みようが尽つきかけている自分には、もはや確定した因果を捻じ曲げる力は残っていないのだと。そして自分が創つくったこの世界ももうすぐ滅ほろび、やがて全すべてが死に絶えるのだと。


　そんな僕にムルムルが声をかけた。


「一つだけ助かる方法があるぞ。全てを救い、お前の願いを叶かなえる方法がな」


　元々、死にゆくデウスの後こう継けいを決めるために、未来日記によるサバイバルゲームが行われていたんだ。サバイバルゲームの勝者が、『神』の座を受け継つぎ、新たなる世界を創造する。それがこの世界を救う唯ゆい一いつの方法。


　だとするならば……。


「天あま野の雪ゆき輝てる。お前が『神』になればいい」


　ムルムルは平然と言い放った。まるでスイッチが入った時の由乃のような、無機質で感情のない双そう眸ぼうを、僕に向けて。


「お前が全てを殺し、お前が全てを救え！」





　……してやる。





　僕は振ふり向きざまに、父さんの胸に刺さったナイフを引き抜ぬいた。男の懐ふところに飛び込み、その腹に躊ちゆう躇ちよ無く刃やいばを突つき刺す。噴き出す大量の鮮せん血けつにも構わず、渾こん身しんの力で最後までナイフを押し込んだ。


「よくも父さんをぉッ！」


　……殺してやるッ！


「なっ？」


「このガキ！」


　慌てた男たちが一いつ斉せいに飛び掛かかってきた。でも構う事はない。こっちには無差別日記がある。ちらりと画面を確認した僕は、すぐに身を翻ひるがえして、まず後ろからつかみかかってきた男の手から逃れた。





【７月10日　12：11】桜見神社境けい内だい／後ろから敵がつかみかかろうと走ってくる。





「何っ？」


　そいつの首根っこを摑つかみ、右手に向けて盾たてにする。


「え……っ？」


　殺してやるッ！





【７月10日　12：11】桜見神社境内／右手の敵が発はつ砲ぽうしてくる。





　右手の敵は反応が間に合わず、そのまま発砲してしまった。当然、弾だん丸がんは全て盾にされた男に命中する。男は哀あわれにも仲間に射殺され、絶命していった。


　ざまぁみろ。


「何だこいつはっ？」


「人を盾にしてかわしたぁ？」


　全ぜん弾だん撃うち尽くした男は、すかさず次のマガジンを装そう塡てんして僕に照準を定める。その間に僕の行動で無差別日記の記述が書き換かわっていった。内容を一いち瞥べつし、すぐさま盾にした男の死体を捨てる。後方を振り返り、突とつ進しんしてきた男の腹にナイフを突き刺した。


　殺してやるッ！





【７月10日　12：11】桜見神社境内／前方の敵が銃じゆう弾だんを再装塡する。後方の敵がナイフを持って走ってくる。前方の敵が銃じゆうを撃うつ。





「げぇっ！」


　ナイフの男がくずおれると同時に、再び前方を振り返り、今度は腰こしのダーツを二本同時に投とう擲てきしてやった。ダーツは拳銃の男の眼球と手て甲こうに命中し、その銃を足元に落とさせる。


　殺してやるッ！


　殺してやるッ！


　殺してやるッ！


　殺してやるッ！


　一人も生かして帰すかッ！


　お前ら全員、皆みな殺ごろしだッ！


「この野や郎ろうッ！」


　背後から別の男が拳銃を構える。チッ、日記の読み込みが間に合わなかったか！


　けれどその男が引き金を引く事はなかった。


　男のさらに背後から現れた由乃が、一撃で頚けい動どう脈みやくを搔かっ切って絶命させたからだ。


「大だい丈じよう夫ぶ、ユッキー？」


　言いながら、拳銃を落とした男の背中にナイフを突き刺す。これで五人……。作業服の男たちは全員死亡した。


「由乃……」


　ああ、そうか。何か用事があるって昨日言ってたな。その用事が済んだ後に日記を確認して、僕のピンチを悟さとったのか。


　とりあえずこれで敵は全ぜん滅めつしたみたいだ。安心すると一気に吐はき気がこみ上げてきた。僕はその場で身を屈かがめ、胃の中の物を全て吐き出していく。


「オェェエエェェッ！」


　……殺した。


　殺してやった。


　僕がこの手で、明確な殺意を持って、日記所有者でもない赤の他人を殺したんだ。


　命を奪うばったんだ。


　殺した殺した殺した殺した……。


「ユッキー、お水だよ！」


　由乃は近くの手水ちようず舎やに向かい、柄ひ杓しやくに水を汲くんで戻もどってきた。しゃがみ込んで僕の口元に差し出してくれる。


「これを飲んで落ち着いて？」


　震ふるえる手で柄杓を受け取った。だけど狼ろう狽ばいしきっているからか、うまく口元に運ぶ事ができない。どうにか水を口に流し込もうとするけど、辺りにこぼれるだけでろくに喉のどを通っていかなかった。飲めたと思ったら気管に入って、激しく咳せき込む始末だ。


「ユッキー……」


　僕は柄杓を置いて、足元のダガーナイフを手に取った。さっきの男たちを皆殺しにした、血ち塗まみれのナイフ。それを由乃に向けて構える。


「ぼ、僕は決めたんだ……」


　ポロポロ涙なみだをこぼしながら、震える両手でナイフを持ち、由乃の胸むな元もとに突きつけた。


「僕は『神』を目指す……っ！」


　僕が全てを殺して……僕が全てを救う……。


　サバイバルゲームに生き残る……。


「全ての所有者を殺して『神』になって……父さんと母さんを生き返らせるんだ……。だ、だから由乃は僕の敵だ！」


[image: ]


　今までは単に、死にたくないから……生きていたいから、身を守るために他ほかの所有者と戦ってきた。でもこれからは違ちがう。僕は『神』になるために、自分の意思で戦うんだ。自分の意思で、他の所有者を殺していくんだ！


「……そう」


　でも意外と、由乃は落ち着いていた。僕の言葉を聞いても、表情をこわばらせる事は全く無い。いつも通りの優やさしい笑えみを向けてくれる。


「一人でだってできるさ……。８ｔｈの居場所は分かってるし、９ｔｈは知った顔で油断させれば……何とかなる。11ｔｈはどうにか捜さがし出して……」


「私は？」


　由乃が問うた。


「私は今殺すの？」


　そ、そうだよ……。僕が『神』になるには、由乃だってこの手で殺さなくちゃいけない。由乃は強い。僕の最大の敵になるかもしれない。は、早いうちに……殺しておいた方が……。


　でも力を込めようとしても、僕の両手は言う事を聞いてくれなかった。由乃の胸元に突きつけたダガーナイフは、プルプルと震えるだけで、彼女の身体からだを貫つらぬこうとしない。


　どうしてだ……どうしてだよ？


　僕は決めたんだ。


　全てを殺して全てを救う……。


　みんなみんな殺すんだ。８ｔｈも、９ｔｈも、11ｔｈも……。


　もちろん由乃も……。


「……ユッキー」


　由乃は柄杓を手に取った。まだ中に水が少し残っている。彼女はそれを全て口に含ふくみ、柄杓を投げ捨てると、突とつ然ぜん顔を僕の方に突き出して──。


　キスを、してきた。


　歯がぶつかり合って舌が絡からみ合う。


　由乃の口こう腔こうに溜たまった水が、唾だ液えきと混じり合い、僕の口の中に注ぎ込まれていく。ようやく僕は、新しん鮮せんな水を喉に通す事ができた。由乃の甘い唾液と一つになって心を落ち着かせてくれる。


　唇くちびるを離はなす由乃。


　吐と息いきが鼻にかかる。


　そして彼女は、やっぱりいつも通りの優しい笑顔で、僕に言ってくれた。


「私はいつだって、ユッキーのために死ねるよ」


　由乃……。


　君は……君は……。


　僕の、最高の、パートナーだ。


　彼女の胸元に突きつけたダガーナイフを下ろして、僕は大声で泣いた。


　泣き続けた。





　今日は僕にとって。





　全すべてが終わり……全てが始まった日だった。





　　　　※





　聞くが良い。


　フリードリヒ・ヴィルヘルム・ニーチェの言葉にこんなものがある。


『悪とは何か？　弱さから生ずる全てのものである』と。





　無力は悪。


　力は正義。


　優すぐれた力を持つ者が優れた民族を生み、優れた民族が優れた国家を形成する。


　言い換かえるならば。


　優れた民族は優れた力を持つべきなのだ。


　マケドニア。ローマ。ゲルマン。


　歴史を紐ひも解とけば、それら有能なる民族が無能なる民族を駆く逐ちくし、人類の進化と発展を促うながしてきた事は明白であろう。


　神が新しく生まれ変わり、同時に世界もまた新たに創造されるのであるならば。


　尚なおの事、今までに無い『全く新しい能力』を持つ民族が歴史を牽けん引いんせねばなるまい。


　私はその名めい誉よある大役にこそ──。


　我わが、桜見市の民たみが相応ふさわしいと断言しよう。





　私はこの街の民を愛している。


　父が子を愛するように。


　主が使徒を愛するように。


　次なる神が創つくりし新世界には、神の忠実なる下僕として、桜見市の民が築く王国が必要なのだ。


　だからこそ、私は父として、愛する子らに優れた力……『全く新しい能力』を授さずけたい。





　記き憶おくせよ。


　我が名はジョン・バックス。


　十一番目の所有者、11ｔｈ。


　桜見市を統すべる市長。


　そして……来きたるべき新世界を創造する、新たな神の座に就つくべき男だ。





　　　　※





　桜見市には、当然だが市役所という建物が存在する。


　桜見市役所。


　そのロビーには、多数のディスプレイが設置され、桜見市に関するありとあらゆる情報がリアルタイムで表示されていた。株価・為替かわせなどの経済情報。子細な行政情報。さらには大小様々な事件を網もう羅らした警察情報まで……このロビーにいて入手できない桜見市の情報は無いと言っていい。


　無能なる前市長が造った、唯ゆい一いつ価値のあるものかもしれんな。


　情報は力なり。


　そう思っている私にとっても、あのロビーは居い心ごこ地ちのいい場所であった。もっとも、市長という職務は多た忙ぼうでね。なかなかゆっくりしている暇ひまは無いのだが。


　今日もこれからパーティタイムだ。


　七月十五日開かい催さいの桜見市議会。議題は、児童養護施し設せつ『母の里』の解体について。議場へと向かう私に、秘書の黒くろ崎さきが耳打ちしてきた。


「多数派工作はイーブンです。状じよう況きようは流動的かと……」


　黒崎竜りゆう司じ。私の忠実にして有能な秘書だ。前まえ髪がみにメッシュを入れている辺りはいかにも今風の若者らしいが、能力さえあれば外見など問題ではない。議会との折せつ衝しよう、議案作成の事務、さらには……裏社会の『始末屋』への仕事の依い頼らい。私の手足として実によく働いてくれていた。


「構わんさ。私が説得する」


　開かれたドアを通り、私は議場へと足を踏ふみ入れていく。


「ごきげんよう議員諸君！　さあ議会を始めようか」


　中では既すでに多数の桜見市議会議員たちが着席済みだ。


　さぁてこの中で、私を愉たのしませてくれる弁士が果たして現れるかね？　せいぜい雄ゆう弁べんに反論してもらわないと、こちらも説得のし甲が斐いが無いというものだが。


「市長！　養護施設を今週にも解体しようというのは、いくら何でも性急に過ぎると思いますがっ？」


　開口一番、一人の議員が席を立った。ふむ。野党第一党の若手ホープとされる議員だな。常々私の強ごう引いんな政治手しゆ腕わんに不満を抱かかえている者の一人だ。『母の里』に対しては、前市長の時代に水面下で資金援えん助じよの話が進んでいたのだが、私がそれを握にぎり潰つぶした経けい緯いもある。連中にとっては因いん縁ねんの議題というわけだ。


　当時既に『未来日記計画』は進行中であり、『母の里』の院長である上うえ下したかまどが、八番目の所有者・８ｔｈとなる事も内定していた。市の財政で運営されている『母の里』にこれ以上、経済的余力を付けさせるわけにはいかなかったのだ。


「同感です。引き裂さかれる子らを思えば胸が痛む……」


　私ははらはらと涙を流しながら、議員の質問に答えた。


　泣き落とし……というわけでもないが、涙を浮うかべる事は決してマイナスにはならない。この国ではしばしば、論理的議論に感情的対立が持ち込まれるからだ。ロジックとセンチメントの区別ができない者に対しては、感傷を誘さそう涙は有効な武器となりうる。


「しかしご存知の通り、この施設には先日の『高坂邸襲撃事件』並びに『桜見タワー倒とう壊かい事件』の主犯を匿かくまっていたという疑ぎ惑わくがある。このような施設に問題がないとは私は考えない」


「疑惑は疑惑でしょう……？」


「問題が起きてからでは遅おそいっ！」


　一転、今度は強い調子で雄弁に語り始める。独裁者アドルフ・ヒトラーの例を見るまでも無く、政治家にとって演説の才は欠かす事のできない基き礎そ技能なのだ。


「いいですか？　私はこの街の子を我が子同然に想おもっている！　当然、養護施設の子らもだ！　子の安全を守るのは父として最優先の義務！　あなたたちは政治屋の駆かけ引きに、子供たちを巻き込むつもりではありますまい？」


　緩かん急きゆうをつけた私の演説に、議場の空気は一気にこちら側に傾かたむき始めた。もはや質問に立った議員は反論の言葉も出てこない。無能者めが。その程度の弁論術で私に楯たて突つこうなど、身の程ほどを知れ。


　もはや流れは決した……か。


　日記の予知によれば、本来この議案は否決されるはずだった。しかし私の演説によって可決へと未来が変へん更こうされたわけだ。


　これで８ｔｈは大きなダメージを受ける事になるだろう。『母の里』の経費は全て桜見市が負担している。つまり、解体によって彼女の日記……サーバーも市に返へん還かんされる事になるのだ。


「それに子供たちは一時的に別施設に預けるだけ……子供たちへの影えい響きようは最小限に抑おさえる所存！　私からすればこれに反対する者の動機の方が分からない！　反対者の弁を是ぜ非ひ聞きたいが？」


　もちろんこの改変は、私の正体が露ろ見けんする危険も孕はらんでいた。いや遠からず８ｔｈや９ｔｈは私の尻しつ尾ぽを摑つかむに違ちがいない。だがそれも計算のうちだ。サバイバルゲームも佳か境きよう。そろそろ私の目的のために、自ら動き始めてもいい頃ころ合あいだった。


　このゲームの勝利条件は、最後の一人になるまで生き残る事。いくら敵を多く倒たおしても、最後まで生き残れなければ何の意味も無い。だから私は序じよ盤ばん、じっくりと他ほかの日記所有者の潰し合いを見物させてもらった。早々に動くのは愚ぐの骨こつ頂ちようというもの。程々にゲームの駒こまが減り、生き残っている所有者たちも疲ひ弊へいしてきたところで、自ら動き一気に叩たたく。


　それが最もスマートな戦い方とは思わんかね？


『──では採決に移ります』


　質問に立った議員が力なく席に腰こしを下ろす。もはや他に議論を仕し掛かける者もなく、呆あつ気けないほど簡単に、議案は可決されていった。


『起立多数！　母の里は解体と決まりました！』


　ふん、つまらん。


　やはり私に一いつ杯ぱい食わせるほどの弁士は、この議会にはいなかったようだな。我が子・桜見市民を代表する議員としてはあまりに不ふ甲が斐いない。古代ギリシアの政治家デモステネスも言っているぞ。『皿はその音によりてその損傷の有う無むを知り、人はその言葉によりてその知ち恵えの有無を知る』……と。


　この分なら、因果律大聖堂での『議題』も滞とどこおりなく可決されるだろう。他の所有者など敵の内に入らん。８ｔｈも９ｔｈも……そして現在の『神』であるデウス・エクス・マキナでさえも、私は容易に説き伏ふせる自信があった。





　　　　※





　その約二時間後。


　因果律大聖堂で、未来日記所有者による全員召しよう集しゆうが始まった。日記所有者は精神体となって自由にデウスと謁えつ見けんできる。現在この大聖堂にいるのは、８ｔｈと９ｔｈ。11ｔｈである私。そしてデウスとその使い魔まムルムルの五人だけだ。１ｓｔと２ｎｄの姿はやはり無い。


　二人のシルエットが見当たらない事を確かく認にんし、私はこの場で一つの『議題』を取り上げる事にした。


　９ｔｈが困こん惑わくの声を上げる。


「１ｓｔと２ｎｄをこのゲームから下ろせだと……？」


「はい。１ｓｔと２ｎｄが消息を絶ってから五日……あれ以来、彼らは全員召集の場にも姿を現さない。彼らはもう排はい除じよすべきです」


　あの日。


　五日前の七月十日。


　私の指示で黒崎が手配した『始末屋』たちは、命令通り１ｓｔの父親を殺害した。そして逆上した１ｓｔと駆けつけた２ｎｄによって全ぜん滅めつさせられている。その後、１ｓｔは日記の記述から、自分を襲おそった者が私の手の者だった事を知ったようだ。黒崎はすぐに増ぞう援えんを送り込んだようだが、到とう着ちやくした時にはもう二人の姿は無かった。


　それ以来、１ｓｔと２ｎｄの消息は忽こつ然ぜんと途と絶だえてしまったのだ。


「まだ五日だろ？」


　９ｔｈは少々、１ｓｔ贔びい屓きが過ぎるようだ。私の提案に憮ぶ然ぜんと反論する。やれやれ……７ｔｈもそうだったが、なぜ自分の敵である１ｓｔにそこまで肩かた入いれするのか理解しかねるな。ライバルが減るのは９ｔｈにとっても都合の悪い話ではないだろうに。


　一方の８ｔｈは沈ちん黙もくを貫つらぬいている。既に彼女自身、私の策略で『母の里』解体を議決され、追い詰つめられている立場だ。他の所有者を擁よう護ごする状況にはないようだ。


「デウスに残された時間はもう少ない。無む駄だなルールにこだわっている余よ裕ゆうは無いと思いますがね」


　私は頭上の玉座に腰こし掛かけるデウスを見上げた。


　その顔面の右半分は既に崩ほう壊かいが始まり、かろうじて包帯を巻きつけて形を整えている状態だ。いかに『神』といえども寿じゆ命みようには勝てないものらしい。あの有様なら、生き永らえてもせいぜいあと一月……持つか持たないかといったところか。


　もちろん、私は自分の日記を通して１ｓｔの居場所と行動は把は握あくしていた。


　彼はこの五日間、ずっと市役所ロビーで時間を潰していたのだ。何をするでもなく、ただ延々と周囲のディスプレイを眺ながめ続けるだけ。食事などは２ｎｄが運んでいたようだ。最初は情報収集が目的かと思ったのだが、五日もの間ひたすら座り続け、全員召集の場にも現れないとなると……単に呆ほうけているだけらしいな。


　当然この情報は他の所有者どもには伝えない。私の議題を可決させるには、余計な情報は遮しや断だんし、『１ｓｔと２ｎｄは消息不明』としておいた方が都合が良いのだ。


　情報は力なり。時には知らない振ふりをするのも重要なディスカッション・テクニックだろう。


「──デウス。ご決断を」


　しかし君には失望させられたよ１ｓｔ。


　自分の父親と五人の『始末屋』の死体を、泣きながら境けい内だいの林の中に埋うめていた時は……すぐにでも私の正体を暴あばき出し、親の仇かたきをとろうと戦いを挑いどんでくると思っていたのだが。まさか五日もの間無む為いに過ごした挙句、全員召集の場にさえ現れないとは。これでは未来日記の臨りん床しようサンプルの収集にもならん。


「もっともだな。ここに至って尚なお、無駄なルールに縛しばられる必要はない」


　玉座から立ち上がり、デウスが両りよう腕うでを広げる。


　……これで流れは決したな。


　１ｓｔと２ｎｄは神の力により、その存在を抹まつ消しようされ、地上から姿を消す事になる。８ｔｈの生せい殺さつ与よ奪だつは既に私の手の中。後は９ｔｈを始末すれば、サバイバルゲームの勝者は私に決するわけだ。


　つまらん。実に難易度の低いゲームだった。この程度で神の座が手に入るとは、何とも拍ひよう子し抜ぬけではないか。


「では１ｓｔと２ｎｄを除名！　その存在を抹消とす──」


「待った！」


　だが、突とつ如じよ。


　デウスの声を遮さえぎり、因果律大聖堂に少年の声が響ひびく。


　何だ？　まさか……？


　我々は一いつ斉せいに声の方へ視線を向けた。声が響いてきたのは……ナンバー１のステージ。１ｓｔに与あたえられた舞ぶ台たいだった。


「少し遅ち刻こくしたくらいで酷ひどいよもう……」


　円形のステージから少年のシルエットが姿を見せる。


「１ｓｔ？」


　いや、少年だけではない。彼は傍かたわらに少女を抱だいていた。２ｎｄだ。１ｓｔと２ｎｄが、二人揃そろって因果律大聖堂に姿を見せたのだ。なぜ今いま頃ごろになって……。


「こんにちは11ｔｈ」


　１ｓｔが不敵に嗤わらう。


「いえ……。桜見市『市長』？」


　こいつ……私の正体をっ？


　その言葉に、８ｔｈと９ｔｈも息を呑のんだ。頭上のデウスとムルムルが口元に笑えみを浮かべる。


「アハハハハッ。僕が五日間も何もしてないと思ったわけ？」


　やはりロビーにいたのは情報収集のためだったのか……。


　いや──、驚きよう嘆たんすべきはそこではない。１ｓｔが五日もの間、全員召集にも応じず、ひたすら情報収集に徹てつした事にこそ驚おどろくべきだ。


　考えてみるがいい。１ｓｔはまだ中学生の少年。そんな彼が目の前で父親を殺され、その黒幕が自分の敵でもある11ｔｈだと知れば、どういう行動に出るか。


　当然、すぐにでも復ふく讐しゆうしようと、焦あせって動き回るはずだった。


　私はその臨床サンプルを欲ほつし、周しゆう到とうにシナリオを用意しておいたのだ。


　１ｓｔの日記破は壊かいに彼の父親を利用した事も。父親を始末する前に息むす子こと最後の夜を過ごさせた事も。逆上した１ｓｔに『始末屋』が全滅させられた事も。


　全すべて私の計算通りだったのだ。


　それなのに……。


「僕は五日間、桜見市の全情報の集まる市役所ロビーに通っていた。僕の『無差別日記』は僕の周囲の全てを予知するからね。ロビーにいるだけで莫ばく大だいな予知情報が集まった」


　それなのに、１ｓｔは軽はずみに行動しなかった。


　私の正体を慎しん重ちように探さぐり、確証を得るまでじっと耐たえ、決して次の行動に移らなかった。全員召集の場に現れなかったのも、私に思おも惑わくを見み抜ぬかれるのを警けい戒かいしていたからか。


　極きわめて冷静沈ちん着ちやくな行動だ。


　中学生の少年の判断力とは思えない。


　己おのれを律する精神力は驚嘆に値あたいする。


「『母の里』の解体決議案は……市長、あなたの演説が決め手だったようですね。おかげで否決されるはずだった未来は変わり、あなたの力で可決された！」


「貴様……」


　どうやら私は少々、１ｓｔを甘く見過ぎていたようだ。２ｎｄと二人で一人と考えるなら、８ｔｈや９ｔｈより警戒すべき敵なのかもしれない。
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　デウスが愉ゆ快かいそうに指を鳴らした。


「これでお互たがいの素す性じようは周知となった。姿を隠かくすという『無駄なルール』は、必要なくなったわけだな」


　その途と端たん、互いの姿を塗ぬりつぶしていたシルエットが霧む散さんし、所有者同士の顔や服装が露あらわになる。


　１ｓｔは黒いジャケットにブーツ。２ｎｄも黒いワンピースに身を包んでいた。この二人の姿は、黒崎が入手した写真や映像で確認した事はあるが、その時とは随ずい分ぶん様子が違っている。私が１ｓｔの両親を戦いに巻き込んだ事で、結果として彼自身の大きな意識変革を招いてしまったようだな。


　……良かろう。


　君を侮あなどっていた事は認める。市議会の議員連中よりよほど骨があるじゃないか。どうやらこのサバイバルゲーム、私もプレイヤーの一人として少しは愉たのしめそうだ。その過程で未来日記の素す晴ばらしい臨床サンプルも数かず多おおく集まる事だろう。


　ともあれ、これでゲームの駒は出で揃そろった。


　９ｔｈ・雨う流りゆうみねね。


　８ｔｈ・上下かまど。


　２ｎｄ・我が妻さい由乃。


　１ｓｔ・天野雪輝。


　そして11ｔｈ……。ジョン・バックス。


　まぁ、ゲームの勝者となって最終的に『神』となるのは私だ。その厳然たる事実には些いささかの揺ゆるぎも無い。


「『神』になるのは……僕だ！」


　１ｓｔは私を一いち瞥べつし、不敵にそう断言した。





　　　　※





　因果律大聖堂での全員召集が終わった後、僕と由乃は身体からだの方へ意識を戻もどした。


　いま僕たちがいるのはインターネットカフェ。グループで利用できる大部屋だ。父さんを殺されて以降、僕たちはこういったお店で一夜を明かすようになっていた。11ｔｈの日記の正体が分からない以上、念のため自宅には戻らない方がいいっていう、由乃の判断なんだ。


　僕はテーブルを挟はさんだ向かい側にいる彼女に、嬉き々きとして尋たずねた。


「ど……どうだった由乃ーっ？　さっきの『演技』！」


　両腕を左右に広げてパタパタ上下させる。


「バッチリだよ！　カッコ良かったよユッキー！」


　由乃も向かい側で同じようにパタパタしていた。


　や……やったね！　僕もなかなかキマッてるって思ってたんだ！　ピカレスクロマンっていうの？　我ながら、なんかダークヒーローっぽくっていい感じだったもん！


「へへへ……といっても全部由乃の台本通りだけどね！」


　僕はあらかじめ由乃から渡わたされていたシナリオの束をパラパラとめくった。そう、さっきの因果律大聖堂でのやり取りは、全て由乃のアドバイスによる『演技』だ。11ｔｈを倒たおすための綿密なシナリオ。その第一幕に過ぎないのさ。


　例えば最後の方のト書きはこんな感じだ。





ユッキー「お前のおかげで否決される未来は変わり、可決されたんだ！」


11ｔｈ　「グッ……」（きっと悔くやしがる）


　ここで決めゼリフ！


ユッキー「神になるのは僕だ！」


　やったね！　ユッキーかっこいい！





「ありがとう。由乃のおかげだよ」


　僕が満面の笑みで感謝を伝えると、由乃は頰ほおを赤らめて俯うつむいた。


「わ、私はただ……ユッキーの役に立てればそれで……。それにまだ11ｔｈの目的をくじいたわけじゃないし」


「目的？」


「恐おそらく11ｔｈの目的は、８ｔｈの『増ぞう殖しよく日記』を奪うばう事だわ」


「……え？」


　驚いた。てっきりサーバーを破壊して８ｔｈを脱だつ落らくさせるつもりだと思ってたのに。８ｔｈの『増殖日記』は、インターネットを経由していくらでも孫日記を増やす事ができる厄やつ介かいな日記だ。それらを無効化するには、本体である『増殖日記』を破壊するのが一番手っ取り早い。


「調べたところ『母の里』の経費は全て市から出ている。もちろんサーバーの維い持じ費もね」


　由乃はバッグからＴシャツを取り出すと、突とつ然ぜん黒いワンピースを脱ぬぎ始めた。冷れい房ぼうは効いてるけど、暑い季節だからワンピースの下はもう下着だ。ふくよかな二つの膨ふくらみを覆おおうブラジャーが露わになる。


　わ、わっ？　着き替がえるんなら一言断ってからにしてよっ？　目のやり場に困るじゃないか……。


「『母の里』を解体すれば、全ての設備は市に返るでしょ？」


　けど当の本人は一向に気にしていない様子だった。ワンピースを丁てい寧ねいに畳たたんで、Ｔシャツに袖そでを通す。


「８ｔｈの日記を手に入れて、11ｔｈはどうするんだろ？」


「手下を増やす気でしょうね」


「ええっ？　やばいじゃん！」


　そうか、いくらでも孫日記を増やせるって事は、自分の部下たちに持たせた日記を孫日記化すれば……日記所有者の兵隊を増産するのも可能なんだ。父さんを殺して僕を襲おそった連中。あんなプロの殺し屋集団が未来日記を手に入れたら──。場合によってはもう手に負えなくなるかもしれない。


「だからこれ……同盟よ！」


　由乃は台本のページをめくり、僕に示して見せた。





第二幕『８ｔｈと同盟を組もう！』


　以下、想定問答。


ユッキー「僕と同盟しないか？」


８ｔｈ　「なぜ敵同士の我々が同盟しなければならないのだ？」


ユッキー「僕と君たちは今利害が一いつ致ちしている状態だろ？　８ｔｈは11ｔｈに追い詰つめられているし、僕たちは11ｔｈに増殖日記を奪われたくない」


８ｔｈ　「それだけではお前を信用できない！」


ユッキー「当然だね。その不信を払はらうために、一つ提案がある」


　ここで８ｔｈを信用させるために、私の『雪輝日記』を利用するよ！


　以下、その具体策。





　その下には、ページいっぱいに具体策がびっしり書き込まれている。さすが由乃だ。台本には全く隙すきがない。


　第一幕で11ｔｈに対して大おお見み得えを切ったのも、因果律大聖堂に同席していた８ｔｈに『同盟相手として利用できる』と判断してもらうため。見事11ｔｈの正体を暴あばいた僕の事を、今なら８ｔｈも一目置いてくれるはずだった。由乃のシナリオ通りに行動すれば、きっと全すべて上手うまくいくだろう。


　でも……。


「ユッキーには台本通り８ｔｈを説得してもらうわ。そして──」


　僕の様子がおかしい事に気付き、由乃が言葉を切る。


「ユッキー？」


　いつの間にか僕は不安げに膝ひざを抱かかえ、力なく俯いてしまっていた。確かに由乃の台本は完かん璧ぺきだ。その通りに行動すればきっと11ｔｈにも勝てる。


　でも……。


「そんな事できるのかな……僕に」


　台本通りに行動するのは、僕なんだ。僕が上手く演技できなかったら、全てが台無しになってしまう。11ｔｈを倒す事もできない。


「ちょっと前まで友達もいなかった……。由乃がいなけりゃ何もできない僕に、同盟なんて大それた事──」


　すると突然。


　視界の端はしからたおやかな手が伸のび、強ごう引いんに僕を押し倒した。由乃が僕の身体の上に伸のし掛かかってくる。ゆ、由乃っ？　いきなり何を？


「許さないよ」


　静かな……でも力を込めた声。


　天てん井じようを見上げる僕の目の前に、由乃の顔があった。


　その双そう眸ぼうに僕の顔が映り込んでいる。


「ユッキーは全ての所有者を殺して……私も殺して……『神』になるの！　そしてユッキーのパパとママも……私も、幸せにしてくれるって約束でしょ？」


「由乃……」


「ユッキーが頑がん張ばらないと由乃は許さないから……」


　まるで甘えて添そい寝ねするように、由乃は僕の肩かたに頰を摺すり寄せる。Ｔシャツ一枚の下には、ブラとショーツしか身につけていない大だい胆たんな格好だ。胸の鼓こ動どう、肌はだの体温、甘い吐と息いき……その全すべてを間近で感じる事ができた。





　ああ……。


　由乃だ。


　由乃が、いる。





　僕を信じて、僕を愛してくれる──由乃がここにいる。そうだ。彼女のためにも、僕はもう後あと戻もどりはできない。迷う事もためらう事も許されない。


　ただ突つき進むのみ。


　由乃と、一いつ緒しよに。


　僕は彼女の言葉に頷うなずく。


「……うん」


　もう僕には……。


　この道しか残っていないんだから。


　８ｔｈと同盟し、共に11ｔｈに立ち向かい、そして僕はその後──。
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　七月十六日。


　桜見市のカフェテラスで、私は西にし島じまと落ち合っていた。


　言うまでもないが、これは逢あい引きなんかじゃねぇぞ？　れっきとした情報交こう換かん。ビジネスの一いつ環かんさ。


　奴やつは警察情報を私に流し、私はサバイバルゲームに関する情報を奴に流す。西島はサバイバルゲームの犠ぎ牲せいを抑おさえるために行動できるし、私は私で警察情報を活用してゲームを有利に進められる。ギブアンドテイクって奴だ。


　そもそも……快晴の空の下で、雨あま合羽ガツパを頭から着込んでマスクまでしてデートでもねぇだろうしな。国際指名手配犯ってのは本当に、明るいお天てん道と様さまが苦手なんだよ。


「──何だって？」


　私の話に、西島が心底驚おどろいた様子で椅い子すから立ち上がる。今日は早さつ速そく、昨日の因果律大聖堂でのやり取りを奴に報告しているところだった。


「言った通りさ。11ｔｈの正体は桜見市長だ。そしてどうも、１ｓｔと２ｎｄはそいつを目の敵かたきにしているようだな」


　言いながら、私は口元のマスクをずらし、目の前のテーブルに並んだサンドイッチやコーヒーにかぶりついていく。西島のおごりなんだから遠えん慮りよする事はねぇ。食える時に食っておかないと、空腹で一歩も動けねぇなんて事にもなりかねないからな。


「どうした？」


　さっきからボーっと突っ立ってる西島に、私は怪け訝げんな視線を向けた。11ｔｈが市長ってのがそんなにショックだったのか？　別に市役所の職員ってわけでもないだろうに。


「……今朝辞令があった。今日から市長の護衛が任務になる」


　ブハッ！　思わず口の中のモン吹ふいちまった。


　なるほど、市役所の職員じゃねぇが、市長のボディガードの職には就ついたってわけだ。桜見タワーを倒とう壊かいさせた犯人を匿かくまっていた『母の里』……。そいつを市長が強引に解体するわけだから、『母の里』関係者から報復を受ける危険もある。警察が護衛するのも筋が通っていた。


「そりゃいいな。お前はどっちの味方につくんだ？」


「茶ちや化かすな。笑い事じゃないぞ……」


　ふん、茶化してるのはそっちじゃないのか西島？


　これはたった一人だけが生き残れるサバイバルゲーム。11ｔｈ、９ｔｈ、８ｔｈ……そして１ｓｔと２ｎｄ。この五人の中で、勝者は一人だけだ。


　11ｔｈの味方なら私にとっちゃ敵。私の味方なら11ｔｈの敵って事になる。それどころか、私に協力するって事は、１ｓｔや２ｎｄにも敵対するって事なんだぜ？　２ｎｄはともかく、あんたに１ｓｔと戦う覚かく悟ごはあるのか？


「……じゃあ次はこっちの質問だな」


　とはいえ、まだ今はそこまで差し迫せまった状じよう況きようじゃない。


　あいまいな立場の西島を、こっちもせいぜい利用させてもらうさ。


「２ｎｄの調査はどうなってる？」


　私の質問に、西島は気を取り直して席に着いた。確か聞いた話じゃ、秋あき瀬せってガキからの通報で、警察は既すでに我が妻さい邸ていを家宅捜そう索さくしているはずだ。そして庭の巨きよ大だいな穴の底から三つの死体を掘ほり出している。


「今日中には三体目の死体の鑑かん定てい結果も出るが……とりあえず他ほかの二体は確定した」


　ミイラ化しているために死因の特定はできなかったものの、目立った外傷は無かったらしい。西島が背広の内ポケットから何点か写真を取り出す。死体の鑑かん識しき写真。そして２ｎｄの両親の写真だ。


「二つの死体の身元は、我妻由ゆ乃のの両親。父・我妻潮うしお、母・我妻西さい果かだ。二人ともエリート銀行家の家系だったようだな」


「幸せそうじゃないか」


　何気なくこぼした自分の言葉に、私は自分で驚いた。


　幸せそう……か。


　確かにな。


　西島の見せた写真の中には、幼い頃ころの２ｎｄが両親と一緒に写っているものもあった。自分を愛してくれる両親がいる。それだけで子供は無条件に幸せなんだ。


　両親がいる。


　たったそれだけで……。


「だが子宝には恵めぐまれなかった」


　写真をしまいながら、西島が付け加える。子宝には……恵まれなかった？


「じゃあ２ｎｄは？」


「秋瀬君が今その辺りの事情を聴ききに行っているよ。『美み坂さか児童養護施し設せつ』にね。死体の件と関係あるかどうか分からないけど、我妻さんは……養女だったんだ」


　養女……。


　両親と血は繫つながってないって事か。


　１ｓｔの父親が殺され、二人が姿をくらませる直前、西島は２ｎｄを呼び出して死体の件について問い詰つめたらしい。いつもは１ｓｔにベッタリの２ｎｄが、１ｓｔ救きゆう援えんに遅おくれたらしいのはそのためだな。


　問い詰めると言っても、両親の死体についてはもう訊きく事は無いだろう。死因や死亡時期、埋まい葬そうせず遺い棄きした事についての問題は山積みだが、それよりもっと厄やつ介かいな物があるからだ。


　三体目の遺体。


　こっちはその身元すら分かっていなかった。果たして三体目の遺体は何者なのか。２ｎｄとの関係は？　そもそもなぜ我妻邸で死体となっていたのか？


「まぁＤＮＡ鑑定が始まれば、噓うそはつき通せなくなるさ」


　西島は手元のコーヒーに口をつけた。


「ＤＮＡ鑑定っつったって、誰だれのＤＮＡと比べるんだよ。ＤＮＡ同士を突き合わせて一いつ致ちしているかどうかを判断するのが『ＤＮＡ鑑定』だろ？　一致する対象もねぇのに、身元の特定なんてできやしねぇ」


「確かに今のままじゃ手がかりが足りないな。でもひょっとしたら……秋瀬君がその決定的な『手がかり』を見つけてきてくれるかもしれない」


「ほーう。中学生のガキに証しよう拠こ集めを手伝ってもらうたぁ、日本の警察もよっぽど人手不足と見えるね」


　実際問題、あの秋瀬って奴は相当頭が切れるからな。こと未来日記に関する事件であれば、あいつに力を貸してもらいたくなるのも無理はない。


　１ｓｔが信しん頼らいしている２ｎｄの化けの皮を、本人たちの前で剝はがしてやる……か。


　ヒヒッ、なかなか悪あく趣しゆ味みで面おも白しろそうじゃないか。１ｓｔにも２ｎｄにも散々世話になった。始末してサバイバルゲームから脱だつ落らくさせる前に、一ひと泡あわ吹ふかせてやらねぇとこっちの気も収まらねぇ。


　美坂児童養護施設とか言ったな。


　ひとつ、このみねね様が捜そう査さに付き合ってやるとするか。





　　　　※





　山間の道路を見下ろす小高い丘おかの上。


　そこに僕たちは集まっていた。


　僕たち……とは、具体的にはこの僕、１ｓｔ・天あま野の雪ゆき輝てる。そして２ｎｄ・我妻由乃。それに加えて、８ｔｈ・上うえ下したかまどと『母の里』に預けられていた子供たちも含ふくまれる。11ｔｈに対たい抗こうするための、『１ｓｔ・２ｎｄ・８ｔｈ連合軍』だ。


　たー君がサングラス越ごしに僕を睨にらみつける。


「おい１ｓｔ！　俺はお前を信用したわけじゃねぇからな！」


　僕が８ｔｈに接せつ触しよくして成立したこの連合軍。８ｔｈは快く引き受けてくれたけど、やっぱり不満を持っている人も少なくないようだった。まぁこの反応は由乃の台本通りだ。僕も台本通りに言葉を返す。


「当然だね。でも僕らは今利害の一致している状態だろ？　８ｔｈは11ｔｈに追い詰められているし、僕たちは11ｔｈに増ぞう殖しよく日記を奪うばわれたくない。それにその不信を払はらうために、君の日記の能力にも協力したんじゃないか」


　理路整然とした僕の言葉……というか、由乃の用意した台詞せりふに、たー君はぐうの音も出ないようだ。自分の携けい帯たいを一いち瞥べつして、不満げに舌打ちする。


　そんなたー君をよそに、僕は８ｔｈと子供たちを集めて最後の打ち合わせを始めた。


「作戦の確かく認にんをしよう。名づけて１ｓｔ・２ｎｄ・８ｔｈ連合軍による……『11ｔｈ襲しゆう撃げき作戦』！」


　木の棒で地面に図を描えがいていく。


　今日、これから11ｔｈを乗せた公用車が眼下の道路を通る事は、日記で予知済みだった。護衛の刑けい事じを乗せた車も後に続いてやって来る。その二台の車を、数の力で一気に粉ふん砕さいしようっていうのが作戦の趣しゆ旨しなんだ。最初に検問で車の足を止め、それから催さい涙るいガスを撃うち込む。


「具体的な役割分担だけど……。まず僕、天野雪輝。僕は無差別日記で11ｔｈを足止めするタイミングを計り、催涙ガスによる煙えん幕まくの先せん陣じんを切る」


　連合軍のメンバーは全員、催涙ガス対策として、ゴーグルやスカーフを着用していた。もちろんガスが充じゆう満まんすれば視界も遮さえぎられるけど、それは問題ない。


「宮みや代しろお鈴りんは、養護施設日記ですべての子供たちを把は握あく。襲撃を指揮する」


　だってこっちには８ｔｈの孫日記があるんだから。


　宮代お鈴は、８ｔｈと共に『母の里』を切り盛りしていた女性だ。彼女の持つ養護施設日記は、『母の里』の子供たちの動向を逐ちく一いち記録した孫日記。予知能力を持たない刑事相手なら、この日記のサポートで子供でも十分太刀たち打うちできるはずだった。連れん絡らくはイヤホンを通した無線を使う。これで襲撃時の騒そう乱らんの中でも確実に指示を行き渡わたらせる事ができるだろう。


「それから難なん波ば太た郎ろう……たー君は、８ｔｈの護衛と僕の監かん視しを行う」


　最後は、８ｔｈたちを信用させるための保険だ。


「君の……コピー日記だっけ？　今は由乃の日記をコピーして、雪輝日記と同等の能力を持っているんだよね」


　たー君の日記は、本来はレンタルＢＬＯＧのログを保存するための管理者用の日記だった。孫日記となった今では、任意の孫日記の一つをコピーして表示できる能力を持っている。


　由乃は一時的に８ｔｈのブログのアカウントを取得し、これに雪輝日記の内容をコピーして投とう稿こうする事で、孫日記版の『雪輝日記』を作成した。以前戦った７ｔｈが、自分たちの日記とは別に、８ｔｈの孫日記を持っていたのと同じだ。これでコピー日記に雪輝日記の内容が表示されるようになった。


　彼の持つ携帯のディスプレイには、確かに雪輝日記と全く同じ文章が表示されている。これで僕の行動を、まさにストーカー並みに確認できるわけだ。





【７月16日　13：40】ユッキーが８ｔｈたちに作戦を説明してるよ。カッコイイ！


【７月16日　13：50】ユッキーが孫日記所有者・難波太郎に睨まれてるよ！


【７月16日　14：00】ユッキーが孫日記所有者・宮代お鈴からおにぎりをもらってるよ。





「ふん、お前がおかしな真ま似ねをしたらすぐ分かるからな」


「承知してるよ」


　ここまでは台本通りだ。全すべて順調。何の問題もない。問題があるとすれば、11ｔｈの公用車を運転しているのが西島さんって事くらいだ……。日記の記述によると、今日から11ｔｈの護衛を務める事になったらしい。


　いいさ、構うもんか。僕と由乃の邪じや魔まをするなら、たとえ西島さんでも容よう赦しやしない。敵は殺す。それだけだ。


　敵は殺す。


　それだけ……だ……。


「ホイ」


　考え込んでいると、突とつ然ぜん、背後から声をかけられた。


「え？」


　後ろにいたのは宮代お鈴。僕におにぎりを差し出している。そういえばさっきのコピー日記にもそんな表示があったっけ。


「毒なんか入ってないから食いな」


「……いいの？」


　襲撃前の腹ごしらえに、施設の子供たち全員に配っているらしかった。由乃はどうせもらっても食べないだろうから……僕で最後って事か。お鈴も僕の隣となりに腰こし掛かけ、おにぎりをほおばり始める。


「あんたが悪人じゃないのは知っとるだよ。御目方の時から見とったで」


　御目方……。ああ、椿つばきさんの御目方教か。聞けばお鈴は７ｔｈの美み神かみ愛あいと一いつ緒しよに、スパイとして御目方教に潜せん入にゆうしていたらしい。言われてみるとあの時、何回か総本山で会ったような気がする。


　悪人じゃない、か……。


「８ｔｈも悪そうな人じゃないのにね……」


　僕はお鈴の隣で、おにぎりにかじりついた。軽く塩味の利きいた、おいしいおにぎりだった。最近はネットカフェやファストフード店、ファミレスなんかを渡り歩いてる生活だから……まともな食事って久しぶりの気がする。たかだかおにぎり一個なのに、どうしてこんなにおいしいんだろう？


「悪そうに見えない？　当然さね。院長は一度だって自分から神になると言ってはいねぇだ」


「え？　そうなの？」


「院長を神にしようとしてんのは、施設の子供全員。オラたちさ。あの人には生きてもらいたい……。あの人ならきっといい世界にしてくれる……そう確信してっから」


　見ると、８ｔｈは崖がけの上で子供たちに取り囲まれて談だん笑しようしていた。子供たちって言っても、小学生やもっと小さい幼児たちは今回の計画には参加していない。中学生か高校生……立派な体格の男女ばかりだ。普ふ通つうそれくらいの年とし頃ごろなら、照れてちょっと斜しやに構えたりしそうなのに……。彼らはみんな素す直なおに、当然のように８ｔｈを慕したっていた。お鈴の話は本当みたいだ。


　僕たちの視線に気付き、８ｔｈが手を振ふってくる。


　彼女を現場に連れてくるよう要求したのは僕たちだ。元来、８ｔｈの増殖日記の能力は、自分が現場に居合わせなくても敵と戦えるという特性を持っている。むしろ実戦は孫日記所有者に任せ、自分は安全な場所で指揮を執とるのが有効な使い方だった。


　でもそれじゃフェアじゃない。


　僕や由乃は先陣を切ってこの襲撃に参加しているんだ。その上コピー日記にも協力した。だから８ｔｈにも相応のリスクを背負ってもらわないと、イーブンの同盟にならなかった。戦せん闘とうには参加しなくていいし、護衛も付けるから、現場には出てきてほしい。それがこっちの要求だったんだ。


　その時、僕の携帯にメールが着信する。由乃からの作戦決行の合図。


　彼女には数百メートル離はなれた場所から、予定通り11ｔｈの車が来るかどうかを見張ってもらっていた。どうやら未来を変えずにやって来たらしい。


「……由乃からの合図だ。始めようか」


「んだな」


　お鈴が立ち上がり、お尻しりの埃ほこりを払う。子供たちに号令をかけに行くんだろう。僕は思わず呼び止めてしまった。


「あの……。おにぎり、ありがとう……」


　満面の笑えみを返してくれるお鈴。


　悪い人じゃないのは──、８ｔｈだけじゃないんだな。お鈴や、７ｔｈの二人や、たー君、それに他ほかの子供たちも……８ｔｈに育てられた『母の里』の仲間は、みんなみんな、本当は素直で優やさしくていい子たちばかりなんだ。サバイバルゲームなんかに巻き込まれなかったら……。『母の里』が解体なんてされなければ……。


「君は……その、作戦から外れた方がいいと思うよ。もし８ｔｈが死んだりしたら……」


「そうならないための作戦だべ？」


　僕の言葉を、お鈴は笑って聞き流した。きっと由乃がこの場にいたら怒おこってただろうな。「８ｔｈの仲間の心配をするなんて！　ユッキーはお人よし過ぎるんだよ！」って……。


　そうだ。


　僕は……。


　僕は……。


「さぁ、時間だ」


　お鈴の号令で、子供たちが一いつ斉せいに動いていく。


　道路を封ふう鎖さするようにバリケードを立て、数人の子供たちが前に立って検問の体てい裁さいを整えた。僕を含めた他の子供たちは崖の上に身を伏ふせて姿を隠かくし、じっと11ｔｈの到とう着ちやくを待つ。由乃が双そう眼がん鏡きようで見張っていた場所から距きよ離りを逆算すれば……もう間もなく到着するはず。無差別日記の記述に異常はない。


「……来た」


　エンジン音を響ひびかせ、すぐに二台の車がやって来た。日記によると、11ｔｈが乗っているのは前の車だ。検問に気付いて停止する。


「今だッ！」


　僕の号令で、子供たちは一斉に崖をかけ降りていった。全員ゴーグルとスカーフで顔面を覆おおい、催さい涙るい弾だんを乱射して辺りにガスを充満させていく。後方の車から慌あわてて飛び出した護衛の刑事たちは、拳けん銃じゆうを持つ子供たちの狙そ撃げきに遭あい、次々と標的にされて倒たおれていった。


　僕も負けていられない。ブッシュナイフを振りかざし、ガスでまともに前も見えない刑事の一人に斬きりつけた。轟とどろく悲鳴。血を噴ふき出しながら刑事が絶命する。何の恨うらみもない刑事さんだけど、仕方ないよね。


　敵は殺す。それだけだ。


「恵けいちゃん、煙けむりの右に敵！　順じゆんくんは一いつ旦たん引いて！」


　お鈴の無線による指示で、子供たちも的確に動いた。虚きよを突つかれた刑事さんたちは為なすすべもない。体力的には上回っているはずの子供たち相手に手も足もでず、拳銃やナイフで皆みな殺ごろしにされていった。阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ずだ。


　きっとたー君も、思いのほか順調に進んで安心しているだろう。雪輝日記にも今のところ不ふ審しんな記述は見当たらないしね。


　でも……まだまだ。


　本番はこれからだ。


　突とつ如じよ、11ｔｈの乗っていた車に異常が発生する。


　屋根が展開し、何本ものアンテナが左右に飛び出してきたんだ。よし、これも予知通り。由乃の台本通りの展開だ。


　瞬しゆん間かん。


　僕は急反転して車から一気に離れていった。


　この不審な動きはすぐにたー君に気付かれる。でも問題ない。だって11ｔｈの車から飛び出したあの装置……。あれは……。


「何だっ？」


「サーバーとの接続が切れたわっ？」


「ど、どういう事だ！」


　それまでは刑けい事じさんたちの悲鳴しか聞こえなかった現場に、今度は子供たちの動どう揺ようの悲鳴が響き始める。


　そう、あの装置。あれは大出力の『携けい帯たいジャマー』だ。抑よく止し電波を発生させ、基地局からの制せい御ぎよ信号の受信を阻そ止しし、携帯電話を圏けん外がいの状態にしてしまう機器。11ｔｈほどの日記所有者なら、８ｔｈ相手にこれぐらいの備えは当然している。僕もそれは予知していた。


「ばっ……かな！」


　何の役にも立たなくなったコピー日記を見つめながら、たー君が叫さけぶ。


「ファァーストォっ！」


　催さい涙るいガスの霧きりの中、僕とたー君の目が合った。


「……てめぇ！」


　刹せつ那な、由乃がゴーグルもスカーフも無しに、全力疾しつ走そうで現場へと飛び込んでくる。心強い味方が来てくれたと思ったお鈴が、慌てて指示を出した。


「２ｎｄ！　早くあのアンテナを壊こわし……」


　でも由乃は味方じゃない。


　敵なんだよ。お鈴にとっては。


「え？」


　由乃は笑みを浮うかべながら、何の躊ちゆう躇ちよもなく、ブッシュナイフでお鈴の首を刎はね飛ばした。血を噴き出し、彼女の生首が砂すな塗まみれになって崖を転がっていく。


　僕は呟つぶやいた。


　お鈴に向けて。


　たー君に向けて。


　そして８ｔｈと、その子供たち全員に向けて。


「……ごめんね」


　同盟してわざと11ｔｈの罠わなを踏ふむ。最初から全て台本通りの事だ。


　僕たちの本当の目的は一つ──。


　８ｔｈの殺害。


　これが11ｔｈに増ぞう殖しよく日記を奪うばわれない一番確実な手段。そのためには孫日記所有者たちの日記を無効化する必要がある。だから11ｔｈの手の内を予知しておきながら、あえて何の備えもなく襲しゆう撃げき計画を実行したんだ。


　第一幕で11ｔｈの正体を暴あばき、第二幕で８ｔｈと同盟を結ぶ。そして第三幕でこれを裏切って８ｔｈを殺害、11ｔｈも追い詰つめる──。これが由乃の用意した台本の全容だった。


　敵は殺す。それだけだ。


　孫日記を失った子供たちは、もはや由乃の敵ではない。何の抵てい抗こうもできず、次々と虐ぎやく殺さつされていく。阿鼻叫喚の地獄絵図……その本番。


「裏切ったなぁぁっ！」


　逆上したたー君が由乃に襲おそい掛かかる。


　裏切った、か。


　違ちがうね。僕たちは最初から君たちを利用するつもりだった。僕たちを信用した時点で君たちの敗北は決していたんだ。この世で信じられるのは自分一人。他人に少しでも気を許した時点で、その人は死ぬんだよ。


「君たちの願いは聞いた」


　由乃は楽々とたー君のナイフをかわし、その喉のど仏ぼとけにブッシュナイフを突き刺さしていく。馬ば鹿かだな、孫日記も無しに由乃に勝てるはずがないだろ。


「──僕が神になって、みんなを必ずＨＡＰＰＹにするから！」





　僕が神になったら……悲しみも苦しみもない世界を創造する。


　僕が神になったら……子供たちが安心して暮らしていける世界を創造する。


　僕が神になったら……楽園みたいな素す晴ばらしい世界を創造する。





　だからそのためには、どんな汚きたない手段を使ってでも僕が神にならなくちゃいけない。どんな卑ひ劣れつな手段を使ってでも神を目指す。全すべてを殺して全てを犠ぎ牲せいにして、必ず僕が神になってみせるよ。


　殺された父さんと母さんのために。


　由乃のために。


　そして僕が殺して踏み台にした、全ての人のために。


　──みんなの、ために。





　　　　※





「さっ……せる……がぁぁっ！」


　喉を貫つらぬかれた難波太郎が、最後の力を振ふり絞しぼって私の腕うでを押さえ込んできた。チッ、しつこい奴やつ。もう片方の手で私の頭を押さえつけ、血を吐はきながら背後の８ｔｈに呼びかける。


「逃にげて下さい院長ーっ！」


　意外にも８ｔｈは、ためらう事なく崖がけを駆かけ降りていった。自分の子供たちを見殺しにする気？


　いえ……子供たちを想おもうからこそ、自分がここで死ぬわけにはいかないと判断したのね。目から溢あふれる涙なみだを見ればそれくらい分かるわ。ユッキーと同じように、自分が神になって子供たちを生き返らせるつもりなのかもしれない。


　けど逃がさないわ。何としても８ｔｈはこの場で殺す！


　私は難波太郎の首を切り落とし、邪じや魔まな胴どう体たいを蹴け飛とばして、８ｔｈの後を追った。あの短い足ならすぐに追いつける。８ｔｈさえ殺せば11ｔｈの野望は粉ふん砕さいできる。ユッキーがまた私を褒ほめてくれる！


　死ね８ｔｈ！


　死ね、死ね、死ねっ！


「乗って下さい！　突とつ破ぱします！」


　そんな８ｔｈの前に躍おどり出たのは、西島刑事が運転する11ｔｈの車だった。他ほかに選せん択たく肢しのない８ｔｈはやむなくこれに飛び込む。同時にアクセルが踏み込まれ、車はバリケードを突き破って走り去っていった。


「西島さん！」


　ユッキーが悔くやしそうに舌打ちする。まさか11ｔｈの車に逃げ込むなんて……。このままじゃ最悪の展開になってしまう。


「ユッキー！　まだ追えるわ！」


　幸い、護衛の刑事の使っていた車がまだ残っていた。エンジンもかかったまま。私が助手席に、ユッキーが運転席に乗り込み、急いで11ｔｈの後を追う。


「うっ、うわぁああぁぁっ！」


　車なんて運転した事のないユッキーが悲鳴を上げた。マニュアル車と違って、普ふ通つうのオートマ車ならそんなに運転は難しくないはずだけど……。蛇だ行こうしながらバリケードを突破した拍ひよう子しに、ドアミラーが折れて飛んでいっちゃった。


「だ……大だい丈じよう夫ぶユッキー？」


「大丈夫じゃなくてもやるしかないだろ！　日記を頼たのむ由乃！」


　ユッキーが私に無差別日記を手て渡わたしてくる。アクセルが右でブレーキが左……なんて声に出して確かく認にんしながら、必死の形相でハンドルを握にぎっていた。この辺ならほとんど一直線の道だし、交通量も少ないから、たぶん追いつけると思う。


　私は無差別日記の記述を確認してみた。





【７月16日　15：50】桜見高速／車が８ｔｈと11ｔｈの車に追いつく。


【７月16日　15：51】桜見高速／由乃が車のタイヤを狙撃し命中。車は停車する。





「大丈夫だよユッキー。このままなら８ｔｈも11ｔｈも捕つかまえられる」


「よ、よしっ！」


　日記によれば、車を停車させた後、８ｔｈも11ｔｈも私が射殺する事になっている。ついでに西島って刑事もね。まぁ11ｔｈも自分の日記でこの未来は予知してるだろうから、きっと未来を変えてくるとは思うけど。


　私はさらに日記をスクロールしていった。上手うまくいけばここで、９ｔｈ以外の所有者を一気に叩たたけるかも……。


「これ……は？」


　ところが。


　思いがけない記述が目に留とまり、私は思わず小さく呟いてしまった。





【７月16日　16：40】自宅／突とつ然ぜん秋瀬君が現れる。秋瀬君によると由乃の家の三体目の死体の身元が分かったらしい。





　秋瀬或ある……。


　こいつ、どこまで私の邪魔をすれば気が済むの……？


　しかも三体目の死体の身元なんて……。


　私は震ふるえる指で携帯のキーを押した。ディスプレイの記述がスクロールしていく。





『秋瀬君によるとその正体は……』





『その正体は……』





『正体は……』





　噓うそよ……。


　こんなの噓。


　バレるわけがない……。


　ハッタリに決まってるわ！　あの死体に一いつ致ちするＤＮＡは絶対に見つからない。そんな証しよう拠こはあるわけないのよ！


　私は左手でユッキーの携けい帯たいを握り締しめた。ちらりと運転席に目をやる。ユッキーは必死に前方の車を追つい跡せきしていた。


　でも……。


　もしこれがユッキーにバレたら……。


　フラッシュバックするのは、「知るか！」っていうユッキーの一言。私がユッキーを廃はいホテルに招待して、一いつ緒しよに暮らそうとして、ユッキーに怒おこられちゃった時の事だ。あの時、ユッキーは本気で私と別れるつもりだったと思う。


　でも７ｔｈや11ｔｈとの戦いを通して、私たちはまたここまで関係を戻もどしてきた。やっとお互たがいを、最高のパートナーだって信しん頼らいし合えるようになってきたんだ。


　それなのに……。


　もしこれがユッキーにバレたら、今度こそユッキーは私を傍そばに置いてくれなくなる。


　今度こそ、本当に……。


　ふと、右手の体温が上がる。


　見るとユッキーがハンドルを握りながら、左手を私の右手に重ね合わせてくれていた。


「大丈夫だよ。僕がついてる」


　私の方に顔を向けて、優やさしく……でも力強く、ハッキリと、断言する。


「──もう決して手を離はなさないから」


　ユッキー……。


　ああ、ユッキー……。


　私もよ。


　私も愛してる。もう絶対にこの手は離さない。


　そうよ、焦あせらなくていいわ。今はとにかく８ｔｈと11ｔｈを殺して……その後、秋瀬或を殺しに行けばいい。


　あんな男に、私とユッキーの仲を引き裂さく事なんてできやしない。


　できてたまるもんですか。


　だって今の私には……ユッキーが、傍にいてくれるんだから！





　　　　※





　後部座席に乗り込んできた８ｔｈは、半はん狂きよう乱らんになって私を責め立てた。涙をこぼしながらがなり立てる。


「11ｔｈ……っ！　あんたのせいで、オラの子たちは……っ！」


「お門かど違ちがいだな８ｔｈ。敗北の責とは常に自らにあるもの」


　確かに私の携帯ジャマーで孫日記は無力化されたが、そう仕向けたのは１ｓｔたちだろう。私を責めてもらっても困る。力無き者は敗れ去る……それが歴史の必然だ。呪のろうならば力なき己おのれを呪うがいい。もっとも、８ｔｈの持つ『増ぞう殖しよく日記』は、私の次なる計画に必要不可欠な力なのだがな。


　しかし１ｓｔ……。まさか８ｔｈを始末するためにこの私を利用するとは。


　面おも白しろい。


　君を臨りん床しようサンプルのモデルに選んだのは間ま違ちがいではなかったようだ。


「──お前はそこで見ているがいい」


　８ｔｈを横目に、私は懐ふところから愛用のスマートフォンを取り出した。


「私の日記『Ｔｈｅ ｗａｔｃｈｅｒ』は、何者にも負けぬ」


　これが私、11ｔｈの未来日記だ。


　他の所有者どもが持つ、能力の限られた低レベルの未来日記とは格が違ちがう。これこそまさに『神』が持つに相応ふさわしい未来日記。選ばれし者だけが持つ事を許された未来日記。このＴｈｅ ｗａｔｃｈｅｒがある限り、サバイバルゲームにおける私の勝利は約束されたも同然なのだ。


　タッチパネルに指を走らせ、瞬しゆん時じにその記述を確認していく。……なるほど、高速に入ったところで追いつかれ、タイヤを狙そ撃げきされて停車、か。ルームミラーに目をやると、猛もう然ぜんと車間距きよ離りを縮める一台の車が目に入った。


　……フッ、来たな１ｓｔ。


　運転席の刑けい事じに声をかける。


「西島君と言ったな。襲しゆう撃げき犯が車で迫せまってきているぞ。車線変へん更こうして高速に入りたまえ」


「分かりました」


「それと一分後にタイヤが狙撃される。ルームミラーを見ながらタイミングを合わせ、蛇行してかわすといい」


「は……？」


「早くしろ」


　Ｔｈｅ ｗａｔｃｈｅｒの記述によれば、この刑事は９ｔｈと因いん縁ねんの深い関係らしいな。だからこそ私は県警上層部に手を回し、市長護衛チームの一人に加えさせたのだ。


　彼は私が11ｔｈである事も、未来予知能力を持っている事も知っているだろう。日記所有者と、その秘密を知る一いつ般ぱん人との、親密なる関係。それがサバイバルゲームに巻き込まれる事でどう変化していくか……実に面白そうな臨床サンプルが手に入りそうだった。喜ばしい限りだ。


　指示された通り、車は桜見高速に入る。


　ルームミラーに映るのは、助手席から身を乗り出して拳けん銃じゆうを構える２ｎｄ。よろしい。予知の時間ピッタリだな。銃じゆう声せいが轟とどろくと同時に、西島刑事がタイミングを合わせ、車を蛇行させる。弾だん丸がんは虚むなしくアスファルトの上を撥はねていった。


　さて？


　次はどう出る１ｓｔ？


　狙撃をかわして未来を変えた行動から、きっと私の日記が『周囲の状じよう況きよう』を読むタイプだと判断するだろうね？　すると君たちはこう考える。周囲の状況を予知する未来日記なら、逆に『自分』の予知はできない可能性が高い。だから直接狙撃すればいい……と。


　Ｔｈｅ ｗａｔｃｈｅｒの記述を確認すると、最初の狙撃を避さけた事で未来が変わっていた。案の定、２ｎｄの次の照準は、私の後頭部だ。


「おっと！」


　私は右に頭をずらしてその弾丸を容易たやすく避ける。残念だったな。私のＴｈｅ ｗａｔｃｈｅｒを、君たちの低次元な未来日記と一緒にしないでくれたまえ。私は『周囲の状況』のみならず、『自分の状況』までも予知できるのだよ。


　かわされた二発の弾丸が車内を貫かん通つうし、フロントガラスを突つき破っていく。蜘く蛛もの巣状にヒビが走り、視界が著いちじるしく遮さえぎられてしまった。西島刑事の運転が不安定になる。


　私は意に介かいさず、冷静に日記を読み進めていった。


「……西島君。気をつけたまえ。襲撃犯の車が右側から体当たりしてくるぞ」


「何ですって？　そんな事したらガードレールと挟はさまれて……」


「襲撃犯は君も私もまとめて殺すつもりらしいな。物ぶつ騒そうな少年だよ」


「クッ……！」


　西島刑事も襲撃犯の正体が『天野雪輝』と『我妻由乃』である事は気付いている。因果なものだな。私の巻き添ぞえとはいえ、命を助けた事もある少年に逆に命を狙ねらわれるとは。


　おや？


　これは面白い……。


　Ｔｈｅ ｗａｔｃｈｅｒを閲えつ覧らんしていた私の目が、ある記述に釘くぎ付づけになる。ククク……私の日記の正体も分からず混乱しているところに、さらにこんな事態が起これば──。


　どう反応するか見物だな、１ｓｔ？


　そして２ｎｄ？


「何なんだこいつの『日記』はぁぁぁああぁっ！」


　車に衝しよう撃げきが走る。１ｓｔが絶ぜつ叫きようしながら、予知通り右側から体当たりしてガードレールと挟み撃うちにしてきた。車体がこすれて火花を散らす。


「フッ、このまま停車させる気か？　らしからぬ強ごう引いんさだな１ｓｔ！」


　だが動じる事はない。


　既すでに状況は私にとって有利に動いている。


　どう悪あがきしようと、この戦いは私の勝ちと決まっているのだ。


　轟ごう音おんと共にガードレールが押し破られる。そのまま空中に飛び出していく二台の乗用車。重力に引っ張られて、二台は揃そろって高こう架か下したの国道へと落下していった。





　　　　※





　落下の衝撃はさすがに身体からだに応こたえた。シートベルトとエアバッグのおかげで衝撃はかなり吸収されたけど、それでも私は一いつ瞬しゆん、ダッシュボードに突っ伏ぷして意識を混こん濁だくさせていた。車も二台とも、エンストして煙けむりを噴ふいている。


　そんな私の右手が優しく握にぎられた。


「起きて由乃。チャンスだ！」


　ユッキーだ。ユッキーが、私の手を握ってくれたんだ。私たちはシートベルトを外して車外に飛び出した。日記を確かく認にんしている暇ひまはない。今ならさしもの11ｔｈも無防備のはず……。


　白はく煙えんを上げる敵の車に近づくと、11ｔｈが苦しそうに顔を起こしている最中だった。私とユッキーは手を繫つないだまま、すかさずヒビ割れた窓まど越ごしに拳銃を突きつける。


　ハッとこちらを見る11ｔｈ。


「勝ったわ！」


　ついに……ついに11ｔｈを追い詰つめた！　弾丸はまだ三発残っている。最初の予知通り、11ｔｈと８ｔｈと西島を殺すには十分な弾たま数かずだった。万が一弾切れになっても、西島を殺してその拳銃を奪うばえばいい。


　待っててねユッキー。


　今こいつに命いのち乞ごいさせてやるから。こいつはユッキーのお父さんの仇かたきなんだから、ただ殺すだけじゃ面白くないわ。せいぜい醜しゆう態たいを晒さらさせて、屈くつ辱じよくを味わわせて、それから一番苦しむ方法でなぶり殺しにしてやる。


　けど、なぜか11ｔｈは余よ裕ゆうの表情を全く崩くずしていなかった。


「フフフ……どうかな？　予知通り、味方が現在こちらに向かっている」


　何を強がりを……どんな『日記』を持っているのか知らないけど、この状況をひっくり返せるような味方がいるっていうの？　いま引き金を引けば、すぐにお前は始末できるのよ？


「こいつ『遠えん隔かく地ち』の予知まで……？」


「ならお前の味方が来る前に今すぐ殺してあげるわ」


「いや……」


　引き金に力を込める私を不敵に見上げ、11ｔｈが言い放つ。


「来るのは私の味方じゃない。君たちの味方だよ２ｎｄ」


　君たちの……味方って……。


　私に味方なんていないわ。私の味方はたった一人、ユッキーだけ。それだけで十分だもの。


　ユッキーの味方というなら……。


　いない事もない……と思う……けど……。


「ま……」


　耳に届き始めるエンジン音。


「まさかっ！」


　私は思わず振ふり返った。地平の向こうから疾しつ走そうしてくるのは……一台の大型オンロードバイクだ。派手なアクセルターンと共に私たちの数メートル手前で停車する。


　運転しているのは、ライダースーツに身を包んだ９ｔｈ。


　そして後ろに跨またがっているのは……フルフェイスのヘルメットを被かぶった少年。秋瀬或だった。バイクを降りるなり、ヘルメットを脱ぬいでその腹立たしい顔を私たちに向けてくる。


「こんにちは。我妻さん、雪輝君。忙いそがしそうだね」


「秋瀬或……っ！」


　どうしてっ？　さっき確認した時は、ユッキーの自宅に現れる未来だったはずなのに！　まさか９ｔｈと行動を共にしているとは……。


　動どう揺ようした私は、一いつ瞬しゆん隙すきを見せてしまった。


　辺りに轟く銃声。


　密ひそかに車外に出ていた西島が、自分の拳銃で私の拳銃を撃ち落としたんだ。


「クッ！」


　まずい、日記に頼たよらないとこの状況は打破できない！　私はユッキーの無差別日記を開いて記述を確認した。同時に、９ｔｈがピンを抜ぬいた手しゆ榴りゆう弾だんをこれ見よがしに掲かかげる。


「おーっと、全員そこを動くんじゃないよ？」


　今は９ｔｈが指でレバーを押さえているけど、もし手を離はなしたら、周囲はまとめて大爆ばく発はつだ。命が惜おしければ誰だれも動くな。自分たちの邪じや魔まをするなと言いたいんだろう。


　もっとも、９ｔｈの事だからあの手榴弾自体がダミー……ただのハッタリだって可能性も高そうだけど。





【７月16日　15：54】国道／秋瀬君が９ｔｈのバイクに乗せられて突とつ然ぜん現れる。





　無差別日記の記述はいつの間にか書き換かわっていた。迂う闊かつだったわ……。11ｔｈを狙撃している間に未来が変わったのね。攻こう撃げきをかわされる度たびに記述改変のノイズも鳴っていたから、いつ未来が改変されたのか全然気付かなかった。


　ユッキーが９ｔｈに問いかける。


「どうやってここに？」


「面おも白しろそうな臭においがしたんでね。養護施し設せつのこいつを拾った後、鑑かん識しき課に寄って……警察無線を頼りにここまで送ってやったのさ」


　鑑識課？


　まさか……。


　いえ、そんなはずは……。


　私の焦しよう燥そうを見み透すかしたかのように、秋瀬が落ち着き払はらった笑え顔がおで話しかけてきた。全く……いつ見ても不ふ愉ゆ快かいになる笑顔だわ！


「我妻さん。三体目の死体に一いつ致ちするＤＮＡは見つからなかったよ。……これ以外はね」


　そう言って秋瀬が取り出したのは、白木の桐きり箱ばこ。表面に『寿ことぶき』の文字が描えがかれていた。小さな桐箱に『寿』の文字……。一体それが何だっていうのよ？


「雪輝君、我妻さんにこれを見せてあげてくれないかな？」


　秋瀬がその小箱を放ほうり投げる。


「開けてごらん」
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　どうしよう……ユッキーから奪い取るのは簡単だけど、それじゃ後ろめたい事があるって自分から認めてるようなものだし……。だいたい、箱の中身が何なのか知らない事には反応のしようもないわ。受け取ったユッキーは、言われるまま箱の蓋ふたを取り外した。


　中に入っていたのは……。


　入っていたのは……。


「何だこれ？」


　敷しき詰められた絹のクッションに載のせられた、干ひからびた何かの塊かたまり。


　これって……！


　そんな、まさかっ！


「我妻さんが育った養護施設に預けられていた物だよ。それはね……我妻由乃の『ヘソの緒お』だ」


　ヘソの緒……。


　こんな物が……残っていた……なんて……。


「鑑識課でね、その『ヘソの緒』のＤＮＡと『三体目の死体』のＤＮＡを比ひ較かくしてもらったんだ。その結果……」


「噓うそだよっ！　聞いちゃ駄だ目めユッキーッ！」


　私は自分の右手で、ユッキーの左手を握り締しめた。お願い聞かないでユッキー！　私はもう二度とこの手を離したくない。


　……離されたくない！


　もう二度と、ユッキーを失いたくないっ！


「二つのＤＮＡは……完全に一致した」


「……一致？」


「両方とも同じ遺伝子。同じ人物だって事さ。つまり……三体目の死体の正体は『我妻由乃』。本物の彼女は既に死んでいるんだ」


「え……だって由乃は……」


　ユッキーの表情がどんどん曇くもっていく。


　どうして……。


　どうしてなの？


　いつもこうだ。


　いつも上手うまくいかない。


　私はただ、ユッキーの傍そばにいたいだけなのに。


　ユッキーを守りたいだけなのに。


「結論を言おう。雪輝君……」


　ユッキーを愛しているだけなのに！


　どうしてみんなみんな、私の邪魔ばかりしてくるのよッ！


「そこにいる彼女は、我妻由乃の『偽にせ者もの』だ！」


　違ちがうよ。違う……ユッキー。


　私は我妻由乃。


　あなたの最高のパートナー。


　ただそれだけなの。


　私は……。


「雪輝君、手を離せ！」


　ち、違う……。


　私は……。


「そいつは得体の知れない人間だぞ！」


　違うのユッキー、私はただ……。


　違……っ！


　ユッ……





　ユッキーは、私の顔を見た。


　その表情。


　その視線。


　それは、恐おそれを抱いだく『何か』に対する、戦せん慄りつの視線だった。


　ユッキーが乱暴に私の手を振り払い、そして──。





「ユッキィィィーッ！」


　私の絶ぜつ叫きようと同時に、ユッキーが私の肩を抱いた。


「……え？」


「伏ふせろっ！」


　二人の身体からだが折り重なるようにアスファルトの上に突つっ伏す。同時に木霊こだまする銃じゆう声せいと、ガラスの割れる音。パラパラと細かいガラス片へんが舞まい散った。


　11ｔｈだわ。


　拳けん銃じゆうを隠かくし持っていた11ｔｈが、隙すきを突いて私を車内から撃うとうとしたんだ。そんな物まで用意していたなんて……周しゆう到とうな男。道理で私が銃を突きつけても平然としていたわけだわ。


　でもそれをユッキーが、助けて……くれた？


「クッ。退くぞ由乃！」


　ユッキー……。


　いま、由乃って？


　私の事を、由乃って呼んでくれた……？


「待て雪輝君！　彼女は……」


「秋瀬君！」


　なおも食い下がろうとする秋瀬を、ユッキーが一いつ喝かつする。


「由乃は、由乃だっ！」


　そのまま私を抱だき起こし、手を引いて、茂しげみの方へ駆かけ出していった。


　車は二台とも使い物にならないし、西島は11ｔｈを護衛するためにあの場から離れる事はできない。９ｔｈも今は追ってこないだろう。これ以上秋瀬に協力する筋合いもないから……。


　私たちは自分の足で走りながら、どうにか逃にげおおせる事ができた。すぐに警察は非常線を張ると思うけど、無差別日記があれば怖こわい事は無い。


　私が怖いのは……。


　ユッキーが、私の手を離してしまう事だけだ。


「ユッキー……」


　足を止めず、私は恐る恐る尋たずねた。


「いいの？　ユッキー？　私の事……」


　ユッキーは今も私の手を握にぎってくれている。左手で、しっかりと、私の右手を摑つかんで離さない。


「──言ったろ？　もう決して手を離さないって」


「でも、私は……っ！」


「君は由乃だ。誰が何と言おうと、僕にとって、我妻由乃は君一人しかいない」


　ユッキーは私を見た。


　私もユッキーを見た。


　お互たがいの瞳ひとみに、お互いの顔がしっかりと映っている。


　ユッキー……。


　ああ、私は、この人を好きになって良かった。


「我妻由乃は僕の最高のパートナー。それだけで十分だろ？　それ以上は何も聞かない。聞く必要もないよ」


　そうだねユッキー。


　私にとってもユッキーは最高のパートナーだよ。


　ユッキー……。


　私は……。


　私は……。


　ユッキーを、心から愛してるよ……。
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『発生から一夜明けたこの桜見市長襲しゆう撃げき事件ですが──、容疑者の少年少女二名は今なお逃とう走そうを続けており、一刻も早い事件の解決が望まれます』


　待合室の古びたテレビからは、アナウンサーの淡たん々たんとした声が流れていた。ソファに腰こし掛かけている９ｔｈが鼻を鳴らす。


「フン。まだ逃げ回ってんだなあいつら」


　ここは闇やみ医者の経営する個人病院だ。闇医者とは……表向きは普ふ通つうの開業医だが、裏では犯罪者などの訳ありの人間を診しん察さつして法外な割増料金を徴ちよう収しゆうする、裏社会の医師といったところかな。


「その間は雪ゆき輝てる君も我が妻さいさんも無事だという事ですよ」


　僕と９ｔｈと……それに西にし島じまさんは、今日ここで落ち合う約束をしていた。中学生探たん偵ていと国際指名手配犯と現職刑けい事じが人目を避さけて落ち合うには、こういった場所はとても都合がいい。９ｔｈも何度か左目の治ち療りようで利用しているらしかった。


　今日は三人で集まり、今後の身の振ふり方を決める事になっていた。11ｔｈの正体が桜見市の市長、しかも裏社会の『始末屋』などを多数雇やとっているとなると、電話やメールでのやり取りも盗とう聴ちようを警けい戒かいしなければならない。信しん頼らいできる場所で直接落ち合うのが一番確実という事だね。


　９ｔｈが僕を指名してきたのは意外だったけど、探偵としての技量を買ってくれているんだろうか？　だとすれば嬉うれしい限りだよ。


「雪輝君のご両親が死んで一週間。雪輝君は自分が神になる事でその命を取り戻もどそうとしている。そしてそうそそのかしたのは恐らく──」


「我妻由ゆ乃のと呼ばれている何者か、だな」


　とはいえ、雪輝君をあの時説得できなかったのは探偵として痛つう恨こんだった。僕がもっとしっかりしていれば、雪輝君を我妻さんから引き離はなす事も可能だったはずなのに。


　彼女と一いつ緒しよにいる限り、雪輝君はどんどん間ま違ちがった道を歩み続ける。


　これは探偵の勘かんだ。


　我妻さんはきっと何か大きな秘密を隠している。たとえ雪輝君が望んでいなくても、僕は探偵として、それを暴あばき出して白日の下もとに晒さらさなければいけなかった。それが一番、雪輝君の幸せに繫つながると信じているから。


「我妻由乃と呼ばれる今の彼女が……どこかの時点で本物を殺し、すり替かわっていたのは間違いないです」


　９ｔｈも我妻さんの正体には強い関心を持っているようだった。


「いつだ？」


「養子に入る前でないと辻つじ褄つまは合いませんが……」


「なら１ｓｔの言う通り、『由乃は由乃』という事にならないか？」


　確かに、それも一理ある。養子に入る前にすり替わっていたなら、雪輝君が知っている我妻由乃は、最初から一いつ貫かんして偽にせ者ものの我妻由乃だった。その場合、偽者が我妻由乃を名乗り続けても、二人の関係という面から見れば何の問題もないと言える。


「では……何のために記き憶おくを改かい竄ざんする必要があったんです？」


　ただ、それでは我妻さんのあの異常な狂きよう気きの説明がつかなかった。人殺しをした程度で、あそこまで精神バランスが脆もろくなるものだろうか？　彼女の狂気は常じよう軌きを逸いつしている。自分で自分の記憶を書き換かえるほどに、自分自身を追い詰つめた事情が……もっと他ほかにあるはずだった。


「変でしょう？　すり替わった理由だって分からないまま。そもそも彼女は一体誰だれなんです？」


「２ｎｄ……我妻由乃。二番目の未来日記所有者にして、恐おそらく我妻由乃の両親を殺した張本人。そして本物の我妻由乃をも手にかけた、我妻由乃の偽者──、か。駄だ目めだな。皆かい目もく見当もつかん」


　話し込んでいると、大おお慌あわてで階段を駆け上がってくる足音が聞こえてきた。


　おや、ようやく西島さんのお出ましみたいだね。


「すまん、遅おくれた！　会議が長引いたのと、少し店に寄っていて……」


　背広姿が暑いのか、かなり汗あせをかいている。彼は紙かみ袋ぶくろを二つ持って、僕たちのソファに走り寄ってきた。


「ん？　何だその紙袋？」


「何だじゃないだろ！　お前が駅前でシュークリームを買って来いって言ったんじゃないか！」


「ああ」


　９ｔｈは西島さんから紙袋を受け取り、ホクホク顔で中のシュークリームをほおばり始める。


「ハッハッハ、これこれ！」


「テロリストが刑事をパシリに使うなっ！」


「街にテロリストがうろつくよりいいだろ？」


「お前なぁ……」


　なかなかどうして、夫婦めおと漫まん才ざいも板についてきたカップルだね。この二人、今まで逢あい引きしていた時は大たい抵てい、西島さんが飲食代を払はらわされていたらしい。まさか経費で落とすわけにもいかないだろうし、もし明るみになったら大問題確実の……刑事とテロリストの親密な関係だった。


「ん？　そっちの紙袋は何だ？　それも菓か子しか何か──」


　９ｔｈがもう一つの紙袋に手を伸のばそうとした時。


「だ、駄目だこれは！」


　西島さんは血相を変えてその紙袋を背中に隠かくした。


　あまりの動転ぶりに、少々気まずい空気が流れる。


「あ、いや……」


「……まぁ勤務中だしな。仕事のモンなら触さわらねーよ」


　いくら腐くされ縁えんの関係といっても、本来は敵対関係の職業にある二人だ。その辺りは９ｔｈも自覚しているだろう。特に西島さんが市長の護衛に就ついてからは、いつ敵になってもおかしくないと警戒しているはずだった。


　今日の集まりに僕を招いたのも、万が一西島さんが既すでに11ｔｈ側に寝ね返がえっていた場合の『保険』の意味合いがあったのかもしれない。表向き無関係な中学生を同席させれば、11ｔｈも強ごう引いんな手は使えない。最悪でも僕を人ひと質じちとして盾たてにできる──。手て練だれのテロリストらしい、そんな冷れい徹てつな計算が見え隠れしていた。


「で？　決まったのか今後の方針は」


　西島さんの問いに、９ｔｈがソファから立ち上がる。


「ああ……。11ｔｈを、殺す！　神になるのは奴やつじゃない。私さ！」


　元々、９ｔｈはそれほど11ｔｈを警戒していなかった。コソコソ隠れて他の所有者が潰つぶし合うのをじっと待っている臆おく病びよう者──そんな印象だったらしい。ところが昨日の一件でその評価は激変する。雪輝君たちが11ｔｈを襲撃した事件だ。


　あの時、９ｔｈが僕に協力してくれたのは、我妻さんと雪輝君の仲を裂さくためだった。上手うまくいけば、１ｓｔと２ｎｄ……ライバルである敵の日記所有者の戦力を削そぐ事ができる。でも我妻さんの正体を暴いたにもかかわらず、結果として僕たちは二人の結束を乱す事はできなかった。


　９ｔｈとしては行きがけの駄だ賃ちんが欲ほしかったんだろう。二人が逃走した後、彼女は西島さんの隙すきを突ついて11ｔｈを手にかけようとした。今なら簡単に11ｔｈと８ｔｈを殺す事ができる。サバイバルゲームの参加者としては当然の行動だ。


　ところが11ｔｈはこの事態を想定していたのか、既に車内から秘書に連れん絡らくし、自分の部下を多数現場に向かわせていた。雪輝君たちは取り逃にがしたようだけど、国道にはあの後、間かん髪はつを容いれず『始末屋』たちが大勢駆かけつけてきたんだ。


　逃とう亡ぼう日記でこれを予知した９ｔｈは、結局11ｔｈも８ｔｈも攻こう撃げきする事はできず、一人オートバイでその場から逃走せざるを得なかった。11ｔｈの周しゆう到とうさは彼女の想像以上だったんだ。


　その経験から、９ｔｈは判断したらしい。今は雪輝君や我妻さんよりも、まず11ｔｈを倒たおさなければならないと。


「ちょ……ちょっと待て！　俺はさっきだって市長の護衛の打ち合わせをしてきたんだぞ？」


　困こん惑わくした表情を隠さない西島さん。９ｔｈは当然のように言い放った。


「ならお前も私の敵だな」


　これはたった一人だけが生き残れるサバイバルゲームだ。プレイヤーではない西島さんが、味方として選ぶ事のできるプレイヤーは一人だけ。


　９ｔｈか。


　11ｔｈか。


　それとも雪輝君か。


　我妻さんか。


　８ｔｈか。


「……腹を決めな西島真ま澄すみ」


　９ｔｈが最後通告を突きつける。


「お前は誰の味方なんだ？」


　誰か一人の味方となれば、他の日記所有者は敵に回さなければならない。白か、黒か。他の選せん択たく肢しは存在しなかった。９ｔｈが今日、西島さんを呼び出した真の目的は、彼にその現実を自覚させる事にあったのかもしれない。


　これ以上、あいまいな腐れ縁を続けるつもりは無い。それが９ｔｈの意思表示だ。


　果たして、西島さんはそれにどう答えるのか。


　実に興味深いね。


「それとお前もだぞ！」


　９ｔｈが僕を指差した。僕？　僕の気持ちはずっと前から決まっている。改めて聞かれるまでもない。


「僕は雪輝君の味方ですよ」


　何の迷いもなく即そく答とうする僕に、９ｔｈは拍ひよう子し抜ぬけしたように答えた。


「……あっそ」





　　　　※





　殺しの前は『成功』する自分をイメージする。


　いま自分が生きているのは『成功』という偶ぐう然ぜんの積み重ねだ。


　パン一つ盗ぬすむのだって、命懸けで『成功』したからこそ、今の私がある。


　でも同時に『失敗』したであろう自分も見てきた……。


　転がる死体。


　瓦が礫れきの山。


　血と火薬の匂におい。


　それが私の生きる世界だ。


『成功』するための秘ひ訣けつは、自分一人で成し遂とげる……そのイメージを強く刻み込む事。


　この世で信じられるのは自分一人。


　他人に少しでも気を許した時点で、そいつは死ぬんだから。


　だから西島の事も、私は少しも信用しちゃいなかった。お人よしの直球馬ば鹿かだから利用するには事欠かなかったけどね。とはいえ、それも潮時だろう。奴があいまいな立場でいられた時間は終わった。


　これからは二択だ。


　私の味方になるか、敵になるか。


　秋あき瀬せも交えて三人で会った後、西島は別れ際ぎわに、一枚の資料を渡わたしてくれた。桜見中央大学──、今11ｔｈが居る場所の、警備の見取り図だ。これで貸し借りは無し。協力はこれきりという事らしい。


　まぁせいせいするわ。


　私は日が落ちるのを待って、夜の闇やみに紛まぎれ、桜見中央大学のキャンパスへと侵しん入にゆうしていった。


　警備の刑けい事じたちの数が物もの凄すごい。１ｓｔたちもまだ逃とう走そう中だからな……当然か。屋根伝いにジャンプして目的地へと進んでいく。


　途と中ちゆう、警備中の西島と目が合ったが、奴はこっちを見上げてシッシと手で払う仕草をするだけだった。


　ふん、これが正しよう真しん正しよう銘めい、本当に最後の協力だな。次に会った時はもうお互たがい完全な敵同士になるだろう。奴との馴なれ合いもこれで最後ってわけだ。最初に会った時は、まさかここまで長い間、腐れ縁が続くとは思ってもみなかったよ……。


　さよなら、馬鹿でお人よしの優やさ男おとこさん。





【７月17日　20：07】東研究棟とう→ドーム前　目の前に見取り図で確かく認にんしたドームがある。異常なし。





「逃亡日記にもまだ異常は無い。当然か」


　私が11ｔｈの前に姿を現す……そんな具体的未来の改変を起こすまでは、奴の予知の網あみにもかからないはずだ。どんな『日記』を持っているのか知らないが、奴とてしょせんは所有者の一人。太刀たち打うちできない相手じゃないさ。


　それにしても……。大学施し設せつ？　何だって11ｔｈはこんな所にいるんだ？　手下を増やすのに準備もいらないだろうに。


　私はナイフで天てん井じようのメンテナンスパネルを取り外し、静かに内部へ潜せん入にゆうしていった。キャットウォークを這はうように、音もなく進む。辺りには不気味な機械音が響ひびいていた。


「──さぁここだ。あなたに気に入ってもらえるといいが」


　低い声が耳に届く。


　見つけた！　11ｔｈだ！　傍そばには秘書や護衛の刑事、それに８ｔｈの姿も見える。さっきの声の正体は、８ｔｈに話しかけていた11ｔｈらしいな。


　だがそれよりも。


　一体何なんだ、この施設は？


　私の眼下には異様な光景が広がっていた。


　人の背せ丈たけほどもある、長方形の巨きよ大だいな箱がいくつも整然と並び、それらが多数のケーブルで連結されている。機械音の正体は、この大きな箱が熱を放出する内蔵ファンの回転音だった。


　一見すると何の役にも立ちそうにない置物。しかし内部では高熱を発するほどに電力を消費する高度なメカニック。恐おそらくこれは……。


「どうかね？　これが国内三位の演算力を誇ほこるスーパーコンピュータ……『ＨＯＬＯＮⅢ』だ」


　やはり、スーパーコンピュータ！


　ＨＯＬＯＮの開発と言えば確か……前市長の積極的な補助金政策で研究が始まり、現市長に交代してからも珍めずらしく継けい続ぞくされた、産官学一体のコンピュータ事業と聞いているが？


「私に何をさせる気だわさ？」


　８ｔｈが怪け訝げんな視線を向ける。１ｓｔの罠わなで手足を……『母の里』のガキ連中を失った８ｔｈにとっちゃ、11ｔｈの命令を拒きよ否ひする術すべはもう残ってないはずだ。今は奴の言いなりになって好機を窺うかがうしかないだろう。


「こいつと増ぞう殖しよく日記を接続する。まぁあえて言うならこの施設の有効利用だな」


「？」


「先ほど全桜見市民に、このＨＯＬＯＮへアクセスするアカウントを郵送した。もちろん警備の刑事達も取得済みだ。ＨＯＬＯＮの演算力なら全すべてのアクセスを捌さばき切るだろう」


　アカウントだと……？　待てよ、11ｔｈの目的は８ｔｈの増殖日記を奪うばって、自分の手下を増やす事だよな？　それなのにどうしてＨＯＬＯＮへのアカウントなんか……。


　ま、まさかこいつ！


「……分からんかね？」


　11ｔｈが不敵に笑う。


「今から全桜見市民が孫日記所有者になる、という事だよ」


　増殖日記と『ＨＯＬＯＮⅢ』を接続するつもりか！　もしそれが成功すれば、ＨＯＬＯＮが増殖日記の巨大なブースターユニットになる。何千、何万という孫日記の同時運用を一いつ瞬しゆんにして処理してしまう、化け物みたいな未来日記の誕生だ。


「優すぐれた民族は優れた力を有するものだ。マケドニア。ローマ。ゲルマンの民たみしかり！　私はここに予知能力による桜見市民を加えたい！　ククク……。新たに進化した、全く新しい新世代の人類。即すなわち予知能力者による王国の誕生だ！」


　民族？


　進化？


　王国？


　何ほざいてやがる、イカレ野や郎ろうめ！


　くそ、11ｔｈの目的はサバイバルゲームに勝ち残るために、手足となる部下を増やす事じゃなかったのか……。もちろんそれもあるだろうが、奴やつは既すでにその先を見み据すえて行動してやがる。ゲームに勝ち残った後、自分が神となって創造する新世界の事を。そのための実験を、増殖日記を利用して行うつもりなんだ。


　ふざけんな！　まだお前が神になると決まったわけじゃないんだよっ！


「このクレイジーがっ！」


　私はすかさず手しゆ榴りゆう弾だんのピンを引き抜ぬき、11ｔｈめがけて放ほうり投げた。昨日国道で使ったハッタリ用のダミーとは違ちがう。バリバリの本物だ。こいつで11ｔｈも８ｔｈも『ＨＯＬＯＮⅢ』もまとめて吹ふき飛ばしてやる！


「なっ……？」


　だが11ｔｈは。まるで手榴弾が飛んでくる事を知っていたかのように、振ふり返りもせずにこれを受け止めた。そのまま逆にこっちに放り投げてくる。


「返すぞ、９ｔｈ」


　私は反射的に身を翻ひるがえした。天井の穴から飛び出すと同時に、手榴弾が爆ばく発はつ。凄すさまじい爆風でドームの外に弾はじき飛ばされる。


「馬鹿なっ！」


　連動して逃とう亡ぼう日記も書き換かわっていった。





【７月17日　20：15】天井ギャラリー→ドーム外　11ｔｈに発見される！





　未来が変わったという事は、やはり11ｔｈはこっちの動きを予知していたんだ。その上で未来改変の行動をとった。私がいた事がバレるなんて……何なんだ奴の『日記』は？


　とにかく今は態勢を立て直さないとまずい。


　11ｔｈは秘書に命じてすぐさま私を捕とらえようとするだろう。敷しき地ち内にいる警備の刑事たち全員が敵だ。





【７月17日　20：17】ドーム外→東研究棟　退路に異常なし。オールクリア！





　大だい丈じよう夫ぶ、私の逃亡日記にかかれば、脱だつ出しゆつルートの確保なんざ楽勝……。


「何っ？　先回りされてる？」


　東研究棟の前には、既に数人の刑事たちが駆かけつけていた。私の姿を確認するや否いなや、一いつ斉せいにこっちに向かってくる。同時に『私が捕つかまる未来』へと書き換わっていく逃亡日記。おかしい……さっきはちゃんとオールクリアだったのに。


　私は横っ飛びにジャンプして草むらの斜しや面めんを滑すべり降りていった。これでもう一度、逃亡日記の記述を改変する！





【７月17日　20：19】東研究棟→西研究棟　斜面を下り西研究棟に出る。敵はいない。





「よし、こっちなら！」


　だがそれも無む駄だな足あ搔がきだった。やはり西研究棟にも刑事たちが先回りしていたんだ。なぜだ？　こっちは逃亡日記の通りに行動しているのに、どんどん先手を打たれてしまっている。次々と意に沿わない方向に未来が変えられていた。


　なぜだ！　未来を改変できるのは、未来日記の記述を見た者だけだぞ？　未来を変えたのは私じゃない。１ｓｔでも２ｎｄでもない。もちろん８ｔｈでも……。





【７月17日　20：23】西研究棟→大学男子寮りよう　斜面沿いに敵を避さけて男子寮に向かう。茂しげみに隠かくれながら退路を確保。





　となると、全ては11ｔｈの日記の力。悔くやしいが、やはりそう考えざるを得なかった。手下を操あやつる６ｔｈの千里眼日記と同タイプか？　いや、それなら天井からの攻こう撃げきがバレた説明がつかない。


　再びノイズ音と共に逃亡日記が書き換わっていく。しかも今度は……。





【７月17日　20：35】大学男子寮→11ｔｈ前　11ｔｈの手下に捕まり、11ｔｈに射殺される。





《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》





　く……《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》、だと？


　だ、駄だ目めだ！　フラグが立ちかかっている！


　このままじゃまずい。今すぐこの場を脱出して……。


　脱出……して……。


　くそ！


　脱出ったって、どこに逃にげろって言うんだよ！　逃げられるならとっくに逃亡日記にルートが表示されるだろうが！


　逃げ場を……。


　ちくしょう！　逃げ場を……失った……。


　その時、私は視線の先に見た気がした。


　茂みの中で、パンを抱だいて蹲うずくまっている幼い少女。ボロきれみたいな服を着て、泣きながら恐きよう怖ふに震ふるえ、来るはずもない助けを待つだけの……か弱い自分。


　ああ……。


『失敗』した自分……だ。


　茂みの外から足音が近づいてくる。


　駄目だ、捕まるっ！


　大きな手で首根っこをつかまれ、こめかみに拳けん銃じゆうを突つきつけられた。


「大人しくしろ！」


　ハハ、天下のみねね様も年ねん貢ぐの納め時か。ざまぁないね、こんなチンケな死に方なんざ……。


「このままやり過ごすぞ雨う流りゆう！」


「え？」


　何だ？


　この聞き覚えのある声は？


　視線を向けると、そこには無線機のマイクで何か連れん絡らくしている、西島の姿があった。西島……真澄だ。なんでこいつが、こんな所に？


「侵しん入にゆう者は男子寮から女子寮へ向かった──どうぞ！」


『了りよう解かい！』


　いや、11ｔｈの警備に当たっていたんだから、居合わせている事自体は不自然じゃない。けど何でこいつ、私を助けてるんだ？　噓うその情報まで流して……。


　逃亡日記に目をやる。ディスプレイには、さっきまでの《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》の表示が綺き麗れいさっぱり消え失うせていた。立ちかかっていた《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》フラグがひっくり返された……？　なぜだ？


「くそっ、だからこれきりだと言ったのに！」


　半分は私を責めるように、半分は自分で自分を嘲あざけるように、西島はそう言い放った。そして何やら紙かみ袋ぶくろを私に押し付けてくる。これは……昼間シュークリームと一いつ緒しよに持っていた、あの紙袋か？


「いま渡わたさないと後こう悔かいしそうだからな。渡しておく」


「な、何だよ……？」


「早く開けろ。開ければ分かる！」


　何が何やらサッパリ……。とりあえず、開けたらドカンの爆ばく弾だんとかじゃなさそうだ。私は言われるままに紙袋を開け、中に入っていた小さな四角いケースを取り出した。蓋ふたを開けてみる。


　キラキラ輝かがやく宝石で飾かざられた、シンプルな指輪がそこに鎮ちん座ざしていた。


「指輪……え？」


「俺はお前の味方をする事にした」


　完全に混乱している私に対し、さらに西島は意味不明な台詞せりふを言ってのける。


「俺と結けつ婚こんしてくれ雨流！」


「……は？」


　結婚？


　結婚って何だっけ？　白いドレス着てケーキ切ったり……二人で暮らして子供作ったり……。私にはまるで縁えんのない言葉だった。


　戸と惑まどう私の左手をとり、西島が指輪を取り付けていく。


「って、何勝手に指輪はめようとしてんだーっ！」


「いいだろ減るもんじゃなし」


「私に股またを開いて孕はらめとでも言う気か？」


「そうだよ。俺のガキを産んでくれと言っている」


「てめぇ……」


　私は言葉を失う。


　直球……。


　そうだった……こいつはこういう大おお馬ば鹿か野や郎ろうだった。女性警察官に変装した私に「僕と付き合ってみないか？」なんて真正面から告白してきたし、正体がバレた後も「君が魅み力りよく的てきだったのは事実だよ」みたいな歯の浮うく台詞を平然と言いやがったもんな。こんな状じよう況きようでもその馬鹿っぷりは変わっちゃいねぇ。


　そうだ、この状況……。


　今は西島なんざ放っておけばいい。それより、11ｔｈは一度私に《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》フラグを立てかけたはず……。


　何だ？　何のきっかけでそれが覆くつがえった？　まさか西島のプロポーズとか？　いやそんなわけは……。


「だからっ！　勝手に指輪をはめるんじゃねぇぇっ！」


　考え込んでいる隙すきに、西島はちゃっかり私の左の薬指に指輪をはめてしまいやがった。くそ、いつの間に指のサイズなんか測ったんだよ！　大きさがピッタリ合い過ぎて抜ぬけねぇじゃねーか！


　もうこの馬鹿には付き合ってられねぇ！　とにかくあのコンピュータだけは破は壊かいしないと……。全市民の日記所有者化なんて冗じよう談だんじゃない！


　私は西島を無視して走り始めた。一か八ばちか、逃亡を諦あきらめて攻撃に打って出る！　なぜかは知らんが逃亡日記を確かく認にんしても11ｔｈに先手を打たれるんだ。攻撃は最大の防ぼう御ぎよなりってな。


「おーい待てよ雨流！　まだ返事を聞いてないぞ」


　だが逃亡日記を見ながら走る私の後を、西島はなおもしつこく追いすがってきた。まったく……警備の刑けい事じたちが近くにいないからいいものの、一体なに考えてんだ？　今は生きるか死ぬかの瀬せ戸と際ぎわなんだぞ？


「照れてるのか？」


「照れてんじゃねぇ！　時と場所を考えろってんだ！」


「なら結婚……」


[image: ]


「何の『なら』だよ！　何のっ！」


「いいだろちょっとぐらい結婚してくれたって」


　こ、こいつ……。完全にキャラが変わってるだろ？　いつの間に一いち人にん称しようが『僕』から『俺』になったんだ？　確かにあいまいな腐くされ縁はもう終わりだって思ってたけどね。まさかここまで明後日あさつての方向に吹ふっ切れるとは予想外だったよ！　白黒つけ過ぎだろ！　極きよく端たんなんだよお前は！


「はっ・なっ・せっ！」


　ガッチリと私の左手を摑つかむ西島。えーい、お前は駄だ々だをこねるガキか！


「私の人生は、一人きりで定員なんだよ！」


「俺と定員オーバーしないか？」


「どうせ私の身体からだが目当てなんだろ？」


「そうだよ」


「あっさり認めたっ？」


「正妻が駄目なら愛人でもいいからさ」


「最悪だこいつ！」


「俺にはお前だけなんだよ」


「言ってる事が矛む盾じゆんしてるぞ……」


　だ、駄目だ……。全く諦めようとしない。


　あまりのしつこさに、私の苛いら立だちも最高潮に達しようとしていた。あーのーなー、今は何が何でもコンピュータを破壊しなきゃいけないんだよ！　11ｔｈの目もく論ろ見みが実現してみろ、桜見市は未来予知能力者で溢あふれかえっちまう。そうすりゃ街中大パニックだ。


「なー、どうしたら結婚してくれるんだよ？　なー？　なー？」


　それだけじゃない。誰だれが敵で誰が味方なのかも分からなくなる。互たがいの行動が干かん渉しようし合って未来改変も不安定になるだろう。とにかく、コンピュータをどうにかしないと八方ふさがりになるんだ！


「一人より二人の方がいいぞ？　なー？　なー？」


　私は西島の手を振ふりほどきながら、思わず叫さけんでいた。


「あー、もう！　お前がＨＯＬＯＮを壊こわせりゃ結婚してやるよっ！」


「よし！」


　待ってましたとばかりに西島が笑う。


「その時は、お前は俺のものだ」


「あ……」


　しまった。


　つい口車に乗せられて妙みような約束をさせられちまった。私とした事が……。


「クッ」


　きびすを返して走り出す。


　何を動どう揺ようしてるんだ私は……。西島なんかどうでもいいだろっ！　しょせん私は一人……他人に気を許したりなんかしない。


　そうさ、私はテロリスト。雨流みねねだ！　西島なんか関係ないね。どうせ私一人でＨＯＬＯＮを破壊してやるんだから！


「侵入者だ！」


　ドームの入り口には刑事たちが数人、待ち構えていた。冷静に考えれば、こっちは11ｔｈに先手を打たれているのに、よくここまで見つからずにやって来れたもんだ。あえてドーム内に侵入させ、私の退路を絶った上で袋ふくろのネズミにするつもりか？


　上等だね！


　袋のネズミになってやろうじゃないか！


　私はウエストポーチから手しゆ榴りゆう弾だんを取り出し、ピンを引き抜いて刑事たちめがけて放ほうり投げた。同時にゴーグルとイヤープロテクターも身に着ける。


　闇やみ夜よを切り裂さく閃せん光こうと轟ごう音おん。


　多対一でまともにやり合っても長引くだけだ。ここは割り切って、閃せん光こう弾だんによる強行突とつ破ぱを図はかる！


　たじろぐ刑事たちの合間を縫ぬって、私は全速力でドームの中に飛び込んでいった。うるさい西島もこれでついて来れなくなるだろう。仲間の刑事たちもいるのに、馴なれ馴れしく私に付きまとうわけにもいかないしな。


　このまま施し設せつの中心に飛び込んで、プラスチック爆弾を設置。とんぼ返りで即そく離り脱だつだ！　コンピュータルームが爆破できればそれでいい！


　ドーム内部の見取り図は完全に頭に入っていた。私は逃とう亡ぼう日記を見ながら廊ろう下かの角を曲がる。11ｔｈ相手じゃ私の未来日記もあまり当てにはできないが……今のところは順調だ。廊下の奥から新手の刑事が多数向かってくる。


　こいつらを閃光弾で突破し、そのまま直進すれば、廊下の奥がコンピュータルームになっているはずだ。逃亡日記の記述通りなら、無事爆弾を投げ込めるはず──。タイミングを合わせて閃光弾を投げつける。


「何っ？」


　しかし炸さく裂れつした閃光弾の光の向こうから、刑事たちは全く動じずに走り込んできた。目にはゴーグル。耳にはイヤープロテクター。こちらの手を読み切って、完全防備に身を固めている。11ｔｈの差し金かっ？


「ゴーグルだとっ？」


　刑事たちは三人がかりで私を廊下に押し倒たおし、身動き取れないように押さえつけてきた。万ばん事じ休すだ。


　くそ、やはり甘かったか。立ちかかっていた《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》フラグをひっくり返せたんだから、一いち撃げき離り脱だつくらいどうにかなると思ったんだが……。なぜだ？　なぜ11ｔｈはことごとく私の先手を打ってこれるんだっ？


　私は自分の身体の下した敷じきになったプラスチック爆弾のスイッチに指を当てた。


　──フン、『失敗』したのなら潔いさぎよく負けは認めるさ。


　だがむざむざ犬死にはしない。このプラスチック爆弾は、11ｔｈに投げ返された手榴弾とは威い力りよくが違ちがう。ここで爆破させても、ＨＯＬＯＮにはかなりの損害を与あたえられるはずだ。奴やつに殺されるくらいなら自爆してやるよ！


　時限起爆のスイッチを勢いよく押してやった。


「雨流ーっ！」


　だが次の瞬しゆん間かん、廊下に銃じゆう声せいが響ひびき渡る。私を取り押さえていた刑事たちが次々と血を噴ふき出して倒れていった。この声は……。


　ば、馬鹿なっ？　あいつ仲間の刑事を撃うったのか？　私を助けるために？　市長に反旗を翻ひるがえす覚かく悟ごで？


「西島っ！」


　駆かけつけてきたのは、やはりあの男……西島真澄だった。私の手から強ごう引いんにプラスチック爆弾を奪うばい取る。


「俺はお前の味方だって言っただろ！　貸せっ！」


　そのまま廊下の奥へ突つっ走っていった。私が自爆覚かく悟ごでスイッチを入れた事をすぐに察しやがったのか……。まぁ長い付き合いだからな。私の考えそうな事くらいお見通しなんだろう。


「コンピュータルーム！　市長がいるのはここか！」


　西島はドアを蹴け破やぶり、『ＨＯＬＯＮⅢ』の谷間にプラスチック爆ばく弾だんを放り投げる。すぐに引き返してきて、そのまま私の手をとった。全速力で出口を目指す。


「11ｔｈはっ？」


「確認している暇ひまがあるか！」


　確かに、グズグズしてたら私たちも爆発に巻き込まれちまう。幸い、ドーム内には他ほかの刑事たちの姿は無かった。西島が人ひと払ばらいしてくれたんだろうか。


「……仲間を撃っちまった。これで雪輝君たちを笑えなくなったな」


　自じ嘲ちよう気味に呟つぶやく。


　もっともな話だ。西島は私を助けるために仲間の刑事を撃ち、市長がいるかもしれない部屋に爆弾を投げ込んだ。８ｔｈと共に市長襲しゆう撃げき事件を起こした１ｓｔたちと、やってる事は何も変わりはしない。


　刑事としての地位、平へい穏おんな生活、安定した将来……それらを全すべて投げ打ってまで、西島は飛び込んできてくれたんだ。


　私を助けるため……。


　そのためだけに。


　二人がドームの外に飛び出すのと、プラスチック爆弾が起爆するのは同時だった。今までで一番の閃光と爆風が駆け抜け、屋根から壁かべにかけてドームに大きな風穴を開ける。あの建屋の壊れ方……。どうやら爆弾はちゃんとコンピュータルーム内部で爆発したようだ。まぁあそこから持ち出そうとしたって、時間的に間に合うはずがないんだがね。


　人目につかない茂しげみの中に移動し、私と西島は木々の隙すき間まから呆ぼう然ぜんとその有様を眺ながめていた。


　億単位の開発費をかけたプロジェクトが、たった一個の花火で一いつ瞬しゆんにしてパーだ。刑事たちが消火活動で右往左往している。あの様子じゃ私が見つかる危険はなさそうだね。逃亡日記にもきちんと脱だつ出しゆつルートが表示されていた。


「ＨＯＬＯＮは壊した。これでもう街に日記所有者が溢れる事はないだろ」


「あ、ああ……」


　西島の言葉に私はあいまいな返事をする。


　──いや変だぞ？　なぜこうなった？


　11ｔｈは全て予知していたんじゃなかったのか？　それなら西島が突とつ入にゆうしてくる事だって予知していたはず……。


　何だ？


　どうして西島は11ｔｈの予知の網あみにかからなかった？　《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》のフラグを打ち消したのもそうだ。西島と私、何が違うっていうんだ？　西島にあって私に無いもの……。一体何なんだ？


　すると突とつ然ぜん、背中に体温が伝わってくる。


「俺のものだ」


　気がつけば、西島が背後から私を抱だきすくめていた。ううっ……。考え込んでいたとはいえ、こうも簡単にバックを取られるとは……。不覚……。


「待て待て、ちょっと……！」


「約束したろ？」


「そうじゃない！　お前11ｔｈの予知が通じてないだろ！　なぜだ？」


「……俺の事、嫌きらいか？」


　西島は全く人の話を聞く気が無いらしかった。思い込んだら一直線ってタイプか。まさしく直球だな……。


　まぁ……私も……嫌いじゃない……けど……。


「お、おい……」


「一人より二人の方が絶対にいい」


　背中から私の正面に回りこんでくる。マズ……。洒落しやれにならねぇよ。いま目と目を合わせられたりしたら……。


「ちょ……待っ……」


「雨流、俺の女になれよ」


　どんどん西島の顔が近づいてきた。だ、だから……お前キャラ変わり過ぎだって……。そんな目で見られたら……。私……。


　唇くちびると唇の距きよ離りは、もう吐と息いきが感じられるほどだ。


　あ……駄だ目めっ。


　西島が目を閉じる。私もつられて瞼まぶたを下ろしちまった。何やってんだ私は……。なんで、こんな……男と……。


　け、刑けい事じなんだぞ……。


　それがテロリストなんかと……。


　私……。


　わ……、私はぁ……。





『──おい現場、どうなってる！』





　けど、甘いロマンスの時間はそこで終わりだった。


『現場報告の書き込みが滅め茶ちや苦く茶ちやだぞ！』


　無ぶ粋すいな無線の音声が一気に冷静さを取り戻もどさせてくれる。さっきのドンパチで、西島のイヤホンのプラグが外れてしまっていたのか。いやまぁ、むしろ助かった。危あやうく雰ふん囲い気きに呑のまれて既き成せい事じ実じつを作られるところだったぜ……。


「……何だ？　書き込み？」


　私の問いに、西島が名残なごり惜おしそうに答える。


「ああ、現場用の書き込みブログの事だな。市長から警備の刑事一人一人にアカウントを割り当てられていて……」


「11ｔｈから？　ＨＯＬＯＮにアクセスするためのアカウントかっ？」


　無線の声はさらに続けた。


『未来の事まで書いてある！』


「……まさか？」


　未来日記……。


　孫日記か？


「いや、そんなはずはない。コンピュータは破は壊かいしたはずだろ？」


「だがこの状じよう況きようは……」


　警察無線からは次々と悲鳴のような報告が入ってくる。市内で強ごう盗とう事件発生。病院で患かん者じやが自殺予告。痴ち話わ喧げん嘩かによる殺人未み遂すい──。


「くそ、なぜだ！　全市民の所有者化が始まったのか！」


　一体どれが現在の事件でどれが未来の事件なのかさえ分からない。他の刑事の書き込みを見て勘かん違ちがいした報告も多々あるだろう。事情を知らない人間がある日突然、未来日記を手にすれば、混乱するのは当然だ。


　仮に全桜見市民が日記所有者となったのなら、影えい響きようはこれだけに留とどまらない。警察活動はもちろん、交通や経済、市民生活のありとあらゆる場所に影響が出るはずだった。未来日記を悪用する奴が出てくれば、街はパニックになるぞ！





　　　　※





　恐おそらく８ｔｈは増ぞう殖しよく日記のサーバーを自分で持ち歩いていたはずだ。


　以前警察が『母の里』を捜そう索さくしても見つけられなかった。破壊されれば自身が消しよう滅めつする、命に等しい価値を持つ未来日記を、生活の拠きよ点てんから遠く離はなれた場所に保管するとは考えにくい。


　となれば結論は一つ。常に持ち歩いていると考えるのが自然だろう。あの独特の体型なら、ハーネスか何かで服の下に縛しばり付けておいてもバレないからな。


　て事は、私が逃にげ回って西島と馬ば鹿かやってる間に、11ｔｈは着々と『ＨＯＬＯＮⅢ』と増殖日記の接続を進めていたはず。三十分もあれば作業は完かん了りようするんじゃないか？　西島がコンピュータを破壊する直前に、ギリギリ接続できていたに違いない。問題はなぜ、コンピュータを破壊したのにＨＯＬＯＮが生きてるのかって事だが──。


　ＨＯＬＯＮ……日本語で『全体子』、か。


　どうやら私たちはまんまと11ｔｈに一いつ杯ぱい喰くわされたみたいだね。


　全体子というのは『部分』であり、同時に『全体』でもある構造を意味する。恐らくＨＯＬＯＮは複数台のコンピュータで演算をシェアするようなシステムなんだろう。私たちはコンピュータの一つの『全体』を破壊したものの……さらに上位から見ればシステムの一部、単なる『部分』を破壊したに過ぎなかったって事だ。


　考えてみれば、11ｔｈは私が閃せん光こう弾だんを使う事を予知していた。たぶんプラスチック爆弾の使用も。それなのにあえて奴はドームの中にまで私を誘さそい込んできた。こっちの意識をコンピュータの破壊に集中させ、増殖日記を接続する時間を稼かせぐのが本当の目的だったんだ。


　ＨＯＬＯＮを構成する残りのコンピュータがあと何台あるのか知らないが……それらを全て破壊しない限り、この事態は収拾できない。最低でもあと一台。11ｔｈの事だから二台か三台は用意しているだろう。


　もちろん８ｔｈや11ｔｈの殺害……あるいは増殖日記の破壊でも全市民所有者化計画は阻そ止しできる。けどそっちだって難易度の高さは同じだ。とにかく全市民の孫日記を無効化したいなら、割り切ってコンピュータを狙ねらった方がまだ取っ付きやすかった。


「とにかく一度態勢を立て直す！　例の病院に行くぞ。あそこなら安全だ」


　私は夜の街を西島と共に疾しつ走そうしていった。


　あちこちで妙みような騒そう動どうが起き始めている。やはり全市民に孫日記が与あたえられちまったのは間ま違ちがいないようだ。街中に予知能力者が溢あふれ返っていた。


「大だい丈じよう夫ぶなのか？　そこの医師だって郵送されたアカウントを持っているはずだぞ？」


「それなら心配ねぇ。あのジジイはパソコン嫌ぎらいだからな。アカウントとボールカウントの区別もつかねーよ」


　私の逃とう亡ぼう日記もさっきからノイズで改変されっぱなしだ。そこかしこに未来日記所有者がいる状況だからな……。数え切れないほどの所有者の行動が干かん渉しようし合って、逃亡日記としてまともに機能しなくなっている。


　くそ、もっと他に戦力が欲ほしい。


　11ｔｈに対たい抗こうできるような孫日記でもあれば……。


「アカウントって言えば西島？　お前の孫日記はどうしたんだよ？　お前にもアカウントは割り当てられてるんだろ？」


　11ｔｈの計画は、何も不利な点ばかりじゃなかった。西島みたいに、こっちの味方をしてくれる人間にも、平等に孫日記が与えられるからだ。上手うまく活用すれば貴重な戦力に成り得るはずだ。


「悪いな、俺は日記を書くみたいにコツコツ続ける作業は苦手なんだ。アカウントはもらったけど、一度もアクセスしてない」


「お前なぁ……この状況じゃ、戦力は少しでもあった方がいいんだぞ？　さっさと自分の孫日記を持て！」


「俺はバックアップでお前を助けるよ」


　まったく……。こいつも闇やみ医者のジジイと同じタイプか。確かに日記嫌いやアナログ人間には孫日記は使いこなせない。けど桜見市民の中じゃ少数派だろうな。現在ほとんどの市民は自分の未来日記を持っているはずだ。


　敵でも味方でもない第三者なら人じん畜ちく無害……と言いたいところだが、そうはいかねぇ。日記所有者同士の戦いにおいては、所有者の存在自体が不確定要因になっちまうんだよ。要するに邪じや魔ま者もの。障害物だな。


　現に今こうしている間にも、街中の所有者の中に11ｔｈの手下が混じっているかもしれなかった。見分けるのは非常に困難だ。


「着いたぞ、この先だ！」


　私たちは古びたビルの階段を駆かけ上がっていった。桜見中央大学での戦いで、こっちの武器も弾だん薬やくも尽つきかけている。ジジイは護身用に武器をいくつか隠かくし持っているからな。そいつを拝借して一時的に態勢を整え、私のセーフハウスまで移動し、そこで本格的な戦せん闘とう準備を整える算段だった。


「もう診しん察さつ時間は終わってるだろ？　どうやって中に入る？」


「ピッキングくらい造作もねぇよ。ジジイには後で謝っておくさ」


　だがその時。


　まるでこっちの動きを読んでいたかのように、階段の先に人ひと影かげが一つ、浮うかび上がった。まさか……先回りされていた？　敵の日記所有者か！


　私たちは目配せし合って、一度引き返す事にした。


　この状況で戦うのは不利だ。


　ところが階段の下にも人が近づいてくる気配がする。クッ！　前と……後ろにもっ？　挟はさみ撃うちにされたっ？


　仕方がねぇ……。殺やるか。私はウエストポーチの手しゆ榴りゆう弾だんに手を伸のばした。西島も胸のホルスターの拳けん銃じゆうを引き抜ぬこうとする。相手は11ｔｈの手下か、それとも日記を悪用した犯罪者か──、まぁどっちでもいい。邪じや魔まをするなら始末するだけさ。


　けれども……。


「よぉ！　待ってたぜ西島のおっさん！」


　頭上から聞こえてきたのは、妙にフレンドリーな少年の声だった。


「……え？」


　さらに階段の下からは少女たちの歓かん声せいが響ひびく。


「何や、みんな先に着いとるやないか」


「お待たせしましたですわ」


　何だ、このガキどもは？


　中学生……か？　西島の知り合いらしいが？　もう時刻は夜の十時過ぎ……良い子が出歩いていい時間じゃないぞ。


　すると階段の上にいた少年が、突とつ然ぜん私の顔を指差して叫さけんだ。


「あーっ！　てめぇは俺の学校爆ばく破はしたテロリストじゃねぇか！　なんで刑事のおっさんと一いつ緒しよにいんだよ！」


　俺の学校？　ははん、１ｓｔと戦った時の話か。こいつあの中学校の生徒だったみたいだな。しかしそれよりも今は……。


「待て。こっちの質問が先だ。お前らなぜここにいる？」


　どうしてこいつらがジジイの病院に……しかも私たちが来る事を予想して待ち構えていたのか。それを聞くのが先決だった。





　　　　※





「孫日記所有者になっただって？」


　病院の待合室で、西島が呆あきれた声を上げた。まさか11ｔｈが中学生の子供にまでアカウントを送っていたとは思わなかったらしい。１ｓｔも２ｎｄも中学生なんだ。不自然な話じゃないだろう。


　この三人のガキ連中は、秋瀬と同じく１ｓｔのダチだそうだ。秋瀬ほど頭は回らん奴やつらみたいだが……西島の依い頼らいで、廃はいホテルに監かん禁きんされていた１ｓｔを２ｎｄの手から奪だつ回かいした事もあるとか。サバイバルゲームの秘密を知っていて、かつ西島に協力的な人間というのは貴重な存在だった。


「なっちまったもんは仕方ねーだろ？　せっかく市からアカウントもらったんだ。使ってみたくもなるしよ」


「まさかウチらまで所有者になるなんて……」


「思いませんでしたわ」


　まぁこれがアカウントを受け取った人間の、ごくごく普ふ通つうの反応だろうな。下手へたすりゃ５ｔｈみたいな、三つ四つのガキだって孫日記を持ってるかもしれねぇ。ジジイや西島が特別なだけだ。


　ショートカットの女……日ひ野の日向ひなたとか言ったか？　そいつが訊きいてもいないのに、関かん西さい訛なまりで自分の孫日記を解説し始める。


「ウチの日記は『友情日記』や！　友達とのやり取りをメモ書きする日記やったんやけど……。ほれ、ここに西島のおっさんの予知が書いてあるやろ？　これ読んで急いで駆けつけたってわけや！」


　見ると、その携けい帯たいのディスプレイには『刑けい事じさんから連れん絡らくがある。協力して欲しい事があるらしい』との記述が確かく認にんできた。続いて落ち合う場所として、この病院の場所まで詳くわしく書かれている。


「……フン、一応理り屈くつは通ってるな」


　ジジイは表向き普通の医者だから、中学生のガキがこの病院を訪おとずれても問題は無い。だがコンビニ感覚でホイホイ場所を教えるのは感心しないな。ここは裏社会の人間も出入りする病院だ。よっぽどの事情が無い限り、ガキの遊び場にするべきじゃねぇ。


　私は非難するような視線で西島を睨にらんだ。もっとも、当の本人もなぜガキ連中を呼ぶ事になるのか、分かってない様子だったが。


「あれ？　未来の僕は彼らに何を頼たのむつもりなんだ……？」


　続いて携帯を掲かかげるのは、ベレー帽ぼうを被かぶったロングヘアの女。野の々の坂さかまおだ。


「私はこの『ラブラブ日向日記』に、日向が出かけるって書いてあったから」


　ラブラブ……だぁ？


　私が反応するより前に、日向が強ごう引いんに携帯を奪うばい取る。


「ちょちょっ、ラブラブって何やねん！　ラブラブって！」


　恐おそらく２ｎｄの日記のような、ストーカーまがいの日記なんだろう……って、真ま面じ目めに解説するのも馬ば鹿か馬鹿しくなってくるな。こいつら中学生にしてもうデキてるのか？　最近の若い連中は進んでるねぇ、オイ。


「『今日は身しん体たい測定。日向のおっぱいがまた大きくなった。おっぱいいっぱい大きくなぁれ』……って、何書いてるんやまおーっ！」


「いやー、返してーっ！」


「結局何しに来たんだよお前らは……」


　私はこめかみを指で押さえて溜ため息をつく。こっちはＨＯＬＯＮをどうやって攻こう略りやくするかで頭が痛いってのに……。ガキのお遊びに付き合ってる暇ひまはねーんだぞ。これならさっさとセーフハウスに移動して仮か眠みんをとった方がまだ有意義だ。


「──多分これじゃねーかな」


　最後に残った少年……高こう坂さか王おう子じが不意に呟つぶやいた。


　日野と野々坂の二人は私と初対面だが、こいつだけは１ｓｔの学校を爆破した時に顔を合わせているらしい。まぁこっちはターゲット以外の人間の顔なんざいちいち覚えていないが……。そういえば、私の脅きよう迫はくに屈くつして１ｓｔをひっ捕とらえた連中の中に、こんなツラがいたような気もする。


「俺の日記は『Ｎｅｏ高坂ＫＩＮＧ日記』！　こいつは俺様と、俺の周りの奴のちょっぴり輝かがやいてた瞬しゆん間かんを記した日記よ！」


「Ｎｅｏって……相変わらず中二病全開やな」


「う、うるせーぞ牛女っ！」


　日野と高坂がいがみ合う。あー、もう、いちいち突つっ込む気にもならん。手を組み合って牽けん制せいし合う二人をよそに、私は高坂の携帯を掠かすめ取って内容を確認した。


「これは……」


　そこには、『西島のおっさんがコンピュータの場所を突き止める。俺ほどじゃねーが輝いてるぜっ！』という記述があった。


「この後、西島はエンジニアを当たって、残るＨＯＬＯＮの場所を突き止めるようだ。場所は市中央のツインビルディング。両最上階に一台ずつか……厄やつ介かいだな」


　ツインビルディングといえば、桜見市で最も高い三十二階建ての高層ビルだった。外装はガラス張りになっていて、北きた塔とうと南塔の二ふた棟むねから成り、十階と二十五階は渡わたり廊ろう下かで繫つながっている。十九階まではショッピングモールやホテルなどの一いつ般ぱん開放フロア。二十階から上は企き業ぎようフロア。目的のコンピュータはその最上階に設置されているらしい。


「それぞれ、『ＨＯＬＯＮⅠ』が北塔、『ＨＯＬＯＮⅡ』が南塔だ。チンタラ片方ずつ破は壊かいしていたらこっちが先に潰つぶされちまう。両方同時に落とすのが理想的だな」


「でも渡り廊下から最上階までは七階分の高さがあるぞ？　エレベーターを使ったとしても、同時にコンピュータを攻こう撃げきするには人手が……必要……。ああ！　そうか！」


　唐とう突とつに西島がポンと手を叩たたく。


「分かった！　君たちに頼みたいのはそれだ！　ツインビルディング攻略を手伝って欲しい！」


「ええぇぇぇっ？」


「秋瀬君にもぜひ協力してもらおう」


　確かに人手は必要だし、他ほかに助けの当てもないが……。携帯で秋瀬に連絡を取ろうとする西島に、高坂が食って掛かかった。


「待てよ！　あんた刑事だろっ！　俺たちにテロの片棒を担かつがせる気かっ？」


「いや、今は非常時で……」


「それにこいつはっ！　俺のクラスの奴らの仇かたきなんだぞ！」


　私を指差す高坂。


　かつての記き憶おくがフラッシュバックする。


　校庭に立ち、爆破スイッチを掲げて人ひと質じちを脅おどす私。火薬と血の匂におい。焼け焦こげる死体。逃にげ惑まどう中学生のガキ連中。


　クラスの奴らの仇……か。クラスメイトってだけの赤の他人にそこまで肩かた入いれするたぁ、随ずい分ぶんおめでたい奴だな。自分以外の誰だれが死のうと、知ったこっちゃねーだろうに。


「そうだな、お前のお友達を殺したのは私だ。そして今度はＨＯＬＯＮを破壊し、８ｔｈも殺す。最終目標は桜見市長……11ｔｈだ。これはそのための作戦。また罪の無い人間が大勢死ぬぜ？」


「てめぇ……」


　高坂が青筋を立てて怒いかりを露あらわにする。フン、中学生のガキは扱あつかいやすくっていい。大体の事情を知っている日野と野々坂も、複雑な感情が入り混じった視線を私に向けていた。見かねて西島が割って入る。


「雨流、今は街の平和を取り戻もどすのが先決だろ？　ＨＯＬＯＮを破壊するのもそれが目的……」


「綺き麗れい事で取り繕つくろったって、人殺しをするのは本当の事さ」


　私は連中に背を向けて、ドアの方へ歩き出した。ジジイの隠し持っていた武器は確保済みだ。これでセーフハウスまで安全に移動できる。


　今までだって一人でやってきたんだ。


　今回も一人でやってやる。


「明日、私は正面ロビーからツインビルディングを攻略する」


「おい、協力はしねーからな！」


「勘かん違ちがいするんじゃないよ。巻き添ぞえ食くらいたくなけりゃ、その辺に寄るなって忠告さ。ガキは家で大人しくしてな」


　日記所有者同士の戦いにおいては、所有者の存在自体が不確定要因になっちまう。要するに邪じや魔ま者もの。障害物だ。


　協力なんか要いらない。邪魔さえしなければそれでいい。


「待てよ雨流！」


「西島、お前もだ。孫日記も持ってないんじゃ足手まといになるだけ。今晩はそこのガキ三人を家に送ってやって、明日は桜見署でせいぜい弁解するがいいさ。私に脅されていたって言えば、中央大学での一件も、万に一つ見み逃のがしてもらえるかもしれねーぜ？」


　言い捨てると、私はドアを開けて待合室を出て行った。そのまま階段を駆かけ下りていく。夜の闇やみに紛まぎれて治安が悪化している中で、ガキ連中を置いてけぼりにするほど西島も馬ば鹿かじゃない。奴は追ってこなかった。


　これでいい。


　これでいいんだ。


　ＨＯＬＯＮの場所が分かったところで、11ｔｈの日記の正体が分からない以上、こっちの勝ち目はゼロに近い。私についてくれば死ぬだけさ。


　別に西島やガキ連中が死のうと生きようと興味ないけどね。私が巻き込んだら、まるで一人で死ぬのが恐こわいから心中したみたいじゃないか。そいつはカッコ悪い。天下のテロリスト・雨流みねね様の最さい期ごはもっとクールじゃなきゃ面おも白しろくないだろ？


　11ｔｈを道連れにして、せいぜい派手に散ってやる。


　それだけだった。


　それだけしか私は考えちゃいない。


　考えちゃいない……はずだ。


　別に──。西島やガキ連中が死のうと生きようと……興味は、無かった。





　　　　※





　ところが翌朝。


　セーフハウスで一夜を明かした私がツインビルディングに向かうと、そこには既すでに西島の姿があった。


「頭冷やせよ雨流」


「西島……」


「俺はお前の味方だと言ったろ？」


　いつもと変わらない笑え顔がおを私に向けてくる。


　一夜明け、街は一応の平静を取り戻しているが、それは表向きの姿だった。桜見市民の多くが日記所有者になった以上、いつどこで騒そう動どうが起こるか分からない。逃とう亡ぼう日記を持っている私でさえ、不用意に街を出歩くのは危険なんだ。


　それなのにこいつはよくもまぁ、ノコノコと……。


　いや、姿を見せたのは西島だけじゃない。


「意外そうな顔してんじゃねーぞ！　この街を守れんのは俺様しかいねーんだからよ！」


　高坂王子。


「家で寝ねとっても寝覚めが悪いだけや！」


　日野日向。


「日向と一いつ緒しよなら恐こわくなんてありませんわ！」


　野々坂まお。


　三人のガキ連中も、揃そろいも揃って正面ロビー前の広場に集まっていた。分かってるのかこいつら？　今から私がやろうとしている事は、破壊活動のテロ行こう為いなんだぞ？　自分が殺されるかもしれないんだぞ？　以前、廃はいホテルに監かん禁きんされていた１ｓｔを助け出した一件とはわけが違ちがう。


　それなのに……。


　どうしてそこまで私を助けようとしてくれるんだ？


　本当に、どうしようもなくお人よしで真っ直すぐな、救いようのない──。


「ったく……。馬鹿な奴やつらだ」


　──大馬鹿連中だった。


　西島が肩かたをすくめる。


「確かに馬鹿かもしれないが、記憶力は悪くないつもりだぞ？　雨流、約束は忘れてないよな？」


「約束？」


「予定通りＨＯＬＯＮは俺が壊こわす。そしたらお前は俺と結けつ婚こんしてテロリストも辞やめるんだ。……そういう約束だろ？」


　ああ、そう言えばその場の勢いでそんな事も言ったっけな……。こいつ、意外と根に持つタイプか。寝ね耳みみに水の話に沸わき立ったのは、高坂たち三人だ。


「……な、何だよその話？」


「いつそんな仲に？」


「刑けい事じとテロリストでしょう？」


　私とは赤の他人だっていうのに、まるで自分たちの事のように盛り上がっている。こいつらはこいつらで相変わらずおめでたい。


「やるなおっさん！　意外と手が早いじゃねぇーか！」


「いやぁそれほどでも」


「結婚式にはぜったい呼んでや！」


「もちろん。君たち全員招待するよ」


「それで、お子さんは何人のご予定ですの？」


「とりあえず男の子と女の子、一人ずつは欲ほしいかな」


　ガキ連中の質しつ問もん攻ぜめに、西島はスラスラと答えていった。もう奴の頭の中には、私との新しん婚こん生活のプランがすっかりでき上がっているらしい。アホらしくて突っ込む気にもなれんな……。私は頭を搔かきながらヤケクソ気味に言ってやった。


「分かった分かった。ったく、もう勝手にしろ……」


　その言葉をＯＫの返事と解かい釈しやくしたらしい。


　西島とガキ連中がさらに大盛り上がりになる。正面ロビー前広場の通行人が何事かと視線を送ってくるくらいだ。


「──雨流、俺がお前を幸せにしてやるよ」


「あっそ」


　まったく……。11ｔｈの日記の正体も分からない、勝てるかどうかも分からないってのにこいつらは……。楽天的にも程ほどがあるぞ。


　でもまぁ。


　西島みたいな男に騙だまされる一生も悪くはない。


　テロリストを辞める……か。


　本当に来るのかね。


　そんな──、日が。


「ん？」


　その時ふと、私の目にあるものが飛び込んできた。高坂が背負っている望遠鏡だ。中学生のガキ連中だから、武器らしい武器なんて持ってないんだろうが……なんで望遠鏡なんか持参してきやがったんだ？


「おいお前……なんだその望遠鏡は？」


　私が尋たずねると、高坂は自信満々に背中のそれを掲かかげてみせる。


「お、目ざといな。こいつは俺の秘密兵器だぜ！　相手は日記所有者だから……こいつで敵の日記を覗のぞいてやろうと思ってよ！」


　レンズを覗き込んでツインビルディングを見上げる。おいおい……そんなもんで日記を覗く事ができるなら苦労しねーよ。聞いた私が馬鹿だった。


「アホかーっ！」


「あだーっ？」


　日野のチョップを後頭部に受け、高坂が望遠鏡を目にめり込ませる。一生やってろ。そりゃ確かに、敵の日記を覗けるなら、サバイバルゲームにおいてこんな有利な話はない……けど……。


　……待てよ。


　日記を……覗く、だと？


「雨流？　どうした？」


　私の表情が変わった事に気付き、西島が声をかける。だが今の私に返事をする余よ裕ゆうは無い。見つけたかもしれないんだ、11ｔｈの日記の正体……。その糸口を。


　まさか奴の日記の正体は……。


　いやしかし、未来日記は私たちが元々つけていた『日記』に予知能力が与あたえられたものだ。とするなら、この推測には少し無理がないか？　11ｔｈが元々、そんな『日記』をつけていたとは考えにくい。


　ただし可能性はゼロじゃない。


　もしかしたら、の話だが……。


　くそ、考えていても埒らちが明かねぇ！　こいつはデウスを問い質ただしてみる必要があるな！


「雨流？」


「何で気付かなかったんだ……。11ｔｈの日記の正体が分かった！」
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　ツインビルディングの北きた塔とう最上階には、私が私的に借り受けているオフィスがある。もちろんそれは、『全桜見市民・未来日記所有者化計画』の確実なる実行のためだ。このツインビルディングの両最上階には、それぞれ計画の要かなめである『ＨＯＬＯＮⅠ』と『ＨＯＬＯＮⅡ』が設置されていた。


　桜見中央大学のドームに造られた『ＨＯＬＯＮⅢ』は、プロトタイプをバージョンアップして予備システムに転用したものだ。これは言わば増ぞう殖しよく日記との接続作業を行うための捨て駒ごま。接続作業中が、最も他ほかの所有者に攻こう撃げきされる危険が高いからな。


　９ｔｈはまんまとこちらの餌えさに食い付き、必死になって『ＨＯＬＯＮⅢ』を破は壊かいしようと奔ほん走そうした。その間にこちらは、『ＨＯＬＯＮⅠ』と『ＨＯＬＯＮⅡ』の所在を知られる事なく、ＨＯＬＯＮ全体と増殖日記との接続に成功したというわけだ。勇ゆう猛もう果か敢かんに敵に立ち向かうしか能のない人間は、行動パターンが読みやすくていい。実に利用しやすかった。


　お陰かげで貴重な臨りん床しようサンプルが多数手に入ったよ。


　それは一晩だけでも十分な数だった。


　神に近しき予知能力を手にした時……人は果たしてどう動くのか。金かね儲もうけに走る者がいれば、直接犯罪に手を染める者もいるし、状じよう況きようが分からず家に閉じ籠こもる者もいた。自分の未来に絶望する者、知らなくてもいい事を知って苦しむ者。中には未来日記の所有を拒こばむ者もいたな。


　……９ｔｈに力を貸す西にし島じま刑事のように。


　私は自分の日記、Ｔｈｅ ｗａｔｃｈｅｒの画面に指を走らせた。


「９ｔｈとその手下どもが向かってきているな。あと一時間ほどで攻せめ込んでくる」


　この日記は神の日記だ。予知できぬものなど何もない。９ｔｈの手の内など、いくらでも先読みする事ができた。


　まずは二手に分かれる、か。９ｔｈと西島刑事が北塔攻こう略りやく。高こう坂さか王おう子じら三人が南塔攻略……。ふむ、十九階まではショッピングモールやホテルが続いている。捕とらえるのは人目もあるだろう。


「いかがなさいますか？」


　傍かたわらに立つ秘書、黒くろ崎さき竜りゆう司じが私の指示を仰あおぐ。


「奴らは二十階でエレベーターを降りるようだ。企き業ぎようフロアの全室に緊きん急きゆう退たい避ひ勧かん告こくを出せ。テロリストの襲しゆう撃げき情報を察知したとな」


「では警備の誘ゆう導どうで非常階段を使わせます」


「二十階から上が無人になったところで、エレベーター前に警備を回す。そこで始末だ」


　もちろん、この動きは９ｔｈたちも日記によって予知してくるに違いない。奴の性格からすれば、二十階から上が目もく撃げき者ゼロの無法地帯になったからといって、攻撃をためらう事はない。むしろ自分から嬉き々きとして飛び込んでくるタイプだ。


　さすがにノコノコ二十階でエレベーターを降りる事はないだろうが……。考えられる対たい抗こう策としては、直前で十九階に降りて、階段で二十階に侵しん入にゆうといったところだな。どんな手を使おうとＴｈｅ ｗａｔｃｈｅｒの予知に敵かなうはずがない。日記の記述の変へん更こうを確かく認にんして、その後で警備の人間を動かせばいいのだから。


　さて、お手並み拝見といこうかね、９ｔｈ。


　せいぜい私に面おも白しろい臨床サンプルを提供してくれたまえ。





　　　　※





　ショッピングモールは昼間からかなりの賑にぎわいだった。


　私たちは予定通り二手に分かれ、それぞれエレベーターに乗り込んでいく。私と西島が北塔。高坂たちが南塔だ。


「雨流、そろそろ日記を貸してくれ！」


「ああ」


　やはり人目のある所では襲おそってこなかった。日記の予知によれば既すでに二十階から上の企業フロアは人ひと払ばらいされている……ここからが勝負だ。


　因果律大聖堂でデウスを問い質した私は、ようやく11ｔｈの日記の正体を摑つかむ事ができた。そしてその対応策も急きゆう遽きよ考案したんだ。名づけて──。


「始めるぞ。ムクドリ作戦、だ！」


　二十階のボタンを指で押す。エレベーターのドアが閉まると同時に、ケージがどんどん上じよう昇しようしていった。私の隣となりでは、西島が必死に携けい帯たいを操作している。南塔でも今いま頃ごろ、高坂たちがエレベーターの中で携帯をカチカチやってる事だろう。


　デウスから聞いた11ｔｈの日記の正体。それは──。


「他の所有者の『日記』を覗き見る能力！」


　皮肉なもんだ。


　私は孫日記があれば戦力になると思っていた。所有者同士の戦いにおいて、未来日記は最大の武器。まして破壊されても所有者が死なない孫日記は、使わなきゃ損だと思い込んでいたくらいだ。ところが実際はその逆……。日記を持たない事が、11ｔｈの日記に対抗する最も有効な手段だったんだ。


「西島が奴やつの予知にかからないはずだよ。当たり前だ。西島は未来日記なんか持ってないんだからな」


　そもそも全市民所有者化計画なんて話を聞いた時に気付くべきだった。11ｔｈの狙ねらいは、桜見市民が未来日記を持った時、どんな行動をとるのか……その臨床サンプルの収集にある。しかし11ｔｈ一人で、混乱した街の様子をつぶさに記録する事など不可能じゃないか。それなのにどうして11ｔｈはこんな馬ば鹿かげた計画を実行に移したのか？


　答えは簡単だ。


　奴の日記が、全すべての未来日記を覗のぞき見る事ができるから。大量のデータを別のハードディスクに圧縮して記録すれば、いくらでも後からサンプルを検証する事ができる。全てはＴｈｅ ｗａｔｃｈｅｒの能力に基もとづいて立てられた計画だったんだ。


　けれど私には一つだけ引っかかる事があった。


　未来日記は私たちが元々つけていた『日記』に予知能力が与えられたもの。11ｔｈは何のために『他人の日記を覗き見る日記』をつけていたんだろうか？　それは日記としてはあまりに不自然な内容だった。


　だがその疑念も、デウスに直接問い質す事で氷解した。


　ツインビルディングに突とつ入にゆうする直前。私は因果律大聖堂に赴おもむき、奴から驚きよう愕がくの事実を聞かされたんだ。


　11ｔｈの日記について自分の推測を話すと、デウス・エクス・マキナは傲ごう岸がんな態度で私を賞賛した。


「──そう、それがＴｈｅ ｗａｔｃｈｅｒの能力。よくぞ気付いた」


「世辞はいい。それより、どうして11ｔｈは『他人の日記を覗き見る日記』なんてつけていたんだ？　奴が元々覗き見ていた日記とは何だ？」


　既に顔の半分が崩ほう壊かいしているデウスは、けだるそうに玉座に身を預けながら、ゆっくりと口を開く。


「この未来日記所有者同士のサバイバルゲーム……。企き画かくしたのは私だが、『未来日記』という仕組みを考えたのは、11ｔｈだ」


「……何？」


「奴は人のさらなる進化を求め、神の力を人間に分け与あたえるよう提案をしてきた。それが人の性さがを反映した予知システム……つまり、『未来日記』」


　デウスとムルムル、それに11ｔｈは、携けい帯たい電話のメモ帳を依より代しろにして、幾いくつかの『原初未来日記』を試作したそうだ。


　周囲を予知する日記……Ｔｈｅ　ｒａｄａｒ。


　特定対象者を予知する日記……Ｔｈｅ　ｓｅａｒｃｈｅｒ。


　組織の活動を予知する日記……Ｔｈｅ　ｏｒｇａｎｉｚｅｒ。


　予知能力を他に付ふ与よする日記……Ｔｈｅ　ｓｕｐｐｌｉｅｒ。


　連中は原初未来日記の実験と改良を何度も繰くり返した。予知の有効性。未来改変に伴ともなう記述の変更と、そのレスポンスの速度。因果律への影えい響きよう。日常生活におけるメリットとデメリット。サバイバルゲームを始めた際の、駆かけ引きの可能性。


「そして奴はそれらの挙動を己おのれの日記に記し、さらにＴｈｅ ｗａｔｃｈｅｒという未来日記を作った」


「だからあらゆる日記の内容が分かると……？」


「そうだ」


　デウスは崩壊しかかっている顔を私に向け、不敵に微笑ほほえんだ。


「お前が相手をする11ｔｈは、言わば未来日記の創造主なのだよ」


　ふざけた話さ。


　十二人の未来日記所有者によるサバイバルゲームなんて言いながら、プレイヤーの一人がルール作りの段階から参加してやがったんだ。全然フェアじゃねぇ。


　まぁ桜見中学校の中だけで三人も所有者がいたり、ろくにルールも説明しないうちにゲームが始まっていたり、確かに最初からフェアじゃなかったけどね。ガキの５ｔｈなんかがプレイヤーに選ばれている辺り、元々フェアにするつもりもないんだろう。


　これは公正な競争によるゲームじゃない。


　あくまでデウスが後こう継けい者しやを選ぶために行っているイベントなんだ。


「しゃらくさいっ！」


　私は叩たたきつけるようにして、十九階のボタンを押した。


　いいさ。元々この世の中、公正な競争なんてありはしない。最初から不条理。不平等。真ま面じ目めに努力した奴が馬鹿を見て、クソみてーな悪党が好き勝手やってるのが現実だ。そいつをどう引っくり返すかってのが、人生の醍だい醐ご味みだろうが。


「西島！　ムクドリ作戦は問題ないか？」


「ああ、言われなくても打ってる！」


　エレベーターの階数ランプは、十九階と二十階が点灯していた。幸い、途と中ちゆうから乗り込んでくる奴らはいない。ケージが十九階で停とまると、私たちは即そく座ざにエレベーターから降りていった。ここはホテルフロアの最上階。スイートルームなどがある場所だ。


　つまり私たちは二十階の手前、十九階で降りた事になる。


　だが西島が持っている逃とう亡ぼう日記に表示されている内容は、事実と異なっていた。現時刻……十三時九分の記述はこうだ。





【７月18日　13：09】北塔一階→二十階　エレベーターで二十階まで移動。待ち伏ぶせていた11ｔｈの手下に捕つかまる。





「今頃上は大おお慌あわてだろ」


「ああ、向こうは日記の表示を信じているはずだ」


　11ｔｈの日記は他の所有者の日記を覗き見る事ができる。だがもしその日記の記述自体がフェイクだったとしたら？　なまじ日記を盗み読みできる分、そいつに頼たよりきってしまって、誤情報にもまんまと騙だまされるだろう。


「元はただのメモ書きだ。向こうが覗いてるっていうんなら──手打ちで未来日記を書き換かえてやればいい！」


　高坂たちも同じように、自分たちの孫日記を書き換えているはずだ。連中の孫日記も本来は単なるブログ……いくらでも噓うそは書き込めるからな。


　Ｔｈｅ ｗａｔｃｈｅｒ、か。


　覗き見の日記とは面白いね11ｔｈ。神を気取ってコソコソ隠かくれ、自分の手を汚よごさず、他ほかの所有者同士が潰つぶし合うのを待ってるあんたには……何ともお似合いの日記だよ！


　エレベーターを降りた私たちの行動に応じて、逃亡日記が自動的に書き換わっていく。西島が手打ちで書き換える前の正しい記述。これは未来日記本来の機能だ。





【７月18日　13：09】北きた塔とう一階→十九階　11ｔｈの動きを察知し、直前でエレベーターを降りる。楽勝だぜ！





「ムクドリってのはね、群れでよく鳴いてうるさがられる鳥なんだ。これは同じようにうるさく情報を書き換えて、11ｔｈを撹かく乱らんする作戦さ」


　エレベーターを降りた私たちは、逃亡日記の予知に従って、Ｂ階段に向かって走り始める。ホテルフロアと企き業ぎようフロアを繫つなぐ、非常階段の一つだ。


　同時に西島は『Ｂ階段に向かう』という正しい記述を消去し、『Ａ階段に向かう』という虚きよ偽ぎの記述を新しく打ち込んでいった。





【７月18日　13：12】北塔二十一階Ａ階段→二十二階Ａ階段　敵を避さけ、Ａ階段を上に移動中。進路はオールグリーン！





「これを覗き見た11ｔｈは、手下をＡ階段に向かわせるはず……。っと、雨流！　前方の角から偶ぐう然ぜん敵が現れるぞ！　銃じゆうで先に撃うて！」


「あいよ！」


　11ｔｈの日記の正体が分かった以上、逃亡日記の記述は信しん頼らいできる。西島の指示に従い、私は拳けん銃じゆうで敵を排はい除じよしていった。


「……フン、創造主が何だってのよ！　そのテッペンから引きずり下ろしてやる！」





　　　　※





「中にいない……だと？」


　黒崎からの報告に、私は顔をしかめる。


　北塔のエレベーターも、南塔のエレベーターも、二十階に到とう着ちやくした時にはもう中は無人だったそうだ。


　確かに、危険を知りながら二十階で降りるのは不自然だとは思った。しかし私の日記……Ｔｈｅ ｗａｔｃｈｅｒにも、確かに９ｔｈたちは二十階で降りると表示されていたのだ。何かギリギリで手を打つつもりかと勘かん繰ぐっていたのだが……。既すでにもぬけの殻からとは予想外だ。


　もう一度『９ｔｈ』のタブを指でタッチし、逃亡日記の内容を表示してみる。





【７月18日　13：09】北塔一階→十九階　11ｔｈの動きを察知し、直前でエレベーターを降りる。楽勝だぜ！





　馬鹿な、十九階で降りただと？　さっきまでの表示と変わっている！　直前で鳴った記述改変のノイズはこれか……。一体どんな手を使って未来を改変したというのだ？


　とにかく今は９ｔｈの動きを読むのが先決だ。最新の表示を指で追う。





【７月18日　13：12】北塔二十一階Ａ階段→二十二階Ａ階段　敵を避け、Ａ階段を上に移動中。進路はオールグリーン！





「北塔二十二階、Ａ階段だ！」


　私の指示を受け、黒崎が警備の『始末屋』に連れん絡らくを回した。続いて高坂王子や野の々の坂さかまおのタブを選せん択たくし、彼らのブログも閲えつ覧らんする。


　アカウント所有者のみにしか閲覧できないように設定してあるようだが、こんなものは何の意味もない。Ｔｈｅ ｗａｔｃｈｅｒの力にかかれば、たとえ５ｔｈや６ｔｈのような手書きの未来日記であっても覗き見る事は可能なのだ。氏名を検けん索さくしてタブをタッチすればすぐに内容を確かく認にんできる。


　いずれも南塔の二十一階、中央廊ろう下かで敵をかわしているとあった。


「南塔！　二十一階中央廊下！」


　ここにもすぐに『始末屋』たちを向かわせる。


　案ずる事はない。Ｔｈｅ ｗａｔｃｈｅｒの能力がある限り、私の敗北は有り得んのだ。新たなる神となるべき私が、負ける事など絶対にない。


　絶対にない……はずだ。


「市長！　いずれも発見できないとの報が……」


「……クッ」


　なぜだ？　日記の表示を読んで先手を打っているというのに、なぜ奴やつらを捕とらえられん？


　これは……まさか？


「こちらが覗のぞいている事が……バレている？」


　だとすれば奴らの日記の記述は全すべて誤情報……。手打ちで書き換えた虚偽の記述！　フェイクという事か！


　９ｔｈは桜見中央大学での戦いで、まともに戦えば私の日記には勝てない事を悟さとったはずだ。それでもここに攻せめてきたのは、不確定要因である西島刑けい事じと、孫日記を持つ三人の協力者を得たから……だと思っていた。頭数さえ揃そろえれば私に対たい抗こうできると。


　だがこちらの予想以上に、どうやら９ｔｈは頭の回る女だったらしいな。私の日記の正体を見み抜ぬき、この短時間で対抗策まで練ってきている。１ｓｔといい９ｔｈといい、さすがここまで生き残ってきた日記所有者たちだ。なかなか愉たのしませてくれる。


　──ならば、こちらは次の手を打つまで。


「驕おごるなよ……９ｔｈ」


　私はＴｈｅ ｗａｔｃｈｅｒの画面に指を走らせた。





　　　　※





　ムクドリ作戦で敵の裏をかきながら、どうにか二十五階までやって来た。ここは渡わたり廊下のある階だ。最上階まであと七階……急いだ方がいい。


「やけに静かだな。こっちの位置が分からなくて、向こうも音を上げちゃったかな？」


　逃亡日記の記述を書き換えながら、西島が笑えみをこぼす。


「そいつは考えが楽観的過ぎるぞ」


「はは、ごめん」


　まぁそういうところが西島らしいがな。


　とはいえ、ムクドリ作戦だけで倒たおせるほど11ｔｈは甘い相手じゃない。それくらい私も分かっている。自分の日記の正体がバレて、偽にせの情報をつかまされていると悟ったなら、奴は必ず次の手を打ってくるはず。こっちはそれまでに何とかＨＯＬＯＮを破は壊かいしなくちゃならねぇ。


「秋あき瀬せの奴が、私たちの『依い頼らい』を手早くこなしてくれればありがたいんだがな……さすがにそこまでの期待は酷こくか」


　とりあえずＨＯＬＯＮさえ潰してしまえば、孫日記所有者の数は、増ぞう殖しよく日記と直接アクセスしている奴らだけになる。11ｔｈの戦力はガタ落ちだ。その混乱に乗じて８ｔｈを殺害。あわよくば11ｔｈも殺してやる。ここからはスピード勝負だ。


「おっと、また敵だ。数が多いな……こっちには気付いていないようだから、一度渡り廊下の方に退たい避ひしよう」


「分かった」


　西島の指示に従って方向を変える。同時に鳴り響ひびく未来改変のノイズ。これでまたこっちの有利な方向に未来を改変できただろう。


「ん？」


　だがなぜか西島が眉まゆをひそめる。


　瞬しゆん間かん。


　私の視界の隅すみに、湾わん曲きよくした四角い箱のようなものが映った。スタンドの脚あしで床ゆかに設置されている、オリーブドラブの小さなボックス。これはまさか……。


　Ｍ18クレイモア？


　米軍の指向性対人地じ雷らいかッ！


「ぐぁッ？」


　気付いたときには遅おそかった。仕し掛かけられていたワイヤートラップに引っかかり、轟ごう音おんが鳴り響く。内部のＣ４火薬が起き爆ばくし、殺傷力の高い七百個もの鉄球が周辺に飛び散っていった。


「雨流！」


「馬ば鹿か野や郎ろう、前に出てくるんじゃ……」


　言いかけて、私は違い和わ感かんに気付く。


「……あ？」


　手が……。


　私の右の拳こぶしが、手首の先から完全に無くなっていた。骨や筋肉が露ろ出しゆつし、千切れた動脈から真っ赤な血が噴ふき出していく。


　手が……。


　手がぁッ？


　私の手がぁぁッ！


　続いて、遅おくれた痛覚が全身を駆かけ巡めぐっていった。


　くッ！


「痛……ッ！」


　クレイモアの最大加害距きよ離りは約二百五十メートル、有効加害距離でも五十メートルだ。こいつの餌え食じきになって、戦場で肉にく片へんになった奴らを私は何人も知っている。よく右手だけで済んだと喜ぶべきか。


「う、雨流ーっ！」


　西島が蒼そう白はくになって叫さけぶ。


　しかしその声も半ばで途と切ぎれてしまった。一発の銃じゆう声せいと共に、奴の胸に鉛なまり弾だまが撃ち込まれたからだ。くずおれてゆく身体からだ。振ふり返ると、拳銃を構えて向かってくる多数の人ひと影かげが見える。


　11ｔｈの手下！


「に、西島ぁぁーっ！」


　くそ、最初から仕組まれた罠わなだったんだ！　手下を向かわせてクレイモアの方向に誘ゆう導どうし、爆発と同時に銃じゆう撃げきを開始する。ムクドリ作戦で裏をかいたつもりが……逆にこっちの裏をかかれた！


「馬鹿野郎！　こんな所で死ぬんじゃねぇ！」


　西島の身体を引きずって、クレイモアの設置されていた角に退避する。どうする？　手しゆ榴りゆう弾だんを使うには距離が近過ぎた。拳銃で応戦するものの、丸っきり焼け石に水だ。この状態であれだけの敵を掃そう討とうする武器は手元に無い。それ以前に、右手首から流れ出す血が全く止まらなかった。


　どんどん距離を縮めてくる敵。


　角を曲がり、こっちとの距離は数メートルにまで迫せまってきた。もう身を守る盾たてもない。拳銃も弾切れ。弾倉を入れ替えている暇はない。そして私も血を失い過ぎた……。


　だ、駄だ目めだ……。


　ここまでか？


　敵が全員、一いつ斉せいに銃じゆう口こうを向ける。


「ク……ッ」


　今度という今度は、さすがのみねね様でもお手上げだった。悔くやしい……。１ｓｔとの決着もまだついてねぇってのに、11ｔｈごときに引導を渡されるとはね。道連れの自爆さえできないなんて……不ふ甲が斐いない。無様過ぎだぜ。


　私は観念して目を閉じた。


　直後、銃声が廊下に鳴り響く。


　だが──、なぜかその弾だん丸がんは、一発たりとも私の身体には届かなかった。


　何だ？


　何が起こって……いる？


　瞼まぶたを持ち上げる。


「……に……」


　開けた視界に映ったのは、あの男……。


　馬ば鹿かでお人よしの、優やさ男おとこの顔だった。


「……に……し……」


　最後の力を振り絞しぼって立ち上がった西島が、私をかばうように両手を広げ、背中で全ての弾丸を受け止めてくれたんだ。


「に……し……じま……」


　あいつは笑っていた。





　──俺と結けつ婚こんしてテロリストも辞やめるんだ。





　そんな声が、聞こえた気がした。


　あいつは最後の最後まで……。


　本当に、どうしようもなくお人よしで真っ直すぐな、救いようのない──。


「馬鹿……野や郎ろう……」


　大馬鹿、だった。





　　　　※





「９ｔｈ……雨流みねね。実際大した女だ。日記を覗く能力に気付き、私の裏をかくとはな」


　私はゆったりと、オフィスのアームチェアに背を預けた。スマートフォンの画面で『９ｔｈ』のタブを選せん択たくする。





【７月18日　13：14】北きた塔とう二十三階Ｂ階段→二十四階Ｂ階段　なおも敵を避さけ移動中！　進路はオールグリーン！





「Ｔｈｅ ｗａｔｃｈｅｒの表示では二十四階Ｂ階段……だがこれはフェイクだ」


「そのようですね」


　私の傍かたわらに立つ黒崎も、自分の携けい帯たいを確かく認にんしていた。もちろん彼にもアカウントを取得させている。それもＨＯＬＯＮではなく、８ｔｈの増殖日記に直接アクセスするアカウントを。万が一ＨＯＬＯＮを失うような事があっても、増殖日記が無事である限り、黒崎の孫日記は機能し続けるというわけだ。


　全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置く秘書であれば、これくらいの扱あつかいは当然だろう。


「市長の行動記録を記した私の『秘書日記』によれば……あなたは二十五階で９ｔｈを追い詰つめる事になっています」


「フン。秘書日記があればいくらでも見破れるな」


　９ｔｈの作戦に気付いた私は、二十四階での迎げい撃げきを諦あきらめ、二十五階にクレイモアを複数設置させたのだ。そして秘書日記の予知を参考に、警備の『始末屋』を動かし、連中を地雷の前に誘導した。


　結果、見事に９ｔｈは罠に落ちてあのザマだ。


「愚おろか者め。逃にげ回る程度の日記能力で勝てると思わん事だ」


　ノイズと共に逃とう亡ぼう日記の記述が書き換わっていく。





【７月18日　13：15】二十五階渡り廊ろう下か→Ｘ　敵に追い詰められた！　手が吹ふっ飛んだ上に銃じゆうも弾切れだ。ちくしょう、このままじゃ退避ルートが確保できねぇ！





「未来日記が誤情報に弱いのは元から知れた事……」


　私を誰だれだと思っている？


　このサバイバルゲームを勝ち抜ぬき、次なる神の座に就つくべき男。桜見市の市長にして十一番目の日記所有者。ジョン・バックスだぞ？


　私は所有者の日記を、ゲーム開始前からずっと観察していたのだ。千人の信者の報告を武器とする６ｔｈが、内部に潜ひそむ12ｔｈの催さい眠みん術によって誤情報を摑つかまされ、千里眼日記を封ふうじられた一件も……Ｔｈｅ ｗａｔｃｈｅｒを通して見ていた。


　私の日記も、閲えつ覧らんする日記自体が誤情報となれば、たちまち千里眼日記の二の舞まいとなってしまうだろう。それくらいは容易に想像がついた。こちらが何の対策も考えていないとでも思ったのか？


「驕おごるなよ。私が覗のぞけるのは何もお前たちの日記だけではない。塔とう内ないに配置された無数の孫日記所有者……その全すべてが私の情報源だ」


　私の日記は神の日記。


　たとえ手打ちで日記を書き換かえたところで、他ほかの孫日記所有者の日記を閲覧すれば容易たやすく看破できる。それともツインビルディングの孫日記所有者全ての日記を手打ちで書き換えるかね？　12ｔｈでもそんな芸当は不可能だと思うぞ？


「さらば９ｔｈ。この戦い、お前の負けだ」


　これで９ｔｈは脱だつ落らく。


　サバイバルゲームの大勢は決した。


　まだ三人の所有者が残っているが、既すでに８ｔｈの身み柄がらは我わが手の中にある。実質上、残る敵の所有者は１ｓｔと２ｎｄのわずかに二人だ。その二人もＴｈｅ ｗａｔｃｈｅｒによれば、今は警察から逃げるだけで精せい一いつ杯ぱいらしい。私に攻こう撃げきを仕掛ける余よ裕ゆうなど全く見られなかった。


　……つまらんな。


　次なる神を決める戦いに私が勝つ事は分かっていたが、それにしても骨が無さ過ぎる。クリアが簡単過ぎて、ゲームをプレイした感かん慨がいも全く湧わいてこなかった。


　せっかく神の座を得るというのに、いかにも盛り上がりに欠ける話ではないか。もう少し、知略に長たけた所有者が出てくればこちらも本気を出せるものを……。


　と思っていた、その時だ。


「これは……？」


　再びノイズが走り、逃亡日記の記述が変化していった。このタイミングで未来改変だと？　一体なぜ……？





【７月18日　13：16】二十五階渡わたり廊下→移動せず　これまでかと思った時、サブマシンガンで敵の警備が一いつ掃そうされる。１ｓｔだ。今いま頃ごろになって来やがった。だがおかげで退路を確保できる。





「ほう……」


　私は口元に笑えみを浮うかべた。


「随ずい分ぶんと重役出勤だな。実に面おも白しろいタイミングで登場してくれる。２ｎｄの日記を閲覧して君の動向はチェックしていたつもりだったが……９ｔｈと同じように手打ちで記述を書き換えていたのか。君まで私の裏をかいていたとは驚おどろきだよ、１ｓｔ？」





　　　　※





「あははははっ！」


　乾かわいた笑い声と共に、サブマシンガンの銃声が木霊こだました。


　私を取り囲んでいた11ｔｈの手下どもが、全員蜂はちの巣にされて血ち塗まみれになり、足元に転がっていく。


　こ、この声は……まさか？


「助けに来たよ９ｔｈ」


　硝しよう煙えんの向こうから姿を見せたのは、黒いジャケットに身を包んだ少年。１ｓｔだった。こいつ……11ｔｈ襲しゆう撃げきに失敗した後、二日も行ゆく方えをくらませていたくせに、今頃になって登場か？　やけに都合よく出てきやがったもんだ。


「今までどこにいたんだお前ッ？」


「どこにも行ってないさ。ああ、動かないで。いま手当てするから」


　１ｓｔはポーチから包帯やガーゼを取り出し、吹っ飛んだ私の右手首を止血していった。もっとも、この重傷じゃ応急手当てにさえなっていない。やらないよりはマシだが……今すぐ本格的な治ち療りようを施ほどこして輸血もしないと、命に関かかわるほどの傷だった。激しい痛みが私の意識を朦もう朧ろうとさせる。


　まぁ私の事はいい。


　いま生きているだけでも御おんの字だ。


　けれど西島は……。


　西島は、もちろんもう手て遅おくれだった。


　既に息をしていないし、体温も下がってどんどん冷たくなっている。


　馬鹿が……。私なんかを庇かばって撃うたれるからだ……。


「──11ｔｈの日記の正体には僕たちも辿たどり着いた。あの慎しん重ちような11ｔｈが、自分の部下に孫日記を持たせるなんておかしいと思ったからね。もし部下が孫日記を使って裏切ろうとしたら、11ｔｈ自身の身が危ないだろ？　つまり奴やつの日記の正体は、部下が孫日記を持ったとしても裏切られる心配のない『日記』って事になる」


「お前ら確か８ｔｈと同盟を結んだんだっけな……」


「そう。その時に、８ｔｈ側が由ゆ乃のの雪ゆき輝てる日記を閲覧できるようにして、裏切るつもりはないってアピールしたんだ。それでピンと来た。11ｔｈも部下の孫日記を閲覧できるような日記を持ってるんじゃないかってね」


　１ｓｔはたどたどしい手つきで包帯を結んでいった。


「とはいえ、日記の正体が分かったからといって11ｔｈをすぐ倒たおせるわけじゃない。だから９ｔｈたちに11ｔｈ攻ぜめを先行してもらって……僕たちはずっとその後についてきていたんだ。もちろん、僕の日記も由乃の日記も手打ちで内容を書き換えながら、ね」


　なん……だと？


　ついてきた？


　私たちの……後を？


「本当はもうちょっと早く駆かけつけるつもりだったんだけど、奴らから武器をくすねるのに手間取っちゃってさ……。少し遅おくれちゃったね」


「てめぇ……」


　ふざけるな！　何が少し遅れちゃったね、だ！　こいつがもっと早く来ていれば西島は……ッ！


「私らを盾たてにしたって事かぁッ？」


　だが私が左手で１ｓｔの胸むな倉ぐらを摑み上げても、奴は顔色一つ変えなかった。それどころか平然と私に言い放つ。


「９ｔｈには11ｔｈを倒す手伝いをしてほしいんだ」


「馬ば鹿かにするなッ！　誰がてめぇなんかと……ッ！」


　言いかけた時、近くにあったスピーカーからクリックノイズが発せられる。


『仲間割れとは随ずい分ぶん余よ裕ゆうがあるな、１ｓｔ』


　この声は……11ｔｈ！


　そうか、西島が持っていた私の逃亡日記は、追い詰められたためにもう書き換える余裕が無くなっていた。恐おそらく１ｓｔの無差別日記も今は書き換えていないんだろう。日記を通してこっちの様子は把は握あく済みって事か。


『だがこれを聞いても余裕でいられるかな？』


　続いてスピーカーから流れてきたのは、聞き覚えのあるガキ連中の言い争う声。


『あっさり捕つかまっちまったぜ……。何でだよ？』


『あんたが喋しやべってばっかで手ぇ動かしてへんかったからや！』


『日向ひなた、今は仲間割れしている場合じゃありませんわ……』


　くそ、高坂たちか。


　南塔で11ｔｈの手下に捕まったらしい。


　まぁムクドリ作戦を潰つぶされたら当然こうなるよな。ＨＯＬＯＮ破は壊かいのために、いくつか私の武器を貸してやったんだが……やっぱり中学生じゃ使いこなせなかったようだ。殺されなかったのは、11ｔｈが１ｓｔの登場を予知したからか？


『こちらの要求は一つだ。友達の命が惜おしければ、お前はそこで自害しろ！』


　11ｔｈの冷れい徹てつな声が廊下に響ひびき渡る。


　人ひと質じちをとって脅きよう迫はくとは、実に11ｔｈらしい陰いん湿しつな手だった。この放送は二十階から上の企き業ぎようフロアにしか流れていないはず。表向きは市長なんて公職にあるくせに、裏では随分やりたい放題じゃないか。テロリストも顔負けだ。


　さてどうする１ｓｔ？　日記を覗き見される以上、11ｔｈ相手に小細工は通用しない。自分が死ぬか、高坂たちを見殺しにするか、二つに一つだが……。


　しかし意外なほどあっさりと、１ｓｔは即そく断だんした。サブマシンガンの銃じゆう口こうをスピーカーに向けて乱射する。粉々になって飛び散るスピーカーの残ざん骸がい。どうせこの場所で何と返答しても、マイクが無いんだから11ｔｈには聞こえない。だが要求を蹴けった事自体は日記の閲覧で確かく認にんできるはずだ。


　何を考えている１ｓｔ？


「高坂たちまで見殺しにする気か？」


　奴は私の問いには答えず、自分の携けい帯たいを開いて誰かに電話をかけた。１ｓｔが連れん絡らくを取る相手と言えば、大たい抵てい２ｎｄと相場が決まっている。そういえばさっきから姿を見ないな。


「……由乃、時間だ。始めよう」


「何をするつもりだ？」


「北きた塔とう十階のショッピングモールで、由乃が騒さわぎを起こす」


　ショッピングモールで……騒ぎを？　意味が分からん。戦場となっているのは二十階から上の企業フロアだ。今さら十階で騒そう動どうを起こしたところで何になる？　私たちに凶きよう悪あくなテロリストってレッテルを貼はって、殺害する大義名分を11ｔｈに与あたえるだけじゃないか？


「予定通り騒ぎを大きくしながら二十五階まで上がって来るんだ」


『うんユッキー！』


　携帯の向こうからは、逃にげ惑まどう人々の悲鳴が響いていた。たまたま現場に居合わせた一いつ般ぱん人らしい。運の無い連中だ。


『愛してるよ！』


「僕もだよ。早く由乃に会いたい」


　こいつ……状じよう況きようが分かっているのか？　高坂たちは11ｔｈに捕まり、今その命が危険にさらされているんだぞ？　人質の数は三人。すぐに１ｓｔが自害しなければ、奴は一人ずつゆっくりと殺していくだろう。ここから渡り廊ろう下かを通って南塔に助けに行ったんじゃ、距きよ離りがあり過ぎる。その間に三人とも皆みな殺ごろしだ。


「１ｓｔ、こんな騒ぎを起こしたって友達の命は救えないぞ？　高坂たちが殺されてもいいのか？」


「見てれば分かるよ。敵は11ｔｈ……桜見市長だ。それが奴の弱点だろ？　ま、そうカリカリしてないで、携帯のワンセグでテレビでも見て落ち着こうよ」


「ワンセグでテレビ……だぁ？」


　冗じよう談だんではなく本気で言っているらしい。１ｓｔは自分の携帯でテレビ放送を受信し始める。


　どうやら……何か考えがあってやっているみたいだな。いいだろう。私たちを捨て駒ごまにしてまで組み立てた作戦だ。11ｔｈ相手にどこまで通用するのか、こっちも見定めさせてもらおうじゃないか。


　チャンネルを合わせながら、ふと１ｓｔが私に笑みを漏もらす。


「──でも意外だったね、９ｔｈが高坂たちの心配をするなんて。いつの間にそんなに仲良くなったんだい？」


「ば、馬鹿！　誰だれが心配なんか……」


　私はただ、１ｓｔにとっちゃ大事な友達だろうから気にしてただけで……。私から見れば、昨晩初めて会っただけの連中だ。あんなガキ連中が死のうと生きようと知ったこっちゃなかった。


　そうさ。この世で信じられるのは自分一人。他人に少しでも気を許した時点で、そいつは死ぬ。私は今までそうやって生きてきた。


　今までも。


　そしてこれからも。


　そう、思ってきた……はず……なんだが……。


「……チッ。天下のみねね様も、随ずい分ぶんヤキが回っちまったね……」


　１ｓｔに聞こえないように、私は小さくそう呟つぶやいた。


　不覚だよ。


　まさかあんなガキ連中の事を……。


　そしてあいつらの心配をしている自分を……。


　ちょっと、愛いとおしいと思っちまってるなんて……、ね。





　　　　※





　１ｓｔが即そく座ざにこちらの脅迫を蹴ったのは意外だった。Ｔｈｅ ｗａｔｃｈｅｒの画面を見ながら眉まゆをひそめる。


　どういう事だ？


　こちらとしても、易やす々やすと自害してくれるとは思っていなかったが、妥だ協きよう点を探さぐる事もなく交こう渉しようを拒きよ絶ぜつするとは予想外だ。


　仲間を見捨てる気か？


　１ｓｔがそこまで非情に徹てつしきれるとは思えんが……？


「そう言えば逃とう亡ぼう日記にも無差別日記にも、２ｎｄの事が書いてなかったな。奴は今どこにいる……？」


　２ｎｄの日記は雪輝日記。原則として１ｓｔの事しか書かれていない。いかにＴｈｅ ｗａｔｃｈｅｒといえども、日記に行動が記述されない所有者の動きは、なかなか摑つかみにくいという欠点があった。警備の連中が持つ孫日記をつぶさにチェックしていくしかない。


　しかし私が記述を見つけるより先に、黒崎が叫さけんだ。


「市長！　北塔十階……ショッピングモールに異常が！」


　警備の連中から携帯で何か報告を受けている。北塔の……ショッピングモール？　何が起きたというのだ？


　私はスマートフォンの別のアプリを起動し、ツインビルディングの監かん視しカメラの映像を表示させた。本来これは警備室でしか確認できない映像だが、管理システムに無線ＬＡＮでアクセスし、塔内全すべての監視カメラの映像をリアルタイムで視し聴ちようできるようになっていた。


　選せん択たくするカメラは北塔十階。


　無数のカメラの映像を次々と切り替かえていく。すると、いくつかのカメラで、黒いワンピースを着た少女の姿を確認できた。２ｎｄだ。こんな所にいたのか……。


「一体何を……している？　日本刀だと？」


　２ｎｄは何を血迷ったのか、日本刀を振ふり回し、一般人もいるショッピングモールで無差別に破壊活動を行っていた。


　逃げ惑う一般人を刀で追い回し、陳ちん列れつしてある商品を切り刻む。駆けつけた警備の連中には容よう赦しやなく刃やいばを振るい、腕うでを斬きり落とし、首を刎はねていった。市民の平和な憩いこいの場は瞬またたく間に阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくと成り果てた。


「市長、ど、どうしたら……？」


　一般人の目もあるショッピングモールでは、警備の『始末屋』たちも拳けん銃じゆうなどは使えない。中学生の少女とはいえ、２ｎｄが相手となると警棒程度の武器では分が悪かった。


　やれやれ……とんだサムライマスターだな。


　だが、これで奴やつらを殺す大義名分ができた。人質を盾に脅迫して、二十階から上の無法地帯におびき寄せれば、あらゆる武器を駆く使しして殺害してやる。むしろ状況はこちらに有利に傾かたむいたはずだ。何の問題も無い。


　しかし１ｓｔは何のためにこんな馬鹿げた真ま似ねを……？


　奴の意図を測りかねる私の耳に、突とつ如じよけたたましい騒そう音おんが飛び込んできた。一体何の音だ？　窓の外……ヘリコプターのローター音か？


　オフィスの窓から外に視線を向ける。地上三十二階の上空に、一機のヘリコプターが飛ひ翔しようしていた。


「テレビを……市長、テレビを見て下さい！」


　秘書日記を確認していた黒崎が、慌あわてて壁かべ掛かけテレビのスイッチを入れた。チャンネルを合わせると、大画面にワイドショーの中ちゆう継けい映像が流れ始める。


『ご覧下さいっ！　ここが事件の現場！　ツインビルディングです！』


　ヘリコプターから空くう撮さつされたビルの姿。画面の隅すみには『生中継』のテロップ。これは……外を飛んでいるヘリがいま撮さつ影えいしているライブ映像か！　ヘリの中から男性レポーターが興奮気味にまくし立てる。


『犯行予告通り、犯人は人質を盾たてに桜見市長の元へ向かっている模様です！　なお、この生中継は犯人側からの要求に基もとづくものです！　報道機関としては、犯行に加担するような放送を行う事は許されませんが、犯行予告には、もし生中継を行わなければ人質を殺害するとありました！　我々は断腸の思いで、人質の安全を最優先すべく、現在独どく占せん生中継を行っております！』


「何とも勝手な言い分ですね」


「ふざけおって……視し聴ちよう率りつの数字を稼かせぎたいだけのマスコミめが！」


　ツインビルディングの外装はガラス張りになっている。周囲をヘリが飛び回れば、中の様子は筒つつ抜ぬけだ。二十階から上の企業フロアで、警備の『始末屋』たちが、違い法ほうに拳銃などで武装している事も映像として記録に残ってしまう。それは後々大きな問題になりかねなかった。


　全く、面めん倒どうな事をしてくれるな……。


　映像は一度スタジオに切り替わり、今度は司会の男性アナウンサーが神しん妙みような面おも持もちで語り始めた。


『それではテレビ局に届けられた、犯人から市長宛あての要求を読み上げます！』


　要求……だと？　これも人ひと質じちを盾にとった、１ｓｔたちの指図なのだろう。


『要求は三つ！　ビルディング内の全ての警備員の即そく時じ武装解除！　市長が拘こう束そくしているテロリスト、高坂王子・日ひ野の日向・野々坂まお・三人の解放！　そして、桜見市長ジョン・バックスの自害！　以上です！』


「なっ……っ！」


　馬ば鹿かな……。１ｓｔめ、私が市長という公職にある事を利用して……逆に私を脅きよう迫はくし返してきたというのか！　人質をとって脅迫する、その卑ひ劣れつなやり方を、そっくりそのまま引っくり返してきただと？


　しかも私は市長という立場上、いくら人質があるとはいえ、表立って堂々と脅迫する事はできない。だがテロリストである奴らは大っぴらに、公共の電波に乗せてこちらを脅迫する事ができるのだ。状況は極きわめて１ｓｔに有利と言えた。


　オフィスに備え付けてある外線電話が呼び出し音を鳴らし始める。黒崎が受話器を取り、小声で応対した。このタイミングでの電話……。


　まさかこれは……。


『なお犯人は、この要求の放送より五分以内に市長の返答を求めています！　返答は番組を通して市長が直接電話にて行う事！　五分過ぎる度たびに一人ずつ人質を殺していくと犯行予告に明記されています！』





　　　　※





　北きた塔とう二十五階のエレベーター前で、私と１ｓｔはケージが昇のぼってくるのを待っていた。チン、とベルが鳴り、ドアが開いていく。中には２ｎｄと……ショッピングモールでこいつに捕つかまった、哀あわれな人質たちが数名、乗り込んでいた。


　全員、粘ねん着ちやくテープで目と口を塞ふさがれ、手は後ろに回して拘束。さらに逃げられないように膝ひざも縛しばられていた。人質の一人に日本刀を突つきつけて、人質同士で互たがいに縛らせたんだろう。さすが２ｎｄだ。やり方がエグイぜ。


「お待たせ、ユッキー！」


「なるほど……こいつらがテレビで言っていた人質ってわけか」


　私は１ｓｔの携けい帯たいに映し出されたワイドショーの画面に視線を落とした。映像はスタジオから再び、ヘリの中継映像に切り替わっている。


『繰くり返します！　犯人は、この放送から五分以内に市長の返答を求めております！　あ、ご覧いただけますでしょうか？　いま二十五階の渡わたり廊ろう下か付近に、犯人と人質と思われる人ひと影かげが映っております！』


　揺ゆれるヘリからの望遠映像だが、そこにはビルの窓まど越ごしに、私と１ｓｔ、２ｎｄ、それに人質数人がはっきりと映し出されていた。


「由乃、カメラにもっとよく映るように、人質を窓まど際ぎわに並べよう。テレビは演出が大事だからね。それと例の爆ばく弾だんを人質の身体からだにしっかりと巻きつけておくんだ。いつでも遠えん隔かく起爆できるように」


　遠隔起爆？　１ｓｔめ、まだ何か企たくらんでいるらしいな。高坂たちの解放はともかく、警備員の武装解除や11ｔｈの自害なんて、到とう底てい向こうは受け入れられない要求だ。最初に無理な要求を突きつけて、徐じよ々じよに妥協していくのは交渉事の基本だが……それ以上に別の目的が、１ｓｔにはあるようだった。





　　　　※





「市長！　テレビ局のディレクターからお電話です！　犯人の要求に対する返答を、番組中に生放送で流すようにと」


　案の定、黒崎が取り次いだ電話は、テレビ局のものだった。この電話を直接放送に乗せるから、犯人からの要求に対する返答をして欲ほしい……というものだ。これほど盛り上がる演出もあるまい。自局の視聴率がうなぎ上りでさぞ喜んでいる事だろう。下衆どもめが。


「いかがなさいますか？　必ずしも敵の言いなりになる必要は無いかと……」


「だが既すでに、テロリストに拘束されている人質の姿がテレビに映ってしまっている。ここで無む下げに犯人の要求を蹴ければ、市長としての政治生命を絶たれかねん」


　虐しいたげられている人質の姿が、映像としてリアルに放送されたのはまずかった。これでは視聴者……ひいては市民の世論は感情的となり、人質に対する同情論へと傾いてしまう。支持率の低てい迷めいは市長として致ち命めい傷しようになりかねん。


　もちろん、市長としての立場を捨てるという選せん択たくも可能だ。


　このツインビルディングでの戦いが終われば、サバイバルゲームの大勢は決する。８ｔｈは既に私の手の中。１ｓｔ、２ｎｄ、９ｔｈの三人さえ仕留めれば、神の座は手に入れたも同然なのだ。神の座を得るのと引き換かえであれば、市長の座などいくらでも捨ててやろう。


　だが万に一つ……ほんのコンマ数パーセントの確率でも、１ｓｔたちを取り逃にがす危険があるのなら、そう易々と市長の立場を捨て去るわけにはいかなかった。戦いは常に保険をかけながら、数手先を読んで行うものだ。一か八ばちかの賭かけなど、知略を駆使できぬ負け犬の行う戦法。私は決してそんな間ま抜ぬけな戦い方はしない。


「──いいだろう。私が電話に出る」


　ならばここで私がとるべき行動は一つ。テレビ局を通して犯人の要求に対する返答を放送する。


　それによって合法的に人質を見殺しにするだけだ。私の弁論術にかかれば、市長としての立場を守りながら人質を見捨てる事など、造作も無い。


　私が受話器を取ると、テレビの映像は再びスタジオへと切り替わった。司会者のアナウンサーが問いかける。


『桜見市市長、ジョン・バックスさんですね？』


「いかにも」


『現在ツインビルディングを襲しゆう撃げきしているテロリストは、人質をとって三つの要求を突きつけてきました！　どう返答するおつもりでしょうかっ？』


　警備員の武装解除と私の自害は、到底受け入れられない。妥だ協きようするとすれば、高坂たち三人の解放となるだろう。それが通常の判断。１ｓｔたちの狙ねらいでもあるはずだ。お互いの人質を解放し合えば、立場はイーブンになるからな。


　だが私の判断は違ちがった。


　受話器越しにはっきりと、躊ちゆう躇ちよ無く断言する。


「要求は全て……断る！」


　その一言にテレビ局のスタジオが騒そう然ぜんとなった。司会者のアナウンサーが蒼そう白はくになり、席を連ねるコメンテーターの学者や芸能人が顔を見合わせる。


『し、しかし市長！　犯人側は人質を……』


「確かに人質は救いたい。彼らには何の罪もないのだから。かつて日本赤軍がダッカでハイジャックを行った際、当時の首しゆ相しようも言いましたな。『人の命は地球より重い』と」


　もう何十年も昔の話だ。その頃ころはまだどこの国も特とく殊しゆ部隊などを整えておらず、それゆえ人質さえ取れば、テロリストはいくらでも政府に要求を呑のませる事が可能だった。ダッカでのハイジャック事件でも、要求されるまま、政府は身みの代しろ金きんの支し払はらいと収しゆう監かんされていたテロリストの解放を超ちよう法規的措そ置ちで行っている。


「しかしハイジャック犯の要求を呑み、彼らの仲間を釈しやく放ほうした結果どうなったか！　恐おそらく、自由の身となったテロリストたちは再び身勝手な破は壊かい活動を繰り返し、多くの罪無き人々の命を奪うばったはずだ！　人質の身を案じるあまり、安易にテロリストの要求に屈くつする事は、その何十倍・何百倍もの犠ぎ牲せいを払はらう事を意味する！　それは政治家として、市民に幸福と平和を約束する責務の放ほう棄きに他ほかならない！」


　私の力強い口調に、電でん話わ越ごしでありながら、アナウンサーたちは完全に圧あつ倒とうされていた。私はこの演説で世論を味方につける必要がある。そのためにはまずこのスタジオの雰ふん囲い気きをこちら側に引き寄せなければならなかった。もうあと一押しといったところか。


　コメンテーターの学者が手を挙げて反論する。


『では市長は人質を見捨てるおつもりですか？　人質にも家族がいるはずですぞ？　親兄弟や子供、友人……一いつ般ぱん市民に悲しみや苦痛を与あたえてまで、守るべき幸福や平和があるのですか？　せめて仲間のテロリスト三人の解放と引き換えに、人質の解放を要求しては……』


「幸福や平和は、座して手に入るものではないッ！」


　相手に反論の隙すきを与えず、すかさず言葉を差し挟んだ。


「いま我々が手にしている幸福と平和は、歴史の先人たちが血の滲にじむような努力と、命を賭けた犠牲によって勝ち得たもの！　それを継けい承しようし、次の世代へと引き継ついでいくのが、政治を預かる者の使命と私は考える！」


『確かに……現在は特殊部隊の強行突とつ入にゆうでテロリストを掃そう討とうするのが基本ですが……』


「もちろんただ人質を見捨てるつもりは毛頭ない！　県警には既に特殊部隊の出動を要よう請せいしてある！　何より、テロリストの狙いは私の命のはずだ！」


　サバイバルゲームの事情を知らない人間にとっては、なぜテロリストが市長の命を狙うのかよく分からないだろう。だが肝かん心じんな事は、ターゲットが私の命であるというこの事実。それだけだ。


「聞け、卑劣なるテロリストどもよ！　私はこの北塔三十二階から逃げも隠かくれもしない！　私の命が欲ほしければ、無関係な人質には手を出さず、正々堂々と私だけを狙え！　それで貴様らが満足するなら、私はいくらでもこの命を差し出してやる！　だが覚えておくがいい！　桜見市は、この街の市民は、決して貴様らテロリストには屈しない！　それだけの強い意志と正義の心を持っていると、私は信じている！」


　淀よどみない私の弁べん舌ぜつに、もはや反論しようとするコメンテーターは一人もいなかった。気け圧おされたアナウンサーに至っては、パチパチと賞賛の拍はく手しゆをし始める次し第だいだ。その拍手の渦うずは瞬またたく間にスタジオ全体に広がっていく。


　勝ったな。


　私はアナウンサーといくつか言葉を交かわし、テロリスト対策に専念したいという理由で受話器を置いた。これで世論はこちら側についたはず。人質が殺されようと、すぐに私の政治生命が危あやうくなる事はなかろう。


　何より、この戦いで１ｓｔたちを始末してしまえば、もはや市長の職など無意味となる。


「お見事です」


「当然だ」


　黒崎の世辞を聞き流し、私はＴｈｅ ｗａｔｃｈｅｒの画面を再び確かく認にんしていった。これで向こうの人質は形けい骸がい化かしただろう。人質の命と引き換えに、こちらから妥協を引き出す戦法はもう通用しない。


　だが……。


　同時にこちらの人質も形骸化してしまった。１ｓｔは最初からこれを狙っていたのか……。途と中ちゆうから奴やつの狙いに気付いたものの、もはや演説を止める事もできず、私はまんまと奴に一いつ杯ぱい食わされた格好だった。１ｓｔは高坂たちを救出すべく実力行使に出るはずだ。まさかここまで……この私が追い詰つめられるとはな。


「──黒崎」


　私は大きく息を吐はき、アームチェアから立ち上がった。


「移動する。準備しろ」





　　　　※





　ワンセグの視し聴ちようを終しゆう了りようし、１ｓｔは携帯を通話モードに切り替かえた。リダイヤルでどこかに電話をかける。テレビ局……いや、ワイドショーのディレクター個人の携けい帯たい電話か？　しかし今さら何を話すというのだろう。


　一般人を人質にとって11ｔｈを追い詰める１ｓｔの作戦。だがこれは、奴のお得意の演説で見事に打ち破られてしまった。まさか世論を味方につけて合法的に人質を見殺しにするとは……。作戦は失敗だな。やはり11ｔｈの方が一枚上手だったか。私はちらりと視線を向ける。


　けれども１ｓｔは全く動どう揺ようした様子もなく、平然とテレビ局のディレクターと通話していた。


「さすが市長ですね。素す晴ばらしい判断でした。ただ、こっちとしても生なま中ちゆう継けいは続けてもらいたいんで、人質は温存しますよ。彼らは身動きが取れない状態にして、企き業ぎようフロアのあちこちにバラバラに放置します。一人一人に、遠隔起爆できる爆弾を縛しばり付けてありますから、もし放送を中断したらドカンってわけです。テレビ局にも市長のように、人質を見殺しにする覚かく悟ごがあるなら構いませんが」


　ヘリコプターでツインビルディングの周囲を旋せん回かいし続けるよう念押しして、１ｓｔは電話を切った。


「どういうつもりだ？　11ｔｈはこっちの要求を全すべて蹴ったんだぞ？　奴はいつでも高坂たちを殺す事ができる。中継を続けさせれば一定の抑よく止し力りよくにはなるが……」


「そうかな？　確かに11ｔｈは合法的にこっちの人質を見殺しにした。けど同時に、高坂たちの身の安全の保障もしてしまったんだ。最初から全て狙い通りさ」


　身の安全の……保障、だと？　話を呑み込めない私をよそに、１ｓｔは２ｎｄに次々と指示を与えていく。


「由乃、人質を全員連れて、南みなみ塔とうの高坂たちを解放してくるんだ。人質は途中、適当な部屋に一人ずつ閉じ込めておけばいい。それと警備の情報によれば、８ｔｈは南塔最上階に拘こう束そくされているらしい。高坂たちを解放したらすぐに８ｔｈを殺してくれ。今の状じよう況きようなら、ＨＯＬＯＮを破壊するよりこっちの方が手っ取り早い」


「うん。分かったわ、ユッキー」


　２ｎｄはすぐに指示通り、人質を連れて渡わたり廊ろう下かの方へ向かっていった。あいつは自分の行動が日記に表示されないからな。人質をどの部屋に隠したか、11ｔｈに覗のぞき見されずに済むのは奴しかいないってわけだ。


「だが２ｎｄを高坂たちの救出に向かわせた動きは、11ｔｈにも盗ぬすみ読みされているぞ。どうして奴が三人を殺さないと断言できる？」


「高坂たちはテレビの放送の中では、僕たちの仲間のテロリストって事になってるよね？　それを11ｔｈが拘束した。あの演説で11ｔｈ自身も認めた事だ。これがどういう事か分かるかい？」


　どういう事も何も……11ｔｈは桜見市の市長で、その市長がテロリストを拘束した。何がどうだと言うんだ？　ツインビルディングを襲撃してきたテロリストを、合法的に捕つかまえたってだけの話で……。


　合法……的？


「そ、そうか！　テレビの電波でそれを明言したって事は、市長という立場上、もう人質として高坂たちを利用する事ができなくなるのか！」


　いくら市長といえども、拘束した犯罪者を自分の裁量で殺害する権利があるはずも無い。11ｔｈは高坂たちを警察に引き渡し、司法の場でその罪を裁かせる義務があった。つまり奴は高坂たちを拘束していながら、その身体からだに危害を加える事は一いつ切さいできなくなってしまったんだ。こっちの人質を無効化させるつもりでぶち上げた演説が、逆に自分の人質をも無効化させる事になるとは……さすがの11ｔｈも予想できなかったらしい。


　１ｓｔめ……。最初からこうなる事を予測して、あんな無む茶ちやな要求を突つきつけたのか。２ｎｄの入れ知ぢ恵えもあったんだろうが、しばらく見ない間に随ずい分ぶん変わったもんだ。


　何の感情も感じない冷れい徹てつな瞳ひとみ。


　こいつ、こんな目をする男だったか？


「僕は11ｔｈを倒たおしに行く。手伝ってくれるよね、９ｔｈ？」


「──奴はお前の父親の仇かたきだからな。母親が死んだのも元はといえばあいつのせい……恨うらんで当然ってわけか」


「違うよ」


　私の言葉を、１ｓｔは即そく座ざに否定した。


「父さんが死んだのも……母さんが死んだのも……。僕のせいだ。僕が早く、11ｔｈを殺しておけば良かったんだ。11ｔｈを殺すのは、父さんと母さんの仇だからじゃない。僕が神になるために、あいつが邪じや魔まだから。それだけさ」


　なるほど……？


　そうやって神になって、その力で父親と母親を生き返らせようってわけだ。親は子供より先に死ぬもんなんだがな。


　やれやれ、これじゃガキが駄だ々だこねてるのと全く同じ……こいつの甘ちゃんぶりは本質的には何も変わってねぇ。少し安心したよ。


「チッ、仕方ない。協力するしかねぇか」


「話が通じる人で助かる」


「だがな１ｓｔ、忘れるなよ。お前が潰つぶした私の左目の事。そしてお前が見殺しにした西島の事。11ｔｈを殺すまでは休戦してやるが、この作戦に失敗したらお前は私が殺す！」


「逆に僕が11ｔｈを殺す時に、どさくさに紛まぎれて９ｔｈも殺そうとするかもね」


　サブマシンガンを構え直し、１ｓｔが二十六階へ向かって歩き出した。利きいた風な口叩たたくようになったな。まぁそれくらいじゃないと復ふく讐しゆうのし甲が斐いも無い。


　私は横たわる西島の遺体に歩み寄り、その手に握にぎられていた逃とう亡ぼう日記を抜ぬき取った。もう指が硬こう直ちよくしかかっている。馬ば鹿かな男だよ……。自分の命も守れないくせに、私の逃亡日記は大事そうに握り締しめやがって。


　左手の指で、乱れた前まえ髪がみをそっと整えてやった。


「すまんな西島……。私はまだテロリストを辞やめられそうにない」


　だが恐おそらく、これが最後だ。


　最後の戦いだ。


　私のテロリストとしての……最後の戦いが、今まさに始まろうとしていた。





　　　　※





　私は北塔三十二階のオフィスを出て、黒崎と共に目的の場所へ急いでいた。Ｔｈｅ ｗａｔｃｈｅｒの画面を確認し、９ｔｈのタブを選せん択たくする。





【７月18日　14：31】北塔三十一階Ｃ階段→三十二階Ｃ階段　マスコミ効果で敵の勢いが落ちている。１ｓｔと共に最上階を目指す。進路はオールグリーン！





　９ｔｈめ……手首を失うほどの重傷を負いながら、よくもここまでやってきたものだ。いつ倒れてもおかしくないだろうに。気力だけで持ちこたえているのか？


「奴らは三十二階まで辿たどり着いたようだ」


「問題ないでしょう。例の場所に退たい避ひすれば、連中は手も足も出ません」


「県警の特とく殊しゆ部隊が到とう着ちやくするのは一時間後か。一休みするには十分過ぎる時間だな」


　続いて１ｓｔのタブを選択。無差別日記を表示する。一時間後の記述によれば……。





【７月18日　15：30】北塔三十二階／警察が突とつ入にゆうしてくる。９ｔｈが捕まり、由乃からの連れん絡らくも途と絶だえる。捕まったんだ。


【７月18日　15：43】北塔三十二階／11ｔｈが現れ、９ｔｈが射殺される。





　よし。１ｓｔも２ｎｄも９ｔｈもこのまま無事に始末できそうだ。警察は合法だからな。既すでに県警上層部にも、テロリストを『逮たい捕ほ』ではなく『抹まつ殺さつ』するように根回しはしてある。テレビ中継で私の非合法活動が暴ばく露ろされれば、さすがに言い逃のがれは難しいが、証しよう拠こが残らなければどうとでも揉もみ消しは可能だった。たとえ２ｎｄが８ｔｈを殺害したところで、私の優位は微み塵じんも揺ゆるぐ事は無い。


　奴らにしてみればこの一時間が勝負だ。私を殺すか、自分たちが殺されるか──。もっとも、それも無む駄だな足あ搔がきだがな。


　改めて現時刻の無差別日記の記述を確認してみた。そろそろ１ｓｔたちが姿を見せる頃ころ合あいか。





【７月18日　14：35】北塔三十二階／11ｔｈ発見。我が妻さい銀行の貸金庫ロビーへと向かっている。





「待て11ｔｈ！」


　吹ふき抜けの反対側に１ｓｔと９ｔｈが現れる。すぐさまサブマシンガンをこちらに向ける１ｓｔ。遅おそい、遅い。その程度の戦略で私を倒そうなどと、片腹痛いわ。


「残念だが１ｓｔ。お前は私に触ふれる事すら叶かなわん」


　銃じゆう撃げき音と同時に、私と黒崎は廊下の角を曲がった。弾だん丸がんがタッチの差でコンクリートの壁かべを削けずり取っていく。１ｓｔたちの位置から吹き抜けの外周を回って、この『我妻銀行ツインビルディング支店』までやって来るには、三十秒はかかるだろう。それだけあれば十分だ。


　自動ドアを通って店てん舗ぽの奥へと歩いていく。貸金庫ロビーの、そのまたさらに奥。コンソールの前に立った黒崎がカードキーをスラッシュし、暗証番号を打ち込んでいった。


　我妻銀行は、昨年破は綻たんして市が譲ゆずり受けた銀行だ。元々は我妻由乃の両親が経営していた銀行で、この地域では最大の規模を誇ほこっていた。それゆえ破綻の際、桜見市の経済に与あたえる影えい響きようを考こう慮りよし、公的資金を投入して救済したのである。名めい称しようも、市民が愛着を持っているという理由で、そのまま変へん更こうしていない。


　２ｎｄが我妻由乃に内定していたため、当初はサバイバルゲームに利用するつもりは全く無かったのだが……どうやらあの２ｎｄは偽者の我妻由乃らしいからな。それならば心置きなく、存分に利用できる。


「皮肉なものだ。２ｎｄの両親が作り上げた物が、今は私の盾たてとなる。所有者から身を守る鋼鉄の盾……『我妻銀行大金庫』がな」


「まずい！　奴やつら閉じ籠こもる気だ！」


　背後から１ｓｔたちの声が聞こえる。そうとも。私は演説で、三十二階から逃にげも隠かくれもしないとは言ったが、大金庫の中に閉じ籠らないとは一言も言っていない。さぁ１ｓｔよ、私はこの金庫の中で逃げも隠れもしないぞ？　いつでも殺しに来るがいい。扉とびらを開ける事ができればの話だがな。


　北塔に設置してある『ＨＯＬＯＮⅠ』も、この大金庫の中で守られていた。金庫を開かい錠じようする鍵かぎは二通り。


　カードキーと暗証番号の組み合わせ。


　あるいは……事前に登録された人間の網もう膜まく認にん証しようだ。


　どちらにせよ、君には決して開ける事はできんよ１ｓｔ。


「野や郎ろうっ！」


　９ｔｈが拳けん銃じゆうを乱射する。私は悠ゆう々ゆうと大金庫の中に滑すべり込んでいった。だが拳銃の弾丸が一発、黒崎の肩かたをかすめ、手にしていたカードキーを叩き落とす。執しゆう念ねんの一いち撃げきといったところか。


「クッ……」


「構うな。暗証番号が無ければ開ける事はできん」


　黒崎も金庫の中に入ると、すぐさま重い扉を閉じていった。直径五メートルはあろうかという巨きよ大だいな金庫の扉が、唸うなりを上げて閉へい鎖さされていく。


　これで私の勝利は決した。


　後は一時間立て籠り、県警の特殊部隊が１ｓｔたちを始末するのを待てばいい。残念だったな１ｓｔ。


「しまった！」


　扉が閉まる寸前、そんな１ｓｔの焦しよう燥そうの声が、かすかに漏もれ聞こえた。





　　　　※





　南みなみ塔とう二十四階の多目的ホールで、ウチらは警備のおっさんたちに取り囲まれてた。ムクドリ作戦で順調に十九階から上って来たんやけど、何やらあっさり捕まってしもうたんや。テロリストの姉ちゃんが貸してくれた武器もみんな取り上げられてる。日記も奪うばわれたし、ロープで身体縛しばられてるし、踏ふんだり蹴けったりや。


　ムクドリ作戦だけじゃ穴があるから、西島のおっさんは秋瀬に何か頼たのんどったみたいやけど……結局間に合わへんかったみたいやな。雪輝と由乃っちが加勢に来てくれたらしいんが、唯ゆい一いつの希望やわ。


「おい、こいつらどうする？」


　さっきから警備のおっさんが仲間と相談しとる。11ｔｈからの指示が途絶えとるみたいやな。


「俺の未来日記によれば、市長は『事故に見せかけて殺せ』って命令してくるらしい。テロリストが逃げ出そうと抵てい抗こうした事にすれば、俺たちが殺しても正当防衛になって問題ないだろ？」


「けど日記読んで勝手に行動するなとも言われてるぜ？　市長からの命令を優先しろって」


　こいつらもみんな孫日記所有者か……。この部屋だけでも全部で十人くらいおるみたいやな。ウチらの日記と武器を取り返しても、高坂とまおと三人じゃ、まともに戦っても勝ち目あらへんわ。どないしよう……。


「ちょ、ちょっとタンマ！」


　いよいよ追い詰つめられてビビったらしく、ウチの隣となりで縛られてる高坂がヘコヘコご機き嫌げん取とりを始める。


「俺たち、テ、テロリストの女に脅おどされて協力させられてただけで……ただの中学生のガキなんだぜ？　頼むから見み逃のがしてくれよ？　ＨＯＬＯＮの事なんか誰だれにも言わねーし！　市長が俺たち人ひと質じちにして雪輝を脅きよう迫はくした事も喋しやべらねーからさ！」


　ア、アホーっ！　なに自分から墓ぼ穴けつ掘ほっとんねん！　ペラペラと言わんでもええ事を……そら警備のおっさんたちも呆あきれ返るわ！


「こいつ口が軽そうだな」


「ああ。やっぱり殺そう」


　お前とはもう付き合いきれん！　高坂と一いつ緒しよに行動したんが間ま違ちがいやった！　まおもウチの隣で泣いとるわ！


　けどその時、警備のおっさんの持っとる携けい帯たい電話が、いきなりノイズを出し始めた。これは……未来改変のノイズ音や！


「待て。日記の記述が書き換かわった。敵が来るぞ」


　敵……ちゅう事は、ウチらにとっては味方やな？　ウチはまおと顔を見合わせて、思わず顔を綻ほころばせてしもた。雪輝か？　そうや間違いない！　雪輝が助けに来てくれたんや！


「構う事はねぇさ。こっちには人質と未来日記があるんだ。どこから攻せめてくるかもお見通しだぜ？」


「い、いや違ちがう……。こいつ……人質ごと俺たちを殺す気だぞ！　そっちのドアからやって来て、人質に構わず手しゆ榴りゆう弾だんを投げつけてくるって予知されてる！」


「人質ごと……？　ハハ、まさか？」


　な、何や？


　せっかく助かったと思ったのに、また雲行きが怪あやしくなってきたわ。人質ごと手榴弾で爆ばく破はするなんて、雪輝がそんな事するはずが……。


「なぁ……」


　高坂が不安げに呟つぶやく。


「助けに来たのって……もしかして我妻の奴じゃねぇ？」


「た、確かに……。我妻さんは以前にも、廃はいホテルで私たちを殺そうとした事がありましたわ」


「そ、そんなら今回も……。敵ごとウチら殺すつもりっちゅうんかッ？」


　雪輝は助け出すように指示するやろうけど、由乃っちがそれを守るとは限らへん。頑がん張ばったけど間に合わへんかったって言い訳すれば……。十分有り得る話や。


　ウチらの会話を聞いて、警備のおっさんらが真っ青になる。


「じょ、冗じよう談だんじゃねぇぞ！　こちとら市長に金で雇やとわれた『始末屋』だ。こんなガキどもと心中なんて御ご免めんだぜ！」


「と、とにかく一度逃げる！　早くしろ！」


　男たちが浮うき足立ったんと、ドアが開いて由乃っちが飛び込んできたんは、ほとんど同時やった。孫日記の予知通り、由乃っちは手榴弾のピンを抜ぬいてウチらめがけて放ほうり投げてくる。


「ちょ、ばっ、マジで投げやがったーっ？」


「殺す気か由乃っちーっ！」


「いやーっ、死ぬんなら日向と二人っきりで死にたいですわーっ！」


　警備のおっさんらは我先にと、反対方向のドアに殺さつ到とうしてった。空中でクルクルと回転する手榴弾。


　すると由乃っちは突とつ然ぜん、腰こしのホルスターから拳銃を抜き出し、両手で構えて照準を合わせ始めた。


「……伏ふせろ！」


　その声に反応して、ほとんど無意識のうちに、ウチらは床ゆかに這はい蹲つくばるように突つっ伏す。続いて室内に轟とどろく銃じゆう声せい。


　由乃っちの拳銃から発射された弾丸が、絶ぜつ妙みようの照準で宙を貫つらぬき、空中の手榴弾を僅わずかに掠かすめる。その一発で、手榴弾は見事に弾はじき飛ばされ、空中でもう一回跳はね上がった。落下するコースが大きく延長されたんや。


　続いて二発目も撃うつ。


　今度も見事に底面を掠めて、さらに大きく遠くへ飛ばされてった。ア、アホな……。拳銃の狙そ撃げきで、手榴弾の落下位置を遠くに延ばしたっちゅうんか？


　手榴弾が弾かれた先には……。


　ドアから廊ろう下かに逃げようとする、警備のおっさんらの姿があった。


　瞬しゆん間かん、由乃っちも床に伏せて、閃せん光こうと共に手榴弾が爆ばく発はつする。轟ごう音おんが響ひびき、多目的ホールのドアと壁……それに警備のおっさんらが粉々に吹き飛ばされてった。


　敵が孫日記持っとるんは知っとったから、由乃っちはウチらを本当に殺すつもりで手榴弾投げて、その後で狙撃して未来を変えたんや。さすがに逃げ惑まどっとる最中に孫日記を確認はできへんからな。


　爆ばく風ふうが収まった後、由乃っちはすぐに立ち上がって、まだ息のあった警備のおっさんらを撃ち殺してトドメ刺さしてった。ホンマえげつないわぁ……。


　それから腰の日本刀を抜いて、ウチらを縛っとったロープを切断していく。


「お、おおきにな、由乃っち」


「別に。ユッキーが助けろって命令したから助けただけ」


　素そっ気なく言って、由乃っちは血ち塗まみれの日本刀を鞘さやに納めた。





　　　　※





「９ｔｈ……何のつもりだよ？」


　ゆっくり振ふり返りながら、僕は背後の９ｔｈの様子を確認した。やっぱりそうだ。無差別日記が書き換かわったから、まさかとは思ったけど……９ｔｈは左手で拳銃を構え、僕にしっかりと照準を合わせていた。


「大金庫に立て籠られて、11ｔｈは殺せなくなった。作戦は失敗だ。……お前を殺す約束だろ？」


　引き金に指を添そえる。


「もう潮時だ」


　ど、どうする……？


　９ｔｈは本気だ。今ここで大金庫の扉を開けられないと……。幸い、開錠するためのカードキーはある。後は暗証番号さえ分かれば……。


　くそ、駄だ目めだ！　周囲の予知をする無差別日記でも、暗証番号までは予知できない。数回入力を間ま違ちがえれば、カードキー自体を受け付けなくなるだろう。


　どうする……どうするっ？


「１ｓｔ。西島はな、私を幸せにすると言ってくれた……ただ一人の男だったんだ」


　考えろ！　考えるんだ！　諦あきらめるわけにはいかない。こんな所で、11ｔｈも倒たおせずに死んでたまるか！


　９ｔｈが引き金に力を込める。


「……まっ、待て９ｔｈ！」


　僕はとっさに叫さけんでいた。


「まだ二人とも、と、逃とう亡ぼう日記で脱だつ出しゆつできるかも、しれないだろ？」


「ここにきて悪あがきか？　しかも11ｔｈの事を置いて逃にげるだと？」


「いや由乃も置いていく。とにかく僕と９ｔｈが逃げられればそれでいい。『11ｔｈを殺すまでは休戦』……そういう約束だったはずだ。逃亡日記で確かく認にんしてみてよ。ほら、僕も武器を置くから」


　右手を吹ふっ飛ばされた９ｔｈは、もう左手しか使えない。逃亡日記の記述を確認するには、とりあえず拳銃を下ろさなければいけなかった。僕はサブマシンガンを足元に置き、敵意が無い事を示すために両手を上げる。


　けど苦し紛まぎれとも思える僕の言葉に、９ｔｈは青筋を立てて怒ど鳴なり散らした。


「ふざけんな！　下に降りても捕つかまるだけなのは予知済みだ！」


「きゃ、客や警官に紛れたら……？　ほら、映画とかでよくあるだろ？　突とつ入にゆうした警官の制服を奪って、現場から逃げるやつ」


　僕が降こう伏ふくのポーズをとったからか、９ｔｈも一応日記の確認をしてくれた。拳銃をホルスターに収め、携けい帯たいを取り出す。彼女の強い逃亡の意思を感知して、逃亡日記の記述が書き換わっていった。


「……それも駄目だな。11ｔｈの日記の力を忘れたのか？　金庫の中からでも手下には指示を出せる」


　く、脱出ルート無しか……。いや、まだだ。下に逃げるのが駄目なら、あるいは上に……。


「じゃ、じゃあ逆に屋上へ逃げたら？」


「はぁ？　馬ば鹿かかお前？　三十二階の高層ビルからどうやって……」


　言いかけて、ハッと９ｔｈが気付く。同時に書き換わっていく逃亡日記。そうだ、まともな方法じゃ高層ビルの屋上から逃げられっこない。でもあれを……ヘリコプターを使えば、まだ可能性はあるはずだ。


「あった……脱出ルート！　人質を盾たてにして、飛んでいたテレビ局のヘリを屋上に着陸させる。そうすりゃ上空から脱出だ！」


　９ｔｈの言葉に、僕はすかさず無差別日記を取り出した。キーを押し続けてどんどん記述をスクロールしていく。


「よし！　では僕と９ｔｈはこのルートで脱出する！　その結果、残された由乃は８ｔｈを殺すが……その後11ｔｈの手に落ち殺される！」





【７月18日　15：35】ヘリ内／由乃から連れん絡らく。８ｔｈを殺したようだ。しかし途と中ちゆうで電話が切れた。11ｔｈの手下に捕まったんだ。





「そしてこの騒さわぎが収まった後……暗証番号を知る秘書は帰宅の途とにつく！」


　我妻銀行大金庫がどれほど頑がん強きような造りであろうと、しょせんそれはただの金庫でしかない。シェルターとして造られたわけじゃないんだ。何日も立て籠こもる事は不可能だった。食糧の備び蓄ちくはもちろん、風ふ呂ろもトイレも空調もない密室に、いつまでも秘書と二人で居座る事はできない。


「来た！」


　目いっぱい画面をスクロールした僕は、とうとう目的の記述を発見する事ができた。





【７月18日　20：12】桜見市市街／帰宅途中の秘書がいる。９ｔｈが脅おどして暗証番号を聞き出した。パスは『５９１２４０５』だ！





「よしっ！」


　この未来では、僕たちはツインビルディング攻こう略りやくに失敗し、11ｔｈも大金庫から外に出ている。今さらパスを聞き出しても大して意味は無い。だからＴｈｅ ｗａｔｃｈｅｒで覗のぞき見ている11ｔｈも、秘書への接せつ触しよくをわざわざ邪じや魔ましてきたりはしないだろう。


　でもお陰かげで、僕は未来から暗証番号を拾ってくる事ができた！


　すかさずカードキーをスラッシュし、日記に表示された暗証番号を打ち込んでいく。分厚い扉とびらがゆっくりと、軋きしみながら開いていった。


「９ｔｈ、前に言ってたよね。抗あらがい続ける事で届く奇き跡せきもあるってさ」


「１ｓｔ……お前……」


「僕には、父さんと母さんを生き返らせる『奇跡』が必要なんだ！」


　そしてとうとう、五メートルはあろうかという巨きよ大だいな金庫の扉が完全に開ききった。僕はサブマシンガンを肩かたにかけ、扉の中に入っていく。やったぞ……勝ったんだ！　僕は11ｔｈに勝った！　これで11ｔｈを殺して、８ｔｈも殺して、僕は神に……。


　神に……。


　なる……ん……だ……。


「な……」


　ところが。


　僕の目の前に現れたのは、さらにもう一枚の──。


　大金庫の、扉だった。


『二重ドアだ！』


　貸金庫ロビー内に設置されたスピーカーから、勝ち誇ほこった11ｔｈの声が響いた。同時に銃声も轟く。


　何だ……この銃声？　スピーカーから聞こえたぞ？　という事は大金庫の中で発はつ砲ぽうした……？　一体誰だれに向かって？


『ハハハ……。残念だったな１ｓｔ。一枚目の扉を開けたのはお見事だったが……その二枚目の扉も、カードキーと別の暗証番号で開く仕組みになっている。もっとも、既すでに黒崎はこの手で射殺したがな！　もはや暗証番号を知る者はいなくなったというわけだ！』


　黒崎って秘書の事か？　ま、まさか自分の秘書を自分の手で撃ち殺すなんて……。そうか、11ｔｈは警察にも手を回せるんだ。だから秘書の死体くらいどうとでも処理できる。


『報道ヘリも私の責任で退たい避ひさせた！　追い詰つめられたのはお前の方だったな１ｓｔ！』


「11ｔｈッ！」


　く……どうせもうあと三十分もすれば警察が突入してくる。企き業ぎようフロアに閉じ込めた人ひと質じちが解放されれば、いずれにせよ屋上からの脱出も無理か……。


　万ばん事じ休すだった。


　無差別日記によると……暗証番号が失われた以上、二枚目の扉を開けるには、もう網もう膜まく認証でロックを解除するしかない。そう由乃が教えてくれる事になっている。でも網膜が登録されている人間は僅かに四人。そのうち一人は11ｔｈだ。他ほかの二人は故人、そしてもう一人は……。


　くそ、網膜認証も駄目だ！　絶対に開ける事はできない！


「ククク……」


　僕の背後で、９ｔｈが堪こらえきれない様子で笑った。その左手には、逃亡日記ではなく拳銃が握にぎられている。銃じゆう口こうはしっかりと僕を捉とらえたままだ。


「抗い続ける事で届く奇跡もあると確かに言ったが……１ｓｔ。お前はもう一つ覚えた方がいい」


　その９ｔｈの顔。


　それは怒いかりでも憎にくしみでもなく……。どこか憐あわれみを持った、むしろ優やさしげな……笑えみをたたえた表情だった。


「──大たい概がいは届かないんだ」


　無差別日記の記述が書き換わっていく。





【７月18日　14：56】北きた塔とう三十二階我妻銀行内／９ｔｈが裏切り、銃を発砲してくる。





「死ね１ｓｔ！　お前を殺して西島の仇かたきを討うつ！」


　躊ちゆう躇ちよなく引き金を引く９ｔｈ。すんでのところで僕は弾だん丸がんをかわし、逆にサブマシンガンを乱射した。けどさすが９ｔｈだ。向こうも超ちよう人じん的てきな反射神経で金庫から飛び出し、銃じゆう弾だんを避さけていった。


　本当にあれが、右手首を失って出血多量になっている人間の動きか？　武器はこっちのサブマシンガンの方が威い力りよくは上だけど……まともに戦ったら僕が負ける！　確実に！


「チッ、逃げんじゃねぇ１ｓｔ！」


「冗じよう談だんじゃない！　僕は11ｔｈを殺して……父さんと母さんを生き返らせるんだ！」


　９ｔｈの拳銃は自前の武器だから、予備の弾だん倉そうも持っているはずだ。逆にこっちのサブマシンガンは、11ｔｈの部下から急いでくすねた武器。弾たま数かずにも限りがある。


　僕は壁のガラスを突つき破って、貸金庫ロビーを飛び出していった。無差別日記の予知によれば、由乃が８ｔｈを殺して戻もどってくるまであと十四分だ。それまで持ちこたえないと……。





【７月18日　15：10】北塔三十二階我妻銀行内／９ｔｈに射殺され、僕は死ぬ。





《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》





「僕は、死ぬっ！」





　　　　※





　人質になっていた三人を解放した後、私はすぐに８ｔｈの監かん禁きん場所へと駆かけていった。場所は既に警備の人間を痛めつけて聞き出してある。問題は時間だ。あまりゆっくりしている暇ひまは無い。


　雪輝日記の記述がノイズと共に書き換かわっていく。





【７月18日　15：10】ユッキーが９ｔｈに撃うたれちゃった！　大変！　ユッキーが痛がってるよ！　あいつ絶対許さない！





　クッ、あと十四分……。


　状じよう況きようからして、これは《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》フラグが立ったと考えた方が良さそうだわ。


　早く８ｔｈを殺してユッキーの所に戻らないと！


「おい我妻！　どこ行く気だよ！　『ＨＯＬＯＮⅡ』ならあっちの方向だぜ？」


「全然聞いてませんわね……」


「お？　秋瀬から電話やで？」


　私の後ろから、例の三人が追いかけてくるけど、構っている暇は無かった。


「どっ！　けぇぇっっ！」


　角を曲がると、監禁場所の扉の前には、警備の『始末屋』たちが拳銃を構えて待ち構えていた。人質が無ければ、いくら孫日記を持っていても立場は同じ。日記所有者同士の戦いに慣れてない雑魚ざこがどれだけ束になっても恐おそれる事は無いわ。


　私は全速力で廊ろう下かを突っ切り、弾丸をかわして日本刀で『始末屋』たちを切り刻んでいった。扉を蹴け破やぶって中に飛び込む。


　いた！


　８ｔｈだ！


　椅い子すに縛しばられ、気を失っているのかグッタリしている。丁度いいわ。


「こいつを、殺せばッ！」


　奇き妙みような事に、部屋の中には『始末屋』の姿は一いつ切さい無かった。自分たちの孫日記を見て、敵かなわないと悟さとって逃にげ出したのかもしれない。何でもいい、とにかく８ｔｈを殺してユッキーを助けに行かないと！


　私は日本刀を振ふり被かぶった。


　死ね！　８ｔｈ！


　ユッキーのために死んでしまえ！


　でも刀を振り下ろした瞬しゆん間かん、私の視界の端はしに、人ひと影かげが一つ飛び出してくるのが見えた。そいつは折りたたみ式の警棒を持ち、私と８ｔｈとの間に割って入って日本刀を受け止める。甲かん高だかい金属音が部屋中に鳴り響ひびいた。


「お前はッ！」


「悪いね、８ｔｈを殺させるわけにはいかないんだ。我妻さん」


　その人影は『始末屋』たちと同じ、警備の格好をしていた。けれど中身は別人だ。私もよく知る男。いいえ、私にとっては宿敵と言ってもいい男だった。


「……秋瀬或ある！」


　どうしてこいつがここに？


　秋瀬はいつもの余よ裕ゆうたっぷりの表情で、淡たん々たんと事情を説明し始める。


「僕も西島さんに頼たのまれてね。彼らより先にツインビルディングに潜せん入にゆうし、８ｔｈとＨＯＬＯＮを分断するよう依い頼らいされたんだ。探たん偵ていとしては、依頼された仕事は断るわけにもいかない」


　そうか、11ｔｈのＴｈｅ ｗａｔｃｈｅｒは他人の日記を覗き見る日記。秋瀬も未来日記を持っていないんだわ。だから首しゆ尾びよく11ｔｈの網あみにかかる事なく潜入できた。


　手打ちで日記の内容を書き換かえる撹かく乱らん作戦も、11ｔｈの部下の孫日記を閲えつ覧らんされれば短時間で見破られてしまう。９ｔｈたちはそのリスクを低減させるために、秋瀬を別行動で先行させたわけか。


「でも正直、この仕事は難易度が高くてね。なんせ警備の人たち全員が孫日記を持っているんだ。迂う闊かつには動けなかった。我妻さんには感謝しているよ。君が騒そう動どうを起こしてくれたお陰で、連中に隙すきができて、こうして監禁場所からほとんどの『始末屋』を遠ざける事ができた」


「御ご託たくはいいわ！　そこをどけ！　私は今すぐ８ｔｈを殺してユッキーの所に戻る！」


「そうはいかないね。さっきも言った通り、僕は西島さんから仕事の依頼を受けている。８ｔｈとＨＯＬＯＮを分断するのが依頼の内容であって、８ｔｈの殺害が目的じゃない」


「同じ事よ！　そいつを殺せば孫日記は無効化される！」


「いや……それじゃ僕にとって都合が悪いんだ。僕もそのうち、未来日記を持ちたいと思ってるんでね」


　な……？　日記所有者になりたい？　どうして？　何のために？


　８ｔｈの孫日記を持ったって、11ｔｈに覗のぞき見されるんだから戦力になりはしない。秋瀬もそれは十分分かっているはず。


　それでも未来日記を欲ほつしているという事は……ユッキーが11ｔｈを殺すと仮定して、その後の事まで考えているのかしら？　ユッキーを助けるための力を欲していると？　でも11ｔｈが死ねば、ユッキーの敵は８ｔｈと９ｔｈ、それに２ｎｄである私だけ。秋瀬が日記所有者になって戦うような相手は見当たらないんじゃ……。


[image: ]


　まさか、秋瀬の奴やつっ！


「どうしたんだい、我妻さん？　そんな恐こわい顔して？」


　こいつ……。私と戦うために、未来日記を欲している？


　私とユッキーとの仲を引き裂さくために？


　秋瀬が私とユッキーとの関係を妬ねたんでいるのは分かってるわ。でも私とまともに戦っても勝ち目は無い。もちろんお互たがい、話し合いに応じるつもりも全く無い。だから実力行使として、私と五分の条件で戦うために、武器として未来日記を欲しているんじゃ……。


　──そう。


　やってくれるわね。


　そっちがその気なら、私も今すぐこの場でお前を殺してやるわ。


　どうせ秋瀬はいつか殺さなくちゃいけないって思ってたもの。こいつを殺して、それから８ｔｈを殺せば……。


「おっと、僕もろとも８ｔｈを殺すつもりだね？　確かに我妻さん相手に勝てるとは思っていないよ。後ろの三人の加勢があっても、勝敗は変わらないだろう」


「三人？」


　見ると、いつの間にか高坂たち三人が私の後ろを取り囲んでいた。しかも手に手にナイフや手しゆ榴りゆう弾だん、拳けん銃じゆうを構えている。９ｔｈから借りた武器ね？


「悪いなぁ由乃っち。さっき秋瀬から電話がかかってきてな。８ｔｈを守るんに協力して欲ほしいって言われたんや」


「秋瀬くんはいつも一番正しかったですものね。そのお陰かげで命を救われた事もある手前……力を貸さないわけにはいきませんわ」


「へへ、いくら暴走女のお前でも、四対一なら勝負は分からねぇぜ？」


　別にこんな奴ら、殺そうと思えばいくらでも殺せる。孫日記だってどうせ大した日記能力じゃないはず。


　でも問題は……。


「問題は、時間がかかり過ぎる事……かな？」


　秋瀬が私の考えている事をずばり言い当てる。


「察するに、君が別行動を取った事で、雪輝君の身に危機が迫せまっているんじゃないかな？　ハッキリ言わせてもらうと、君たちは別行動するべきじゃなかった。バラバラに行動して倒たおせるほど、11ｔｈは甘い相手じゃない。一いつ般ぱん人を人ひと質じちにしてテレビ中ちゆう継けいさせたまでは良かったけど……その後高坂君たちは見殺しにして、二人で11ｔｈを追うべきだったんだ」


　確かに、結果論としては秋瀬の言う通りだったかもしれない。いくらユッキーの命令とはいえ、高坂たちは見殺しにしてせめて８ｔｈの始末だけでも優先すれば良かったわ。秋瀬が温和な笑えみを口元に浮うかべる。つくづく腹立たしい男。


「もっとも、そんな優やさしさが雪輝君の魅み力りよくだと、僕は思うけどね」


　秋瀬は警棒を構え、８ｔｈを守るように私に対たい峙じする。後ろの三人もジリジリと距きよ離りを詰つめてきていた。


「──さぁ我妻さん。ここで取引をしよう。君は今すぐ雪輝君を助けに北塔最上階に向かうんだ。その代わり、僕たちは責任を持って８ｔｈとＨＯＬＯＮを分断する」


「お前の指図なんか受けない！」


「ＨＯＬＯＮの孫日記さえ無効化できれば、雪輝君が君に託たくした命令はクリアしたも同然だろう？　それでもなお、君がどうしても８ｔｈ殺害にこだわるのなら、僕たちは殺されるのを覚かく悟ごで徹てつ底てい的てきに君の邪じや魔まをする」


　クッ……。


　ユッキーの《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》……十五時十分までもう残り十二分。これ以上ここで足止めされるわけにはいかないわ。


「僕も、雪輝君が傷つく事は本意じゃない。今は一分一秒が貴重な時だと思うよ？　迷っている時間は無いはずだ」


　悔くやしいけど、ここは秋瀬の言う通りにするしかない。


　私はきびすを返し、高坂たちを押し退のけて８ｔｈに背を向けた。


「秋瀬或……いずれお前はこの手で殺す！」


　そう言い捨てても、秋瀬は相変わらず柔やわらかな笑みを浮かべたままだ。私とユッキーが結ばれるためには……どうしてもこの男を殺さなくちゃいけないみたいね。


　やっぱりこいつは私の最大の敵。


　11ｔｈを倒した後、真っ先に始末してやる。


　でもとりあえず今はユッキーを助ける事に専念しなくちゃ。私は全速力で、渡わたり廊下のある二十五階へと駆け出していった。





　　　　※





　９ｔｈに追い詰められ、僕は我妻銀行の営業カウンターの中に身を潜ひそめていた。窓口業務を行いつつ、事務作業もするフロアだ。整然とデスクやオフィスチェアが並べられ、姿を隠かくすにはうってつけの場所だった。ここならしばらくは見つからないだろう。


　諦あきらめちゃ駄だ目めだ。


　９ｔｈをどうにか倒して、必ず11ｔｈを殺してみせる！


　由乃と一いつ緒しよに、生きてこのツインビルディングから脱だつ出しゆつするんだ！


「出てこいよ……雪輝」


　荒あらい息を交じえながら、９ｔｈの声が近づいてくる。


　……雪輝？


　珍めずらしいな、９ｔｈが僕の事を名前で呼ぶなんて……。


　まだ僕が隠れている場所には気付いていないようだ。声の震ふるえからして、かなり意識も朦もう朧ろうとしているらしい。


　でも距離は確実に縮まってきていた。グズグズしていたらいずれ見つかり、《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》の予知通り、僕は殺される！


「あたしゃ血を失い過ぎた……。もうお前を殺すのが精せい一いつ杯ぱいなんだ」


　何か不自然な物音も聞こえる。これは……拳銃の弾だん倉そうを片手で交こう換かんしている音？　９ｔｈは右手を失っているから、弾倉の交換をする時には一度拳銃を手放さなくちゃいけないはず。今がチャンスか？　で、でも……一か八ばちかで未来を変えるにはあまりにリスクが高過ぎた。相手も予知能力者なんだ。


　何かもっと……。


　確実に、９ｔｈを仕留められるようなトラップを仕し掛かけないと！


「大体お前、『父親と母親を生き返らせる』なんてなぁ……。下らねぇわがまま言ってんじゃねーっ！　そんな理り屈くつが通るなら、世界中のガキが神を目指しちまうだろが！」


　な、何だよ９ｔｈ。急に……。


　それのどこが悪いって言うんだよ！


　僕は父さんと母さんを生き返らせるんだ！　そのチャンスが与あたえられているんだ！　だったら、死に物もの狂ぐるいでチャンスを摑つかみ取ろうと思うのが当然だろ！


「お前……私のガキの頃ころの事、聞かされてるか？」


　その時。


　声のトーンが僅わずかに変わった事を、僕は敏びん感かんに悟った。


「遠い中東の土地……言葉も通じないそこで、私は両親を失った。それからはずっと命いのち懸がけの毎日さ。パン一つ盗ぬすむのもな。現に失敗して死んだ奴も、いっぱいいたさ……」


　確か、西島さんが前にちょっと話してくれた事がある。９ｔｈは子供の頃、外国で両親を殺されて、一人ぼっちで生きてきたって。だから神に与くみする人間や建物を標的にして、破は壊かいと殺さつ戮りくを繰くり返すテロリストになったって。


　その話をしていた時の西島さんは、すごく悲しそうだった。


「──正直に言うとな……。私はお前が好きだよ」


　え？


　今、何て……？


　９ｔｈが息も絶え絶えに、絞しぼり出すような声でまくし立てる。


「無様に地じ雷らい原を走る姿とか……他人を心配するお人よしな所とか……両親を失って必死なウザさったら……ハハッ」





「無様過ぎて私を見てるようだよ！」





「だから教えてやる！　お前の夢は叶かなわねぇ！　叶わ……ねぇんだッ！」


　９ｔｈは……。


　僕が桜見中学校で地雷原を突つっ切ったように、中東の地で地雷原を駆かけ抜ぬけたんだろう。


　僕が自分で罠わなに陥おとしいれた宮みや代しろお鈴りんを心配したように、人質になった高坂たちを心配してくれたんだろう。


　僕が両親を生き返らせようと願っているように、かつて自分も両親が生き返って欲しいと願ったんだろう。


　僕にはピンと来ないけれど、９ｔｈは……自分と僕とが似た者同士だと、思っているらしかった。そんな風に見ていたなんてちょっと意外だ。彼女はもっと殺さつ伐ばつとした性格の印象だったから。


　でもだからって……。


　だからって、僕の夢を邪魔させはしない！


　僕は神になって、奇き跡せきを起こして、必ず父さんと母さんを生き返らせるんだ！


　そのためにいつまでも抗あらがい続ける！


「物音一つ立てないな……まぁ音を出した瞬しゆん間かん、居場所がバレちまうからな」


　何か無いか？


《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》の未来を変えるための手段……。


　ここは銀行のオフィスだ。手の届く範はん囲いで使えそうな物といえば、メモ帳とペン位なもの。使えない事は無いけど……。


　仮に未来を変えたとしても、厄やつ介かいなのは、その瞬間に未来改変のノイズが発生してしまう事だった。


「ノイズ音を気にしているな？」


　やっぱり９ｔｈもそこはお見通しみたいだ。


「未来を変えなきゃ数分後にお前は発見され、撃うち殺される。だが未来を変えたとしても、そのノイズ音で居場所を特定される。八方ふさがりだな」


　どうする？


　未来を改変し、かつ９ｔｈに居場所を特定されず、しかもこの状じよう況きようを逆転できる方法……。そんな方法が、果たして見つかるのか？





　　　　※





　大金庫の中で、私はシャンパングラスを片手にくつろいでいた。余興として持ち込んでいたものだが、まさかこんな形で祝いの酒を味わう事になるとはな。


　私の周囲に広がっているのは、スーパーコンピュータ『ＨＯＬＯＮⅠ』。そして額から血を流して絶命している黒崎の死体だった。アルコールを愉たのしむ環かん境きようとしてはお世辞にも雰ふん囲い気きは良くなかったが、この際贅ぜい沢たくは言うまい。


「フフフ……楽なものだな。私はただここで観覧していればいい」


　Ｔｈｅ ｗａｔｃｈｅｒを指先で操作しながら、シャンパングラスを傾かたむける。せいぜい潰つぶし合いをしていろ、１ｓｔ。それに９ｔｈ。


　お前たちの戦いの記録は、私が神となった新世界において、進化した人類を創造する際の基き礎そデータとして存分に活用してやる。ありがたいと思え。


「おや？　ＨＯＬＯＮにアクセスしている孫日記が全すべて接続エラーになっているな……。８ｔｈが敵の手に落ちたか」


　恐おそらく２ｎｄに救出された高坂王子たちの仕し業わざだろう。彼ら三人の孫日記も無効化されたために、日記を覗のぞき見て動向を追つい跡せきする事はできなくなっていた。中学生の子供と思っていたが、意外にやるな。それとも他ほかに協力者がいたのか？


　しかし私が生きている限り、このツインビルディングから生かしては帰さん。私が神になる礎いしずえとして、８ｔｈもろとも死んでもらおう。


「既すでに十分な数の臨りん床しようサンプルは手に入った。何より、もう『始末屋』を孫日記で武装させる必要性も無いからな。８ｔｈも用済みだ」


　１ｓｔと９ｔｈは殺し合いの最中、８ｔｈも手足たる施し設せつの子供たちを失った状態だった。２ｎｄの未来日記は１ｓｔがいなければ何の役にも立たん。もはやサバイバルゲームの勝者はほとんど確定していた。


　大金庫の二つ目の扉とびらが開かない限り、私の敗北は無い。


　暗証番号を知る黒崎も死んだ。


　網もう膜まく認にん証しようで開けようにも、登録されているデータは四人分しか存在しないのだ。一人は私……金庫の内側にいるジョン・バックス。他の二人は、既に故人となっている我妻潮うしおと我妻西さい果か。


　そして網膜が登録されている、残る最後の一人は……我妻潮と我妻西果が引き取った養女。


　我妻由乃だった。


　エリート銀行家の家系である我妻潮と我妻西果は、自分たちの銀行をいずれ養女の我妻由乃に託たくそうと思っていたようだ。後こう継けい者しやとしての自覚を与えるため、娘むすめの網膜も大金庫に登録させておいたらしい。実際のところは企き業ぎようを私物化した親おや馬ば鹿かの、単なる自己満足のお遊びだったのかもしれんがな。


　いずれにせよ、網膜を登録したのは、養護施設から引き取られた本物の我妻由乃だ。未来日記を与えられ、２ｎｄとなった……偽にせ者ものの我妻由乃の方ではない。


「いくら我妻由乃を名乗ろうと、偽者では網膜認証のパスは叶かなわんな」


　思えば２ｎｄ……我妻由乃は奇き妙みような女だった。


　その日記『雪輝日記』は１ｓｔの動向を記した日記であり、２ｎｄ本人の事はほとんど書かれていない。全ての記述が「ユッキーが……」で始まる日記だ。


　いや……。最初は「天あま野の君が……」だったか？


　一年ほど前、まだ最終調整中だったＴｈｅ ｗａｔｃｈｅｒに、突とつ然ぜん２ｎｄの日記が表示された事があったのだ。


　あの時は確かに「天野君が……」という書き出しだったような気がする。デウスの使い魔まにその事を話すと、「因果律のバグじゃろう」と言ってＴｈｅ ｗａｔｃｈｅｒを調整し直してくれたのだが……。


　その後は特に異常も見られなかった。あの時点ではまだ所有者は正式に決定されておらず、未来日記の授じゆ与よもなされていない。やはりただのバグと考えるべきか。気にするほどの事でもないな。


　私はシャンパンを呷あおり、スマートフォンに監かん視しカメラの映像を映し出した。そこには、全速力で北きた塔とう最上階に向かう２ｎｄの姿が捉とらえられている。


　無む駄だだよ２ｎｄ。


　お前は１ｓｔの救きゆう援えんには間に合わん。


　このまま行けば、１ｓｔは９ｔｈに殺され、９ｔｈもやがて力ちから尽つきる。残された２ｎｄと８ｔｈを始末すれば、私以外の全ての所有者が脱だつ落らくだ。


　ククク……。次に私がこの金庫から出る時は、既にサバイバルゲームの勝者として確定した時。それまではゆっくり、この鋼鉄の盾たての中でくつろいでいればいい。





　　　　※





「ク……ッ！　あと十分！」


　私はあらん限りの力を振ふり絞って、廊ろう下かをダッシュし続けた。まずい……８ｔｈの所で手こずり過ぎたわ。携けい帯たいを取り出して雪輝日記を確認する。


　このままじゃユッキーが９ｔｈに殺されちゃう！


　ユッキーを守る事が、私が『ここ』に存在する理由の全て！


　ユッキーのために！


　ユッキーのために！


　ユッキーのために！


　ユッキーをサバイバルゲームに勝たせるために、私は何だってやってきた！　何十人も何百人も殺して、自分の全てを投げ打って、記き憶おくを改かい竄ざんしてまで精神の安定を保って……。


　全てはユッキーのために！


　それなのに……私の存在理由を、私の未来を、私の生きる意味を、こんな所で失ってたまるもんですか！


　雪輝日記がノイズと共に書き換かわっていく。未来が改変されたんだわ。まさかユッキー一人で《ＤＥＡＤ　ＥＮＤ》を覆くつがえした？


　いえ、これは……。





【７月18日　15：00】ユッキーがメモ帳に遺ゆい言ごんを書いてるよ！　「由乃へ。ごめん、もし僕が死んだら、代わりに父さんと母さんを生き返らせてほしい」だって！　死んじゃ嫌いやだよユッキー！





「遺言……ッ？」


　そんな？　どうしてユッキー……。


　諦あきらめちゃ駄だ目めだよ！


　ユッキーは９ｔｈを殺して、11ｔｈも殺して、８ｔｈも私も殺して神になるの！　神にならなくちゃいけないの！


　だからユッキー……。


「ユッキーィィッ！」


　私が駆けつけるまで、お願いだから持ちこたえて！





　　　　※





　前方のデスクの下から、未来改変のノイズが聞こえてきた。


　プレッシャーに耐たえかねたか……。


　まぁ、それも雪輝らしい。


　私はゆっくりと慎しん重ちように、音を立てないようにしてノイズの方向へと進んでいく。拳けん銃じゆうの弾だん丸がんはフル装そう塡てんだが、油断はできねぇ。相手の武器はサブマシンガンだからな。しかもこっちは出血多量で瀕ひん死しの状態ときてる。これじゃ私が追い詰つめたのか、それとも私が追い詰められたのか……分かったもんじゃなかった。


　どっちでもいいさ。


　最後は精神力だけでも、西島の仇かたきを討うたせてもらう。


　デスクの陰かげに、あいつの黒いジャケットが覗いていた。雪輝……私は嫌きらいじゃなかったよ。お前のそんな無様な所がさ。


　──ハハ、変だな。


　いつの間に私、１ｓｔの事を『雪輝』なんて呼んでたんだ？　不覚だね、いくら意識が朦もう朧ろうとしてるからって……。随ずい分ぶん情が移っちまったもんだ。


　さっさと殺してしまおう。


　これ以上、ヤキが回らないうちに。


　私は引き金にかけた左の指に力を込め、静かにデスクの裏側に回りこんでいった。


　……待てよ？


　雪輝は自分に有利になるように未来を改変したんだよな？　それなのにどうしてさっきから動かない？　デスクの陰にじっと身を潜ひそめていたって、事態は好転しないだろう。そもそも未来改変のノイズで居場所がバレた事くらい分かっているはず。一体何を考えているんだ……？


　ま、まさかっ？


　慌あわてて目を凝こらす。


　デスクの裏側にあったのは、雪輝のジャケットと日記……だけだった。着ていた本人の姿が無い。オフィスチェアの背もたれにジャケットを引っ掛かけ、開いた携帯を手首の位置に置いてある。画面にはこう表示されていた。





【７月18日　15：09】北塔三十二階我妻銀行内／由乃が慌てて、予定より一分以上早く戻もどってくる。異常な早さだ。





「日記、だけッ？」


　同時に木霊こだまする銃じゆう声せい。私の左手に握にぎられた拳銃が、勢いよく跳はね飛ばされて床ゆか面めんを滑すべっていった。


「……わざと由乃宛あてに遺言を書いたんだ。そうすればきっと、由乃が慌てて未来が変わる」


「雪輝……っ！」


　奴やつはいつの間にか私の背後に回り込んでいた。デスクの陰に隠かくれつつ、こっちの死角に入るよう、カウンターの裏側に移動していたのか。


　くそ、私とした事が……。今の雪輝が昔の雪輝とは違ちがうって事を、失念していたよ。こいつにはもう、２ｎｄに頼たよらなくても自分で危機を乗り越こえていけるだけの強さがあるんだ。


　性しよう根ねの甘ちゃんぶりは何も変わってねぇくせにな。


「父さんと母さんを生き返らせる事が、わがままだってのは分かってるよ……」


　雪輝はしっかりとサブマシンガンの銃じゆう口こうを向けながら、私の方へ歩み寄ってきた。奴がトリガーを引けば、その瞬しゆん間かんに私は蜂はちの巣にされてお陀だ仏ぶつだ。


　だが雪輝の指は動かない。おもむろに歩みを止めると、そのまま銅像のように硬こう直ちよくしてしまった。


「な……なぜ撃たねぇ！」


「殺したくない……」


「はぁッ？」


　こいつ……泣いてるのか？


「僕だって、本当は誰だれも殺したくなかったんだ。けど……仕方ないだろ。他ほかに方法が無いんだ……」


　雪輝はポロポロと涙なみだをこぼしていた。あれだけ多くの人間を殺しておきながら……この期ごに及およんで言い訳か？　ふざけんな！　その程度の覚かく悟ごで、一丁前に悪党を気取るんじゃねぇよッ！


「てめぇ……」


「なら教えてよ！」


　嗚お咽えつを漏もらして、雪輝が泣き叫さけぶ。


　その無様な表情。


　ああ……やっぱりこいつは何も変わっちゃいなかったんだな。


　どれだけ強く見えても、どれだけ悪党に見えても、雪輝は雪輝だ。良くも悪くも、本当の雪輝から一歩もはみ出していない。


「僕はどうしたら良かったの……っ？」


　その無様な泣き顔は……。


　最初に私が出会った時の、まさに天野雪輝の表情そのままだった。


　……私は本当にこいつの事が好きなんだ。


　ムカつくくらい私にそっくりで、やる事なす事全すべてが腹立たしい。目め障ざわりこの上ない存在。殺したいほど憎にくらしい相手。


　だから、好きなんだ。


「甘えるな雪輝っ！」


　私は思わず駆かけ出していた。


「う、動くな！」


　とっさに雪輝が発はつ砲ぽうするが、弾丸は私のこめかみをかすめるだけで当たらない。代わりに眼帯が千切れて弾はじけとんでいった。義眼を埋うめ込んだ左目が露あらわになる。


　お前のヘナチョコ弾だまなんざ当たるかよ！　そうさ、このみねね様がこんな青あお臭くさいガキに……負けてたまるか！


「皆みんなぁ！」


　左の拳こぶしを振り上げる。


「不幸と折り合いつけてんだ！」


　そのまま、あらん限りの力で雪輝の顔面をぶん殴なぐってやった。


「グッ……」


　たまらず後方にふらつく雪輝。今だ！　銃じゆうを拾い上げてこいつを撃うつ！


　私の左目を潰つぶした相手……。


　西島の仇……。


　サバイバルゲームの宿敵……。


　雪輝を──１ｓｔを、この手で殺すッ！


「そ、そんなの嫌だっ！」


　奴も必死に体勢を立て直し、サブマシンガンを向けてきた。


　だが、遅おそい。


　勝った！


　私は勝った！


　雪輝に！


　こっちの方が、照準が一いつ瞬しゆん速かっ……。





　──え？





　どうして……？


　トリガーにかけた私の指の動きが止まる。


　雪輝の背後に。


　その足元に。


　すがるようにして、幼い少女の影が見えていたから。


　私……だ。


　それは幼い頃ころの、私の姿だった。


　両親を失って一人になって、ボロきれみたいな服を着て、中東の地で必死になって毎日を生きていた……あの頃の私だ。


　刹せつ那な。銃声が轟とどろく。


　雪輝の撃ったサブマシンガンの弾が、私の脇わき腹ばらを貫かん通つうし……それが決定的な致ち命めい傷しようとなった音だった。脇腹から大量の血を噴ふき出して、私はゆっくりと床ゆかに倒たおれ伏ふしていく。





「え……？　撃たなかった？」


　雪輝が戸と惑まどった様子で呟つぶやく。


　その足元には相変わらず『私』の姿があった。


　馬ば鹿か野や郎ろう……。


　何でお前が『そこ』にいるんだよ……。


　見ると、『私』は何か訴うつたえかけているようだった。唇くちびるの動きを目で読み取っていく。


『た』……『す』……。


　……『け』……。


　ああ。





『たすけて』……か？





　ハハッ。


　そうか、同じなんだ……。


[image: ]


　私も、雪輝も……。


　両親を失ってから……。


　誰も……助けちゃ……くれ……なかった……。





　　　　※





「ユッキーィィッ！」


　床に倒れた９ｔｈが動かなくなるのと同時に、由乃が我妻銀行に飛び込んできた。僕の無事をまず確かく認にんして安あん堵どの息を漏らす。そしてすかさず９ｔｈに向かって日本刀を振ふりかざした。


「９ｔｈ、よくも！」


「よせ由乃！　もう終わりだ！」


　慌てて制止した。既すでに９ｔｈは絶命しているみたいなんだ。これ以上血を流す必要は無い。


「ユッキー一体何が……」


「分からない。急に撃つのを止やめたんだ。それで……」


　僕に同情して銃じゆう撃げきをためらったのか？　いや、９ｔｈにとって僕は西島さんの仇かたき。そんな甘い行動に出るとは思えない。


　撃たれて床に倒れた直後、妙みように穏おだやかな表情をしていたのが気になるけど……。


「今はそれより11ｔｈだ。あいつを殺さなきゃ決着はつかない！」


　僕は由乃を連れて、再び貸金庫ロビー……我妻銀行大金庫の前へと戻っていった。由乃も日記で状じよう況きようは把は握あくしているだろうけど、かいつまんで説明していく。


　11ｔｈが立て籠こもっている事。


　暗証番号を知る秘書は死んだ事。


　残る開かい錠じよう方法は網もう膜まく認証ロックしかない事。


　そして網膜を登録してある人間は四人しかいない事……。


　11ｔｈと『我妻由乃』、それに『我妻由乃』の両親だ。


「我妻家の人間なら開けられるかと思ったんだけど……」


　僕の言葉に、由乃がビクンと肩かたを震ふるわせる。金庫の方を向いたまま硬直してしまった。


「い、いや……無理ならいいんだ」


　仕方ないか……。


　由乃は泣いていた。俯うつむいてポロポロ涙をこぼしていく。


「ごめんねユッキー……。役に立たなくてごめんね……。私がユッキーを守らなきゃいけないのに……」


「僕の方こそ……ごめん。変な事言って」


「でも……ユッキーが生きてて良かった……」


　深くは聞いてないけど……今の由乃は、事情があって『本物の我妻由乃』と入れ替かわった偽にせ者ものであるらしい。僕はそれでも一向に構わないと思っている。僕にとっての『我妻由乃』は、いま目の前にいる彼女……。彼女こそが、僕にとっての『本物の我妻由乃』なんだから。


　ただ、網膜認証のロックを突とつ破ぱする方法が、これで完全に潰えた事だけが痛つう恨こんだった。11ｔｈを倒すには、何としてもこの鋼鉄の盾たてを乗り越えなくちゃいけない。でもどうやって大金庫を開ければいいんだ？


　正せい攻こう法ほうで開けられない以上、強ごう引いんに扉とびらを破は壊かいするしかないけれど……。この分厚い扉を打ち破れる重機や爆ばく弾だんが、今すぐ手に入るとは到とう底てい思えなかった。


『──諦あきらめはついたかね、１ｓｔ？』


　貸金庫ロビーのスピーカーから、11ｔｈの声が流れる。Ｔｈｅ ｗａｔｃｈｅｒと監かん視しカメラの映像で、僕たちの様子を見ているんだろう。


「11ｔｈ！」


　奴やつは勝ち誇ほこった様子で言い放った。


『私は君たちに感謝しているところだよ。お陰かげでいろいろサンプルが取れた』


「サンプル……だって？」


『神に近しき予知能力を人に与あたえた時……どう動くかというサンプルさ。金かね儲もうけに走る者、状況が分からず家に籠る者、一つの都市に様々な人間がいて楽しかった。サバイバルゲームの駆け引きも、私にとってはサンプル収集の手段に過ぎなかったのだよ』


　こいつ……十二人の日記所有者による殺し合いを、そんな風に思っていたのか？　サンプルを集めるための実験だとでも？


　三十二階まで上ってくる間に、９ｔｈから事情は聞いている。11ｔｈは未来日記を考案し、実験を繰くり返して実用化にこぎつけた……言わば未来日記の創造主。神になって人類に新しい進化を促うながすのが目的だと。


　つまり11ｔｈにとって、サバイバルゲームで勝つ事はもはや当然の事なんだ。こいつはもう既にその先を見み据すえている。自分が神になった後に創造する、新たなる世界と新たなる人類を。そのためにサバイバルゲームや全市民所有者化計画を通して、数多くの臨りん床しようサンプルを収集していった。


『──ところで１ｓｔ。お前はこんなサンプルをどう思うかね？　父と母を失い、その仇を討うとうとするが……しかし非力さゆえに予知を生かせず敗北する』


「なん……だって？」


『つまらんと思わんか？　見せ場が無いだろう？　これなら助けを呼びに逃にげてくれた方がまだ楽しい』


　僕の事を嘲あざ笑わらっているのか？


　陰いん謀ぼうに巻き込まれて殺された父さんと母さんを……そしてその仇を討とうとする僕を……。見下して馬ば鹿かにしているのか？


　冗じよう談だんじゃない！　父さんを殺したのはお前じゃないか！


　お前が父さんを唆そそのかさなければ……母さんだって死なずに済んだはずなんだ！


　それなのに……。


『お前とお前の家族は、実につまらんサンプルだったよ』


「11ｔｈッ！」


　ちくしょう……。


　ちくしょうッ！


　殺してやるッ！


　11ｔｈ、お前は必ず殺してやるッ！


『そんな所に突つっ立っていないで、逃げ帰って助けでも呼んできてはどうだ？　助けてくれる者がいればの話だが？』


　ツインビルディングから逃がすつもりもないくせに、11ｔｈは余よ裕ゆうたっぷりに僕を嘲ちよう笑しようした。


　ふざけるな！　僕は必ずお前を殺す！


　絶対に！


　どんな手を使ってでも！


　こっちの声が11ｔｈに聞こえているかどうかは分からない。けど何とか言い返してやろうと、僕は口を開いた。


　その時──。


「……私が助けてやる」


　突とつ然ぜん、僕の背後から声が届いた。


　同時に無差別日記や雪輝日記が書き換わっていく。


　未来が変わった……という事は？


「ナ……」


「９ｔｈッ？」


『馬鹿な、生きていたのか！』


　僕と由乃、それに11ｔｈまでもが、動どう揺ようを隠かくせず叫さけんでいた。あの傷でまだ動けるなんて……。もちろん気力だけで立っているような有様だったけど、それでも十分驚きよう異い的てきなタフさだった。


「うるせぇ……まだ死んじゃいない。勝手に殺すな」


　それに９ｔｈ……。さっき『助けてやる』って言ったよな？


　僕を……助けるって事か？


　９ｔｈは僕や由乃を押し退のけると、上着のジッパーを下ろし、服の下からプラスチック爆弾を一つ引っ張り出した。コードが服の下にまで繫つながっている。


「冥めい土どの土産みやげ、心音爆弾だっ！　こいつは私の心臓が止まった時に爆発する！」


　あれは、桜見中学校を襲おそった時にも身につけていた爆弾だ。来くる須すさんはこの心音爆弾を恐おそれて、わざわざスナイパーの狙そ撃げきを中止させたって聞いている。あの時は校舎に仕し掛かけた爆弾とも連動していたけど、単体でもかなりの破壊力を持っているようだった。


「さしもの二重扉も、間に入って起爆すれば無事じゃ済まねぇだろ……」


　そう言うと、９ｔｈは一つ目の扉の隙すき間まから、金庫の中へと入っていった。コンソールを操作して重い扉を閉へい鎖さしていく。


「自じ爆ばくする気なのかっ？」


『ば、馬鹿な真ま似ねはよせ９ｔｈ！　そんな事をして貴様に何の得があるッ？』


　もちろん11ｔｈの言葉に耳を貸すはずもない。大金庫に守られている11ｔｈは、皮肉にもその鋼鉄の盾が邪じや魔まをして、瀕ひん死しの状態の９ｔｈに一いつ切さい手を出せずにいた。二枚目の扉を破壊しようとする彼女の行動を、ただ指を咥くわえて傍ぼう観かんしているしかない。


　ゆっくりと閉じていく扉の隙間から、息も絶え絶えの９ｔｈが声をかけてきた。


「雪輝……忠告しておく。お前のしている事はやっぱりわがままだ」


「９ｔｈ……」


「だがな……。その気持ち、私も分からないわけじゃない。だから道は私が開けてやる。その先の責任はてめぇが取れ！」


　どうして？　どうして９ｔｈはそこまで僕を助けてくれるんだ？


　分からない……。


　分からないけど、でも、僕の身体からだは勝手に動こうとしていた。９ｔｈを助けようと金庫の中に飛び込もうとする。


「９ｔｈ！」


「だめ、ユッキー！」


　でもそれは由乃がすかさず止めた。そうだよな……ここで僕まで金庫の中に入ったら、９ｔｈの犠ぎ牲せいが無む駄だになってしまう。11ｔｈを殺すのは、残された僕と由乃の使命だ。


　そして金庫の扉が、完全に閉じきっていった。


　９ｔｈ……。


　僕は忘れないよ。


　君が……僕を、助けてくれた事を。





　　　　※





　金庫の扉が閉まると、私は二枚目の扉に背を預け、ズルズルとへたり込んでいった。もう立っているだけの力も残っちゃいない。無様なもんだ。


　心音爆弾を扉の傍そばに置き、逃とう亡ぼう日記を取り出す。その最後の記述は……。





【７月18日　15：18】我妻銀行大金庫→Ｘ　自分で逃亡日記を破壊し、心音爆弾を起爆する。当然だが、逃げ道なし。





　よし。やっぱり日記の破壊でも、心音が途と絶だえりゃ起爆するみたいだ。11ｔｈさえ殺せば、予知能力を持つ１ｓｔや２ｎｄは簡単にツインビルディングを脱だつ出しゆつできるだろう。高坂たち三人も、秋瀬が合流すりゃ何とかなる。


　まったく……。


　天下のみねね様の最さい期ごが、まさかあんなガキどもを助ける形で終わるなんてな。私も雪輝の甘ちゃんぶりを笑えた身分じゃねぇか。


　最後の気力を振ふり絞しぼって、逃亡日記を破壊すべく、私は左手に力を込めていった。薬指に飾かざられた指輪が、金庫内の非常灯に照らされて鈍にぶく光っている。……地じ雷らいで吹ふっ飛ばされたのが、左手じゃなくて右手の方で良かったな。


「……よお」


　ふと視線の先の存在に気付き、私は声をかけた。


　そこにいるのは、ボロきれみたいな服を着た『私』だ。さっき雪輝の脚あしにすがり付いていた時は泣きそうな顔してやがったくせに、今は晴れ晴れとした笑え顔がおを見せている。現金な奴だ。


「お前の願い通り助けてやったんだ。満足だろ。だからもう私に付きまとうんじゃ……」


　言いかけて、言葉が続かなくなる。


『私』の隣となりには──大人の姿も二つ、あったからだ。


　もうほとんど忘れかけていた、かすかに見覚えのある、記き憶おくの中にしか存在しない顔。


　若い男性と、若い女性。


　あれは……父親と母親、か？


　私の……。


　パパと……ママ……か？


『私』は何か言っていた。


　唇くちびるの動きを目で追う。


『あ』……『り』……『が』……。





『ありがとう』





　ああ……そうか。


　私はゆっくりと瞼まぶたを下ろしていった。


　今いま頃ごろになってこんな当たり前の事に……気付くなんて。


「──一人の人間」


　メキメキと、逃亡日記が軋きしんでいく。


「──一人の女として死ねる……」


　同時に、私の身体も空間ごと歪ゆがみ始めた。


　そうだ。


　……私も助けて欲ほしかったんだ。


　誰だれかに、救ってもらいたかったんだ。


　でも一体誰に？


　幼い頃ころの『私』の傍には、パパとママがいる。


　だったら、今の私の傍には……。


「西島……」


　空間の歪みで心音が途絶えたのか、まだ完全に消しよう滅めつしていないのに、心音爆ばく弾だんが起爆を始めた。眩まばゆい閃せん光こうが辺りを照らす。


「──やっと、テロリストを、辞やめられたよ」


　私の左手の指輪が、光に包まれてキラキラと輝かがやいていった。




Epilogue　光あらん事を







　アカシックレコードの中で、ワタシは静かに震ふるえていた。


　徐じよ々じよに記憶は戻もどりつつある。


　確かこの後……１ｓｔと２ｎｄは11ｔｈを殺し、８ｔｈも殺したはずだ。そしてサバイバルゲームは最終局面を迎むかえる。最後に残された１ｓｔと２ｎｄの二人が、真の決着をつけたのだ。サバイバルゲームの勝者。次なる神の座。新世界を創造する、新たなデウス・エクス・マキナを決めるために──。


　だが、そこでワタシの思考は停止してしまう。頭が締しめ付けられるように痛い。


　なぜだ？


　あと少しで、記憶が戻りそうだというのに。


　自分が何者かを思い出しそうだというのに。


　なぜこの身体はそれを拒きよ絶ぜつする……？


「どうした、デウスよ？　ここまで記憶を閲えつ覧らんしておきながら、この期ごに及およんでまだ自分の名前も思い出せんのか？」


「グ……。ワタシは……」


「やれやれ、これは想像以上に重じゆう症しようのようじゃな」


　ムルムルは呆あきれたように肩かたをすくめた。ぷかぷかとワタシの周囲を浮ふ遊ゆうしながら、口を尖とがらせて非難する。


「あれからもう一万年も経たとうというのに、お主は未いまだ『あの人』の事を強く心に刻んでおる。そして恐れておるのじゃ。『あの人』の事を思い出し、同時に封ふう印いんしていた悲ひ嘆たん、後こう悔かい、絶望までをも思い出す事をな」


「恐れている……？　ワタシが？」


「記憶の忘ぼう却きやくはお主の現実逃とう避ひ。そして自己防衛じゃったのじゃよ。かつて２ｎｄが記憶の改かい竄ざんを繰くり返したように。そうでなければ、いくら一万年経ったとはいえ、自分が何者であるかを忘れてしまう事などありえん」


　２ｎｄは自分の精神バランスを保つため、自分自身の記憶を都合よく書き換かえていた。ワタシも同じような事をしていたというのか？　自分の心を安定させるために、自分の記憶を都合よく抹まつ消しようしていたと？


「じゃが……それではいつまで経っても埒らちがあかん。お主にはそろそろ立ち直ってもらって、次なる新世界を創つくってもらわんとな。遊び道具がなければつまらんのじゃ」


　上着の隙すき間まに手を差し込み、ムルムルは何か四角い物体を取り出した。エメラルドグリーンの折りたたみ式携けい帯たい電話。それをワタシに向けて投げてよこす。


「最後の手段を使わせてもらうぞ？　今まで様々な記憶を閲覧してきた上で……さらにそれの内容を読めば、いくらお主でも全すべてを思い出すじゃろう」


「これは何だ？」


「二周目の２ｎｄの日記じゃよ。あのまま三周目世界に残しておくと、因果律にどんな影えい響きようを与あたえるか分かったものではない。こっちに戻ってくる時に、手早く回収しておいたのじゃ」


　ワタシは携帯を開いてメモ帳を表示した。そこには２ｎｄの『雪ゆき輝てる日記』が十分刻みで書き記されている。





【４月28日　18：00】ユッキーが由ゆ乃のの粘ねん土どを見つける。バレた。


【４月28日　18：10】ユッキーが二丁目の路地を走り抜ぬける。３ｒｄに狙ねらわれているんだわ。助けなきゃ。





　これは１ｓｔと２ｎｄが互たがいの正体を知った時の記述だ。既すでに閲覧した記憶の通り、二人は協力して３ｒｄを撃げき退たいした。あの時２ｎｄは言っていたな。「刺させないよ」と。





「あなたは刺さない。そういう未来だもの」





【５月２日　10：50】ユッキーが怪あやしい女と話している。


【５月２日　11：00】ユッキーの正体がばれそう！　由乃が助けなきゃ。





　次に目につく記述は、９ｔｈとの初戦。この時も２ｎｄは懸けん命めいに１ｓｔを助けていた。そんな二人は遊園地で恋こい人びとのようにデートもした。





【５月４日　13：10】ユッキーが私とデートする事になる。こんな日が来るなんて夢みたい。


【５月４日　15：20】ユッキーがお化け屋や敷しきでずっと傍にいてくれた。どうしよう大好きな気持ちが止まらない。好きよユッキー。





　その後も、２ｎｄは常に１ｓｔと共にサバイバルゲームを戦い抜いてきた。心が離はなれ、別々に行動する事があっても、結局はずっと傍にいてくれたのだ。そして守ってくれた。この……ワタシを。





【７月10日　12：00】ユッキーがお父さんといるところを敵に襲おそわれたよ。


【７月10日　12：10】ユッキーが敵に刺されそう。ユッキーを助けなきゃ。





　そうだ。





【７月18日　15：30】ユッキーが11ｔｈを殺せなくて大ショック！　仕方ないわ。私が頑がん張ばってあいつを殺してくるね！





　思い出した。





【７月21日　15：00】ユッキーが地割れにのみこまれちゃった。大変！　私が助けなきゃ……！





　全てを……全ての記憶を、今やっと、思い出す事ができた。





【７月27日　23：10】ユッキーが由乃と結ばれる。《ＨＡＰＰＹ　ＥＮＤ》。





　記き憶おくを封ふうじていたのも当たり前だ。


　あの悲嘆。


　あの後悔。


　あの絶望。


　２ｎｄを喪うしなったという事実から、自分の心を守るためには……。ワタシは自分自身を忘れるしかなかった。


　ワタシは……いや、僕は……。


「刺せないよ」


　由乃の言葉が脳のう裏りに蘇よみがえる。





「私は刺さない。そういう未来だもの」





　僕は……。僕は由乃を……。


「どうやら取り戻したようじゃのう、自分が何者であるのかを」


　ムルムルが満足気に僕の傍そばまでやってくる。


「記憶が戻ったのならもうここには用はあるまい。下に戻るのじゃデウス。いや……天あま野の雪輝よ？」


　そう。


　僕の名前は天野雪輝。


　かつて、天野雪輝と呼ばれていた者。


　サバイバルゲームの勝者にして次なる神の座を得た人間。


　この世界での──デウス・エクス・マキナだ。


「さぁ雪輝。早くこの虚こ空くう世界にも、神の力で何か創り始めてくれんかの？　この世界はお主の世界じゃ。何を創ろうと、どう創ろうと、思いのまま。好きなように世界を創造すればよい。何せお主は『神』なのじゃからな」


　ムルムルは僕の手を引っ張って、アカシックレコードから出て行った。下の虚空世界にふわりと舞まい降りる。


「何か……創る？」


　僕は改めて虚空世界を見回した。


　何も無い。


　無の世界。


　ただひたすら、暗くら闇やみが……いや暗闇という存在ですらない、絶対の虚きよ無むだけが広がっている。そうか……。由乃を喪ってから、僕はもう一万年もの間、ここでひたすら何もせずに時を浪ろう費ひしていたんだ。


　由乃の日記を懐ふところにしまうと、僕はもう一つの携帯電話……かつて、無差別日記と呼ばれていたそれを握にぎり締めた。この日記だけが今の僕の心の支えだ。この日記には、僕自身の事は書かれていないけど、由乃と一いつ緒しよにいたかけがえのない時間が記録として残されている。


　全宇宙の記録を収めたアカシックレコードなんかより、僕にはこの日記の方が遥はるかに価値のある存在だった。


「──由乃がいないなら、どんな世界を創っても意味無いよ……」


　僕は虚空世界に腰こしを下ろし、仰あお向むけに寝ね転ころがった。やはりこの姿勢が一番落ち着く。座っているのも面めん倒どうだった。何もかもが煩わずらわしい。


「いじけてても仕方なかろ。お主はもう『あの人』……２ｎｄとは逢あえんのじゃ。こっちはこっちで女を創れば……」


「ムルムルにも分かるよ。人を好きになれば、僕の気持ちが」


「ムーッ」


　僕のふてくされた態度に腹を立てたのか、ムルムルはぴょんと飛び跳はねて距きよ離りをとり、服の下から漫まん画が雑誌を取り出した。


「やれやれ。こんな事なら人間だった時の記憶なぞ、忘れさせたままの方がマシじゃったかもしれんのう。この漫画を読むのも一千万と二回目じゃ。流石さすがに飽あきてきたわい」


　虚空世界に寝ねそべって、ペラペラとページをめくり始める。ムルムルには悪いけど、やっぱり僕は新しい世界を創ろうなんて気にはならなかった。何を創ろうと思いのままって事は、例えば『我が妻さい由乃』をもう一度創る事も可能って事だ。


　でもそれに何の意味がある？


　どれだけ姿や形を似せても、それは由乃じゃない。


　由乃にそっくりな別の何かだ。


　僕が逢いたいのは、他ほかの何者でもない、『我妻由乃』。


　ただそれだけなんだから。


「三周目世界の由乃は、あれからどうしたんだろう……」


　僕は誰だれに言うでもなく独りごちた。


「幸せになれたんだろうか。ここで心配したって仕方ないけど……」


　全ては遠い昔の事だ。僕は手にした携帯の画面をそっと見つめた。


　僕の知っている由乃はもう死んだ。残されたのはこの最後の日記だけ……僕はずっと、この時間の牢ろう獄ごくから出る事はない。





【７月28日　04：57】桜見中学校／由乃が死んだ。





「由乃……」


　僕は携帯を握り締しめた。


「逢いたいよ……由乃」


　その──、刹せつ那な。


　突とつ如じよ、無差別日記がノイズを発し始めた。これは……未来改変のノイズだ？


「なっ？」


「未来日記からノイズじゃと？　馬ば鹿かな！　ありえん！」


　ムルムルも漫画雑誌を放ほうり出して飛び起きる。


「未来日記が書き換かわるのは、所有者が未来を変えた時のみ！　誰が未来を変えたというのじゃ！」


「どういう事？　一体何が……？」


　書き換わった無差別日記の記述に、僕は目を見張った。日付と時間の表記は存在しないけど、それは確かに僕の未来を表している。


　僕がこれから体験する、僕の未来。


　僕たちが創っていく、新しい未来だ。





【──】無の世界／由乃が時空の壁かべを壊こわして会いに来た。





「ユッキー！」


　懐なつかしい声に頭上を見上げる。虚空の天てん蓋がいに亀き裂れつが走り、割れ目から『あの人』が顔を覗のぞかせた。三周目世界からわざわざ会いに来てくれたんだろうか？　時空の壁を壊すなんて、いくら何でも強ごう引いん過ぎるよ……。


　でも、彼女はあの時からちっとも変わっていない。


　あの時のままだ。


　間ま違ちがいない、彼女は……『あの人』。


　僕が待ち焦こがれていた人。


　僕にとってかけがえのない人。





　僕は天に向かって、彼女の名前を叫さけんだ。


「ゆ……由乃！」





　　　　※





　主よ。王はあなたの御お力ちからを、喜びましょう。


　あなたの御救いをどんなに楽しむ事でしょう。


　あなたは彼の心の願いを叶かなえ、


　彼の唇くちびるの願いを、退けられません。





　あなたは彼に、


　とこしえまでの長い日々を与あたえられました。





　あなたは、とこしえに彼を祝福し、


　御おん前まえの喜びで彼を楽しませて下さいます。





　主よ。御力のゆえに、あなたが崇あがめられますように。
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　ムルムル先生の裏未来日記コーナー・『ノベライズ編』その二







──うーむ困った事になったぞ。





　どうしたんですか？





──どうしたもこうしたも無い。今回のあとがきは何と四ページもあるのじゃ！　こんな広々としたスペースをどう埋うめろと言うのじゃ！





　あとがきのページ数は、全体のページ数から自動的に決まってしまいますからね。仕方ないですよ。





──ううむ、これでは改行を多くしても限度があるではないか！　さすがに改行ばかりでスカスカ過ぎるのも気が引けるしのう。……まぁ良い。ところでページ数と言えば、今回は少し本が厚くなっておるが、ちと分量が多すぎるのではないか？





　ああ、これは最初から決まっていた事なんです。もともと全二巻という想定だったので、原作を最後まで全すべて収めるのは無理そうと思いまして、じゃあ11ｔｈイレブンス戦をクライマックスに持ってこようかなと。９ｔｈナインス的にはまさにここがドラマの最高潮ですしね。そうすると雪ゆき輝てる監かん禁きん事件あたりで一巻と二巻に分けるのが良いと思ったわけです。





──ふーむ。原作も中ちゆう盤ばんから後半に入ると、個々のエピソードが密接に絡からみ合って、さらに面おも白しろさが加速しておるのう。しかしこれでは前半のように、いくつかのエピソードをカットして分量を抑おさえる事ができんわけか。





　そうなんですよ。それでやむなく分厚い本になってしまったというわけです。





──その割には11ｔｈに関する追加シーンがチラホラ見受けられるぞ？　こんなやり取りは原作には無かったはずじゃが……。





　その辺は単行本と連れん載さいの違ちがいですね。ノベライズ版は単行本で一気にストーリーが進みますから、登場の遅おそいキャラクターの印象がどうしても薄うすくなってしまうと思うんです。具体的には、11ｔｈとか西にし島じまさんとか。原作やアニメみたいに、少しずつ話が進んでいくならそんなに気にならないと思うんですけど。





──そう言えば西島は最初完全なモブキャラ扱あつかいじゃったのう。９ｔｈとの関係が描びよう写しやされ始めたのは、番外編の『未来日記モザイク』からじゃったか？





　だから西島さんなんかは、実際に登場する前に、名前だけ先に出して他のキャラクターに語らせて、できるだけ印象に残るようにしてみました。11ｔｈも一巻の頃ころから、所々で前まえ振ふりを入れてあります。





──11ｔｈとの最終決戦の舞ぶ台たいとなるビルの名前が、原作ともアニメとも違う名前になっておるのもわざとか？





　この本では序じよ盤ばんで７ｔｈセブンスとの決戦が描えがかれていますからね。『～タワー』って名前の舞台が一冊で二回も出てくるのはどうかと思ったので。まぁ読んでいて気付かなければ、違い和わ感かんないって事なので、それに越こした事はありません。





──ノベライズ版はノベライズ版なりに、あれこれ考えておるようじゃのう。どうじゃ？　なかなか良い経験になったじゃろう？





　そうですね。一巻あとがきの繰くり返しになりますが、えすのサカエ先生や挿さし絵えの吉原さん、編集の山口さんやアニメスタッフの方々、皆みなさんと一いつ緒しよに仕事ができて本当に良かったです。後は、この本を読んで下さった方に楽しんでもらえれば、言う事ありません。





──おっと、上手うまくまとまったところで、そろそろお別れの時間じゃ。意外とスペースも埋まるものじゃのう。





　ではまた、どこかでお会いする事がありましたら、その時はよろしくお願いします。





──儂わしも楽しみじゃ。いずれ何周目かの世界で逢あおうぞ！







いとうのぶき　　





未み来らい日につ記きＥエンド





著　いとうのぶき


原作　えすのサカエ
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